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序

株式会社 くろがねやが大型ショッピングセンター (ホ ームセンターくろがねや一宮店)

の具体的な計画案をもって市教育委員会を訪れたのが平成17年の秋のことでした。建設

予定地は笛吹市一宮町東原字西田町31番ほかの広大な畑地で、周知の埋蔵文化財包蔵地

はその予定地の西側縁辺部にすぎませんでした。

笛吹市教育委員会では、その開発規模と周辺に重要遺跡が多 く存在することから、く

ろがねやと土地所有者の協力を得て、包蔵地外にも試掘坑を入れ、遺構分布の実態の把

握に努めることとしました。試掘の結果、遺構分布域は開発予定地の中央部に中世墓域、

北東部に堅穴建物・土坑群、北西部に局限され、その部分に建物を建てる場合は本調査

が必要であることをくろがねやに報告しました。

くろがねや側では中央部の墓域を調査 し、他の遺構の存在する部分については掘削深

度を浅 くする、土を盛るなど造成計画を変更し、保護してくれることとなりました。

平成18年春、造成工事を進めていた現地の立ち入り調査をしたところ、上述した墓域

の北側で、変更した造成計画より深 く削土した部分があり、そこに焼土痕、土師器片な

どが観察できました。急粧、くろがねや側に連絡し、設計担当者、造成担当者を交えて

現地確認を行い、対応を協議しました。結果、緊急の本調査を1000∬弱の範囲で実施す

ることで、くろがねやに調査費用を負担していただけることになりました。

本書が陽の目を見たのも調査に多大の理解と協力を惜 しまれなかったくろがねや店舗

開発部長平出雄三様、株式会社カワイ取締役戸田健二様、川井信二様、株式会社フジタ

東京支店員崎哲郎様のお力があったからこそです。

また現地調査は財団法人山梨文化財研究所にお願いしました。過酷な気象条件の中、

調査担当者はもちろん調査に当たられたスタソフの方々のおかげで、貴重かつ豊富な内

容をもつ考古学資料の記録保存がなされました。深 く感謝申しあげます。

平成22年 3月 31日

笛吹市教育委員会

教育長 山 田 武 人



例  言

1 本幸R告書は、山梨県笛吹市一宮町東原字西田町 313・ 1415他に所在する笛吹市埋蔵文化財包蔵地遺跡No 232-31「 西

田町 (に しだまち)遺跡」の第2次 。第 3次発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、「 くろがねや」店舗建設工事に先だって平成18年度 (第 2次)お よび平成20年 度 (第 3次)に実施

されたもので、腑 くろがねやから委託を受け、笛吹市教育委員会の指導 。監督・助言を受け、財団法人山梨文化財

研究所が発掘調査および整理作業をおこなった。

3 本報告書の編集は、平野修がおこない、執筆は中山千恵 (財団法人山梨文化財研究所)が第 I章第 2節・Ⅲ章を、

平野が第 I章・Ⅱ章・Ⅲ章・Ⅳ章・V章 をおこなった。なお、出土遺物の写真撮影は望月秀和がおこなった。

4 発掘調査および整理作業において、一部の業務を以下の機関に委託 した。

基準点設置・写真測量業務 :テ クノプランニング仰

炭化種実同定分析業務 i llnパ レオ・ラボ

5 石器の石材鑑定については、側山梨文化財研究所の河西学氏に、陶磁器の鑑定については、東京大学埋蔵文化財

調査室の堀内秀樹氏に依頼 した。また礎石竪穴建物跡の分析は、釈迦堂遺跡博物館の室伏徹氏のご厚意によるもの

である。ここにご芳名を記 し感謝申し上げる次第である。

5,本書に関わる記録図面・写真・出土遺物等は、笛吹市教育委員会が保管 している。

6.本遺跡の発掘調査および整理作業にあたっては、以下の諸機関・各位からご指導・ご協力を賜った。ここに記し

て深 く感謝の意を表する次第である (順不同・敬称略)

棚 くろがねや、仰カワイ、蜘フジタ東京支店、笛吹市教育委員会、山梨県教育委員会、山梨県立博物館、古代甲斐

国官衛研究会、帥エンドレス、小測忠秋、伊藤4多二、瀬田正明、望月和幸、猪股喜彦、室伏 徹、平川 南、大隅

清陽、萩原三雄、鈴木 稔、河西 学、畑 大介、宮澤公雄、櫛原功一、望月秀和、古川明日香

例

l 遺構 。遺物の縮尺は、原則 として各図ごとに示 している。

2 本書挿図第 1図で使用 している地図は、国土地理院発行地形図 (125,000)を 、第 2図で使用 している地図は、

笛吹市都市計画図 (12,500)を 使用 している。

3 遺物の挿図番号は、各遺構ごとに連呑で付 した。遺物分布図および観察表 。本文中の番号は対応している。

4 各遺構における遺物分布図で示 したマークは、以下の通 りである。

● :土師器・縄文土器 弥生土器 !※  ▲ :須恵器  ■ :陶器 。磁器  □ :土製品

△ i石器 。石製品   ○ :金属製品  ◆ :骨    ☆ :炭化物・炭化材

5 遺構図版中で使用しているスクリーントーン彰%場は礫断面、一―――破線は、推定線および焼土範囲、焼土+炭

化物範囲を示す。

6 遺物図版中で使用しているスクリーントーンおよび記号・線の凡例は、以下の通りである。

■■■ :須恵器・油煙 脇財勿 :黒色化範囲・赤彩 r///J:擦 り面 般■判 :ウ ルシ状付着物

↓ :灰釉範囲 また石器断面図における矢印は擦り面の範囲を示している。、

7 土層および遺物の色調名は、『新版標準土色帳』13版 (農林省水産技術会議事務所監修 小山正忠・竹原秀雄編・

著 1993)に よっている。
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第 I章 調査の経緯

第 1節 調査に至る経緯と調査体制

山梨県笛吹市一宮町東原字西田町 31-3他 に、株式会社 くろがねやが計画を進めていた店舗建設事業予定地は、笛

吹市埋蔵文化財包蔵地遺跡恥 23231「 西田町遺跡」の範囲内に位置していることと、同じ西田町遺跡範囲内の平成

7年度から8年度における発掘調査で、8世紀から12世紀代にかけての遺構群が検出されていたため、その取扱いに

ついて笛吹市教育委員会と株式会社 くろがねやが協議をおこなった。協議の結果、開発に先立って笛吹市教育委員会

が、遺構の内容および検出面の深度等を把握するため試掘調査を実施することとなった。

試掘調査は、平成17年 9月 26日 ～10月 3日 にかけて実施された。約 35,858だ の開発対象予定地内において、「農業

振興地域」からはずれた畑地を中心に、基本的に2× lm規模の試掘 トレンチを10箇所設定 しおこなわれ、その結果、

予測どおり平安時代を中心とする竪穴建物跡や土坑が確認されたことから、建造物および駐車場建設地において、遺

構を保護するための保護層を確保できない箇所については、埋蔵文化財の発掘調査が必要であるとした。その試掘調

査結果をもとに工事設計がおこなわれ、保護層が確保できない箇所約180∬分の本調査を西田町遺跡第2次調査とし

て、平成18年 H月 から翌平成19年 2月 にわたって実施した。

平成20年度に入 り、新たに造成工事が本格的に始まり、その折に本来保護層が確保されるべき箇所で、当初計画以

上に掘削深度が深かったために埋蔵文化財包蔵層を削平 し、さらに遺構の一部を露呈させてしまったことから、急邊、

笛吹市教育委員会と株式会社 くろがねやが協議をおこなった結果、新たに約 990�分の本調査が必要であることを確

認 し、平成18年度に続き第 3次調査として本調査を実施する逗びとなった。

平成20年 4月 に、株式会社 くろがねやより、財団法人山梨文化財研究所に対 し、西田町遺跡の発掘調査の依頼が再

度あり、協議をおこなった結果、平成20年 5月 16日 に三者による「埋蔵文化財発掘調査に関する協定書」を締結 し、

笛吹市教育委員会が指導監督機関として調査に関わることとし、同じく平成20年 5月 16日 に、株式会社 くろがねやと

財団法人 山梨文化財研究所との二者間で「西田町遺跡発掘調査業務委託契約」を結んで、西田町遺跡の発掘調査事

業および報告書刊行に向けた整理事業を実施することとなった。

【第2次調査 (平成18年度)調査体制】

○調 査 主 体  財団法人 山梨文化財研究所 理事長 沖永荘一

〇調 査 担 当 者  中山千恵 (財団法人 山梨文化財研究所 学芸員)

○発掘調査参加者

伊藤津真子、稲垣自由、岩崎満佐子、櫛原ゆかり、窪田信一、須田泰美、田中真紀美、長谷川規愛、原島 進、

宮川昌蔵

○整 理 参 カロ者

岩崎満佐子、角屋さえ子、田中真紀美、矢房静江

○指導・監督・助言  笛吹市教育委員会

【第 3次調査 (平成20年度)調査体制】

○調 査 主 体  財団法人 山梨文化財研究所 理事長 沖永荘一

〇調 査 担 当 者  平野 4雰 (財団法人 山梨文化財研究所 考古第 3研究室長)

○発掘調査参加者

稲垣自由、岸本美苗、窪田信一、坂本行臣、鷹野義朗、田中健二、手塚松雄、萩原 忠、長谷川規愛、原島 進、

早川栄蔵、平賀早苗、藤巻彼弥、藤原五月、望月秀和

○整 理 参 カロ者

岩崎満佐子、角屋さえ子、小林典子、齋藤ひろみ、須田泰美、竜沢みち子、田中真紀美、

原野ゆかり、広瀬悦子、藤井多恵子、藤原五月、古郡 明、望月秀和

○指導 。監督・助言  笛吹市教育委員会
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第 2節 調査の方法と経過

1.調査の方法

発掘調査は、本調査実施予定地内が前述のとおり、造成工事においてすでに埋蔵文化財包蔵層 (遺物包含層)の一

部が削平され、さらにブル ドーザーのキャタピラ痕等によって荒らされていたため、新たに平爪バケットを装着 した

バックフォーによって、遺構確認面の整地および遺物包含層の一部掘削作業から開始した。それと平行 して、人力に

よるジョレンを使用 しての遺構確認作業もおこなった。

整地・掘削作業の終了後、開発姑象地全体を覆うように国土座標にあわせて、南北方向をX軸、東西方向をY軸と

し、 5mメ ッシュを基本とするグリッドを設定 した。南西隅を基点として、世界測地系座標X=-39500000、 Y=
15660000を 原点 (X=0、 Y=0)と している。グリッドの名称は南北方向を南からXOoXl・ X2-・ 、東西方向を

西からYO・ Yl・ Y2… 。とし、南西隅を基点として、XlYlグ リッドなどと呼称 した。調査地内X24Y26グ リッ

ドの国土座標値X=-39380000、 Y=15790000である。

遺構調査については、すべて人力にて覆土を除去 し、発生土の排出についても人力にておこなった。確認された遺

構は、構築年代の新 しいものから順次おこなったが、一部新旧関係が不明瞭な重複 した遺構については、同時に調査

をおこない、土層観察等によつて新旧関係の決定をおこなった。

出土した遺物は、原位置が判明する直径 3 cm以上の大きさを測る土器片等は、極力、光波測量機によつて各出土地

点ごとにナンバリングして取 り上げた。遺構の測量についても光波測量機による測量を中心とし、1/10・ 1/20の縮

尺を基本として、平板測量と遣 り方測量も併用した。

光波測量に用いた機器およびシステムは以下のとおりである。

○光波測量機

○データコレクタ

TOPCON GTS-320F Ⅱ A

Panasonic TOUGHBOOK CF-18

○取 り上げ・図化ソフト アイシン精機株式会社製 遺構 くん ai

なお、遺構の名称は、以下ような略称を使用 した。

第 2次調査 (平成 18年度)○ 竪穴建物遺構 ―・SI、 ○溝 ―・SD、

第 3久調査 (平成 20年度)○ 竪穴建物遺構 ―・SI、 ○溝 ―・SD、

Ver 150

0土坑 …・SK、 ○ピット、○配石

○土坑およびピットー・SK

2.調査の経過

第 2次調査 (平成18年度)は、平成18年 ■月15日 から平成19年 2月 19日 までおこなった。すでに遺構が確認されて

いる試掘 トレンチを、小型のバックフォーを使用 し、遺構確認面まで掘削作業を行った。その後人力によリスコップ、

ジョレンを使用 して遺構確認作業をおこなった。遺構調査については、確認された遺構は順次移植ゴテ等を使用 し人

力で行った。大型の礫を含む土坑が多く、礫の除去には手間取った。出土 した遺物は、レベル、平板を使用 し取 り上

げを行った。また、遺構についても一部写真測量を併用 したが、平板測量を中心におこなった。

第 3次調査 (平成20年度)は、平成20年 5月 19日 から同年 9月 2日 までおこなった。遺構確認段階で、調査区のほ

とんどが竪穴建物跡や土坑などの遺構覆土と思われる黒掲色土や、暗褐色土等であることが判明し、この段階で今回

契約を取 り交わした調査期間内および費用では対応 しきれないであろうことは容易に予測できた。さらに遺構調査に

入ると、やはり竪穴建物跡や土坑が彩 しく重複 して存在 していることが判明し、しかも8世紀代から 12世紀代にわ

たるこれら遺構群が、重層的に存在することも判明した。店舗開店予定日が平成20年 11月 であるとのことで、建物基

礎の一部が調査区にかかることから、建物工事の進捗に応 じて、調査終了箇所を随時明け渡していくというかたちで

調査は進められたが、遺構が面的かつ重層的に連続 している状況下で、調査地を機械的に明け渡すことは極めて困難

を要 したことから、7月 14日 にllnく ろがねや、笛吹市教育委員会、側山梨文化財研究所の三者で調査面積の変更と未

調査区画の保護についての協議を現地でおこない、調査姑象面積を当初の 990だ から460だに縮小 し、本調査を実施

しない区画については、保護層 30cm以 上設けて保存をはかることで合意 し、7月 16日 付けでlklく ろがねやと笛吹市

教育委員会との間で確認書を取 り交わした。

最終的に掘削調査が実施できた面積は約 4447∬であった。 しかし遺構の重層的なあり方からすれば、同面積をほ

ぼ2面分調査をおこなったに等 しい。調査終了後の 9月 4日 、ブルーシー トにより養生を施 した後、保存地区を教育

委員会の立ち会いの下、重機によって埋設し、その後工事が着手された。
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第 2図  H18。 20年度調査区グリッド設定図
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整理作業は、両年度調査ともに、発掘調査終了後に側山梨文化財研究所において、平成 23年 3月 まで実施、本報

告書の刊行をもってすべての調査を完了した。

〔第2次調査 (平成18年 )日 誌】
(平成 18年 )

11月 15日 (水)プ レハブ設置、機材搬入、重機による表土剥ぎ。人力により遺構面精査。
■月16日 (木)入 力による遺構面確認作業

11月 17日 (金)人 力による遺構面確認作業、一時調査中断

(平成 19年 )

1月 15日 (月 )調 査再開、拡張部分重機により表土剥ぎ、人力による遺構面確認作業
1月 16日 (火)SI・ SK遺構調査開始

1月 18日 (木)SI・ SK遺構確認調査継続

1月 19日 (金)SI SK遺構調査継続、SDl・ 2新設、遺構調査開始
1月 22日 (月 )SI・ SK・ SD遺構調査継続

1月 23日 (火)SK全体空撮

1月 24日 (水)SKl～ 3集石除去作業

1月 25日 (木)SKl～ 3集石除去作業継続、SDl継続調査

1月 26日 (金)SKl～ 3完掘、SK4集石除去作業、教育委員会視察
1月 29日 (月 )SK04集 石除去作業

1月 30日 (火)SK4～ 9集石除去作業

2月 2日 (金)SK6完掘、SK4・ 5集石除去作業継続

2月 5日 (月 )SK4 5。 7～ 9完掘

2月 6日 (火)SDl調査継続、SK10新設調査開始
2月 7日 (水)SDl・ SK10調査継続

2月 8日 (木)SDl,SK10完掘

2月 9日 (金)S11・ SD■調査継続

2月 13日 (火)Ы l・ SD■完掘、S12新設調査開始

2月 15日 (木)S12・ SD12～ 15調査継続

2月 16日 (金)S12,SD14・ 15調査継続、SD12・ 13完掘、笛吹市農政課視察
2月 19日 (月 )S12・ SD14・ 15完掘調査終了、機材撤収

I第 3次調査 (平成20年)日 誌】
5月 19日 (月 )調査事務所設置、機材搬入、調査区の重機による遺構確認面精査・遺物包含層一部掘削、入力による遺構確認作業開始
5月 22日 (木)グ リッド杭設定
5月 23日 (金)重機による遺構確認面精査・遺物包含層一部掘削、人力による遺構確認作業終了
5月 26日 (月 )Ыl・ 2、 SKl・ 2等遺構調査開始
5月 27日 (火)SI・ SK等遺構調査継続
5月 28日 (水)S13等新設調査開始
5月 30日 (金)S14・ 5、 その他SK新設調査開始
6月 2日 (月 )S11カ マド等調査

6月 4日 (水)SI・ SK等遺構調査継続
6月 5日 (本)S16、 SK10等新設調査開始
6月 6日 (金)SI,sK等 遺構調査継続
6月 10日 (火)S17・ 8、 その他SK新設調査開始、S15カ マド等調査
6月 ■日(水)SIo SK等遺構調査継続、教育委員会現地視察
6月 13日 (金)SI・ sK等遺構調査継続
6月 16日 (月 )～ 6月 20日 (金)SI・ sK等遺構調査継続、SK31等祭祀土坑検出
6月 23日 (月 )～ 6月 27日 (金)Ы・SK等遺構調査継続、S19。 10等新設、ポールによる部分写真測量実施
6月 30日 (月 )～ 7月 4日 (金)SI SK等遺構調査継続、S111等新設
7月 7日 (月 )～ 7月 11日 (金)SI・ sK等遺構調査継続、S112～ 14等新設
7月 14日 (月 )～ 7月 18日 (金)SIo SK等 遺構調査継続、S115～ 17等新設、笛吹市教委、棚 くろがねやと今後の調査工程について打ち合わ

せ協議
7月 21日 (月 )～ 7月 25日 (金)SI・ sK等遺構調査継続、S118～ 19等新設
7月 28日 (月 )～ 8月 3日 (日 )SI・ SK等遺構調査継続、S120～ 22等新設、調査区南側 5m幅部分ポールによる写真測量実施
8月 4日 (月 )調査区南側5m幅調査終了部分工事のため明け渡し
8月 5日 (火)～ 8月 19日 (火 )SI・ SK等遺構調査継続、S123～ 27等新設、調査区南側10m幅部分ポールによる写真測量実施
8月 20日 (水)調査区南側10m幅調査終了部分工事のため明け渡し
8月 21日 (木)～ 9月 1日 (月 )SI・ SK等遺構調査継続、S128～ 34等新設、残り調査終了部分および保存地区ラジヨンヘリによる空撮・写

真測量実施
9月 2日 (火)SI・ SK等遺構補足調査、ポールによる部分写真測量実施、機器材片づけ搬出作業、調査終了
9月 3日 (水)調査事務所等撤去
9月 4日 (木)教育委員会立会のもと保存地区埋め戻し
9月 11日 (木)埋蔵文化財保管所および埋蔵文化財調査終了報告、埋蔵物発見届けを、笛吹市教育委員会教育長名で、 山梨県教育委員会・

笛吹警察署に提出する。
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第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

第 1節 遺跡の位置と立地

西田町遺跡は、甲府盆地東南部、笛吹川の支流である日川・金川と御坂山地に囲まれた緩やかな北西向き斜面上に

立地する。現在の行政区域では笛吹市東原字西田町・竹原田字川原日丁にあたり、東西約 400m、 南北約 200mと 遺

跡は広範囲にわたっている。

御坂山地から流下する金川の右岸の、標高 340m前後を測る扇状地上に今回の調査区は立地し、金川本流の他、前

述のとおり遺跡地内には南東から北西方向にのびる旧河道が網目状に幾本か流下し、それに伴って中州状の微高地が

幾つか点在する。今回の発掘調査地もこうした微高地の一つに立地している。

第 2節 基本層位

基本層位については、すでに造成工事によって表土層等が欠失していることや、扇状地地形で微高地と旧河道が南

東から北西方向にかけて網目状に存在 していることから、同じ調査地内でも基盤層が礫層であったり、黄褐色砂質シ

ル トであったりして一定 していない。今回の調査地では、南西部あたりを中心に礫層面が展開し、その他では黄掲色

砂質シル ト層が基盤層を形成 している。

ここでは、第 3次調査 (平成 20年度)調査区南東隅で残存面

から約 lm程度深掘 りした状況を示す (第 4図 )。 なお、土層色

調標記は、『新版標準土色帳』13版 (農林省水産技術会議事務所

監修 小山正忠・竹原秀雄編・著 1993)に準拠 している。

第 I層 黒褐色砂質土 (10YR3/2)遺物包含層、小礫 。炭化物  (1/20)

等含む、約 15cmほ ど残存

第Ⅱ層 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)遺物包含層および遺

構覆土、黒褐色土ブロック混 じり、厚さ約 10cm

第Ⅲ層 黄褐色砂質土 (25Y5/6シ ル ト質)し まり強い、厚さ

約 50-60cm

第Ⅳ層 黄褐色砂質シルト (25Y5/6)し まり強い

第 3節 歴史的環境

当該地域は笛吹川と金川との合流地点であり洪水多発地帯でもある。しかし遺跡地内は明治 40年大水害時のよう

に、土砂に覆われることはあっても、大規模な土石流災害には部分的に見舞われたにすぎず、古墳時代以降、比較的

安定 した土地状況を呈 してきたといえる。その傍証の一つとして表層に展開する条里型土地割の存在があげられ、長

く耕地および宅地として土地利用されてきたことがうかがわれる。

また、金川は現在では川幅が広 く普段は水量の少ない河川であるが、近年の発掘調査の成果から、金川は古代以前

から転流を繰 り返した河川であり、当初は現在の河道より西側の旧御坂町地域を中心に流下していた可能性が高いこ

とが指摘されており、現在の河道は 10世紀以降に定まったものと推定されている。

今回の開発区域での発掘調査では、奈良・平安時代を中心とする遺構群と遺物群が検出されており、西田町遺跡が

存在する当該地は、古代においては、政治・経済・宗教において中心的な地域であり、本遺跡から東へ約 l kmの 地点

には甲斐国分僧尼寺 (10・ 11)が位置し、金川を挟んだ西へ約 l kmの 地点には笛吹市御坂町国衛の推定甲斐国府 (12)

が位置している。こうした寺院・官行の他に、周囲には大原遺跡 (9)、狐原遺跡 (25)、 二之宮遺跡 (26)、姥塚遺跡 (27)、

四ツ塚古墳群 (3)、 国分築地古墳群 (2)な どといった大規模集落遺跡や古墳群も数多 く点在 している他、国分条里 (16)、

中尾条里 (17)、 金田本都塚条里 (18)、 坪井条里 (19)と いった条里型地害Jも 当該地域一帯に広 く展開している。

また、甲斐国一宮の浅間神社における国府祭の一つである「御幸祭」の祭礼時に、御興が笛吹川まで行 く通過ルー

トとされる「御幸道 (みゆきみち)」 や「市道 (い ちみち)」 ともよばれる古道が、現在の国道 20号線勝沼バイパスに沿っ

lm

第 4図 基本層位模式図
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第 1表 周辺遺跡一覧表

番号 連塩 跡 名 時  期 番号 連逗 跡 名 時  期

1 西田町遺跡くろがねや地点 20 杭337地 ′点遺跡 平安

2 国分古墳群 古墳 杭344地′点遺跡 平安

3 四ツ塚古墳群 古墳～平安 の
ね

つ
ね 杭 350地′点遺跡 平安

4 経塚古墳 古墳～奈良
つ
る 西田町遺跡 平安～中世

5 鞍掛清水遺跡 古墳～平安 24 南西田遺跡 平安

6 筑前原遺跡・筑前原塁址 古墳～平安 25 狐原遺跡 平安

7 矢倉道址 古墳～平安 26 二之宮遺跡 古墳～平安
8 松原遺跡(第5共選場地区) 古墳～平安

７
‘ 姥塚遺跡 古墳～平安

9 大原遺跡 古墳～平安 28 長田古墳群 古墳

10 国分寺跡 奈良～平安 29 姥塚古墳 古墳

11 国分尼寺址 奈良～平安 30 竜ノ木遺跡 奈良・平安

御坂町国衛址 奈良～平安 松本塚ノ越遺跡 古墳。平安

寺本廃寺 古墳
つ
る 半行寺遺跡 平安

14 国府遺跡 古墳～平安
つ
０ 横畑遺跡 古墳～中世

車地蔵遺跡 平安 34 茶かん遺跡 奈良～平安
16 国分条里 平安～ 今宮遺跡 古墳～平安
17 中尾条里 平安～ 36 車居遺跡 古墳～平安
18 金田本都塚条里 平安～ ●

０ 松原遺跡 古墳・平安
19 坪井条里 平安～

て平行に走っている。このルー トは、甲府盆地内の古代における主要交通路の一つとして、ヤマ トタケル伝承にもみ

られる酒 (坂)折宮にも通 じ、さらに旧巨麻郡を通 り、東山道へ抜けるルー トでもあり、旧一宮町域をはじめ、盆地

内の当該ルー ト上には、古墳時代から中世にいたる数多くの主要遺跡が存在 している。

文献史料を組解けば、平安時代 (10世紀前半)に編纂された古代の地誌である F和名類衆抄』によると、遺跡所

在地は古代の行政区画では、甲斐国四郡 (山梨・八代 。巨麻・都留)の うち山梨郡に属 し、そして山梨郡は東郡と西

郡とに分かれるが、本遺跡一帯はその内の東郡に属 している。さらに下部の郷としては、東郡には於曽・能呂・林部・

井上。玉井といった郷が配置されており、玉井郷については本遺跡の西側に所在する旧一宮町坪井の大原遺跡 (9)や、

旧一宮町竹原田の狐原遺跡 (25)で「玉井郷長」「玉井」などと記された郷名に関する墨書土器が出土 していること

から、両遺跡が存在する一帯が三井郷であった可能性が極めて高い。一方、他郷については、諸説はあるものの確定

していない郷が多 く、先行研究によると、国分尼寺が所在する旧一宮町東原一帯が林部郷と考えた場合、降日名類衆抄』

の時計回りとする記載順序からすれば林部郷に隣接 して井上郷が存在する可能性が高い。しかし古代において人代郡

域に属するはずの旧御坂町に「井上」という地名が残っていることから、金川の流路変更などに伴っての郡界変更が

あつた可能性も考えられるものの、まだその決着はみていない。

しかしながら、後述するように、今回の発掘調査で、奈良時代から平安時代にわたるおびただしい遺構群が検出さ

れ、西田町遺跡が中核的な集落の一つであった可能性が強まったことから、旧一宮町東原地区と坪井・竹原田地区の

間のエリアに丼上郷が配置されていた可能性 も強まってきた。本遺跡の発掘調査成果は、今後の山梨郡東郡における

郷配置問題に、一石を投 じる可能性をもっている。

中世では、同じ西田町遺跡で勝沼バイパスを挟んだショッピング施設イツモア建設地において 12世紀後半を中心

とした館跡が調査されている。中世陶器や貿易陶磁、長崎産石鍋などの豊富な遺物が出土 しており、中世初期段階の

物流拠点の一つとして注目される。
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第 6図 H20年度調査区全体図 (1)
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第Ⅲ章 第 2次調査 (平成 18年度)で発見された遺構 と遺物

平成18年度の第 2次発掘調査で検出された遺構は、竪穴建物跡 (SI)2軒、土坑 (SK)15基、ピット3基、配石

遺構 1基、溝状遺構 (SD)1条である。

第 1節 竪穴建物跡 (SI)

S11(第 8図 )

(位置)X22Y19。 20グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)SK4・ 5'7・ 8と 重複 し、北側コーナーを確

認できたのみで、ほとんどの部分をいずれの遺構に掘 り込まれている。 (形態・規模等)竪穴の全体像は不明であるが、

形態は隅円方形を呈すると思われる。規模は不明。 (壁・壁溝・床面等)竪穴部の深さは確認面から最大 021mを測る。

壁溝は検出されなかった。床面は明確な床面は検出されなかった。 (柱穴)不明。 (カ マ ド)SK7の南側よリカマ ド

の構築材と思われる集石及び焼土が検出された。 (出 土遺物)遺物の出土量は少なく、土師器の杯 。皿 。須恵器の小

破片が出土している。 (時期)本遺構を掘 り込んで構築 しているSK5な どの出土遺物から9世紀前半代の所産であろ

うか。

S12(第 8図 )

(位置)X21Y19グ リッド内で検出されている。 (重複 。遺存状況等)SD卜 SK10。 12・ 13・ 16と 重複 し、南東コーナー

及びカマ ドを確認できたのみで、大部分はいずれの遺構に掘 り込まれている。 (形態・規模等)竪穴の全体像は不明

であるが、形態は隅円方形を呈すると思われる。規模は不明。 (壁・壁溝・床面)竪穴部の深さは確認面から最大 020

mを測る。壁溝は残存 している南東コーナーにおいて確認されている。床面はカマ ド周辺部で堅固な面が確認された。

(柱穴)不明。 (カ マ ド)東壁のやや南寄 りに付設される石組みカマ ドである。天丼石は残存 しないがネ由石の一部は残

存 し、抜き取 り痕も顕者に確認できた。燃焼部内の焼土は顕者に見られ覆土内から土師器の甕が出上 している。 (出

土遺物)カ マ ド及びその周辺からおもに出土 している。土師器杯 。皿の墨書土器や甕・不明鉄製品等が出土 している。

(時期)出土遺物から9世紀前半代の所産だと思われる。

第 2節 土坑 (SK)

土坑 (SK)は 、15基検出されており、SKl～ 13ま で遺構番号は付 しているが、SKHは 欠呑となっている。

SKl(第 9。 10図 )

X21・ 22Y19グ リッド内で検出されている。SK15と 重複 しており、遺構の遺存状態は良好。形態は隅円長方形を呈 し、

長軸 292m、 短軸 上40m、 深さ070mを 測る。集石を伴っており、確認面から底面まで拳大から直径 lmを超える

礫が密に詰まっている。出土遺物は、陶磁器・骨片等が出土している。時期は出土遺物から、近世段階の所産と思わ

れる。

SK2(第 9,10図 )

X21・ 22Y19グ リッド内で検出されている。遺構の遺存状態は良好。形態は隅円長方形を呈 し、長軸 246m、 短軸 132

m、 深さ056mを測る。SKlと 同様に集石を伴っており、確認面から底面まで拳大から直径 lmを超える礫が密に

詰まっている。出土遺物は、陶磁器・骨片等が出土している。時期は出土遺物から、近世段階の所産と思われる。

SK3(第 9・ 10図 )

X21Y19・ 20グ リッド内で検出されている。遺構の遺存状態は良好。形態は隅円長方形を呈 し、長軸 380m、 短軸 148

m、 深さ057mを測る。SKl・ 2と 同様に集石を伴っており、確認面から底面まで拳大から直径 lmを超える礫が密

に詰まっている。出土遺物は、陶磁器・骨片等が出土 している。時期は出土遺物から、近世段階の所産と思われる。

SK4(第 10図 )

X22Y19,20グ リッド内で検出されている。遺構の遺存状態は良好。形態は隅円長方形を呈し、長軸 260m、 短軸

は現存値で 1,30m、 深さ040mを測る。S11や SK5・ 7と 重複しており集石を伴っている。確認面から底面まで拳大

から直径 lmを超える礫が密に詰まっている。出土遺物は、土師器高台郭や蓋など出土 しているが、これらはS11に

伴うものであろう。時期は、遺構の形状や構造などから、SKl～ 3と 同様に近世段階の所産と思われる。

SK6(第 10図 )

X21・ 22Y20グ リッド内で検出されている。遺構の遺存状態は良好。形態は隅円長方形を呈 し長軸 325m、 短軸 125

m、 深さ055mを測る。S11や SK4と 重複 しており集石を伴っている。確認面から底面まで器大から直径 lmを超
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える礫が密に詰まっている。出土遺物は、墨書土器を含む土師器杯 。皿・甕片が主体を占めているが、これらは S11

に伴うものであろう。時期は、遺構の形状や構造などから、SKl～ 3と 同様に近世段階の所産と思われる。

SK6(第 10図 )

X21.22Y20グ リッド内で検出されている。遺構の北側は調査区外に延びるが、遺存状態は良好。形態は隅円長方

形を呈 し長軸は現存値で213m、 短軸は推定値で 113m、 深さ032mを 測る。重複は認められない。集石を伴っており、

確認面から底面まで拳大から直径 lmを超える礫が密に詰まっている。時期は、出土遺物は特にないが、遺構の形状

や構造などから、SKl～ 3と 同様に近世段階の所産と思われる。

SK7(第 10図 )

X22Y19グ リッド内で検出されている。遺構の遺存状態は良好。形態は隅円長方形を呈 し長軸 218m、 短軸は推定

値で ■05m、 深さ040mを測る。S11や SK4・ 8と 重複 してお り、確認面から底面まで拳大から直径 lmを超える礫

が密に詰まっている。時期は、出土遺物は特にないが、遺構の形状や構造などから、SKl～ 3と 同様に近世段階の

所産と思われる。

SK8(第 10図 )

X22Y19グ リッド内で検出されている。遺構の北側は調査区外に廷びるが、遺存状態は良好。形態は隅円長方形を

呈 し長軸 195m、 短軸は推定値で 095m、 深さ030mを 測る。S11や SK7'9と 重複 しており、確認面から底面ま

で拳大から直径 lmを超える礫が密に詰まっている。時期は、出土遺物は須恵器甕・壼片が出土 しているが、遺構の

形状や構造などから、SKl～ 3と 同様に近世段階の所産と思われる。

SK9(第 10図 )

X22Y19グ リッド内で検出されている。遺構の遺存状態は良好。形態は隅円長方形を呈 し長軸 195m、 短軸は推定

値で 095m、 深さ030mを測る。SK8と 2号 ピットと重複 してお り、確認面から底面まで拳大から直径 lmを超え

る礫が密に詰まっている。時期は、出土遺物は須恵器片や灰釉陶器片が出土しているが、遺構の形状や構造などから、

SKl～ 3と 同様に近世段階の所産と思われる。

SK10(第 11図 )

X22Y19グ リッド内で検出されている。遺構の遺存状態は良好。形態は隅円長方形を呈 し長軸 195m、 短軸は推

定値で 095m、 深さ0.30mを測る。S12と SDlと 重複 しており、確認面から底面まで拳大から直径 lmを超える礫

が密に詰まっている。時期は、出土遺物は土師器甕片がわずかに出上 しているが、遺構の形状や構造などから、SKl
～ 3と 同様に近世段階の所産と思われる。

SK12(第 11図 )

X22Y19グ リッド内で検出されている。遺構の遺存状態は良好。形態は楕円形を呈すると思われ、長軸は推定で 052

m、 短軸は現状値で 040m、 深さ0,18mを波1る 。S12と 重複 してお り、確認面から底面まで拳大を中心として、人

頭大の礫が密に詰まっている。時期は、出土遺物は、須恵器や灰釉陶器片、打製石斧などが出土 しているが、中世段

階の常滑製甕が出土 していることから、中世段階の所産と思われる。

SK13(第 11図 )

X22Y19グ リッド内で検出されている。遺構の遺存状態は良好。形態は不整楕円形を呈すると思われ、長軸は推定

で 0,54m、 短軸は 0.44m、 深さ016mを測る。S12と 重複 しており、確認面から底面まで拳大を中心として、人頭

大の礫が密に詰まっている。時期は、出土遺物は、須恵器や灰釉陶器片、打製石斧などが出土 しているが、中世段階

の常滑製甕が出土していることから、中世段階の所産と思われる。

SK14(第 11図 )

X22Y19グ リッド内で検出されている。遺構の遺存状態は良好。形態は隅円長方形を呈 し、長軸は推定で ■02m、

短軸は 062m、 深さ012mを測る。重複はなく、確認面から底面まで拳大を中心として、人頭大の礫が密に詰まっ

ている。出土遺物は陶磁器細片がわずかに出土しているのみで、その時期は中世段階もしくは近世段階の所産であろ

う。

SK15(第 11図 )

X22Y19グ リッド内で検出されている。遺構の遺存状態は良好。形態は楕円形を呈し、長軸は推定で 1.44m、 短軸

は092m、 深さ070mを測る。SK3と 重複 し、坑内には底面まで人頭大礫を中心として、比較的密に詰まっている。

出土遺物は特にないが、SK3を掘 り込んでいることから、近世もしくはそれ以降の所産であろう。

SK16(第 11図 )

X22Y19グ リッド内で検出されている。遺構の遺存状態は良好。形態は円形を呈 し、長軸は推定で 060m、 短軸は

052m、 深さ0.32mを 測る。S12と 重複 し、坑内には覆土上層部に拳大の礫を中心として、集石がみられる。出土遺
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物は須恵器壼片や陶磁器小片が出土 してお り、時期は、近世 もしくはそれ以降の所産であろう。

第 3節 ピット

1号 ビット (第 13図 )

X22Y19グ リッド内で検出されており、形態は楕円形を呈 し、規模は長軸 060m、 短軸 0,48m、 深さ016mを 測る。

出土遺物などはなく、時期やその性格などについては不明。

2号 ピット (第 13図 )

X22Y19グ リッド内で検出されており、SK9と 重複している。形態は楕円形を呈すると思われ、規模は長軸 0,60m、

短軸 048m、 深さ016mを 測る。出土遺物はないが、時期については、SK9に掘 り込まれていることから、近世も

しくはそれ以前の所産と考えられる。

3号 ビット (第 13図 )

X22Y19グ リッド内で検出されており、形態は円形を呈 し、規模は長軸 0.60m、 短軸 0,48m、 深さ016mを 測る。

出土遺物などはなく、時期やその性格などについては不明。

第 4節 配石遺構

1号配石遺構 (第 11図 )

X22Y19'20グ リッド内で検出されている。SK3に 掘 り込まれその大半を欠失 しているため、全容は不明であるが、

形態は隅円長方形を呈すると思われ、規模は東西軸は現状で ■Om、 南北軸は ■06m、 深さ0.12mを 測る。東壁お

よび南壁際に人頭大の扁平な礫を配 している。掘 りかた覆土は黒trB色砂質土の単層で、炭化物や焼土などは含まず、

出土遺物も特にないため、時期やその性格などについては不明。

第 5節 溝 (SD)

SDl(第 12・ 13図 )

X21Y19'20グ リッド内で検出されている。S12、 SK10、 SD2と 重複 している。本遺構が S12を 掘 り込み、本遺構

をSK10が掘 り込んでいる。SD2と の新旧関係は不明。覆土は黒褐色砂質土の単層で、小礫を多少含むものの、流水

痕跡は顕著には認められない。検出された長さは965mで、西側でやや蛇行 し東西方向に延びる。幅は055～ 1.15m、

深さ020mを測る。本遺構の西側では、SK遺構のように拳大の礫が充填されたような掘 りかたが 2箇所検出されて

いる。その構築状況から、本溝を意識して構築されているが、出土遺物の様相から多少の時間差が存在するものと思

われる。

出土遺物は、18世紀中葉から19世紀代にかけての瀬戸美濃製や肥前製の陶磁器類が多数出土おり、SKlな どの遺

物様相や所産時期と、ほぼ同じ状況だといえる。

SD2(第 13図 )

X21Y20グ リッド内で検出されている。本遺構の南側で SDlと 直交するかたちで連結 している。覆土は、基本的

に極暗褐色砂質土と暗褐色砂質土、褐色砂質土の 3層であ り、流水痕跡は認められない。検出された長さは435m
で、直線的に南北方向に延びる。幅は045mを測 り、深さは 0,08mで ごく浅い掘 り込みである。出土遺物などはなく、

時期については不明。

第 6節 遺構外出土遺物

遺構外出土遺物は、調査区内全体にわたって散在的に出上 している。第 19図 1～ 14は、 9世紀か ら 10世紀にわ

たる土師器および須恵器である。 1～ 6は竪穴建物跡に伴う時期のものであり、6は底部外面に刻書が認められるが、

判読は不可能。15は近世以降の土師質の内耳渦片。16・ 18は、19世紀代の瀬戸美濃製灯明皿と端反碗、17は大正期

～第二次姑戦前の瀬戸美濃製色絵皿、19は明治期の瀬戸美濃製小杯である。201ま厚みがあり方形を呈する不明鉄製品、

21は縄文時代以降のものと思われる凹石、22～ 24は打製石斧である。
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H18年度

S11

S12

ゴ
八

黒褐色砂質土 (10YR2/3)し まりやや
あり、小礫少し含む

暗褐色砂質土 (75YR3/4)礫含む

黒褐色砂質土 (10YR2/3)し まりあり、
小礫多く含む
黒褐色砂質土 (7 51rR2/2)し まりあり、

責褐色土ブロック含む

EPA'

礫。遺物出土状況

呂IS

・＜
α
Ш

Ｏ
Ｏ
∞
ヾ
劇
０

く
Ｌ
Ш

Ｏ
Ｏ
∞
ヾ
劇
め

∞
Ｌ
∽

2・ SK12・ 13
黒褐色砂質土 (10YR2/3)

黒褐色砂質土 (10YR2/3)

黒褐色砂質土 (lllYR3/2)

褐色砂質土 QOYR4/41

晴褐色砂質土 (lllYR3//4)

暗褐色砂質土 (10YR♂4)

褐色砂質土 (10YR4/41

しまりややあり
しまりややあり、黄禍色土プロック少し含む
しまりあり
しまりあり
しまりあり、黄掲色土ブロック多く含む

黄褐色土ブロック多く含む (13集石)

しまりあり

EPA'

ＥＰＡ一勢

S12カ マ ド
1 暗褐色砂質土 (10YR3/41
2 黒褐色砂質土 (75YR2/2)
3 暗褐色砂質土 (10YR3/3)
4 褐色砂質土 (猛5YR4/4)
5 暗褐色砂質上 (7うYR3/3)
6 暗褐色砂質土 (75YR3/3)
7 暗褐色砂質土 (76YR3/4)
8 粘土層 (カ マド袖部分)

9 暗褐色砂質土 (76YR3/3)
10 暗褐色砂質土 (75YR3/3)
11 黒褐色砂質土 (7騎R3/2)

0     (1/30)

しまりややあり
しまりあり、焼土ブロック多 く含む
しまりややあり、焼土粒含む

焼土
しまりあり、焼土粒多く含む
しまりあり、焼土粒少し含む
しまりややあり、砂粒含む

しまりあり、焼土粒少し含む
しまりあり
しまりあり、焼土粒少し合む

lm

第 8図 H18年度S11・ 2

Ａ

３
ＥＰ
一靱
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SKl～ 3

※ Olhは 、SKlの激物 ldの みはSK2の遺物

EPB

H18年度SKl´ψ3
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SK4-SK9
SK7

缶
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ζ___――一́
″́

第10図 H刊 8年度SK4～ 9

群 聰 勲 馳 曾5YRyめ 摯
しまりあり

2 黒褐色砂質土 (75YR2/2)
黄褐色土ブロック少し含む

(75YR2/3)

躙咆
EPC

止単一　　、ヵ‐

ＳＫ６
ＥＰＧ
・３２４‐。。

／
嗚
一　
　
ノ

／

…
″´″

∵  3 
種暗褐

呉肇§
土

EPB
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SK10
SK12。 13

が

む含し

　

　

む

ツク少　　箱銅

ロ
　

　

ク

‐３

ブ

　

　

ツ
く

土

　

　

口
む

色

　

　

ブ
含

か

褐

　

　

土
く

ＳＩ
黄

　
　

色
多

ぐ

　ヽ

　

褐

ク

リ

リ
　
　

黄

ツ

あ

あ

　

　

ヽ
ロ

や

や
り

　
リ

ブ

や

や
あ

り

あ
土
り

４
り

り
り

あ
り
色

あ

３
ま

ま
ま

り

ま
褐

り

Ｋ‐

１

２

３

４

５

６

７

ｓ
く

，
，

ｓ
ヽ
Ｄ

（ぐ
【館
脚
自
）
引
餌
§
Ｊ
暉
酢
　
滞

〇
十逹
∽

SPA

SPA

キ

ゝ ギ

SK16

メ
SPA
EPA

SPA'

黒褐色砂質土 (10YR2/3)し まりあり、礫含む

暗褐色砂質土 (10YR3々 )責褐色土ブロック含む

褐色砂質土 (ЮYR4/6)し まりあり

マ

ギ SK16
1

2

3

EPA
324300

SK15
号配石

ギ
°

∽
コ
＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∽
コ
＞
．

遣

ド

引

＼

ヾ

一
帥
目
創

岸
　
細
前
ω
専
爛
辟

（さ
Ｈ
卿
く
じ

Ｏ
欝
ゆ
け

ｍ

コ
＞ F

点́
´

SK15
1 褐色砂質土 (10YR4/4)
2 褐色砂質土 (10YR4/6)

、守
A0

イヽ″

EPA                     EPA'
324 iOO _

EPB                       EPB'
324,

ＥＰＡ

一
３２３ ９

しまりあり、黄褐色土ブロック多く含む
しまりあり、黄褐色土プロック多く含む

第11図 H18年度SK10。 12～ 16、 1号配石
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SDl

辞

SDl西壁
1 黒褐色砂質土 (10YR2/3)
2 黒褐色砂質土 (10YR2/2)
3 黒褐色砂質土 (10YR2/2)
4 黒褐色砂質土 (10YR2/3)

しまりややあり、砂粒含む
しまりあり
しまりあり、小礫含む (SDl)
しまりややあり

SPB'SPB

畝
　
　
　
Ｄｌ
ｌ

20

黒褐色砂質土 (10YR2/2)し まりあり、小礫含む

SDl
l 黒褐色砂質土 (10YR2/3)
2 暗褐色砂質土 (75YR3/4) あ

し

ゃ

な

ゃ

ま

ま

し

し

EPB          EPB'
蜘

▼

SPD
324100=

EPC
324100~~~

SPD'

EPC'

¢
SPDl

、6A0

▼

第12図 H18年度SDl
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SDl SD2

SPA      i SPA'
3244∞

―
―

極暗褐色砂質土 (75YR2/3)し まりなし

暗褐色砂質土 (75YR3/4)し まりややあり

褐色砂質土 (10YR4/4) しまりなし、黄褐
色土ブロック含む

1・ 2ピッ ト

Ａ

キ

Ｄ２

１

２

３

数 0  !

豊 A

く

‐

‐

ｒ
Ｏ
０
０
∞
Ｎ
∞

・Ｏ
住
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
住
Ш

上

、
Ｌ

一

1ビ ット
SPA
323900

SPA'

EPB
32400

3ピ ッ ト
ン  甲

~.

1ピ ット
1 極暗褐色砂質土 (75YR2/3)

しまりなし、災化物粒含む

2 黒褐色砂質土 (10YR2/3)
しまりなし

3 暗褐色砂質土 (10YR3/4)
しまりややあ り、黄褐色土
プロック多 く含む

3ピ ット
1 黒褐色砂質土 (10YR2/3)

しまりあり
2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)

しまりややあり
3 暗褐色砂質土 (10YR3/3)

しまりややあり、黄褐色
土ブロック少し含む

4 暗褐色砂質土 (10YR3/4)
しまりあり、黄褐色土ブ
ロック多く含む

324300マ
' 斜

第13図 H18年度SD2、 1～ 3号 ピッ ト

1 1ビ
ツ ト
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第 16図 H18年度SK3～ 5。 7～ 9出土遺物
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書
]転

ナ
デ

成
形

灰
白

致
密

良
19
C中

棄
瀬

戸
墨

書
あ

り

15
磁

器
徳

禾
1

20
 ・

(8
4)
 

一
口
縁

体
部

～
底

部

回
転

ナ
デ

成
形

、
染

付
底

都
削

り
出

し
高

台
]転

ナ
デ

成
形

外 内
灰

自
に

ぶ
い

黄
橙

密
(黒

色
粒

子
)

良
19
C中

葉
月B
前

グ
レ
ー

ド
が

下
(遊

興
地
)胴

部
径

(1
66
)c
m

1
土

師
器

蓋
(1
60
)―

・
―

口
縁

～
体

部
ヨ
転
ナ
デ

]転
ナ

デ
、
渦

巻
状

暗
文

橙
密

(自
・
黒
・
赤

色
粒

子
、
雲

母
)

良

2
土

師
器

甕
―

。
(9
0)
 

一
胴

部
～

底
部

ハ
ケ
メ

底
部
木
薬
痕

ケヽ
メ
、
才旨

頭
痕

に
ぶ

い
赤

褐
や

や
粗

(白
黒
・
赤

色
粒

子
、
雲

母
、
小

礫
)

良

16
3

土
師

器
鉢

(3
36
)・

―
―

口
縁

ナ
デ

ケヽ
メ

に
ぶ

い
赤

褐
や

や
粗

(自
・
黒
・
赤

色
粒

子
、
雲

母
、
小

礫
)

良

16
4

須
恵

器
養

(2
50
)・

―
 

―
口
縁

～
頸

部
ナ

デ
ナ
デ

灰
黄

密
(白

・
黒
・
赤

色
粒

子
)

良

土
師

器
高

台
14
N

体
部

～
底

部
ヘ

ラ
ク
ズ

リ
底

部
削

り
出

し
高

台
ヨ
転

ナ
デ

、
暗

文
外 内

に
ぶ

い
黄

橙
灰

黄
褐

密
(白

黒
・
赤

色
粒

子
)

良

16
2

土
師

器
蓋

(1
60
)・

―
 

―
日
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

、
暗

文
橙

階
(白

・
黒

色
粒

子
)

良

16
1

土
師

器
郵

(1
44
) 
60
  
24

口
縁

～
底

部
I「
3転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

都
回

転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
墨

書
「
太

」
?

回
転

ナ
デ

、
渦

巻
状

暗
文

橙
密

(白
・
黒

粒
子

、
赤

色
粒

子
(多

))
良

内
面

す
す

付
着

墨
普

は
土

器
破

壊
後

に
記

救
さ
れ

た
可

能
性

あ
り



| Ю O |

土 点
出 地

図 号

挿 番
番

号
種

,〕
器

種
口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

2
土

師
器

坪
体

都
～

底
部

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

底
部

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
目
転

ナ
デ

、
暗

文
奪

(白
・
黒
・
赤

色
粒

子
)

良

SK
5

3
土

自 市
器

箋
―

,(
90
) 

一
底

都
′ヽ
ケ
メ

クヽ
メ

こ
ぶ

い
赤

褐
ゃ
や

粗
(白

・
黒
・

赤
色

粒
子

、
雲

母
、
小

礫
)

良

SK
5

土
宮 下

器
甕

―
・

(9
0)
 

一
胴

部
～

底
部

ハ
ケ
メ

底
部

木
葵

痕
ケヽ
メ
、
指

頭
痕

こ
ぶ

い
赤

褐
や
や

粗
良

SK
7

1
須

恵
器

変
胴

都
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

黄

灰 灰

外 内
密

(自
・
黒

色
粒

子
、
小

礫
)

良

SK
7

2
須

恵
器

甕
―

・
(1
40
)。

一
胴

部
～

底
部

ナ
デ
、
タ
タ
キ
ロ

ナ
デ

褐
灰

密
(白

・
黒

色
粒

子
、
小

礫
)

良

須
恵

器
縄

月同
部

節
歯

状
工

具
痕

ナ
デ

灰
密

(白
・
黒

色
粒

子
、
小

礫
)

良

SK
8

2
須

恵
器

蓋
体

都
IP
I転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

黄
灰

や
や

lE
(白

・
黒

色
粒

子
、
雲

母
、
小

礫
)

良

SK
8

16
3

灰
釉

陶
器

続
体

音
ト

ヨ
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
天

白
密

(白
・

黒
色

粒
子

)
良

1
土

師
器

羽
釜

鍔
部

ナ
デ

ナ
デ

月
褐

や
や

粗
(白

・
黒
・
赤

色
粒

子
、
雲

母
、
小

礫
)

良

SK
10

17
1

土
師

器
郷

(1
23
)・

―
 

―
口

縁
～

体
部

回
転
ナ
デ

]転
ナ

デ
登

密
(自

・
赤

色
粒

子
、
雲

母
)

良

SK
10

17
2

土
師

器
皿

- 
46
・

―
胴

部
～

底
都

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

登
密

(白
・
赤

色
粒

子
)

SK
10

3
磁

器
小

坪
(6
0)
。

(2
0)

日
縁

～
底

都
]転

ナ
デ

成
形

回
転

ナ
デ

成
形

級
密

晨
9C
中

葉
月巴

前

SK
10

17
磁

器
端

反
碗

(1
18
) 
(3
8)
・

 5
0

口
縁

～
底

部
∃
転

ナ
デ

成
形

、
染

付
ヨ
転

ナ
デ

成
形

、
染

付
級

密
良

9C
甲

栗
1膜

戸
美

股

SK
10

17
5

磁
器

鉢
(1
80
)。

(9
6)
・

67
国
縁

～
底

部
]転

ナ
デ

成
形

氏
都

蛇
の

目
高

台
回

転
ナ

デ
成

形
、
染

付
徴

密
良

3C
後

半
肥

前
青

磁
染

付

SK
10

17
6

磁
器

碗
(蓋

)
(1
08
)・

45
。

(2
4)

日
縁

～
底

都
回
転

ナ
デ

成
形

、
染

付
回
転
ナ
デ
成
形
、
染
付

致
密

良
18
C後

半
‖巴

前
(望

料
碗

)

SK
12

17
I

須
恵

器
菱

(2
66
)一

 
一

口
縁

]転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
火

必
(白

・
黒

色
粒

子
、
小

礫
)

良

SK
12

17
2

灰
釉

陶
器

碗
―

。
(8
0)
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

巨
部

回
転

ナ
デ

、
付

け
高

台
ヨ
転
ナ
デ

灰
白

密
(白

・
黒

色
粒

子
、
小

礫
)

良

SK
12

17
3

陶
器

甕
(2
38
)。

(1
34
)・

―
口
縁

～
胴

部

胴
部

～
底

部
ナ
デ
、
タ
タ
キ
ロ

ナ
デ

、
指

頭
痕

に
ぶ

い
赤

褐
や

や
密

(白
色

粒
子

、
小

牒
)

良

SK
16

17
1

須
恵

器
甕

タ
タ
キ

、
自
然

和
当

具
痕

灰
黄

密
良

17
1

灰
釉

陶
器

灯
明

皿
(上

)
(9
0)
・

(4
0)
・

 2
1

口
縁

～
底

部
EP
3転

ナ
デ

成
形

]転
ナ

デ
成

形
灰

黄
密

良
19
C京

信
系

SD
l

17
2

瓦
器

火
鉢

(2
36
)・

―
・

一
口

縁
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

オ
リ
ー

ブ
黒

密
(白

・
黒

色
粒

子
)

良
19
C後

半

SD
l

17
8

陶
器

信
鉢

(2
70
)・

(9
8)
 (
10
5)

口
縁

～
底

部
回

転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

底
部

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
節

目
黒

褐
密

(白
・
黒
・
赤

色
粒

子
)

良

4
陶

器
悟

鉢
―

 (
17
0)
。

一
胴

部
～

底
都

回
転

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
都

回
転

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

節
目

こ
ぶ

い
赤

褐
や

や
粗

(白
・

黒
色

粒
子

、
小

礫
)

良
18
C中

葉
～
19
C瀬

戸
美

濃

5
陶

器
土

瓶
―

。
(8
0)
・

―
体

都
～

底
部

回
転

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
都

回
転

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

ナ
デ

小
:に

ぶ
い

褐

勺
:暗

赤
褐

`(
白

・
黒
色
粒
子

)
良

在
地

物
か

6
陶

器
灯

明
皿

(受
皿

)
口
縁

～
底

都
ヨ
転

ナ
デ

成
形

施
釉

蛋
部

施
釉

回
転

ナ
デ

成
形

施
釉

壮
に
ぶ

い
黄

橙
勺

!暗
赤

褐
む

(自
・
黒
色
粒
子

)
良

9C
中

～
後

葉
瀬

戸
美

濃

磁
器

土
瓶

蓋
(7
6)
 (
30
) 
13

口
縁

～
底

都
ヨ
転

ナ
デ

成
形

巨
部

回
転

糸
切

痕
回

転
ナ

デ
成

形
天

芸
哲

(自
・
赤

色
粒

子
)

良
月
治

三
水

土
瓶

8
磁

器
端

反
碗

(1
10
)・

(4
0)
・

63
口
縁

～
底

都
回
転

ナ
デ

成
形

、
染

付
回

転
ナ

デ
成

形
、
染

付
又

自
致
密

良
19
C前

～
中

葉
瀬

戸
美

濃

9
磁

器
端

反
碗

(1
03
)・

(3
4)
 6
0

日
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

成
形

、
染

付
回

転
ナ

デ
成

形
、
染

付
天

自
徴
密

良
19
C中

葉
瀬

戸
美

濃

磁
器

端
反

碗
(1
20
),
一

 
―

口
縁

～
体

部
回
転
ナ
デ
成
形
、
染
付

回
転

ナ
デ

成
形

、
染

付
灰

白
致

密
良

19
C中

葉
瀬

戸
美

濃
あ

ま
り
端

反
ら
な

い

磁
器

端
反

碗
―

・
34
 -

体
都

～
底

部
]転

ナ
デ

成
形

]転
ナ

デ
成

形
灰

白
lt
密

良
19
C中

葉
瀬

戸
美

濃

磁
器

碗
(1
08
)・

―
・

―
口
縁

～
体

都
目
転

ナ
デ

成
形

、
染

付
]転

ナ
デ
成
形
、
染
付

一 火
致
密

良
19
C前

～
中

葉
砥

部
焼

か

磁
器

碗
(6
6)
。

(3
0)
・

―
口
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
成

形
]転

ナ
デ

成
形

疋
白

致
密

良
月
冶

瀬
戸

美
濃

18
磁

器
碗

(7
0)
。

(3
4)
・

 5
3

口
縁

～
底

部
]転

ナ
デ

成
形

底
部

染
付

]転
ナ
デ
成
形
、
染
付

欣
密

良
19
C中

～
後

葉
(江

戸
か
)瀬

戸
美

濃

SD
l

磁
器

皿
(1
36
)・

 6
8 
36

口
縁

～
底

都
]転

ナ
デ

成
形

、
染

付

壼
都

蛇
の

日
高

台
ヨ
転

ナ
デ

成
形

、
染

付
緻

密
19
C中

葉
瀬

戸
美

渋

SD
l

磁
器

皿
(型

打
ち
皿

)
(1
54
)。

90
・

 3
均

口
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

成
形

後
、
型

に
あ
わ

せ
叩

く
回
転

ナ
デ

成
形

、
染

付
絞

密
9C
前

～
中
薬

月巴
前

良
品

18
17

磁
繋

皿
―

 ・
 6
0 
 -

日
縁

～
底

都
]転

ナ
デ
成
形

目
転

ナ
デ

成
形

、
色

絵
徴

密
月
治

i頼
戸

美
農

ク
ロ
ム
青

磁

磁
器

段
重

(1
50
) 

一
  

―
口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

成
形

、
染

付
回

転
ナ

デ
成

形
、
染

付
天

白
致
密

良
19
C前

半
肥

前
(化

粧
用

具
入

れ
)

磁
器

爛
徳

利
(3
8)
 (
60
)・

 1
68

口
縁

～
底

都
]転

ナ
デ

成
形

、
染

付
副
転

ナ
デ

成
形

天
白

致
密

良
月
治

前
半

瀬
戸

美
濃
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土 点

出 地

図 号

挿 番
番

号
種

別
器

種
口
径

底
径
・
器

高
(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
〔 
]=
現

存
値

部
位
・
形

態
整

形
・
施

文
技

法
(外

)
調

整
技

法
(内

)
色

調
(外

内
)

胎
土

焼
成

備
 

考

遺
棒

外
19

1
土

師
器

不
(1
06
) 
54
・

 4
0

口
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
、
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

底
部

回
転

糸
切

痕
、
ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
暗

褐
密

(白
・

黒
・
赤

色
粒

子
、
雲

母
)

長

造
構

外
土

師
器

不
(1
18
) 

一
 

―
口

緻
～

体
部

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転
ナ
デ
、
暗
文

橙
密

(自
・
黒
・
赤

色
粒

子
)

良

遺
構

外
19

土
師

器
高

台
杯

―
 (
96
)・

―
体

部
～

底
部

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

底
部

回
転

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
橙

密
(白

・
黒
・
赤

色
粒

子
)

良

遺
椿

外
19

4
土

師
器

不
―

。
(5
3)
 

一
体

部
～

底
都

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

都
回

転
糸

切
痕

、
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
橙

密
(自

・
黒
・
赤

色
粒

子
)

良

遺
構

外
5

土
師

器
然

―
・

(6
0)
 

一
体

都
～

底
都

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

底
部

回
転

糸
切

痕
、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

]転
ナ

デ
、
賭

文
橙

密
良

遺
構

外
6

土
師

器
皿

―
 (
60
)。

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ
パ
リ

巨
部

回
転

糸
切
痕

、
線

亥
1

E「
3転

ナ
デ

、
暗

文
督

硲
(白

・
黒
・
赤

色
粒

子
)

良

遺
構

外
7

土
自 下

器
不

(1
55
) 
(7
0)
 (
51
)

口
縁

～
底

部
回
転

ナ
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第3表 第 2次調査出土金属製品観察表

土
点

出
地

挿図
番号

番 号 触
法量(cm)※ ()は推1定値ヌは現存値

材質 備 考
長 幅 厚 重量(g)

角釘 3189 鉄

SKll 不明鉄製品 鉄(鋳鉄)

第4表 第2次調査出上石製品観察表

土
点

出
地

図
号

挿
番

番 号 分 類
法量(側)※ ()は推定値又は現存値

石  材 色 調 備  考
長 幅 厚 重量(gl

SK12 4 打製石斧 178.74 粘板岩(ホルンフ_ルハ 一火

SDl 打製石斧 粘板岩体ルンフ‐ルス) ∝

遺構外 凹石 310.17 花簡岩類 灰黄

遺構外 打製石斧 38.77 ホルンフェアレス 吹 白

遺構外
う
々 打製石斧 12.2 145.24 粘板岩 灰

遺構外 打製石斧 74.0[ 粘板岩 只
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第Ⅳ章 第 3次調査 (平成 20年度)で発見された遺構と遺物

平成 20年 度の第 3次発掘調査で検出された遺構は、竪穴建物跡 (SI)34軒 、土坑・ピット (SK)341基 、溝状遺

構 (SD)1条 である。遺構群は重複が著 しく、後述するが、SKと して調査 したピットや土坑の中には、竪穴建物跡

の一部であったり、竪穴付随の床下土坑の一部であったり、礎石建物や掘立柱建物の礎石据付掘 りかたや柱穴掘 り形

であったりすることが、その後の検討において多数存在することが判明し、欠番や名称変更 したものもある。予めご

了承いただきたい。

第 1節 竪穴建物跡 (SI)

S11(第 20図 )

(位置)X22・ 23Y25'26グ リッド内で検出されている。遺構の西側半分は試掘 トレンチによって欠失している。 (重複・

遺存状況)S12・ 4、 SK3・ 6・ 9。 45等 と重複。S12・ 4よ り新しく、SK3・ 6よ り古い。それ以外 との新旧関係は不明瞭。

(形態・規模等)竪穴の全体像は不明であるが、形態は隅円方形を呈するものと思われ、規模は東西は現状で 260m、

南北は315mを測る。 (壁・壁溝・床面等)竪穴部の深さは確認面から最大 18cmを 測 り、壁溝は北壁から東壁にかけ

て検出されている。床面は明確な貼床は認められなかったが、カマ ド前面部の一部で堅固な範囲が確認された。(柱穴)

Pl・ P2の柱穴状のピットが検出されている。 (カ マ ド)東壁の南東隅寄 りに付設される石組みカマ ドである。カマ ド

掘 りかた周辺には構築材 と思われる礫が散乱 した状態で認められる。焼上の残存はあまり顕著ではない。 (出土遺物)

遺物の出土量は、あまり多 くないが、床面直上および床面上数cmの レベルから散在的に出上 している。土師器杯・甕、

須恵器高台郭等が出土 している。 (時期)床面直上から出土している土師器甕の時期から、10世紀前半代の所産と考

えられる。

S12(第 20図 )

(位置)X22Y25グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S11と 重複 しており、竪穴部の南東コーナー部分

を検出したのみ。 (形態・規模等)形態・規模とも不明。 (出土遺物)特になし。 (時期)不明。

S13(第 20・ 21図 )

(位置)X21・ 22Y28・ 29グ リッド内で検出されている。S12と 同様、遺構の大半が東側の調査区外に延びている。 (重

複 。遺存状況)S121。 22、 SK19～ 22・ 37～ 39。 41～ 43・ 83・ 98。 99等 と重複。S121・ 22、 SK38・ 39。 42・ 43等

に掘 り込まれている。 (形態・規模等)形態は隅円長方形を呈 し、規模は東西 5,00m、 南北は推定で 340mを測る。

(壁・壁溝・床面等)竪穴部の深さは確認面から最大 49cmを 測 り、壁溝は南壁下で一部確認されている。床面は重複

箇所のみ貼床だったと思われ、カマ ド前面部の一部で堅固な箇所が確認された。 (柱穴)不明。 (カ マ ド)東壁の南東

隅寄 りに付設される石組みカマ ドである。SK98に よって半分程度破壊され、袖石の一部が残存する。焼上の残存は

あまり顕著ではない。 (出 土遺物)他遺構 との重複が著しく、本竪穴に伴うべき遺物の判定は難 しい。 (日寺期)脚高高

台土師器杯の時期から、10世紀末から11世紀前半代の所産と考えられるものの、土坑群に伴う可能性が高いので詳

細は不明。

S14(第 22図 )

(位置)X22Y25・ 26グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S11、 SK7～ 10・ 17と 重複 し、南側の一部は

調査区外に廷びている。いずれの遺構に掘 り込まれている。 (形態・規模等)形態 。規模ともに不明である。 (壁・壁

溝・床面等)竪穴部の深さは確認面から最大 40cmを 測 り、壁溝は検出されていない。床面は概 して軟弱である。 (柱穴)

検出されていない。 (カ マ ド)不明。 (出土遺物)遺物の出土量は少なく、壁の南東隅寄 りから須恵器蓋が出土してい

る程度。 (時期)詳細な時期については不明。

S15(第 22図 )

(位置)X21・ 22Y26・ 27グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)SK4・ 10,34,35等 と重複し、南側の一

部は調査区外に延びている。いずれの遺構に掘 り込まれている。(形態・規模等)形態は隅円方形を呈するものと思われ、

規模は東西 370m、 南北は現状で 215mを測る。 (壁・壁清・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは確

認面から最大 16cmを 測 り、カマ ド前面部の床面は比較的堅固である。 (柱穴)検出されていない。 (カ マ ド)東壁中

央部付近に付設される石組みカマ ドである。袖石の一部は抜き取られ、カマ ド掘 りかた周辺に散在している。土師器

皿が燃焼部覆土中から据え置かれた状態で出土 している。 (出土遺物)床面上数cm上 のレベルおよび床面レベルから
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散在的に出土しており、西壁付近の床面直上レベルから土師器不の刻書土器や、カマ ド付近からは鉄製刀子等が出土

している。(時期)出土土師器から10世紀前半代の所産と考えられる。

S16(第 23図 )

(位置)X23Y25。 26グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S110・ 23、 SK36・ 45'46・ 66～ 68等 と重複し、

S110・ 23を掘 り込んで構築し、SK遺構にはいずれも掘 り込まれている。本遺構の北西部分は調査区外にかかつている。

(形態・規模等)形態は隅円方形を呈するものと思われ、規模は東西 394mを測 り、南北は不明。 (壁・壁溝・床面等)

壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは確認面から最大 18cmを波1り 、床面はカマ ド周辺部が散在的に堅固な部分

が認められる。 (柱穴)検出されていない。 (カ マ ド)検出東壁の南東コーナー寄 りに付設される石組みカマ ドである。

確認当初は、礫が集積 し、その周辺に焼土痕跡がわずかに認められるという状態であった。カマ ド開口部全面には土

師器郭が伏せられた状態で出土し、羽釜片が散在 して出土している。 (出土遺物)カ マ ド周辺部から主に出土している。

その他床面直上レベルから散在的に土師器皿や高台皿等が出土している。 (日寺期)出土土器からは、11世紀代の所産

と考えられる。

S17(第 24図 )

(位置)X21・ 22Y27グ リツド内で検出されている。 (重複。遺存状況)本遺構の大半が、南側の調査区外にかかつている。

(形態・規模等)形態は不明で、規模は東西方向 275mを 沢1り 、南北規模は不明。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出

されていない。竪穴部の深さは、セクシヨン断面の観察から、確認面より最大 32cmを 測 り、床面は礫層が露出し不

明。 (柱穴)検出されていない。 (カ マ ド)南東壁のほぼ中央に付設される石組みカマ ドで、楕円形状を呈する焼土痕

跡が顕著である。燃焼部内には除去された袖石が覆土上層部分に中心に、土師器甕類の大型破片が覆土中層から下層

にかけて顕者に出土している。 (出土遺物)出土遺物は非常に少ない。 (時期)出土土器から、9世紀半ばもしくは 10

世紀末から11世紀前半代の所産か。

S18(第 24・ 25図 )

(位置)X22'23Y26・ 27グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S15・ 12、 SK88～ 90'146・ 147・ 160。

161・ 169。 170'172・ 173・ 186～ 189'193・ 204と 重複 したかたちとなっているが、SK88～ 90。 146は土層観察に

よって本遺構を切り込んで構築しており、他の SKは本遺構の床下土光もしくはピットと考えられる。 (形態。規模等)

形態は隅円長方形を呈 し、規模は東西 472m、 南北 380mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。

竪穴部の深さは、確認面より最大 26cmを 測 り、カマ ド前面部と散在的に堅固な部分が認められる。 (柱穴)検出され

ていない。 (カ マ ド)東壁の南東隅に付設され、石組みを伴っている。 (出土遺物)遺物の出土量は多い。覆土上層か

ら床面レベルにかけてまでまんべんなく出土 している。土師器杯・皿・蓋、甕 (小形磐含む)、 片口鉢、羽釜、カマ

ド形土器、二次転用された須恵器甕片、灰釉陶器 ?等が出土している。 (時期)カ マ ド内の出土土土器などから、10

世紀前半代の所産と考えられる。

S19(第 26図 )

(位置)X23・ 24Y27グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S110。 11・ 23、 SK69～ 75・ 280と 重複 しており、

S110と SK69～ 75に切 り込まれ、S111を 切 り込んで構築されている。 (形態 。規模等)形態は隅円方形呈すると思

われ、規模は東西 4.00m、 南北は現状で 290mを 測る。 (壁・壁清・床面等)壁溝は北壁および東壁の一部に巡つて

おり、竪穴部の深さは、確認面より最大 15cmを 測 り、床面は特に堅固な箇所は認められない。 (柱穴)検出されてい

ない。 (カ マ ド)東壁中央部分に付設される石組みカマ ドである。袖石や天丼石は原位置を留めておらず、覆土上層

部から集積された状態で出土 している。 (出土遺物)遺物の出土量は少ない。マ ド内およびその周辺部、竪穴北壁側

から散在的に出土している。土師器脚高高台皿や鉢、灰釉陶器 ?等が出土 し、 (時期)出土土器から、10世紀末から

11世紀前半代の所産と考えられる。

S110(第 26・ 27図 )

(位置)X23・ 24Y26・ 27グ リツド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S19・ 23、 SK68'76,77・ 194・ 195・ 197

等と重複しており、SK68。 76・ 77・ 194・ 195。 197に 切 り込まれ、S19を 切 り込んで構築されている。 (形態 。規模等)

形態は隅円長方形を呈するものと思われ、規模は現状で東西 320mを 測 り、南北は推定で 265mを測る。 (壁・壁清・

床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、確認面より22cmを 測 り、床面はカマ ド周辺部のみ堅回な箇所

が散在的に認められる。また北壁下に 50cm× 40cmの 範囲で焼土範囲が認められる。 (柱穴)検出されていない。 (カ

マ ド)東壁の北東隅寄 りに付設される石組みカマ ドである。確認時はS16と 同様に、礫が集積 し、その周辺に焼土痕

跡がわずかに認められるという状態であり、前方の袖石のみが残存 している。あるが、燃焼部内底面および焼土ブロッ
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クを多 く含む覆土下層からは、袖石状の扁平な礫 1枚、土師器杯と奏が出土している。カマ ド覆上の上層は一括埋土

の示 し、本来は石組みを伴うカマ ドであるが、人為的に除去された可能性が高い。 (出土遺物)遺物の出土量は少なく、
カマ ドから主に出土しているが、カマ ド内からは棒状鉄製品が出上している。 (時期)出土土器から、10世紀末から

11世紀前半代の所産と考えられる。

S111(第 26・ 27図 )

(位置)X23・ 24Y27・ 28グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S19。 20、 SK71・ 81。 87・ 243～ 245。

248・ 279・ 280と 重複 してお り、S19や SK71・ 81等に切 り込まれ、SK245'279'280を貼っている。SK279'2801よ

本竪穴の床下土坑であろう。(形態。規模等)形態は隅円長方形を呈するものと思われる。規模は東西 250m、 南北は365
mを 測る。 (壁・壁溝 。床面等)壁溝は北壁および東壁の一部に巡っており、竪穴部の深さは、確認面よりHcmを測

り、床面はカマ ド前面部のみ比較的堅固である。 (桂穴)検出されていない。 (カ マ ド)東壁南隅寄 りに付設されてお

り、掘 りかたのみ検出されている。袖石類は人為的に救去されたと思われる。カマ ド前面部は焼土の痕跡が非常に顕

著であるものの、掘 りかた内は非常に希薄である。 (出土遺物)遺物はカマ ド周辺部を中心に出土 してお り、土師器郭、

脚高高台皿、甕・鉢等が出土 している。 (時期)出土土器から、10世紀末から11世紀前半代の所産と考えられる。

S112(第 28図 )

(位置)X22・ 23Y27・ 28グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S18・ 27、 SK31・ 32・ 47・ 48・ 51・ 53・

55・ 59'89,90。 94～ 96・ 121・ 123・ 125・ 126・ 141～ 144・ 146・ 147・ 172・ 186～ 189'204等 と重複 してお り、

堅固な貼床の範囲とセクション断面において確認された竪穴である。SK126は セクション断面観察では、本竪穴の

下部遺構であることが判明しており、床下土坑の可能性 もある。 (形態・規模等)形態・規模ともに不明。 (壁・壁溝・

床面等)壁溝は検出された壁下にめぐっている。竪穴部の深さは、セクション断面の観察から、確認面より最大 22

cmを 測 り、床面は散在的に堅固な部分が認められる。 (柱穴)セ クション断面観察から、本竪穴に伴うと考えられるピッ

ト1基 (Pl)が検出されているが、柱穴かどうかは不明。 (カ マ ド)不明。 (出 土遺物)本竪穴中央部付近の床面直
上から土師器郭・皿等がわずかに出土 している。 (時期)出土土器から、10世紀末からH世紀前半代の所産と考え

られる。

S113(第 28～ 30図 )

(位 置)X21・ 22Y30。 31グ リッ ド内で検出されている。 (重 複・遺存状況)S114～ 16・ 24、 SK133・ 134。 174・

181・ 182・ 190。 198,199。 200。 205。 246等 と重複 し、S114、 SK133,134。 174'181,182等 に切 り込まれ、S115。

16・ 24を掘 り込んで構築されている。 (形態 。規模等)形態は台形状の隅円方形を呈すると思われ、規模は東西は現

状で約 310m、 南北は335mを測る。 (壁 。壁溝・床面等)壁溝は検出された壁下すべてに巡っている。竪穴部の深

さは、確認面から約 28cmを 測る。に過ぎない。床面は散在的に堅固な箇所が認められるものの、概 して軟弱である。(柱

穴 。その他施設)カ マ ドの両脇において 2基のピットが検出されている。カマ ド上部の棚状施設に伴 うものか。また

カマ ド煙道部の両脇には、幅 18m、 奥行 10～ 16cmを 測る棚状施設が付設されてお り、地山掘 り残 しによって造 り

だされている。 (カ マ ド)東壁中央部分に付設される石組みカマ ドである。両袖石は比較的良好に遺存 しており、天

井石は故意に救去され覆土上層部に集積された状態で出土 している。またカマ ド両袖奥からほぼ完形の土師器杯が、
一個体ずつ出上 しており、また煙道部部分には土師器杯の底部が故意に埋設された状況で出上 している。 (出土遺物 )

出土量は多 くはないが、カマ ド内を中心に良質な資料が出土 している。土師器杯 (灯明具として使用されたものあり)、

羽釜、カマ ド形土器、二次転用された須恵器甕片、灰釉陶器壼、布 目瓦片等が出土している。 (時期)出土土器から、

10世紀後半代の所産と考えられる。

S114(第 28,30図 )

(位置)X21・ 22Y30グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S113,15。 16・ 24、 SK129・ 132・ 133・ 148・

149・ 164・ 174・ 181・ 182・ 183・ 185・ 198・ 200,203・ 205・ 342と 垣亘花笈し、 SK129,132・ 133・ 174・ 182輩手にり,り 辺学ま″化、

S113・ 15。 16・ 24を掘 り込んで構築されている。なお SK181は本竪穴のカマ ド掘 りかたの可能性が高い。 (形態・規

模等)形態は隅円長方形を呈すると思われ、規模は東西約 315m、 南北は375mを測る。 (壁・壁清・床面等)壁溝
は北壁、東西壁下の一部に巡っており、竪穴部の深さは、確認面からの深さは約 30cmを 測る。床面は散在的に堅固

が認められる他、北壁側北西隅に不整形な焼土範囲が認められる。 (柱穴)検出されていない。 (カ マ ド)前述 したよ

うにSK181がその痕跡である可能性が高いが、SK174に よって大半が破壊されているため詳細は不明。 (出 土遺物 )

出土遺物は少ない。土師器郭、皿、台状の底部をもつ土師器杯か皿、鉄製刀子等が出土 している。 (口寺期)出土土器

から、11世紀後半代の所産と考えられる。
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S115(第 28～ 30図 )

(位置)X22・ 23Y30'31グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S113・ 14・ 24、 SK175'176・ 190'196・

202・ 203・ 205～ 207・ 211・ 220・ 234・ 235'246・ 262・ 265・ 266・ 276・ 241 と 亘曇Ю三 し、 S113・ 14、 SK175。 176・

190に 切 り込まれ、S124、 SK196・ 202・ 203・ 205～ 207等 を貼って構築されている。 (形態・規模等)】ヒ壁および西

壁を掘 りすぎ、かつ南壁はS113等 で欠失しているためその形態は不明である。規模はセクションの観察から東西約415

m、 南北は現状で 270mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、確認面からの深

さは約 24cmを 測る。床面はカマ ド周辺部の一部のみに堅回な箇所が認められる。(桂穴)検出されていない。 (カ マ ド)

北壁のやや東寄 りに付設される石組みカマ ドである。袖石は一部は遺存するものの、天丼石はない。燃焼部内の焼土

は顕著で、覆土上層部からカマ ド形土器片がややまとまって出土 している。 (出 土遺物)出土遺物はカマ ド内および

北東隅から散在的に出土している。土師器lTh、 皿、小形甕、カマ ド形土器、須恵器蓋・壼、繊維状圧痕が顕著な粘土

塊片、鉄製刀子等が出土している。 (時期)遺構の新旧関係やカマ ド内の出土遺物から、10世紀代の所産 と考えてお

きたい。

S116(第 31図 )

(位置)X21Y29'30グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S113・ 14、 SK127・ 128。 132～ 135'154～

158・ 179'180。 191'192と 重複 とし、ほぼ全遺構に切 り込まれている。本遺構の大半が南側調査区外にかかってお

り、検出できたのは東壁の一部とカマ ド掘 りかたのみである。 (形態・規模等)形態は不明。規模は現状で東西 710m、

南北 180mを 測る。(壁・壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは確認面からは約 48cmを 測る。(桂穴)

小ピットが2数基検出されているが、その性格は不明。 (カ マ ド)北壁ほぼ中央部分に付設されていたものと思われ、

袖石の抜 き取 り痕が残る掘 りかたのみが検出されている。燃焼部内には焼土痕跡も認められる。 (出土遺物)特カマ

ド内および竪穴東壁側から散在的に出土している。土師器杯、甕、鋼、脚高高台、二次転用された須恵器甕片、鉄津

等が出土している。 (時期)出土土器から10世紀前半代の所産と考えられる。

S117(第 32・ 33図 )

(位置)X23・ 24Y29～ 31グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S124・ 26・ 28・ 30・ 33、 SK165～ 168・

229・ 232・ 233・ 241・ 258・ 260・ 297・ 299,302・ 305・ 322と [≧ 移]し ている。S130、  SK165。 166・ 167・ 229・ 232・

260'233等 に切 り込まれ、他の遺構を掘 り込んで構築されている。SK168・ 322は本竪穴の床下土坑と考えられる。 (形

態・規模等)形態は隅円長方形を呈し、規模は東西 515m、 南北 455mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は、カマ

ド部分を除いてほぼ全週し、竪穴部の深さは、確認面より最大 48cmを 測る。床面は貼床でほぼ全体的に堅固である。

(柱穴)柱穴と思われるものは検出されていない。 (カ マ ド)東壁南隅寄 りに付設されている。石組み構造ではなく、

粘土や黄褐色・黒褐色砂質土の混合土を主体として袖部が構築されている。燃焼部には支脚石が遺存 してお り、土師

器甕片が散在 している。袖構築土内にも土師器杯細片が混入されている。 (出 土遺物)遺物はカマ ド内および竪穴内

全体から出土しているが、特筆すべきは、カマ ド脇の南壁壁下の壁溝内に灯明具としての痕跡も残す完形の郭と破片

の杯が対になり、約 lmごとの間隔をおいて三箇所に遺棄された状態で出土 している。その出土状況から竪穴壁上部

から転落したものではなく、竪穴廃絶時に意識的に残されたものとみることができよう。その他、土師器高台杯、多

面形脚高杯、カマ ド形土器、須恵器杯、灰釉陶器婉・皿、二次転用された須恵器甕片、繊維状圧痕が顕者な粘土塊片、

鉄製刀子、縄文時代前期の土製円板等が出土している。 (日寺期)出土土器などから、9世紀前半代の所産と考えられる。

S118(第 34図 )

(位置)X22・ 23Y31グ リッド内で検出されている。 (重複 。遺存状況)S119・ 24、 SK221～ 223・ 264・ 267～ 269・

273～ 275'335と 重複 している。S119'24を 切 り込み、SK221～ 223・ 267・ 268・ 273を貼って構築されている。 (形

態・規模等)形態は隅円長方形を呈し、規模は東西 177m、 南北 318mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は東壁を

除きほぼ全週 している。竪穴部の深さは、確認面より最大 33cmを 測る。床面は貼床を施 し、散在的に堅固な部分が

認められる。(柱穴)柱穴と思われるものは検出されていない。(カ マ ド)火処と思われる施設は検出されていない。(出

土遺物)遺物は竪穴北側の東西壁下および北壁下の床面直上レベルから土師器杯、甕・鉢、須恵器蓋・鉢 。長頸壼等

が出土しており、煮炊具類の土器資料が少ない。 (日寺期)出土土器などから、 9世紀前半代の所産と考えられる。

S119(第 34図 )

(位置)X22・ 23Y31グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)本竪穴の大半は東側調査区外にかかつている。

S118・ 24、 SK221～ 224・ 230・ 231と 重複し、S118、 SK230。 231に 掘 り込まれ、S124と の新旧関係については、新

旧逆に掘 り下げ本竪穴の床面の一部を欠失してしまった。 (形態 。規模等)形態不明で、調査区東壁のセクシヨン断
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面観察から南北の規模は355mを測る。 (壁・壁清・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、調査区東

壁セクション断面の観察から、確認面より最大 71cmを 測る。床面は概 して軟弱である。 (カ マ ド)不明。 (出土遺物)

出土遺物は土師器杯等が出土しているが、いずれも覆土一括資料であり、その他土師器甕 。羽釜等もみられるものの

小片が多い。 (時期)出土土器からは所属年代決定は難 しく、S118と S124と の新旧関係から9世紀前半代以前の所

産と考えておきたい。

S120(第 35。 36図 )

(位置)X23・ 24Y27・ 28グ リッド内で検出されている。 (重複 。遺存状況)調査段階では大型土坑の一部かと想定し

SK249と して調査をおこなったが、検討の結果、竪穴建物跡と判断。S111・ 31、 SK243・ 244,247・ 248・ 287・ 291・

317・ 325～ 329,332・ 333と 重複 し、S131、 SK247・ 248・ 291に掘 り込まれていることは判明しているが、他のSK
遺構 との新旧関係については不明瞭。 (形態 。規模等)形態は隅円方形を呈すると思われ、規模は東西 295m、 南北

は推定で 320mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは確認面より最大 20cmを 測る。

床面は概 してやや軟弱である。 (柱穴)柱穴と思われるものは検出されていないが、カマ ドの両脇に小ピットが検出

されており、カマ ド上の棚状施設に伴うものだろうか。 (カ マ ド)東壁中央部分に付設される石組みカマ ドである。

北側部分はS131に よってその上部を破壊されてお り、袖石は欠失している。燃焼部から煙道部内における焼土は比

較的顕著。 (出土遺物)遺物は本竪穴建物南東コーナー壁下とカマ ド脇の床面上約 10cmほ どのレベルから、土師器郭

が出土 している他、カマ ド燃焼部内からは灰釉陶器壼片等が出土している。 (時期)出土土器から、10世紀前半代の

所産と考えられる。

S121(第 20。 22図 )

(位置)X21・ 22Y28・ 29グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S13・ 22、 SK22・ 38・ 39,41～ 43と 重複し、

S13・ 22を掘 り込んで構築 している。 (形態・規模等)形態は方形を呈し、規模は東西 296m、 南北は現状で286m
を測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、西面セクション断面の観察から、確認面

より最大 37cmを 測る。床面は散在的に堅固な部分が認められる。(柱穴。その他施設)特に検出されていない。(カ マ ド)

東壁北東コーナー近 くで焼土を伴う径 84cm× 78cmを 測る不整形な掘 りかたが検出されている。これがカマ ドの痕跡

だと思われる。 (出土遺物)本遺構 も重複が著しく出土遺物の帰属を求めるには困難で、遺物 としては土師器杯 。奏、

二次転用された須恵器甕片等が出土 している。 (時期)出土した土器から、 8世紀後半代の所産か。

S122(第 20。 22図 )

(位置)X22Y28・ 29グ リッド内で検出されている。 (重複 。遺存状況)S13・ 21、 SK23～ 26・ 28・ 38・ 39・ 41～

43・ 102S125と 重複 し、本遺構がS13を 掘 り込み、S121、 SK24。 28に を掘 り込まれている。 (形態・規模等)形態は

隅円長方形を呈すると思われる。規模は東西が 415m、 南北は335mを 測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出され

ていない。竪穴部の深さは、確認面より最大 42cmを 測る。床面は散在的に堅回な部分が認められる。 (柱穴 。その他

施設)特西壁近 くにおいて Plと したピットと、hは付 していないがカマ ド前面で 1基、柱穴らしきピットを検出し

ている。 (カ マ ド)北壁北東コーナー付近に焼土と炭化物を含んだ範囲が確認され、その下部から長楕円形を呈する

長軸 1,33m、 短軸 097mを測る掘 りかたが検出され、これがカマ ドの痕跡だと思われる。その掘 りかた内からは、

須恵器高台杯と土師器奏の大型破片が、据え置かれた状態で出土している。 (出 土遺物)出土遺物は少なく、前述し

た須恵器高台郭と土師器甕が出土 している。 (日寺期)出土 した須恵器高台郭から、 7世紀末から8世紀初頭の所産と

考えられる。

S123(第 36・ 37図 )

(位置)X23・ 24Y26・ 27グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S16・ 9,10、 SK66・ 67・ 76・ 77・ 310。

311と 重複 している。S16・ 9・ 10、 SK311に 切 り込まれ、SK310は 本遺構に伴う床下土坑である。本遺構の西壁部分

が調査区外にかかる。 (形態 。規模等)形態は隅円長方形を呈すると思われる。規模は東西が現状で 3.35m、 南北は

推定で 440mを測る。 (壁 。壁溝 。床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、確認面より最大 22cmを 測る。

床面は貼床で、散在的に堅固な部分が認められるが、やや不明瞭。 (柱穴 。その他施設)特に検出されていない。 (力

マ ド)東壁中央部分のやや東寄 りに付設され、長楕円形を呈する長軸 128m、 短軸 0.9mを 測る掘 りかたが検出され

ている。本来は石組みだと考えられるがネ由石は残存 していない。掘 りかた内の焼土は比較的顕著である。 (出土遺物)

遺物は竪穴全体から散在的に出土している。土師器郭・皿・甕 。鉢、灰釉陶器 ?、 用途不明土製品等が出土している。

(時期)出土した土器では 10世紀前半代 と11世紀代の様相がみられるが、遺構の重複関係から、10世紀前半代の所

産と考えておきたい。
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S124(第 37～ 41図 )

(位 置)X22・ 23Y29～ 31グ リッ ド内で検出 されている。 (重 複・遺存状況)S113～ 15・ 17～ 19。 26・ 28・ 30、

SK167・  168' 176・  184・ 185・ 190。 196・ 201 ～ 203・ 205 - 211 ・214´～ 218・ 220´-224・ 229・ 232´-235・ 241 '

246・ 256～ 258・ 261～ 269。 273～ 276・ 278・ 289'290・ 297・ 298・ 301・ 302・ 335と 重複 している。本遺構が重

複する他の竪穴建物 (SI)よ り古 く、さらに大半の SKは、本遺構の床下土坑にとなろう。また後述するが、本建物

の柱穴もこの中に含まれている。 (形態・規模等)形態は隅円方形を呈する。規模は東西約 700m、 南北は745mを

測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝はほとんどの床面を欠失 していることから壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、

確認面より最大 37側を測る。床面は貼床で、カマ ド全面部分の一部に堅国な部分が認められる。 (柱穴 。その他施設)

SKと して調査をおこなった SK210・ 266・ 269。 298・ 392が、本建物の柱穴である。これらのうち礎石の据え付け掘

りかたは SK210・ 266・ 269で、S117に よつて礎石の一つは欠失 していると思われる。残 りのSK298・ 392は本建物

に伴う礎板石をもつ先行掘立柱である。据え付けSK210・ 266・ 269の下部でも礎板石をもつ先行掘立柱を検出する

ことができ、柱構造が掘立から礎石へと変化する建て替えがおこなれていることがわかる。SK210・ 266の南狽1列 では、

そのほぼ直下に先行掘立柱に伴う礎板石が位置 しているのに対し、北側列のSK269では真下ではなく、南へ約 45cm

内側で先行掘立柱 (SK298)が検出されている。上部礎石の大 きさは長軸 50～ 60cm、 厚さ 15～ 20cmを 測る「ひか

りつけ」加工を施さない自然礎石である。それに比 して先行掘立柱で使用される礎板石は、長軸 25cm程度の小ぶ り

の扁平な河原石である。 (カ マ ド)土東壁のほぼ中央部分に付設され、袖の志材と思われる2枚ずつ重ねられた河原

石と、掘 りかたが検出されている。石組みではなく基本的には粘土や黄掲色・黒褐色砂質土の混合土を主体とし構築

されていたと思われる。 (出土遺物)他遺構構 との重複が著しく遺物の帰属は難しいが、 8世紀後半代の土師器郭物

はがカマ ド内から散在的に出土している。 (日寺期)出 土土器や建物構造などからは、8世紀後半代の所産と考えられる。

S125(第 41・ 42図 )

(位置)X22・ 23Y28グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S127、 SKH7・ 120'122・ 124・ 143・ 225～

228・ 238～ 240・ 270～ 272と 重複 している。本遺構が S127や SK121を 掘 り込み、SK120・ 272な どが本遺構 を切

り込んでいる。SK270。 2711ま本遺構に伴 う床下土坑だと思われる。 (形態・規模等)形態北壁 と東壁の一部を残す

のみで形態は不明瞭だが、隅円長方形を呈すると思われる。規模も推定で東西 300m、 南北 3.40を 測る。 (壁・壁溝・

床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、確認面より最大 29cmを 測る。床面は散在的に堅固な部分が認

められる。 (柱穴 。その他施設)特に検出されていない。 (カ マ ド)北壁に付設される石組みカマ ドである。袖石は一

部は遺存するものの、天丼石はない。燃焼部内の焼土は顕著である。 (出土遺物)遺物はカマ ド周辺部から主に出土

しており、土師器郭・皿・蝸などがみられる。 (日寺期)出土土器などから、11世紀代の所産と考えられる。

S126(第 32・ 33図 )

(位置)X23Y31グ リッド内で検出されている。 (重複 。遺存状況)S117・ 24・ 28・ 30、 SK260・ 261・ 263・ 278。 289

と重複 している。本遺構が S124・ 28を掘 り込み、S117・ 30、 SK261等が本遺構を掘 り込んでいる。 (形態・規模等)

形態は方形を呈すると思われる。規模は現状で東西 ■95m、 南北は270mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は北壁

の一部で掘 りかた段階で検出されている。竪穴部の深さは、確認面より最大 17cmを 測る。床面は貼床で散在的に堅

固な部分が認められる。(柱穴。その他施設)貝占床下部からは、土坑・ピット状の浅い掘 りかたが数基検出されている。(力

マ ド)不明。 (出土遺物)遺物は掘 りかたから土師器甕片が少量出土している。 (時期)遺構の重複関係から、 8世紀

後半以降から9世紀前半以前の所産と考えられる。

S127(第 41・ 42図 )

(位置)X23Y27・ 28グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S112・ 25、 SK80。 84～ 86・ 143・ 225～ 228

と重複 している。S125が本遺構を掘 り込んでいるが、その他の遺構との新旧関係は不明瞭。 (形態・規模等)形態は

ややいびつな形状を呈 しているが、詳細な形態 '規模 ともに不明。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。

竪穴部の深さは、確認面より最大 15cmを 測る。床面は全体的にやや不明瞭。 (柱穴。その他施設)不明。 (カ マ ド)不明。

(出土遺物)出土遺物は極めて少なく、土師器甕片が出土 しているのみ。 (時期)不明。

S128(第 32・ 33図 )

(位置)X23Y31グ リッド内で検出されている。 (重複 。遺存状況)S117・ 24・ 26、 SK256・ 258。 263と 重複している。

本遺構が S124を 掘 り込むが、他はすべての遺構に掘 り込まれている。 (形態・規模等)形態・規模 とも不明。 (壁・壁溝・

床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、確認面より最大 12cmを 測る。床面は検出された範囲は少ないが、

散在的に堅固な部分が認められる。 (柱穴 。その他施設)不明。 (カ マ ド)不明。 (出 土遺物)遺物は土師器郭片がわ
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ずかに出土 しているのみ。 (時期)遺構の重複関係から、 8世紀後半以降から9世紀前半以前の所産と考えられる。

S129(第 43図 )

(位置)X22・ 23Y29。 30グ リッド内で検出されている。 (重複。遺存状況)SK103・ 104。 171・ 250～ 255と 重複している。

各遺構との新旧関係は不明瞭。 (形態。規模等)形態は不明。規模は南北推定 336m、 東西は不明。 (壁 ,壁溝。床面等 )

壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは確認面より最大 15cmを 測る。床面は不明瞭。 (柱穴 。その他施設)検出さ

れていない。 (炉・カマ ド)不明。 (出土遺物)特になし。 (時期)不明。

S130(第 32～ 34図 )

(位置)X23・ 24Y30・ 31グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S117・ 24・ 26・ 32、 SK260'294・ 299～

301と 重複 している。本遺構がすべての遺構を掘 り込んで構築している。SK300・ 301は本遺構に伴うものと思われる。

(形態。規模等)形態はややいびつな不整方形を呈 し、規模は東西 2.45m、 南北は 248mを 測る。 (壁 。壁溝・床面等)

壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、確認面より最大 44cmを 測る。床面は貼床で散在的に堅固な部分が認め

られる。 (桂穴 。その他施設)カ マ ド北側の脇には、幅 45cm、 奥行 15cmを測る棚状施設が付設されており、地山掘 り

残 しによって造 りだされている。 (カ マ ド)東壁のほぼ中央部分に付設されている。石組み構造ではなく、粘土や黄

褐色・黒褐色砂質土の混合土を主体 として袖部が構築されている。確認当初、焼上の範囲がカマ ド上面において顕著

に認められ、カマ ド廃絶後にその上部で何らかの焼成行為をおこなった可能性 も推測できる。 (出土遺物)遺物は豊

富である。覆土上層部の床面上 20～ 30cmの レベルに集中して出土している。土師器郭 (墨書。刻書土器を含む)・ 皿。

蓋・甕・小形奏、灰釉陶器婉 (K-14段 階)等が出土 している。 (時期)出土土器などから、 9世紀前半頃の所産と考

えられる。

S131(第 35・ 36図 )

(位 置)X24Y28・ 29グ リッド内で検出されている。 (重複 。遺存状況)S120。 34、 SDl、 SK247・ 248・ 281・ 288。

291・ 292・ 309・ 314・ 317'319。 323・ 325～ 329・ 332～ 334・ 339と 重複 している。本遺構が S120・ 34、 SDlを 掘

り込んで構築しており、SK247・ 248・ 281・ 288,291・ 292・ 309,314。 319,334・ 339等が本遺構を掘 り込んでいる。 (形

態・規模等)形態は隅円長方形を呈 し、規模は東西 4.65m、 南北 390mを測る。 (壁・壁溝・床画等)壁溝は検出さ

れていない。竪穴部の深さは、確認面より最大 30cmを 測る。床面は貼床で散在的に堅固な部分が認められる。 (桂穴・

その他施設)特に検出されていない。 (カ マ ド)東壁南東コーナー寄 りに付設されている。袖石の抜 き取 り痕跡が顕

著なことから、本来は石組み構造であったと思われる。焼土は顕者ではない。燃焼部掘 りかた内から、土師器甕片が

わずかに出土している。 (出土遺物)他遺構構との重複が著しく遺物の帰属は難 しいが、遺物の出土量は少ないものの、

カマ ド内から土師器甕や郭等が出土 している。 (時期)出土土器などから、10世紀末から11世紀前半頃の所産と考

えられる。

S132(第 43・ 44図 )

(位置)X24Y30'31グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S130,33、 SK293・ 294・ 295。 296・ 305と 重

複 している。S130、 SK295・ 296に掘 り込まれ、本遺構の北側は保存地区内へ延びている。 (形態・規模等)形態・規

模とも不明。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。部分的に検出された壁や、セクションから竪穴部の深

さは 30cmを 測る。 (桂穴 。その他施設)特に検出されていない。 (カ マ ド)不明。保存地区内に焼土痕跡が認められ

るため、北壁に付設されている可能性がある。 (出土遺物)遺物の出土量は少ない。土師器郭・皿・甕片が少量出土

している。 (時期)出土土器などから、 9世紀前半代の所産か。

S133(第 43・ 44図 )

(位置)X23・ 24Y29・ 30グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S117・ 32、 SDl、 SK304。 305。 307・ 308

と重複 している。本遺構 もその北側は保存地区内へ延びている。 (形態 。規模等)形態は、保存地区における平面確

認の状況を合わせて推測すれば、隅円長方形を呈すると思われ、規模は推定で東西 265m、 南北 470mを測る。 (壁・

壁溝・床面等)壁溝は西壁と南壁の壁下で検出されている。竪穴部の深さは、確認面より最大 34cmを 測る。床面は

散在的に堅固な部分が認められる。 (桂穴 。その他施設)本特に検出されていない。 (カ マ ド)不明。 (出土遺物)遺
物の出土量は少ないが、南壁下の床面直上から土師器皿の墨書土器が出土 している。その他、土師器杯、須恵器凸帝

付四耳壺片・甕片等が出土 している。 (時期)出土土器などから、9世紀前半代の所産か。

S134(第 44図 )

(位置)X23・ 24Y28・ 29グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況 )S131、 SDl、 SK312・ 313・ 315。 316・

319。 334と 重複 している。本遺構が SDlを 掘 り込んで構築しているが、その他はすべて掘 り込まれて構築されてい
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る。 (形態 。規模等)形態は隅円方形を呈 し、規模は東西および南北方向ともに440mを 測る。 (壁・壁溝・床面等)

壁溝はすべての壁下で巡ってお り、竪穴部の深さは、確認面より最大 48cmを 測る。壁には壁体を固定するためと思

われるピットが 7箇所ほど確認されている。また、カマ ド前面部をコの字状に囲むように、床面に間仕切 り状の溝と

小ピット群が確認されている。東西約 ■8m、 南北約 24mの 範囲に巡っており、南西コーナー部分は溝が途切れた

箇所が認められる。 (カ マ ド)東壁南隅寄 りに付設されている。石組み構造ではなく、粘土や黄褐色・黒褐色砂質土

の混合土を主体として袖部が構築されている。カマ ド前面部を破壊するようにSK312が構築されている。(出土遺物)

竪穴全体の床面直上レベルを中心に散在的に出土しており、その量は比較的豊富である。土師器杯 (刻書土器含む)・

皿・蓋・小形甕等がみられる。 (時期)出土土器などから、9世紀前半代の所産と考えられる。

第 2節 土坑・ピット (SK)

第 3次調査 (平成 20年度)調査では、発掘調査時において確認された土坑とピット類の性格判別を簡略化するため、

両者すべてに姑 して SK配を付 して調査にあたった。調査段階では 342基分の遺構ナンバーを付 したが、その中で整

理の結果、竪穴建物跡の一部だと判明 したものなどで久呑となったものもあり、SK遺構 として検出された最終的な

総数は333基 である。

これら333基 の SK遺構は、①祭祀的な性格、②土坑墓的な性格、③竪穴建物跡に伴う掘 りかたや床下土坑と考え

られるもの等、さまざまなその用途や性格が推測できる。

ここでは、紙面の都合上、上記に挙げた出土遺物を伴う主要な遺構について報告する。その他の遺構については、

一覧表を作成したのでそれを参照されたい。

SK7(第 45図 )

(位置)X22Y25・ 26グ リッド内で検出されている。 (重複)S14と 重複 し、同遺構を切 り込んでいる。 (形態・規模等)

形態は長方形を呈 し、規模は長軸 221m、 短草由■Om、 深さ22cmを 測る。 (遺存状況・出土遺物等)覆土内に拳大か

ら人頭大の礫が充填される状況で出上 しており、底面は概 して軟弱。覆土上層から中層にかけて、散在的に土師器片

が出土。その中には「中」と記された墨書土器も含んでいる。形態や出土遺物などから土坑墓的な性格が考えられよ

うか。なお、近接するSK9・ 10等 も同様な形態を示していることから、同じ性格が考えられよう。 (R寺期)出土土器

などから、8世紀後半代の所産と考えられる。

SK31・ 32(第 45・ 46図 )

(位置)X22Y28グ リッド内で検出されている。 (重複)S112、 SK32・ 37・ 59・ 65。 95。 96。 121～ 123・ 144と 重複

している。SK59。 65'96・ 122が 同遺構 を掘 り込んでいる。なお、SK123は おそらく本遺構 と同時存在 したか、そ

れより古いと考えられる。 (形態。規模等)形態は SK31・ 32と もに楕円形を呈すると思われ、規模はSK31が長軸 187

m、 短軸は現状で 110m、 深さ45cmを 測る。SK32は重複が著 しく全容は不明で、長軸 161m、 短軸は不明、深さ

は 40cmを 測る。 (遺存状況 。出土遺物等)SK31内 には石組みカマ ドが付設されてお り、その上部には扁平な礫が幾

枚 も重ねられていた。これらの礫は、本遺構および SK123を 埋める段階で一気に入れられたものと思われる。覆土

内には焼土や炭化物の混入が顕著で、カマ ド遺構の存在もあわせて本遺構内で焼成行為をおこなった可能性は極めて

高い。掘 りかた東壁際の覆土中層レベルから、土師器郭や鉢が正位の状態でまとまって出土 している。カマ ド内にも

土師器甕片を中心に出土している。このカマ ドに天丼が存在したかどうかは不明で、石組み炉の可能性 もある。石組

みの間を浅い溝が、土坑掘 りかたの北縁から南縁まで延びており、竪穴建物に付設されるカマ ドの構造とは若干異なっ

ているようである。本遺構は覆土の堆積状況などから、遺構廃絶時に本遺構をある程度埋めた段階で、礫や供物等を

納めた土器をそのまわりに並べた状況がうかがわれる。 (時期)SK31'32と もに出土土器などから、10世紀前半代

の所産と考えられる。

SK66(第 23図 )

(位置)X23Y26グ リッド内で検出されている。 (重複)S16・ 10・ 23、 SK67と 重複 し、同遺構 を切 り込んでいる。 (形態。

規模等)形態は不整楕円形を呈 し、規模は長軸 2,07m、 短軸 130m、深さ72cmを 測 り、掘 りかた内にテラスを有する。(遺

存状況 。出土遺物等)覆土内に拳大から人頭大の礫が充填される状況で出上しており、底面は概 して軟弱。覆土上層

から中層にかけて、散在的に土師器片や二次転用された灰釉陶器片等が出土 している。 (日寺期)出遺構の重複関係な

どから、11世紀代以降の所産と考えられる。

SK124(第 41・ 42図 )
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(位置)X23Y28グ リッド内で検出されている。 (重複)S125。 SK121。 143と 重複し、新旧関係は不明瞭。 (形態・規模等 )

形態は不整楕円形を呈 し、規模は長軸 133m、 短軸 ■26m、 深さ 13cmを 測る。 (遺存状況・出土遺物等)覆土上面

に硬化面と焼土範囲が認められ、水晶塊や二次転用された須恵器甕片、灰釉陶器片が出土 し、掘 りかたの深さも浅い

ことから、S125に 伴う床下土坑である可能性もある。 (時期)出土土器などから、11世紀代前後の所産であろうか。

SK133(第 28～ 30図 )

(位置)X21Y30グ リッド内で検出されている。 (重複)S113・ 14・ 16、 SK174と 重複 し、S113・ 14・ 16を 掘 り込み、

SK174と の新旧関係は不明瞭。 (形態・規模等)形態は不整楕円形を呈 し、規模は長軸 108m、 短軸 085m、 深 さ

90cmを 測る。 (遺存状況 。出土遺物等)覆土上層に礫を多量に含み、土師器小皿片がややまとまって出土 している。

また坑底面からは 3基のピットが検出され、掘 りかた壁面ではその柱痕が確認できた。その 3基のピットが囲む坑底

中心部からは、自然礫の九石が据え置かれた状態で出土している。その他出土遺物では二久転用された平瓦や、鉄淳

等が出土している。 (時期)出土土器などから、12世紀代前後の所産であろうか。

SK134(第 28～ 30図 )

(位置)X21Y30グ リッド内で検出されている。 (重複)S113・ 16と 重複 し、S113・ 16を 掘 り込こんで構築 している。

前述の SK133と は近接 している。 (形態 。規模等)形態は不整楕円形を呈 し、規模は長軸 ■28m、 短軸 100m、 深

さ73cmを 測る。 (遺存状況・出土遺物等)SK133と 同様に覆土上層に礫を多量に含み、遺物の出土は顕著ではない。

しかしSK134と 同様に坑底面の壁際から3基のピットが検出され、坑底面には自然礫が出土 している。 (時期)出遺

構の重複関係などから、SK133・ 134と 同じ頃の所産であろう。

SK168(第 50図 )

(位置)X23Y30グ リッド内で検出されている。 (重複)S117の覆土を掘 り込んで構築 している。 (形態・規模等)形
態は不整円形を呈 し、規模は長軸 上21m、 短軸 115m、 深さ30cmを 測る。 (遺存状況 。出土遺物等)扁平な礫 と人

頭大の礫が覆土上面に置かれ、礫 と覆土上層面が焼土に覆われた状態で検出されている。覆土内からは8世紀代から

9世紀代の土師器片が出土 しているが、S117や S124に 伴う可能性が強い。 (時期)遺構の重複関係などから、 9世
紀以降の所産としかいえない。

SK174(第 28～ 30図 )

(位置)X21Y30グ リッド内で検出されている。 (重複)S113・ 14、 SK133・ 181・ 182と 重複 し、S113・ 14、 SK181・

183を 掘 り込こみんで構築 しているが、SK133と の新旧関係は不明瞭。 (形態・規模等)形態は楕円形を呈 し、規模

は長軸 098m、 短軸 081m、 深さ80cmを 測る。 (遺存状況・出土遺物等)SK133と 同様に覆土上層に礫を多量に含み、

土師器小皿片がおややまとまって出土 している。また坑底面の壁際から3基のピットが検出されている。出土遺物と

しては、土師器小皿、柱状高台皿、炭化材等が出土している。 (時期)出土土器などから、12世紀代前後の所産であ

ろうか。

SK242(第 49図 )

(位置)X23Y29グ リッド内で検出されている。 (重複)SKl16・ 212と 重複 し、その新旧関係は不明瞭。 (形態・規模

等)形態は長方形を呈 し、規模は長軸 098m、 短軸 081m、 深さ80cmを測る。 (遺存状況 。出土遺物等)遺構の約

2/3の範囲の底面レベルに、礫床のような小礫の集積範囲が認められる。特に出土遺物ない。 (時期)不明。

SK281 。292・ 314・ 319,334 (第 35図 )

(位置)X24Y28・ 29グ リッド内で検出されている。 (重複)ヤ ずヽれもS131の覆土を掘 り込んで構築している。 (形態・

規模等)形態はSK281と SK334が長方形を呈 し、他は楕円形を呈する。各規模については一覧表を参照されたい。 (遺

存状況 。出土遺物等)Vヽずれも人頭大よおよびそれよリー回り大きい礫 を覆土上層から中層にかけて充填 し、その

間から土師器の柱状高台片や蝸、二次転用された須恵器奏片等がわずかに出土 している。 (時期)出土土器などから、

12世紀代前後の所産であろうか。

SK303(第 50図 )

(位置)X23・ 24Y31グ リッド内で検出されている。(重複)SK293と 重複 し、SK293が本遺構を掘 り込んで構築している。

(形態。規模等)形態は不整円形を呈 し、規模は長軸 107m、 短軸 105m、 深さ31cmを 測る。 (遺存状況・出土遺物等 )

完形に近い土師器郭と甕片が覆土上層から出土しており、掘 りかたは浅 く、カマ ドの形状に酷似 している。しかし焼

土は顕著ではない。 (時期)出土土器などから、11世紀代の所産であろうか。

SK330(第 50図 )

(位置)X23・ 24Y31グ リッド内で検出されている。 (重複)SK331と 重複するが、本遺構の一部かもしれない。 (形
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態・規模等)形態は不整楕円形を呈し、規模は長軸 117m、 短軸 100m、 深さ29cmを 測る。 (遺存状況・出土遺物等)

覆土上層を中心に礫 と焼上が顕者に分布 している。経常的には SK303と 酷似 している。出土遺物では土師器甕片が

出土している。 (時期)出土土器などから、10世紀代の所産であろうか。

第 3節 溝 (SD)

今回調査をおこなった溝跡および溝状遺構 とされるSD遺構は、総計 1条のみである。未調査の保存地区内でもプ

ランとしては数条確認されているが、その数は少ない。

SDl(第 35。 43図 )

(位置)X24Y28'29グ リッド内で検出されている。 (重複・遺存状況)S131・ 33・ 34、 SK318と 重複 しており、いず

れの遺構にも掘 り込まれている。東西に直線的に延びる溝状遺構で、その西恨Jは保存地区内に延びている。 (規模等)

調査をおこなった長さは47m。 幅員は60cm前後を測 り、深さは確認面より23cmを 測る。 (出土遺物)出土遺物はほ

とんどないが、覆土中層から縄文時代の打製石斧が出土 している。流れ込みによるものであろう。 (時期)遺構の重

複関係などから、9世紀前半以前の所産と考えられる。

第4節 遺構外出土遺物 (保存地区)

調査に至る経緯でも述べられているように、本調査区は発掘調査に入る前に建設工事によつて、すでに遺構の覆土

の一部が削平されてしまったため、遺構確認精査段階の遺物取上時に、表採資料扱いをしたものが多かった。帰属は

不明ながら注目できる遺物としては、第 101図 12の須恵器である。これは平城京分類で「塊A」 とも「坑 B」、他の

報告書でも郭や鉢として分類されていることが多 く、細身で法量が小さい、いわゆる「コップ形須恵器」と呼ぶ土器

である。日径 8 8cm、 底径 6.2cm、 器高 5 4cmを 測る。8世紀から9世紀初頭段階のものと思われる。14～ 16の粘土塊は、

繊維を含みカマ ド構築材の粘土もしくは、建物の上壁の一部と考えられる。7～ 10は土師器杯の底部内外面に線刻

を施す刻書土器片である。

次に保存地区内においては、遺構確認精査の段階で、露出した石組みカマ ドの一部を数箇所で確認している。それ

に伴って土師器を中心とする土器群も出土していたため、それらを光波浪1量において測定し取 りあげたものを主に掲

載している。 8世紀から 10。 11世紀代の土師器や須恵器、灰釉陶器片、二次転用された須恵器奏片等が中心である。

保存地区内も完掘部分 と同様に遺構が濃密に分布 しており、保存地区北東端では、S124と 同規模をもつと思われる

大型竪穴建物跡も確認されている。その範囲内からは第 101図 26の ように底部内面に暗文を有する8世紀代の土師

器郭片や、第 102図 41の ような回転カキメ痕が顕著な土師器甕片が出土している。

第 5節 その他の土器 (製塩土器)

近年、山梨県内では、南アルプス市を中心とする釜無川 (富士川)流域の奈良・平安時代の遺跡から、当該期の製

塩土器資料の発見が相次いでいるが、笛吹川流域の本遺跡でも確認することができた。当該資料は、破片資料が主で、

さまざまな土師器と混 じると一見、縄文式土器と見間違う事が多 く、その抽出は意識的におこわなければ難しい。

第 102図 1は、S117の 覆土中から検出された口縁部破片、指頭痕が顕著で、被熱のため外面が鈍 くピンク色に変

色する箇所が認められる。 2は、SK202の 覆土中から出土している胴部破片で、ナデ成形で被熱痕跡は希薄である。

3は、SK296の 覆土中から出土 している胴都破片で、ナデ成形で被熱のため外面がピンク色に変色 している。 4は、

X26Y31グ リッド域の遺構外から出土している胴部破片で、指頭痕が顕著であるが、被熟痕跡は希薄である。
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暗褐色砂質土 (10YR3犯 )

SK21 ・83
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)
2 褐色砂質土 (10YR4/4)
3 暗褐色砂質土 (10YR3/3)
4 暗褐色砂質土 (101rR3/4)

Noな し
① 黒褐色砂質土 (10YR3定 )

② 暗褐色砂質土 (10YR3/4)

自然堆積層
a 暗褐色砂質土 (10YR3/4)
b 黄褐色砂質土 (10YR5/6)

黄褐色土ブロック多く合む
責褐色土ブロック多く含む

黄褐色土プロック、焼土小プロック含む (SK21)
責褐色土プロック多く含む (SK21)
責褐色土ブロック多く含む、小礫含む (SK83)
責褐色土ブロック多く含む、小礫含む (SK83)

黄褐色土粒、小礫多く含む
責褐色土ブロック多く含む、焼土小ブロック少含む

黄褐色土ブロック、小礫含む
黒褐色土プロック含む

SK23・ 24・ 25・ 56

S121、 SK42・ 43
a 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄褐色小プロック、砂礫、小礫含む (SK42)
b 黒褐色砂質土 (10YR3/2)責褐色小ブロック、焼土小プロック含む (SK42)

i 量糧色欣暮圭II解畳:兌1墓福色圭参ご;チ t鍮違β宗浜容警彙鏑
K42)

二層雹患警星☆l乱焙紛:∫

め
重輻包歩寓姥と費S泌分

礫含むGK40

'量

糧色移暮圭社I¥岳:握1喜糧畳圭券ご;チ多巻慾Ⅲ労、糠春懸彙ま21∬
別)

9 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色土ブロック多含む、小礫含む (S121)

SK99・ 100
1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)
3 褐色砂質土 (10YR4/6)
4 黒褐色砂質土 (10YR3/2)
5 褐色砂質土 (10YR4/6)

責褐色砂質土ブロック、砂粒含む (SK99)
黄褐色土プロック、砂粒含む (SK99)
黒褐色土プロック含む (SK99)
褐色砂質土主体、砂粒含む (SK100)
黒褐色ブロック含む (SK100)
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S16、 SK36・ 45。 46・ 66～68
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謙 号学聰く合よ輸む
SPA

324 5

SK45
1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)黄 褐色土

ブロック、焼土ブロック、秒粒含む
2 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色土プ

ロツク多く含む、炭化物含む

SK46
1 黒褐色砂質土 (10YR22)黄褐色

土プロック、焼土ブロック、砂粒
含む

2 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色土
プロック多く含む、炭化物含む

EPA

鱒ＥＰＡ一蜘
里

SK66・ 67・ 68、 (SH O)    sK66             SK。
イ

S16カマド                         上層礫出土状況

第23図  H20年デ支S16、  SK36。 45。 46・ 66′や68
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S17

SPA

3248

SPA

324 7

l 黒褐色砂質土(10YR2/2)責
lClt土ブロック、能と社含む

2 黒褐色砂質と(10YR2/2)責 協色上ブロック多く含む、礫やや多く含む

SK89

1 旱協色砂質土(10YRy2)☆ 協色小アロック、砂ll含む
2 暗協色砂質土(10Y貯 3)黄協色土ブロック、焼土社含む
3 欄ζ砂質上(10VR4/4)黒 協色土ブロッタ含む
4 褐色砂質と(10Y貯 6)黒協色土アロック含む

S17カマド

・ｍ
住
∽

卜

碍

ね
ф

ヽ
、
日
体

＜
Ｉ

Ｈ

（ぐ
ｑ
鴬
卜
常
）
引
Ｍ
金
劇
暉
組

ι
螢
翌
　

”

癒
佃

〉
ヽ

ふ
、
口
休
引
さ

（ぐ
∞
館
＞
ヨ
）
引
Ｍ
鵞
ｄ
暉
轡

　

淵

イ
レ
く

卜
日
∽

０

ヽ
斜

∞
正
∽

∬
一

SPA

324 8

黒褐色砂質土 (10YR3/2)責 褐色土ブロック、焼土ブロック含む

黒褐色砂質土 (10YR2/2)黄 褐色土プロック、焼土ブロック多く含む

暗褐色砂質土 (10YR3/3)責 褐色土ブロック、焼土ブロック、礫含む

暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色土ブロック多く含む、焼土ブロック含む

0     (1/60)    2m

S18、 SK88～ 90・ 146・ 147・ 160・ 161・ 169。 170・ 172・ 173。 186～ 189。 193・ 204
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SKtto            s(つ。     IIT耳 扇 SKB8 (S112)  SX'SO

鴇
SK169・ 170
1 黒協色砂質土(10YR3/2)責 協色土ブロック、小礫、能土アロックなむ(S18の 貼床)(SKl備 )

2 暗褐色砂質土(10YR3/3)黄 楊色とアロック、小碑、焼土ブロック含む(S18の 魅床)(S(169)

3 楊色砂質土(10YR4/6)黄 楊也土プロック、焼上小ブロック含む(M169)

O 黒褐色砂質土(10YR3/2)責 協也土アロック多く含む、続土地合む(S1171)

1         堅

厖物疹

1 1き褐色砂質土(10TR3/3)黄 褐色土ブロック含む、続土小ブロック少含む
2 褐色砂質土(10YM/6)暗 禍色土アロック含む

1 黒得色砂質土(10YR2/2)責 褐色土ブロック、焼と紅、炭化物紅少含む、礫多い  ど翌ヒ
2 具協色砂質土(10Y郎,2)黄 褐色土アロック多く含む、焼土粒含む      3247

SK忌

;11613勘
馳 10YR鴨 )辮tlカ ッ

`静
3244ぺ

__ェ 席

f    SX31

SK161       SKB8
1 黒褐色砂 質土 (10YR2/3)黄褐色土ブロ ックやや多 く含む

の 〇
|

界24図  H20年 ナ芝S17・ 8、 SK88～90。 146・ 147・ 160・ 161 ・169・ 170。 172・ 173・ 186～ 189・ 193・ 204
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＼、、、、、、と ,十′

S18

礫出土状況

I SK51

SK140ナ

EPD

EPD

324.7

EPD'

ジ

SPA

3247

SPA                           SPA'

3244

SK193           SKI]el
l 黒褐色砂質土 (10YR3/2)責褐色土ブロック、礫含む

SPA                  SPA'

3245     ヽ

1 黒褐色砂質土はOYR2/3)資 褐色土プロック、境土粒、炭化物合も (魅床)

2 黒掲色砂質土 (1いrR3 2)黄褐色主ブロック、焼土粒、炭化物含む (貼床)

3 晴掲色砂質土(10YRy3)黄褐色土ブロック多く合し、境土辻少含む
4 掲色砂質土(10YR4/4)黄褐色土ブロック合む

SPA

324 5

187 188 180 EPA

324 5

SK172・ 186・ 187・ 188・ 189
1 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黒 褐色土ブロック含む、焼土小ブロック含む (SK186)(SKl酌 )

2 褐色砂質土 (10YR4れ)黄褐色土ブロック、焼土小プロック含む (SK172)(SK186)(SKlM)(SK189)
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/3)黄 褐色土プロック、焼土小ブロック含む (SK188)

SH2

S18カ マド

黒褐色砂質土(15YR32)焼 土粒、責褐色土池、砂粒含む
黒褐色砂質土 (75YR3カ )責拐色主小ブロック、焼土小ブロックやや多く含む
黒褐ζ砂質土(75YR2/2)焼 土ブロック、灰黄褐色土ブロック含む
灰褐色砂質土 (75YR4犯 )焼主ブロック、灰、炭化物多く含む
黒褐色砂質土(10YR32)費褐色土小ブロック含む、焼主小アロック少含む
暗掲色砂質土(10YR3犯 )黄褐色土ブロック、炭化物、焼土小ブロック合む  8 灰黄褐色砂質土 (10YR4犯 )責褐色土ブロ
にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)責褐色土ブロック、境土Iv多 く含む     9 暗褐色砂質土 (10YR3ん )責褐色土ブロッ

第25図  H20年√宣S18、 SK88～ 90。 146・ 147・ 160・ 161 ・ 169・ 170。 172・ 刊73・ 186～ 189・ 193・ 204
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SK146
1 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)焼 土、灰含む

EPD'

莉

SK146房
|

ック多く含む
ク多く合む
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S19・ 10・ 11 。(23)、  SK69´ヤ76・ 78・ 79・ 81
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少

S123

S19

SPA'

SPA'

SK76
0暗褐色砂質土(10YR3/31黄 褐色土小ブロックやや多く含む

②暗褐色砂質土(10釈 3/14)責褐色土小アロッタ含む、小碑多く合む

S19

‐
w

黒楊色砂質シルト(10YR3/か 費褐也土小ブロック、砂辻含む(S110)

黒褐色砂質シルト(10YRV2)責 拐也土小ブロッタ、焼土小ソロック含む(S110)

にぶい責協色砂質土(10YR4/3)黄 褐色土小アロック多く合む、虎化物含む(Sl10)

黒協色砂質シルト(10YR″り責協色土アロック含む S110)

にぶい黄協色砂質土(101R4/3)貨 協色土アロック含む(Ы10)

黒褐色砂質ンルト(10Ⅵ昭η)貨褐色土地多く含む、皮化初、焼土池含む(Ы9)

具協色砂質ンルト(10YR2/2)黄 褐色土粒小アロック合む、炭化助、焼上粒合と(Ы 9)

にぶい貨楊色砂質シルト(10YR4/2)黄 褐色土泣アロック含む(SIal

黒褐色砂質と(10YR3/2)炭 化物辻、貰協色土プロック含む(S19)(Sll)

10 賭場色砂質土(10YR3/4)炭 化功を、黄掲色土ブロック含む(S19)(Ы l)

ll にぶい☆褐色砂質土(10VR4/3)責 桐色土アロック合む(Sl■ )

SK75
0 早褐色p/質土(10V肥2)黄禍色小アロック、焼土ブロック含む

0 黒褐色砂質土(10Y毘犯)費褐色小アロックやや多く含む
0 にぶい責褐色砂質土(1偶RIお )責協色土小ブロッタやや多く合b、 焼土小アロック合む

Ыm指
`

中ＳＰＡ一【

EPA'

0           (1/60)          2m

1 単協色砂質シルトalalttη )賞協色土アコック少(合 b、 小礫含む

2馳砂質シルト10iRIお )責掲色土プロック、礫含む

SK70
1 黒協色砂費シルト但]lWり 黄掲也土ブロックタ(含む

SK73 74   2 1B色 砂賃シルト(1ド Plイい黄協色土アロック少(含む
SPB

324 3                                    、ヽ

SK73

1 黒協色砂買ンルト00YRをり黄傷とと1ヽアロッタ,砂拉含む

2 黒褐色砂賃シルト(10rF〕り黄掲色土小アロッタ、砂絃含む

3掲色砂貰シルト俯OIRlイい黒協色土アロッタ含む

SK72

里 l与を与郷指1冊繋と:;継碑
SK74
1黒協色砂賃ンルト101R″ 鋤黄協色と小アロッタ、炭十肋含b

2 楊色砂質シルト仙ドPln礫ケ(含む

ＳＫ‐９４

ＳＰＡ

�

睡や71議協|1雌難鍮牌
蜘内

1融拗綜絨杵辞
SPA'

SK74

SK194
1黒桐也砂質土但OYRllll鍋饉アロッタ含む
2に対Ⅲ黄禍色砂貫土tμ R甘お)黄協色土カッタ多(含む   s19カ マト

易1導

具掲色砂費土(獅YR,1)費協色土ブロック、焼土粒含む

黒協色砂質土(7Ⅳ R〕イ1)黄協色主アロック、焼土ブロック含む

暗赤協色砂貿1951附 4)焼主主II

黒掲色砂賃上(1研財/1)黄掲色土小プロック、炭化初、焼土粒會む

鷲鴇色砂質土住OYRyO黄褐色土アロック、

焼土小アロック含む
10暗協色砂質±9う Yttlll)焼 iアロックやや少(含む、

費楊と土アロッタ含む
H旱褐色砂質±0留VD)祐性あ,、 費協色土アロッタ含む

12暗協色砂貿土,引 R3AD焼 土ブロック、

黄褐色土アロック多く含ll

SK195                           1 黒協色砂質とψ税辮D黄協色土ブロック、続土プロッタ含b
l 黒鵜色t1/質 i(10Y電71)責掲色土アロック、小礫含む 2黒協色砂質土備Y酔か☆髄土アロック、焼土アロック合む
2 にぶい褐色砂質土住OYR4/0 B黒掲色砂質土lTll乾

'D黄
協色土プロック、焼土アロック、炭イ働含む

性 _単 禦 __即 4嗜協色砂貿土備醐 黄協色土アロッλ焼土ブロッ疹(含む

第26図  H20年度S19。 10。 11 。(23)、 SK69～ 76・ 78。 79・ 81 ・ 194・ 195。 197・ 245。 279。 280

e  l・

S19

s19カマド

S(6,  SK71 S(74

I 黒欄色砂質土儡悩肥り黄協色土アロック、礫歩(含む

2協色砂質i nOiPIn黄 禍仕ァロック歩(含む

SK197
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S112(Pl)、  SK95・ 121 ・ 125。 126。 141-143
SPA   j

3246 ′

彰

可
S127

SK124

SPB

324 6

S112、 SK95。 121 ・125・ 126、  S112‐ Pl、  S112・ (Pl)

0阜褐色砂質1(10V踏イ2)責協色土小ブロック、焼土紅、炭化物池合I」・

0黒褐色砂質土(10YR3ィ 2)黄協也土小アロック、能土小ブロック、文化物含I」

0にボい黄褐色砂質シルト(10YPt4,3)景 協色土ブロック、能土社合I」 (Pl)

0にぶい費協ζ砂質シルト(10YR413)礫 多く含む(PI)

SK141
1 具褐色1/1質 土(10Y肥 /2)責協t土アロック、焼上杜含む
2 阜褐色砂質土(10YR2/2)黄 櫓色土紅、続土アロック含む

3 具褐色砂質土(10YR2/2)責 協色土アロック多く含む

SPA

324 5

SK142

0      (1/60)

SK12S 0
(1/40)       lm

S124

SK175

EPA

324 6

1 に桐色砂質土(10Y冊 /3)黄得色土ブロック、砂社、

焼上社合b
2 早褐t砂質土(10Y砲〃3)やや粘質あり、

貨協色土社含む             [皇 ざ
3 協色砂質土(10YR4/4)黄 褐色土アロック多く含む

S113～  15。 24、  SK刊 29・ 131～  134・

148。 174´ヤ 176・ 181 ・ 183。 190。 198´帝

200。 220。 241 ・ 342

SK95
1 具褐色砂質と(10Yυ 2)貨襦色土小アロック、続土粒、砂社合む
2 黒禍色砂質土(10Y冊/2)支禍色土小アロック、焼土小アロック、砂泣含む
3 暗掲色砂質土l10YR3/3)続 上ブロック、尻含む

4 暗欄也p/質土(10YR3/3)☆ 桐色土アロック多く含む
SK121
1 具協色砂質と(10V貯2)☆福色土ブロッタ含む、

能土アロックやや多く含む
2 黒協色砂質と(10Y肥/2)賞掲t土ブロックなむ
21黒協色砂質土(10Y毘72)2層 よりやや明るい

3 具協色砂質と(10YRy2)黄 襦色土ブロック多く含む
SK125

SK130

SK140

ヤ

聰 ,

留1  耳

S116

第28図  H20年度S112(Pl)～ 15・ 24、 SK95'121・ 125・ 126。 129'131～ 134・ 141～ 143・ 148。 174～ 176・ 181～ 183・ 190・ 198～ 200,220・ 241'342

S115
0

― ― ―
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〔禦 ご強

渉132 )I s114く全
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SPA
324 8

SPA

324 7

SPA

SK129
1 暗褐色砂賃土(10Υ隠嗚1黄協也土を、砂と、焼土llttj

?暗掲色砂質土‖研附働期饉アロック、続姉、淀化初含む
3協色砂質土住〕YR1 6)黒 褐色士アロック含む

SPA

SK175
1暗掲色砂賃土101R13イ→砂と、黄協ζ土アロィク、焼土ブロッタ含む
, 暗協色砂質土(10YR〕り黄褐也土アロック下焼土アロック、小礫含む
3 嗜楊色砂質土(10Y郎イ0黄掲色土ブロック、焼土ブロッタト文化初歩(含も

SPC
324 8

1 2。

SPD

3248 i

SPA.

324 7

SK176
1 暗協色砂貿土(1ド R3'1)ゆ柱、黄楊色土ブロック、焼土アロッタ含む
2晴欄色砂質と但OilRy9☆褐色土アロッタ、焼士アロッタ、小際含む
3 暗構色砂貫土(10YR3/1)黄協色土アロックト焼土アロッタ、文化初ケ(合む
1 欄色砂質といlIIRlll)黄 協色土アロッタ多(會b

SPA

324 4

SPA'

SPA'

32洋 撃ゝぜ聟
SPE.

SK183
1黒禍色砂質と0は牌

"黄

褐也土アロッタ、炭化物含b
2 晴構色砂質1(101R♂ 0黄褐色土アロッタ多(合し

S'15床 面

S124床 面

EPA

324 8

SPA

324 5

SPA

324 S

炒
引
年
十

SK1 98・ 200
1 黒褐色砂質土に伴R'り 砂と、黄協色土アロック含む、焼土アロック、財働少含む6剛 )

2協色砂質土但OIRtl黄褐色土アロック歩(倉む偽粗91

3掲色砂貿土101mお)黒掃色土アロックなむ(MI硼

SPA'

SK134
2 黒掲色砂質土(10YR,り 黄褐色土ブロック、焼iブロック、小礫含む
3 暗褐色砂質土 (10YR3麗 )黄掲色土プロック、焼土小ブロック含む
4 掲色砂質土 (10YM刀 )黄褐色土プロック多、焼土小プロック含む

I  SPB'SPB

324 5   '

学

第29図 H20年度S113～ 15。 24、

l 灰責協色砂質土(10YR4/2)女 渇色土小ブロック、礫、炭化物多く含む
2 にボい責褐色砂質土(10釈 V3)黄褐色土アロック多く含む、炭化物、焼±4」 含む

'S;弼
::1脇争*::1好期

SK129,131～ 134・ 148・ 174～ 176。 181～ 183。 190。 刊98～200・ 220・ 241・ 342

S15 24、 SK241、 6号焼土

i続あ雖w�げ黄掲tlアロック、mm大触船も
2暗褐色砂質土はOiRl141黄 掲Llアロッタ、揃m大脚駒ケ(含む
3灰黄絶砂質とは0】粗D☆協色土アロッタ多(含む

S113・ 14、 SK133・ 134・ 174・ 131・ 182 完掘状況
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S113
1 暗褐色砂質土 (10YR3れ )責褐色土小プロック含む

2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色土プロック含む

3 褐色砂質土 (10YR4/4)黄褐色土ブロック多く含む

4 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色土ブロック非常に多く合む

S114
暗褐色砂質土 (10YR3/3)砂 粒、黄褐色土ブロック、焼土小ブロック合む

暗褐色砂質土 (10YR3/4)責褐色土ブロック多く含む

にぶい責褐色砂質土 (10Y酪/3)黄褐色土ブロック含む

暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色土ブロック含む

黒褐色砂質土 (101FR2/2)黄褐色土ブロック、焼土プロック、砂粒、小礫含む

黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄褐色土プロック、焼土ブロックやや多、小礫合む

暗褐色砂質土 (75YR3/3)責 褐色土プロック、焼土プロックやや多く合む

暗褐色秒質土 (10YR3/3)責褐色土ブロック、焼土ブロックやや多く含む

暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄褐色土ブロック多、焼土小ブロック含む

黒褐色砂質土 (101rR3/2)砂粒多、責褐色土小ブロック多く含む

暗褐色砂質± 10YR3/4黄 褐色土小ブロック、焼土プロック、砂粒、炭化物含む (貼床)

黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄褐色土ブロック、焼土プロック、砂粒合む

灰黄褐色砂質土 (10YR4//2)黄褐色土ブロック多く含む

褐色砂質土 (孔OYR4/6)黄褐色土ブロック多く含む

暗褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色土プロック多く含む (SK266)

SK131
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂粒、黒褐色土ブロック多く含む

2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)砂粒、黒褐色土プロック多く含む

SK132
1 暗褐色砂質土 (上OYR3/3)砂粒、焼土小プロック含む

2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)砂粒、焼土小ブロック、え化物やや多く含む

3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色土小プロック含む

4 褐色砂質土 (10YR4/4)費 褐色土小プロック多く含む

SK133
1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)砂粒多く含む

2 黒褐色秒質土 (10Y毘 /2)黄褐色土プロック、焼土プロック、小礫含む

3 暗褐色砂質土 (101rR3た)黄褐色土小ブロック、焼土ブロック含む

4 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)責褐色土小ブロック、炭化物粒含む

SK134
1 黒褐色砂質土 (101rR3/2)砂粒、焼土粒、黄褐色土粒、小礫含む

2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄褐色土プロック、焼土プロック、小礫含む

3 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄褐色土ブロック、焼土小ブロック含む

4 褐色砂質土 (10YR4/4)黄褐色土ブロック多く含む、焼上小ブロック含む

5 暗褐色砂質土 (101rR3/3)責褐色土プロック多く含む

6 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄褐色土プロック多く含む、炭化物粒含む

SK148
1 黒褐色砂質土 (10YR3珍 )責褐色土小ブロック多く合む、焼土粒含む

2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)賞褐色土ブロック、焼土ブロック含む

SK174
1 黒褐色砂質土 (10YR2//2)砂粒多く含む、焼土粒含む

2 黒褐色砂質土 (10YR2/2)黄褐色上ブロック、焼土プロック、小礫含む

3 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄褐色土プロック、焼土ブロック、小礫含む

SK176
1 暗褐色砂質土
2 暗褐色砂質土
3 暗褐色砂質土

SK190
1 暗褐色砂質土

(10YR3/4)砂粒、黄褐色土ブロック、焼土プロック含む

(10YR3/3)責褐色土ブロック、焼土ブロック、小礫含む

(10YR3/3)賞褐色土プロック、焼土プロック、戻化物多く含む

(10YR3/4)黄褐色土プロック、焼土プロック、炭化物合む

15

SK241
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)責褐色土プロック多く含む、焼土小フロック、

2 黒褐色砂質土 (10YR2/3)黄褐色土プロック多く含む、焼土小フロック、

3 暗褐色砂質土 (10YR3/4)責褐色土プロック多く合む、焼土小フロック、

4 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄褐色土ブロック、焼土小ブロック含む

5 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色土ブロック多く含む

SK342
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)焼 土小ブロック、炭化物含む

2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)責褐色土小ブロック多く含む、焼土粒含む

3 暗褐色砂質土 (10TR3/4)黄褐色土ブロック含む

6号焼土

① 暗褐色砂質土 (10YR3/4)焼 土プロック多く含む、黄褐色土ブロック含む

② 黒褐色砂質土 (10YR2/3)責褐色土ブロック多く含む、焼土粒含む

③ 灰黄褐色砂質土 (101rR4/2)黄褐色土プロック多く含む

炭化物含む

炭化物含む

炭化物含む
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S113・ Ч4、 SK133・ 134・ 174 181・ 132 上部礫出主状況
SPC'

SK182
1

2

嗜褐色砂質と(10YR3/4)黄 翻色とブロック多く含む、
文化物、焼土アロック含む
褐色砂質と(101R1/4)費 協也とアロッタ多く含む

EPA

疋
輔
¨

EP8

324 6

S113カ マド

噂赤桐色砂質と95YR3/6)焼 土
尻☆褐也p/質土(75YR4/2)貨 褐色上ブロック、続土小アロッタ全む
褐也砂質土(15YR4/4)焼土粒、炭化物粒含む
掲色砂質土(10Y鶴()黄褐色とアロック多く全む、焼と紅、炭化物泣含む
暗協色砂質1(10YRyか

Sl1 5カマド、SK220

・ф
征
∽

ａ^
“
∽

礫出主状況 ・∞
住
∽

S:橘
を転署i7駅例 焼土非常に顎著

妥
|

2 暗協色砂質と(75YR3 4)責 協也土小プロック、焼土小ブロックやや多く含む、文化跡合む
3 編色砂質と(75YR4/3)黄 禍色土ブロック多く含む、焼土小アロック含む

震1毒

SPC
324 8

S115カ マド
l 暗掲色砂質土 (75YR74)焼土プロック、黄褐色土小ブロック多く合む
2 暗褐色砂質土 (75YR3/3)焼 土ブロック、黄褐色土小ブロック多く含む
3 暗褐色砂質土 (75YR3/3)焼 土ブロック、炭化物、黄掲色土ブロック多く含む
4 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 掲色土ブロック、焼土小ブロック含む
5 暗褐色砂質土 (75YR3/3)焼 土ブロック多く含む
6 暗褐色砂質土 (75YR3/3)焼 土小ブロック、炭化物多く含む
7 暗褐色砂質土 (75YRy3)焼土ブロック、炭化物含む
8 黒褐色砂質土 (75YRy2)責 褐色土粒、焼土粒多く含む

SK220
① 黒褐色砂質土 (10YR3/2)焼 土小ブロック、黄褐色土ブロック含む
② 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色土小ブロック多く含む、焼土小ブロック含む

EPA
324 7

EPA'

0   (1/40)

傍

〇

⑥
y

妥|こ

SPB

324 7

第30図  H20年度S113～ 15、 SK133・ 134・ 174。 181 182・ 220
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SI市 6、 SK127・ 128・ 158

SK1 58

916、 SK127 158
SPA

324 8

s116カ マド、

SK127

SPA

128(S16カ マド)

男|こ

S116、 SK127・ 128。 158、 (S114)
1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)焼 土粒、責褐色土粒含む (S114)(S116)(SK127)
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)責 褐色土ブロック多く含む、焼土プロック少含む

(S114)(S116)(SK127)
3 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色土ブロック多く含む (S116)(SK127)
4 黒褐色砂質土 (10YR2/2)黄褐色土ブロック多く含む (SK123)

5 褐色砂質土 (10YR4/6)黒褐色土ブロック (SK128)

6 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色土プロック含む (SK128)
7 暗褐色砂質土 (10YR3//4)黄褐色土小ブロック、礫含む (SK158)

8 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色土プロック多く含む、焼土小ブロック含む (SK158)

9 暗褐色砂質土 (ЮYR3/4)責褐色土粒、砂粒、焼土粒含む (S116)

10 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色土粒、砂粒、焼土粒含む (S116)

11 にぶい黄褐色砂質土 (10YR73)黄 褐色土プロック、炭化物、焼土粒含む (S116)

12 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄 褐色土ブロック多く含む (S116)

13 褐色砂質土 (101rR4/4)責褐色土プロック多く含む (S116)

(1/40)

第31図  H20年度S116、 SK127・ 128。 158

324 7

EPA

324 7

SK1 27・ 128
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S117・ 26・ 28。 30、 SK165′ヤ 167・ 229・ 232

S117・ 26 23・ 30掘りかた

'261 ・278・ 297・ 299・ 300・ 301 ・322

SPA                                   sPA'

324 5

S117
1は褐色砂質土構OiR〕1)碇土逆、砂粒下

1 具褐色砂質土(10Y路12)砂辻、
貨褐色土プロッタ、能土小アロック合む

2 にぶい費褐色砂質主(10YR4'3)責 掲色土プロック含む

剛 能土W醐 軸 ′的デ
浦

炭化初、焼土ブロック含む       s(2cO    
°・・1

1手‡雄手愁中中|1膚*i:イ !:|｀

〔

l(::七ケ:1岬!P?h続 !攣 !生
黄協色土也舗

皮化初倉I」
N        sK261

SPA                       sPA'

324 3

兆K矧

・233・ 256。 258・ 260

ヤ

焼±1ヽ アロッタ含む
ど 暗協色ll買土イ10YR『1)焼 土地下黄協色土地含む

6言協L砂質土�剛 黄協色土アロ燐 も、 lξ【:′:|!岬 聖1捏|||アW4,||ヽ 型初含む
1 黒掲色砂質土dtVR′ お)黄愕也土ll、 続土辻、皮イと初含b

黄協色土アロック多(台 b

SPA

324 4

＜
∈
Ш

骸

SK278
1 尻責協色砂質と(10YR4,2)黄 褐色土ブロック多く含む、焼土小アロック少合む
2 にぶい黄構色砂質■(1‖ R413)責 掲色土ブロック多く合b
3 褐色砂質土似OVR44)黒褐色アロック含む

SPA                      SPA'

324 1

SK297
1 賠楊色砂質土(10Y路/3)黄楊色土小アロック多く含む、炭十とll、 焼土泣少合む
2 暗協色砂質土(10YR3/4)黄 褐t土アロッタ多く合む、焼土小ブロック含む
3 暗褐色砂質土(10VR3/4)貰 褐色土粒含む
3 暗掲色砂質土(10YRy3)黄 褐色土アロック多く含む

SPA                 SPA'
324 0

SK299
1 灰責協色砂貫土 (1‖ R4/2)褐 色とアロック多く含む、焼土小アロッタ合む

SPA                  sPA'

324 0

SK300       

｀
1決ミュァ/｀ア`ン

/ン

l 灰責褐也p/質と(10YM/2)栂 也土アロック多く含む、焼土小アロック含む
2 にぶい責協色砂質土(10YR4お)費褐色土ブロック多く含む、焼土小ブロッタ少含む

SPA

324 0

SPA'

ツ

SK301      ~＼
ミミロここ

=【

5ラ
π″

1 灰黄褐色砂質土 (10YR72)褐色土ブロック多く含む、
焼土小ブロック含む

2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色土ブロック多く含む、
焼土小ブロック少合む

SPA

3240
SPA.

SK322
1 灰桐色砂質土(154Vか やや粘性あり、焼立小アロック、責褐色土小アロック多く含む
2 灰黄協色砂質土(101P42)資 掲色土アロック多く含b
3 にパい黄褐色砂質土(10YR4/3)責 憾色とアロック、演化物、焼土辻倉む

SK166
EPA                       EPA'

3240_

♀  。イ⑩  4莉
第32図  H20寄三度S117・ 26。 28・ 30、 SK165～ 167・ 229。 232・ 233・ 256・ 258。 260。 261・ 278。 297・ 299。 300・ 301・ 322
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S118。 19、 SK221～ 224。 230・ 231 ・268。 269。 273
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S118

S130カ マド  タナ部

1 黒褐色砂質土 (75YR3/2)粘 上、黄褐色土粒含む
2 灰黄褐色砂質土 (75YR4/2)焼 土化顕著、炭化物多く含む
3 黒褐色砂質土 (75YR3/1)焼 土ブロック、黄掲色土プロック多く含む
4 黒褐色砂質土 (75YR3/2)焼 土小ブロック、黄褐色土小ブロック、炭化物含む
5 暗褐色砂質土 (75YR3/3)黄 褐色土ブロック多く合む
6 褐灰色砂質土 (75YR4/1)黄 褐色土ブロック多く含む
7 褐色砂質土 (75YR4/3)黄 褐色土ブロック、焼土粒、炭化物含む
8 褐色砂質土 (75YR4潟)黄褐色土プロック多く合む、焼土小プロック、炭化物多く含む
9 褐色砂質土 (75YR4/3)黄 褐色土ブロック多く含む、焼土プロック、小礫含む
10 灰褐色砂質土 (75YR4/2)黄 褐色土ブロック含む
11 灰褐色砂質土 (75YR4/2)黄 褐色土ブロック多く含む
12 灰褐色砂質上 (75YR4/2)黄 褐色土プロックやゃ多く含む、焼土小ブロック、小礫含む
13 ta働馳 mYRの 鶏 笠 ブロック含む 。 (1/4ω  in

SPA

325 0

S124
∫1門 ヽ

平 を;と砂質土l101酪泄)黄偶色コアヽロッタ、嘘、礫爵

S18 24、  SK221 222 223 224

椛洋 _ ЫИ

1 暗傷色砂質と(10YR3/3)☆ 協色土小ブロック、焼と小ブロック、小礫含I」・
2 暗楊色砂質と(10YR3/4)責 協tiソロック多く含む

SK231
1 階楊也砂質土(10YPl14)責 協色土地、砂池含む
2 灰責褐色砂質と(10YR72)黄 傷色土ブロック多く含む
3 褐色砂質と(10YR4/4)黄 褐色土ブロック多く合↓

I 暗協也砂質土(Ю Y曲り黄協と±4ヽプロック、砂在、際含む
,暗協色砂賃土住θΥR閉 黄桐色土小ブロック、砂泣、際、脚

`糖

b

3暗掃色砂質1 00iPl10黄福とと小アロック、焼土アロック、炭化物やや多(含む
4暗協色砂質i10iRe10黄協色土小アロック、焼とプロック、脚肋含む

y19s119

S124

1 時褐色砂質土(10Y削3)黄掃tiプロッタ多(含む
2招 t少質と(Ю Y牌0黄欄色土プロック多(含む

1暗紹色砂質±001R34)貨 協色土アロック多く含む、砂池含b
2にポい☆将也砂質と10YP419☆ 掲也土小ブロック、焼土アロック、炭化物含む
]灰☆褐色砂賞土(10平 RI′を)黄協色土抱多(含む、際含む
4 暗構色砂質土(1〕YRV働 黄褐と上アロック、焼と池含む
SK221
1にポい黄協t砂質土

“

]Y酌 0焼土アロック、☆協L土ブロック含む    SP『

MSご
24＼ て`τ五

1 暗褐色砂質土いうΥR俳働砂社、Jヽ礫、費協色上位含む
2 協色砂質i(10平 Rl11)砂と、小際やや多(含む、黄協tiアロッタ多く含む

SK221
1 にポい黄協色砂質土lelRlお )続土ブロッタ、費縄ζ土アロッタ含b
SK222
1にぷい資協色砂質±101Rll〕 黄協ととブロッタ多(含む、焼上小アロ′クケ含b

2曙覇色砂買上位01附働責褐tl小ブロッタ、嘘、礫、脚

`始

む
]暗構色砂質±19Υ鰯泄)黄掲色±1ヽ プロック,耗上アロックトFl助ゃゃケ(含む
ギ暗褐色砂質とはOYR切り1蝶、焼土小アロック、☆協色土アロック含む
暗協色砂質土1任 RVい 費将色土アロックト焼土アロッタ含む
にヽ1瑣掲色砂貿土但OiP4働 黄協色土アロッタ多(含む、炭化物含む、焼土小アロック少含む
にポい黄掲色砂質と(101RVO黄 協色土アロック歩(含む
暗褐色砂質±1lYttll)黄 協色土ブロック多(含む、焼土小アロッタ少含む

S19、 SK2S0 231調 査区璧面

SPC

324 81

SK230

∇

SK231

S119
1 黒協色砂質1(10Y貯 2)砂粒、黄偶色土泣、能と池、炭化物辻含む
2 暗褐色砂質土(10YR3'4)責 褐也土アロックやや多く合む
3 にパい賞褐t砂質と(10VR4/3)貨 褐也上ブロック多く含I」

SK223
1暗協色砂質と0]平 R桝 )費欄色土アロック、
焼土アロ′夕、掟イと物含む

SK224
1 灰黄協色砂質土(10Ym氾)黄罷色17ロ ッタ

多(含 b、 打働含む

Si30カマド
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1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色土ブロック含む
2 褐色砂質土 (10YR4/6)黒 褐色土ブロック含む

S20・ 31礫出主状況

S134

SK319

畢桐色砂質土(101R〕,2)砂と、黄協色上位含む

黒掲色1/1質 ±11∵ RI′ !1黄禍ヒ土アロック多(含 I」

暗欄也砂質土ull昭ィ〕1砂粒、黄褐ととアロック含む、炭化駒少合む

暗協色砂質土償]{冊■)☆協色土小アロッタ、慌土アロックややケ(含
j

欄色砂質土utΥ R41働 黄協t土カック多(古 b

暗協を砂質土住OIRV9黄掲也土粒、砂泣含む

黒協色砂質土(10YR♂ 2)黄 協色土ブロック、長化物池含む

単協t砂質±101RVD黄協色土アロックややケ(含む、RIと物含む

単褐色砂賃土(1lΥ Rl,D黄 協色土ブロック含む

にポい黄協色頒といOΥ的働☆協也土ブロック多(含む
SK247
1 暗協色砂質土OttR絣勧砂辻、黄協也土粒含む
を 暗桐t砂質1(10Υ RV働 黄協色土アロッタ、焼土粒含む

]暗褐色砂質土(10YR]14)黄 協色土アロック多(含む
SK248

SPド 1騨色砂趾 ull脇か胡tl粒、焼難、脚働含む
2 頃黄褐色砂質土(1lYP42)黄掲t上アロック多(含む
SK281
1 暗協t砂賃土QOIRVO貨桐t土アロック多(含む、礁皮1助含む
B灰黄桐色砂質土uド Mィ勢黄協色上アロッタ多(含し、続土せ、猟働粒、1環含む

〕暗禍色砂質土(10YRV(1貨掲t土ブロッタケ(含む、炭化物含む

〔PA'SK288EPA
324 4 I 廟色砂質とはOlttll)黄 協色土小ブロック、砂せ、虎土匙含む

2 暗掲色砂質土但OIPlll黄 協色上アロック歩(全 b、 炭化物池含む

SK291
1 単協色砂質上(1lTR″ 9)費褐色土社、続土在、炭化初含む

2 贋黄偶色砂質土杜llRlィ )黄欄色上ブロックケ(含む
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3 嗜禍色砂質土(191R3,1)黄 掲色土アロック多く含む
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S124

遺物出土状況

霊
|

SK164
1 暗褐t砂質±10Υ R酬 )砂粒、黄協也土アロック含む
2暗灰黄構也砂質土(25Hイ 〕砂泣、黄協色土プロック含む

SK199

S114

SK162

SK185
1暗掲色砂賃100Υ酌り黄協色土社多〈含む、焼土粒含b
, 協色砂質と(1lTRIお )黄褐ζ土地歩(含む、焼土池含む、文化初含b
SK202

;毒稼を秩富と冊1馴 無と1子 :子 チ1奏線とと1子 :子ケ,格↓
SK203

昌
|

SK184                             1 暗協色砂買土1lYR勒 佛続と小アロック、黄協色土小アロッタ歩(含む
2灰黄協色砂質土はlΥPVか 黄褐ζ土ブロック多(含し、焼±1ヽ アロック下1騨色砂質11僻 RM)黄悟仕ブロッタやや歩(含む、焼土地、痛

`糖

む
, 灰黄協と砂賃土(10Υ Rlィ )やや粘性あ1、 費褐色土アロック多(含し、耗と社、文化初含む  炭化初含む

SPB'

SPA
324 7   1

〔【ぞ訂千ン`こ̂r´
″

G(210‐ 1矛

SK205
1 暗得色砂質土(10Yυ 3)責掲色土小アロック、蛇土粒多く含む
2 にぶい黄褐色砂質上(10Y馳お)責褐tiアロッタ多くなむ、炭化物、焼土li含む

EPA'

SK206
1 協色砂貿土住併R14)黄 協色土粒,焼土炭化物含む
2褐色砂質1 10YRIIり 責傷t土アロッタ、焼土アロック、
炭化物含む

EPB'

第38図  H20年度S124(Pl～ P14)、 前図同SK(1)

♂
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Ψ堆ド

S124P10

時
Ⅵを

＼
洋顎う蛭)3

≧/引 ミ参粋

S113

SK1 99

SK336a
VAI

SPD

3247蜜
亀

SK162

0           (1/60)          2m

黒協色砂質土(10Y冊 2)砂 lJ、 資協とと小ブロ)ク多く倉む
暗協色砂質上(10Y∬ A)貨偶色土小ブロック、焼上ブロック、
砂紅、皮化助含む(贈床)

黒協Lfl質と(1偶Ry2)黄襦也とプロック、慌土ブロック、ゆ粒台Ij

灰☆褐色砂質と(10YRV2)黄 桐色上ブロック多(台む
欄色砂質土(1ド R416)責協色上アロック歩く含む
嗜欄色砂質上(10YttIB)資協t土アロック歩く含む(Sttt6)

S113
4 に赤い費綺色砂質±10YR奪弓貨協也土アロック非常に多(町床)

S115
黒協t砂質土(11了 砂′21貨協t上アロンク、焼上ブロック、砂紅、小礫含l」

黒協色砂質土(101R321責 協色土アロック、俺iブ ロッタやや多、小礫含fj

暗褐色砂質土(7うゝ
′
RV〕 |☆偶包上小ブロック 境上ブロック多くなむ

暗協ヒゆ質土(1ド R&3)貨 協也土Jヽアロ′ク、龍t小アロック含む(カマド)

嗜禍色砂質土(10YRi/3)葺 場ととアロック多(含む、蛇土小ブロックなむ

6号焼土

0 暗協色砂質土(1lYR311)続 土アロック歩くなむ、☆協色上アロック含む
② 黒桐t砂質上(1lY酵 3)貨協色土アロック多く含む、焼上辻含む
0 灰費協色砂質土1101M2)貨 桐色土プロック多く含む
SK190
1 暗協t砂質と(10YR3'4)黄 掲也土アロック、焼土ブロック、炭化物含む
2 暗掲色砂質と(10Y� 3)黄褐tとアロック、焼土アロック、え化物含む
3 にぶい黄協色砂質土(1ド RV3)貨協色上アロック、焼土ブロック、文化物含む
4 協色砂質上(10YPt4/4)黄 協色上アロック、焼土アロック含む

SK207
暗協色砂質と(10VR3/])☆ 傷色土プロックケ(含む、携土小アロック少倉む
灰黄協色砂質土(10YP412)費 協色上プロック多(含む、境土小ブロック少含む
炭イ助含む
黒掲色砂質と(1lY貯 2)黄協也上ブロック、耗上プロック、文化物含む
暗褐色砂質土(1‖R'3)責 協ヒ上小ブロッタケ(台む
暗協色Vj質 と110Y齢 4)費掲色とブロック多く含↓

/

S124

0再焼■範囲 SK241
1 黒協色1/質 土(10Y器 ,2)黄協t上ブロック多(含む、焼土小フロック、
文化初含む

2 黒協色砂質と(lrJIV3)黄 褐色上ブロック多くなllN、 焼土小フロック、
文化初含む

3 暗協色砂質土(10YRy4)貨禍ζ土アロックケ(含む、能と小フロッケ、
炭イ働含む

4 暗協色砂質土(10YR3潟 )黄協色土ブロック、雑土小ブロック含む
5 にぶい資褐色砂質土(10YR413)責掲色土アロックケ(含む

SK176
1 暗掲色砂質土(10YR3/1)砂泣、資協也土ブロック、能土アロック含む
2 暗桐也砂質土(10Ypt3)3)黄 褐色上アロック、能土ブロック、オヽ礫含む
3 暗協色砂質土(10Y鮒 /3)貨欄色上ブロ′夕、焼上アロック、皮化物多(含む

SK196
1 暗協とtl賃 上(10Y冊 /4)黄協色とアロッタ、椛土アロック含T」

2 にぶい黄欄色砂質土(10VPt413)☆ 協色土ブロック多く含む
SK214
1 暗掲也砂質と(10VR移 0費褐色土ブロック、小礫含む、焼土小アロック少含む
2 協色砂質土(1は R↓ 1)黒 協ととブロック含む、貨協t土アロックケ(全む

SK216
1 暗掲色砂質土(10Y路 /3)黄掲也土アロック、能土t、 炭化切泣合む
2 協也砂質土(101Pt411)貨 協色土ブロック多く含む

SK246
1 灰黄協色砂質±10YRt'費掲也土アロック多く含む

SPG.

SPDI

SPE

324 6

SPG
324 3

SPF

324 4

第39図  H20年度S124(Pl～ 14)、 前図同SK(2)
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そ臨 稀 孔り触 ァ的欠肺 嗽

1岳
掃協多鼻占ぎ

討麟 栂色土ア中始よ SK267 sK267
1 暗褐色ll質土(75TR313)焼 土アロック

^レ
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塑                       』  A      ″ヽ

^             5rA     SPA                     SPA     
±生4                               もrA        O「 A靱3   蠣ぎ

閉3  盟5   s駕
3と

4Y
SK?子9__   _    sK276                        1堂擬|″曇士(Ψ型3麗 )

S更268~~      1[本 やψ牛 〕!YRTか 辮 tlアロック、
ヤ

i｀ 玩鵬 働雖 00YRlり 辮色とアロック、 SK335~     命 落振象喜F号漱

`令

身

蜘 a51写愁糖J摯|1辮γ
2印鰯錘

~蒜

編 色!!鑓肺捲J岬
9‐ Y tj・ μネ 。

1臨
色監5吉 J排斗

° 2響名瞥星歩」ザ鶏
)

アロック含む SK222 264、 S24P14   2 褐色砂質土 (10YR4ん )

EPA    境土小アロック、炭化初含j                          EPA'    EPA             里掲色土ブロック合む
324 3                                                                               324 4

EPA                                 EPA'

324 2
EPB        ,sw8併

i

3242  乾疹

S124カ マド、sK262

ぜ|

SPA

324 5

嘉
|

SPA'   EPA

324 4

S124礎石 (sK210 266・ 269)、 先行掘立柱 (SK210・ 266・ 298・ 302)、 SK274・ 275

S124礎石 (SK210)

SK262
1 暗褐色砂質土律5YRy3)焼土プロック、炭化物やや多く合む
2 褐色砂質圭(15YR73)焼 土ブロック、虎化物やや多く含む
3 黒楊色砂質と(10YRyD黄褐色土ブロック多く含む、炭化物含む
4 褐色砂質土(10YRγ O黄褐色土ブロック多く含む、炭化物含む

穐
|

EPA'

先行掘立柱掘りかた S124礎石 (SK210)
EPA' 1 黒掲色砂質土 (10YRy2)砂粒、焼土、濃イと物、黄褐色~   

土ブロック含む
2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄褐色土プロック、焼土プロッ

ク含む
3 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄 掲色土プロック、焼土ブ

ロック多く合む、
4 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色土プロック多く含む、

焼土小ブロック少含む

第40図  H20年 ,芝S124(P14)、 SK201・ 208～211・ 215。 222・ 234・ 235'256・ 257・ 262～265。 267・ 268。 273・ 276・ 289。 290。 335。 336
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SPA'

S124礎石 (SK266)
1 暗褐色砂質土
2 暗褐色砂質土

3 暗褐色砂質土

SK241

第41図  H20年 ,箕 S124。 25。 27、 SK80。 34～ 86・ 117～ 121。 124・ 225～ 228。 236～240。 266・ 269・ 270～ 272・ 274・ 275'298・ 302

S124
S124礎 石 (SK266)

麓石据付掘 りかた

先行掘立柱掘 りかた

S124礎石 (SK269)

S128

ＳＰＡ

一
４ ３

EPA

先行掘立柱掘りかた

(10YR3/3)責褐色土ブロック多く含む、小礫合む

(10YR3/3)黄 褐色土ブロック多く合む、炭化物少含む

(10YR3/4)黄 褐色土ブロック多く含む、焼土小ブロック含む

S124石薩石 (SK269)・ 274・ 275
1暗協色砂賃土tlelR岬 )黄褐色主イPツ タ含む仙♂働

先行掘立柱掘 りかた

S124(SK302)先 行掘立柱掘 りかた

SPB SK298

ＥＰＡ

一
４ ４

・耳
イ

Ｓ Ｋ ２ ６

Ｓ ＰＡ

一

SP8
324 2

高
|

岳|こ

SK258

SPA'SPA躍■4ガ
響珍鶴要巨憂グ

・ 124・ 225´や228・ 236-240。 270・ 272

1 にぶい黄褐色砂質土(10YR5/3)黒 褐色土プロック、

黄褐色土ブロック含む
2 褐色砂質土(10YR4/4)黒 褐色土プロック多く含む、

黄褐色土ブロック、焼土小ブロック含む

3 褐色砂質土 (10YR4/6)黒褐色土ブロック含む

S125。 27、  SK80・ 84´ヤ86・ 117′ヤ 121

w  S120

6

127

0      (1/60)     21

ジ
引
年
十

彎

″ :

SP=         あ

憲

昌

藤

垂

嚢

雲

鵡
禦
乱

Ｎ
宴
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
』
蝉
Ｘ
の

S125。 27、  SK270

憲
禁ヽ
議
コ牽熱譲
嚢
羮
鷲

十
』
曲
∠
∽

急線を執書:冊十騨4善縁tittI子 ケな!に移|

〕
ＳＰＡ
π

型

SK274

一фヽ
一中ヽキ「馨一ヽ一中ヽ坤中騨群一韓韓奉幸一坤螂挙中蝉軸　｛

一曲一Ｘ∽

わф揮引撃ゎ鰤予へヽ
一中ヽキ一中韓雑一榮拳学兼一坤螂挙中韓韓　ф

-65-



S125・ 27

礫出土状況

坪 S120

巧
′

′~｀ ｀ヽ、

シ だ25基 剖
2 招色砂質土(10YDl,0砂 池、黄桐色土アロッタ含む

P SK237
1に出墳馳砂雖 utlm利 砂杜、黄協色土アロック含む
2 協t砂質と,1!馳ll)砂紅、黄掲色土アロック含b

SK238  ……・

1 黒褐色砂質土牡01R312)砂 注、費欄t土アロック合j

2 暗鴇tll質土(1lΥ R〕お)砂社,☆協色土アロック、
文化物合む

3 協色砂質士(10TRl,1)砂也、黄褐色とアロック含b、

SP」 '

SPL'

SPE'

SK85

SPF

324 6

黒掲色砂質土Q〕Y削動黄褐也土プロッタ多く含む、炭化物含む
購色砂質シルト0任 R縦 )黄協色土ブロック多(含む
聯帥質シルトQ研附鋤黄掃跡ブロッタ、用と物、焼土荘含む
具協色砂賃ンルト10YttD☆桐色土アロッタ含む
得色砂貿シルト住OY陛0単桐色土ブロック含む

S125
a黒鶴帆 tlYRVり 黄招tlアロッタ多(含む,脚助含む
j,|イ

阜10研 R414)黄馳土アロック歩(含し、胤抱、』 sK
財

`初

含む

SKl19
1 黒掲色砂質土u研肥氾)黄協色土アロッタ、砂壮、小際含む
2 褐色砂質1 9tYPl,0黒 協色とアロック合む

0    (1/40)

EPA

Ｏ
φ

″

S115カ マ ド
1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)焼 土多く含む
2 黒褐色砂質土 (75YR3/2)焼 土多く含む、責褐色土ブロック含む
3 暗褐色砂質土 (75YR3/3)焼 土ブロック多く含む
4 黒褐色砂質土 (10YR3/2)責褐色土ブロック多く含む、焼土粒含む
5 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄褐色土ブロック、焼土小ブロック含む

第42図  H20年度S125。 27、 SK80。 84～86・ 117～ 121

tK236
P重織と研齢か雌、治鵡をとァロう含ずК237

ぷ
艶       S的'       性―十二型L~~型螂

  各線 隅 線 γ絡 財鞘
鰯

SPE
324 5

SK84          sKB4
1 景掲色砂質上+OIPV鋤 黄協色土アロック、焼土小ブロック含む

1峰とみ瞥;子 (キイ冊絆甘奪とと

'`;サ

ケそよiむ
雄`小ブロッタ少含む

SKl17・ 118
1帥tll馳 OI獣″〕黄協ttlrァ ロッタ、BII含むG租け
をにヽい黄掲色砂貿土

“

lYP4111黒 褐tiアロッタ合し6ml〕

B暗協色砂質土但ド齢働黄協色土小ブロック、焼と小アロック、砂粒含b僣粗lll

SK86       SK]`
I 具協色砂質土軋Ol郎 /"貨縛tiブロッタ、炭イ

`初

含む
2 鷲掲色砂質シルト(loYRVl)黄協也土アロック多(含む
3 協色砂質シルト|〕ΥPl′4)黒 協色土アロック含む

SPF'           sPG

324 6

l ttjra色 砂質土 (10YRy2)砂 粒、黄掲色土ブロック含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色土ブロック、炭化物含む

SK270
SPK                     SPK'

SK270  

蜘

ヤ

1 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)砂 粒、黒掲色土ブロック多く含む
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4洛 )砂粒、黒褐色土ブロック含む

l 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂 粒、黄掲色土プロック多く含む
2 掲色砂質土 (10YRク 4)黄褐色土ブロック多く含む

蜘
附

sPI      焼llNア ロック少台む sPl'

聰 9鰤

SPJ

SPL
9243

SK271
1 にぶい黄掲色砂質土 (10YR4 3)砂粒、黒協色土ブロック多く含む
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4 3)砂粒、黒褐色士ブロック含む
3 褐色砂質土 (10YR4 6)焼 土粒、黒褐色土ブロック含む

SPM
32再 ヽ

SK272
1 灰黄褐色砂質土 (10YR4混 )黒褐色土ブロック、黄褐

色土ブロック多く含む、焼土ブロックやや多く含む
2 褐色砂質土 (10YRυ 4)黒褐色砂質土ブロック含む、

焼土小プロック少含む

225,226・ 227・ 228
黒協t砂質1 00Υ RVD☆掲色土ブロックややケ(含 6K跡 )

暗褐色砂質土位OY貯9黄協t土アロッタケ(含む、知的、焼土辻少含む6K9・bl

黒掘til質土徹僻Ry)費禍也と,ロ ック合む低硼 )

暗掲色砂貿土

“

8YR開 )資協也土アロック、焼と小アロッタ、炭イ酌含む6KBb)

掲色ゆ質土徹OTRVり 黄掲也土アロック多く含む(M跡 )

黒協色砂質上位研牌D黄縄色土アロック、焼土カック含む6KB猾

灰黄協色砂質上位OlttD黄 協色とアロック、郎働含む6K豚 )

灰黄協色砂質土QOYPll)黄 協包上小ブロッタ、則駒含むSI閉 )

褐色砂質土住OΥR1/り 黄協とと小ブロック、焼と小プロック含むSK′ 動
4協色砂質±00AR41い 黒協色土アロッタ含むGttlBl

S125 27、 SK85 227 271 272

ψ器_(
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S129、  SK1 71 。218。 250´ヤ255

∇身
~~◎

｀
ヽ

ヽ ヽ

γ

m

296・ 304・ 305。 307・ 308、 SDl

建

爺紹ゴ
の
 2協色砂質土Q〕YP ll黄協t上アロッタ、黒協色土プロッタ歩(含む

SK218
1黒褐色砂質土10Y聞い貨将色土ブロック多(含む、焼土辻蛤j

2 に示IⅢ黄協tゆ質土但OiP4111黄協色土地ケ(含む
]掲色砂質土(10Yttll)

γ

3243      ~

S(2SO sK250   SK2Si

l 黒褐色砂質土 (10YR2/2)黄褐色土プロック多く含む

SK250 252   2 褐色砂質土 (10YR4/4)黄褐色土ブロック多く含む

EPA         ,          堅
324 3                    ｀

EPA SPA                        SPA'

324 3__べ

〔こここEEIEここ二EEテ
テラ

′
~

1 褐色砂質土 (10YR4/4)黄掲色土ブロック多く含む

SPA                SPA'

SK25ゴ

X3▽
1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)黄褐色土ブロック多く含む

2 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色土プロック多く含む

“

S129

SK255ジ

SK103

SK101

S132・ 33、  SK295・

S134

SPA
3243

磐▽
M

SK150

打
伴
十

S132

S132
0早協色砂質土10Y齢鋤☆協也土多(含む、焼土粒少含む

＼ 、、二Fttllll醐
黄褐t土力

撃 博
、騨 ブ勒 含む

S117タ
S130

暗褐色l1/買 土(10YR〕お)砂紅、焼土杜合む

暗欄色砂質土(10YPi}1)黄 協色土アロックやや少(含む

灰黄協色砂賃上0併R硼 ☆協LIアロックやや少(

含む懺床悧、知働位含む
にぶい黄禍色砂質上(10YRI13)黄協色土ブロッタ歩(

含む、焼上粒少含む

協色砂質上QOXP4泄)黒協色土アロック含む、続土粒含b

SK295
1旱協ζ砂質とにOl隔ィ

"焼

土小アロック多(含む、脚駒也、

黄協t土アロッタ含む
2旱褐色砂質土住Oi貯か責桐色とアロック多(含し、慌�、

炭イと物含む
3暗禍色砂質と01Υ剛0粘性あり、黄協と土ブロック含む、

焼土粒少含む
4暗協色砂貿土住僻R勒 1)粘性あ

'、

費協と土アロック歩(

含し、続土小アロッタ含む

SK296
暗協色砂質±001RV働 続土アロック多く含む、黄協t土小アロッタ含む

黄協色砂質土(1lYRl16)し ま,強い

黒協色砂質土住OY的鋤黄協色と小アロック、枯土、炭イ助歩(合 b

灰貨欄色砂質土但研P41D黄 協t小ブロック、続土小アロックなb

にぷい黄桐t砂質上に研P419黄 禍色小アロックケ(含む

にぷヤミ協色砂質土仕OVP411黄 協色土アロック含む、焼コヽアロック少含む

協色砂質土(1lYRIれ )黒協t土アロッタ含む
SK304
1 黒協色砂質土但OIRVD続土小アロック、黄構色土粒含む

2黒協色砂質土但研V働 黄掲色土プロックやや多く含む、能土也含む

]撮色砂質土(18YRll`)単掲色砂質土ブロッタ含む、焼土抱少含む

SPA'

生 __′

第43図  H20年ナ箕S129・ 32・ 33、 SK1 71 ・218・ 250～ 255。 295。 296・ 304・ 305。 307・ 308、  SDl
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紳ＥＰＡ廟

S132・ 33

EPA'

S134、  SK306・ 312・ 313・ 315。 316・ 320・ 321

SPC SPC'

ul

ST°
聰 謎 砂質土 (10YR2つ 黄褐色土ブロック多く含む GK30の

2 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色土ブロック多く含む (SK307)
3 黒褐色砂質土 (10YR2/2)黄褐色土ブロック多く含む (SK308)
4 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色土ブロック多く含む (SK308)

S134
賠協色砂買±10VR路 )砂を、黄協色土と、続述含b
暗需色砂買1 ltV即 働黄協色土アロック歩(含む
にぷい黄lB色砂質土但lllRIお )黄協色土ブロッタ歩(

含む、焼土也、周と加含む
灰黄褐色砂賃±101釉D黄協色土ブロック多(含む
得色砂質土佃OYMIい 黒協也土アロックなb  ―

嗜協色砂質土住任R34)黄 lB色とアロッタ多く台む

め
・こ

SPA

324 4
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ｍ
正
Ш

tt子:】鰯露:!転伝子専
身騨

恥蘇 黄議 ′苫
到
ご

S134カ マド

EPA'

SK312
0 黒褐色砂質土(10YR32)黄 協色土小アロッタ、焼土小アロックやや分(含む
② 褐色砂質土(10YR4た)貰構色土アロック、焼土小アロック多く合む

SK313
a 早掲色砂質土(‖Y毘/3)砂池、責協色土アロック、焼土小アロック合↓
b 具褐色砂質土(10Yttγ2)責褐色土小ブロック、焼土小アロック、炭化助含む
c 晴禍色砂質土(10YRy4)賞 褐色主アロックやや多く含む、焼土小アロッタ含む

螂Ｍ源

m

SPC'
２． ３‐３． ３‐５

ＳＫ３０６

）

３ＫＳマカ４Ｓ

メ
剖

SK306         ~…

…`
く
(「【テ写二775ア

庁~~

l 暗褐色砂質土 (10YR3潟)砂粒、黄掲色土小ブロック含む
2 にぶい黄掲色砂質土 (10YR4潟 )黄褐色土プロック、焼土粒含む

SPD                              sPD'

324 3                       ~~~

ミ

ｄ

ヨ` ぐ

SK316
1 褐色砂質土 (10YR4/4)黒 褐色土ブロック含む
2 褐色砂質土 (10YR4/6)黒 褐色土ブロック合む

SPE                                        sPE'
阻 5  

ュ

~

SK320・ 321        S(12o        sx12,
1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色土プロック合む (SK320)

2 にぶい黄掲色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色土ブロック含む (SK320)

3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色土ブロック多く含む (SK321)

高1尋

Iほ骨を手言」‖帯咄4佑 i写著をと,と争夕歩卑を↓      降翠型生劉“
SK305～ 308・ 312・ 313・ 315。 316・ 320。 321

浄
モ謙逝65釦
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SK7-17・ 33～ 35

SPC

3246s(122S((2‐

'

:弩色S18

懲∂

◇

唸
°

SK10
1 旱褐色砂質と(10YR22)責掲色土地、砂粒、小礫含む
2 黒褐色砂質土(10Y郎 氾)費協色土粒、砂粒、小礫含む
3 にボい黄褐色砂質土(10釈4/3)黄 褐色土ブロック主体、礫多く含む

SKll
l 黒褐色砂質土(10YR″り責褐色土ブロック、砂社合む
2 鼻褐色砂質土(10YR3/2)黄 掲色土ブロック多く合も、小礫含む

SK12
1 黒褐色砂質土(1‖R,り 費褐色小ブロック、秒粒含む
2 嗜褐色砂質主(10YRy3)費褐色小ブロック、砂粒含む
3 暗褐色砂質土(10YRy3)責褐色土ブロック多く合む、礫含む

。
『

』 ｏ
０
９

鍋

Ｑ

S15

SK7 8 9(S14含 む)

SPA

324 7

SPA

324 7

SK7・ 3・ 9(S14含む)

1 黒褐色砂質土 (10YR3/1)黄褐色土粒、砂粒、焼土小ブロック、炭化物含む (SK7)(SK8)(SK9)
2 黒掲色砂質土 (10YR3/2)黄褐色土プロック多く含む、焼土粒、炭化物粒含む (SK9)

3 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色土プロック多く含む、礫多く含む (SK7)(SK8)(SK9)
4 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)焼土小ブロック、黄褐色土プロック含む (S14)

SK33
1 黒褐色砂質土(10YR3/1)黄褐色土ブロック、小礫、焼土小ブロック合む
2 黒褐色砂質土 (10YR3カ )黄褐色土ブロック、焼土ブロック、礫含む

SK34
1 暗褐色砂質土(10YR3/3)黄掲色土ブロック、小礫、焼土粒含む
2 掲色砂質土 (10YRム )々黄褐色土ブロック、小礫多く合む

SK35

0      (1/60)     2m

1 黒褐色砂質土(1償rRVり 黄褐色土小ブロック、小礫、焼土小ブロック合t」・
2 にぶい黄褐色砂質土(lllYR4お )黄褐色土ブロック多く含む、礫合む

SK31 ・32・ 47・ 51 ・ 55。 59'65。 96・ 122・ 123,144・ 145

S112

SK14
1 具褐色砂質土(10YR3/2)費 褐色土泣、砂池、小礫含む
2 にパい費褐色砂質土(10YR4/3)礫 多く合む、費協色土ブロック主体

SK16
1 晴褐色砂質土(10YR3/3)責 構色土アロック、砂泣多く含む
2 嗜褐色砂質土(10YR3/4)責 楊色土ブロック、砂粒、小礫多く含む
3 暗褐色砂買土(10Y冊独)黄褐色土アロック多く含む、小礫含む

SK17
1 黒褐色砂質土(10YP312)黄 拐色土ブロック多く合む、け粒、小礫含む
2 にぶい責褐色砂質上(10YR4/3)責 褐色生ブロック、小礫多く含む

SPD

324 6

SPD'

罹

心ぶ

引
年
十

SK61

第45図  H20寄三度SK7～ 17・ 31～35。 47・ 51 ・55・ 59・ 65・ 96。 122・ 123・ 144・ 145
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SK31 ,32・ 47・ 51 ・ 55。 59'65・ 96。 122・ 123・ 144。 145
上部礫出主状況

SPA

324 7

SPB

324 7

,

SPB'

SK,22  3

4

EPB                   EPB'

3243予

SK31 ・32・ 47・ 51 ・55・ 59・ 65。 122・ 123・ 145
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄褐色土ブロック、砂粒、小礫含む (SK31)(SK122)
2 黒褐色砂質土 (10YR2/2)黄掲色土ブロック多く含む、礫含む

(SK31)(SK122)(SK123)

暗褐色砂質土 (10YR3/3)

(SK31)(SK123)(SK145)

嗜褐色砂質土 (10YR3た )

(SK31)(SK145)

黄褐色土ブロック多く合む、焼土含む、炭化物多く含む

黄褐色土ブロック多く含む、焼上、炭化物合む

5 褐色砂質土 (10YR4れ )黄褐色土ブロック、焼土ブロック多く含む (SK123)

6 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黒褐色土ブロック含む (SK65)

7 暗掲色砂質土 (10YR3/3)黒褐色土ブロック含む (SK65)

8 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黒褐色土ブロック含む (SK65)

9 暗褐色砂質土 (10YRν 3)黄褐色土ブロック多く含む、焼土ブロック含む (SK32)

10 褐色砂質土 (10YR4/6)黒褐色土ブロック、炭化物、焼土小ブロック合む (SK32)

11 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄褐色土ブロック、焼土粒、炭化物含む (SK47)

12 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄褐色土ブロックやゃ多く含む、焼土小ブロック、
炭化物含む (SK47)

13 褐色砂質土 (10YR4麗 )黒褐色土ブロック含む (SK47)

14 黒褐色砂質土 (10YR〃 2)黄褐色土ブロック多く含む (S【 59)

15 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄褐色土ブロック多く含む (Slt59)

16 暗掲色砂質土 (10YR3/3)黄褐色土ブロック多く含む (SK59)

17 褐色砂質土 (10YR4/4)黒掲色土ブロック多く含む (SK59)

18 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄掲色土小ブロック、焼土粒、砂粒含む (SK51)

19 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄褐色土ブロック多く合む、焼土粒含む (SK51)

20 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色土ブロック多い (SK51)

SK31カ マ ド遺構

SPE                              SPE'

324 7

SPF                                              SPF'

SK34 2V子

守
1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)黄褐色土プロック、焼土、炭化物多く含む

0   (1/40)

SPD

324 6

・55。 59・ 65。 96。 122
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SK48～ 50・ 52～ 54・ 58・ 60。 61 ・63・ 64・ 91～ 94・ 97

S18

S17

S13

SK58
1 黒窃色砂質土 (10YR3/2)

黄褐色土ブロック多く含tr

SK48
1 黒掲色砂質とはOIR″D☆協色土小プロッタ、砂抱含む
?黒欄Ё砂質土10iR併 )☆褐色土アロックやや多く合し、1環含b
3 協色ゆ質土偉OIPl}い 黒棚也土ブロッタなむ

SK49
1黒掲色砂質土住OIREID黄 協t土アロッタ、凛含む
2 にお1瑣協色砂質土QOYPlか 黄協色土アロッタ、礁含む
3協也砂質土QOIPll→ 黄協色土ブロッタ、礫含む

SK50
1黒掲色砂質とは研R31跡 責協色土アロッケ、砂社、1蝶含む
2 畢協色砂質と(1lrRVか 黄掲也土アロッタ歩(含む、4ヽ際含む
]協色砂質土ωttP4 0黒 協色土アロッタ含む

SK92
1 早協色砂質土(10Y路/2)黄協ヒ土プロック、小確含む
2 黒拐也砂質土(10YRγ

')責

褐色土ブロック含む
3 協色砂質土(10YP4/4)黄 禍色土ブロック多く含む

EPA

324 5

SK52
1黒協也ゆ質土QO∵酔)黄桐色土せ、砂t含む
,黒掲色砂質土d研陽〕黄脅と土小ブロック下規土を含む
]暗協色砂質といOIR〕イい黄協と土ブロッタケ(含む、焼土粒含む

SK53
1 黒桐t砂質土(mYPl,2)黄掲色土アロック、小珠,砂 li含む
, 鴇也ゆ賓主(10YP414)黄桐也土アロック歩(合む
]脅色砂質±0伴 Rlお )単協也とアロッタ含↓

SK54
1単欄色砂質主111貯か☆桐也土小アロック、続土社合む
,電掲色砂質土住〕YPllい 黄純土アロッタ多く含↓

SK93
1 黒協色砂質と(10YR移 2)責褐t土小ブロック、砂紅含I」・

2 褐也t1/質 と(10YR4イ 1)阜褐色土ブロック含む

2 暗掲色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色土プロック多く含む
3 掲色砂質土 (10YR4定 )黒褐色土ブロック多く含む

SK60
1 黒褐色砂質土 (10YRV2)黄 褐色土プロック、砂粒、小礫含む
2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色土プロック、砂粒含む

里 sド9誓
色砂質土 QOYR70黒 褐t■ブロック含む

1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)責 掲色土ブロック多く含む
2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色土ブロック多く含む

SPE                   SPE'

1l       W46磯
1 旱褐色砂質土(10YR2/)責 協L土ブロック、砂粒全む  SK61        SKdi
2悟 tt1/質と(10YRtrl貨 桐色とアロック多く含む    1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黒 掲色土ブロック含む

i 隈暑と腿と%許毒祷r:活をと,と与ナ歩穂む 〔 荏擦黒整唇き」督と1監 itf財弓与董ア會E上多3'ク含む
SPF

324 8

SPF'

EPA'

第47図  H20年度SK48～ 50・ 52～ 54。 58・ 60。 61・ 63・ 64・ 91～ 94・ 97
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黒掲色砂質土 (10YR2/2)黄褐色土ブロック、小礫含む

暗褐色砂質土 (1餌 R3た)黄褐色土プロック、小礫、焼土小ブロック含む

褐色砂質土 (10YR4/4)黒 褐色土ブロック含む

褐色砂質土 (10YR4/6)黒 褐色土プロック含む

黒褐色砂質土 (10YR/2)黄褐色土プロック多く含む、砂粒含む

糧跳暑圭壮群離州難包圭手E子 ケ多t暮を

-71-



引
年
十

SK103～ 114・ 130～ 132。 135～ 140。 148～ 157。 162～ 164・ 178～ 180・ 191・ 192・ 342
S129

SK103を
SK104

S13

SK1 78ヽ耐
SK179

SPA
324 8

SK103
1 黒褐色砂質土(10V郎 12)貨褐色上小アロック、小礫含む
2 掲色砂質土帆ドMl)黄褐色土小アロック合む

SK104
〕暗掲色砂質土慨OYR33)早 掲色土小アロック倉ll

SK105
1 暗協色砂質土110YR311)fl池、黄褐色土ブロック合I」

2 掲色砂質i lllR41)貨協色土アロック多〈含む
SK106
1 ミ楊色砂賃土+loYR3ゼ 1費 協也土小ブロック含与
2 暗掲色砂質と110YR〕 31黄 褐色土小アロッタ含む
3 ☆協色砂質土(25Υ 5+6)具楊色土アロ)ク含む

SK107
1 黒掲色砂質t似併魁13)鼻 協也土小アロック、焼上位含む
2 暗褐色砂賃土付‖R3イ 3)具 協色土小アロンタケ(含む、続土社倉↓
3 掲色砂質土付OYR4お)黒掲色土アロック歩くなむ

SK108
1 暗棚也砂賃±101鮒ィ0黒楊色土小ブロック含b

SK109
1 協色砂貨土咀lVRlll黒 掲色土アロッタ含む
2 掲色砂質土110YR4'11黒拐色土アロック多く含む

SKlll
l 暗協色砂質土(101R31)黄 掲色土小アロック、砂せ含I」

2 嗜楊色砂質土(131R3イ 1)黄掲色土アロック含む
3 協色砂賃上口OI Rlお )鼻掲色土アロック含む

SKl12
1 旱協色砂質土(10Ⅵじ2)黄掲色土小アロック少〈含む
2 褐色砂質土(10YR4/4)黒協色土プロック多〈含む
3 にボい☆褐色砂質土儀ドR4B)黄褐也土Jヽプロック多く含l」・

SKl13
1 黒褐色砂質土(10YttB)黄 掲色土アロック、掟イと物泣、小際合I」・
2 暗渇色砂質土(10YR伊 1)☆楊色土アロック多く合む
3 協色砂質土(1‖ P41)黄 楊色土ブロック歩く合b

SKl14
1 協色砂質と(10YR4イ 1)砂辻 旱褐也土アロック含む
2 にぶい☆協色fl質 土(10VR4′ 3)砂抱 阜協色土ブロック含む
3 協色砂賃上 位OYR4冷)砂辻 黒協色土アロック含む

SK130
1 具協色砂質土(1併R32)費 褐色土プロック多く含む
2 暗協色砂質土(10YR3イ 3)黄褐也土ブロック多く倉j

SK1 31

1 黒褐色砂質土(10YRV2)砂 粒、黒掲色土アロック多く含む
2 暗協色砂質土(10YR3お )砂寇、早褐色土ブロック多く含む

SK132
1 ほ掲色ゆ貿土(10VRV〕 )砂を、焼土小アロック含む
2 贈掲色ゆ質土(10VR併0砂在、焼土小アロック 炭イ働ややケ(含む

SK136
1 黒協色砂質土1101PVり 貨協色土アロック、砂粒含む
2 は楊色fl質土(10YRy3)貨 協色土ブロック、砂壮含む
3 暗掲色砂質土(10YR捌 )賞掃色土アロック歩〈含む

SK148
1 黒協t砂貿土(10Y徽ワ)賞掲色土小アロック多く含む、焼土辻含む
2 暗掲色砂質土(10報 3/4)責協色土アロック、焼土アロック含む

SK150
1 黒協色砂質と(1偶 RVり 黄掲色土小アロック、蛇土アロック含↓
2 具褐色砂貿土(10釈 3/2)責 掲色土アロックケ(含む

SK1 51

1 黒協色砂質土(1偶 R缶?)砂を、貨拐色土アロックケく合む
2 貨協色砂質土¢5Y6/6)黒 協也とブロック含む

SK152
1 暗協色砂質と(10YR3溜 )砂壮多く含む、黄協色土アロック含む
2 Fk黄 協色砂質土(10YR4/2)黄協也土アロックケ(含む
3 におい黄掲色砂質土(10YR173)費褐色土ブロンタ多く含む
4 ☆掲色砂質土(26Y76)黒縛色土アロック含む

SK1 53
1 暗協色砂質土(10YR,0責掲色土アロックケ〈含む
2 協色砂質土(10YR44)責協色土アロックケ〈含む
3 にぶい責福色砂質土(1‖ R4/3)黒 楊也土アロック含む
4 掲色砂質土(10iR4J6)黄褐色土ブロック含j

SK154
1 阜掲色砂質土(10釈 32)責褐也土小アロック、燒土小アロック、
砂也含j

2 掲色砂質とはiVR4/4貰 協色土ブロンタ多く含む
3 協色砂買とはOYR射 )黄栂色土ブロック多く含む

SK155
1 黒褐色砂貫土(1硯RM)黄協色土小ブロック、砂池含む
2 黒協色砂質土(101R3/12)☆ 褐色土アロック含む
3 協色砂質1(10YR414)費 協色土アロック含む

SK1 56
1 旱掲色砂資土(10Ⅵ路2)責禍也土アロック、続土小アロック含む
2 協色砂質i(10Y融 怜)黄構色土アロック含む

SPF'

SPC

324 8

SPB

324 8

SPD

324 7

SPB'

SK137
1 黒楊色砂質土1101卍イめ黄褐色土アロック多く含む、焼土地含む
2 暗掲色砂質土(10削昭お)黄禍色土アロック多(含と、錠土池含む
3 掲色砂質土(10YR4冷 )黒褐色土プロッタなむ
4 に本い責掲色砂質土(10YR↓0黄協と土アロックなし

SPC'

SK138
1 嗜協色砂質土(10Y冊お)砂 II、 1ヽ礫やや多く含む
2 褐色砂質土(10Y騨ヽ 砂た、焼土芝含b
3 にぶい責協色砂質土(10Y鵡ゝ )費掲也土小アロック含む

SK139
1 黒構色砂賢土(10YR]2)費 協色土逆、ゆ寇、イヽ礫含む
2 暗掲色砂質主(1偶 R3お)黄褐色土也、焼土泣、炭イ働池含む
3 掲色砂質土(10!R,0黒 格色上アロック歩く含む

SPD'

SK140
1 暗掲色砂質土(101R3/0ゆ 寇多(含む、焼とを含む

,(1,2  2にパい黄褐色ひ質土(101Pウ0費協ζ土アロック、
規土柱含む

SPE

324 7
SPF

324 6

SK164

SK157
I 黒掲色砂質と(10Ⅵ昭氾)黄楊色土ブロック含む
2 褐色砂質土(10Ⅵ脳/6)貨協色土プロック含む

SK342SK162
1 黒協色砂質上+10YR能 )黄掲色土アロック、砂粒、焼とを含む   1 嗜褐色砂質とはOYRV3)砂池、黄桐tとアロック含j

2 にパい貨褐色砂質土(10VP4ん )女協色土アロック多(含む、焼   2 暗辰責楊也砂質土(26V42)砂粒、黄褐色土アロック含む
土小ブロック、炭イ的少含む

3 貨掲色砂質土似段,0旱協色土アロック含む

1 阜協色砂質土(10YRμワ)焼土小アロノク、皮化助含む
2 ほ協色砂貫土儡OYRy$黄 褐色土小ブロックケ(含む、焼土紅含む
3 暗褐色砂貿土(10YRM)斉 褐色土アロック含j

♀  。イ⑩  印

第48図  H20年度SK103～ 114・ 130～ 刊32・ 135～ 140。 148～ 157・ 162～ 164・ 173～ 180。 191・ 刊92・ 342
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SKl10
1 景協色砂質土(10TR2 2)黄 協色土泣、砂泣合む
? 掲色砂質と(10(R16)責 褐色土アロック多く含む

SKlll
l 暗協色砂賢土‖OVR3 11女協色土小ブロック、砂粒合む

2 暗褐Ё砂質土(10TR3 1)☆ 欄色土ブロック合む

SK1 54
I 鼻楊色砂質土(10YR3 2)黄 綺色土アロック、礫、焼土アロック合む

2 協色l17賃 土(101R11)責 掲ζ土ブロック多く含む

3 掲色F1/貫 土(101Rl16)貨 協色主ブロック多く合む

SPC
324 8

EP3

SPG'

SK155
1 単掲色砂賃主(10VR3)黄 褐色土アロンク、砂杜合し

2 景掲色砂質土(10TR3)責 掲色土ブロンク多く含む

3 褐色砂質土(101R16)責 協笛土ブロック多く合t」

SK180
1 阜褐色砂質土(10VR2)女 掲色土社、砂杜含I」 、焼土t少含む

2 褐色砂質土(10TRl司 )責欄色土ブロック多く含む

SKl13
1 黒褐色砂貫土(10ΥR2 3)黄掲色土ブロック、え化物杜、小碑合F」

2 晴褐色砂質土(10YR3 1)責 協t土アロック多く含t」

3 褐色砂質土狙OYRl l)貨協色主アロ′クタく合j

SK179
1 黒褐色砂質土(10VR2 31責 褐色it、 皮化物社、

焼土tttI」

2 嗜褐色砂資土(10YR3 3)責 褐色土アロック、焼
土t含 む

3 暗楊色砂賃上(10TR3 1)責 楊色土アロ′夕多く

合む

SPH
324 7

S子 1魏
砂貰土Q併冊り黄褐色土ブロッ八礫、炭化物池含む

に ~~型 壁 __ゴ “

2 暗褐色砂質土(10YR3.1)責 桐色土ブロック多く合む

3 協色砂質土(10YRl l)女 協色土アロック多く含む

spI         SPド             里       2      SPU
3244、       、               3243  /一

SK135                   ~                 SK148         SK148
1 褐色砂質土 (10YR4/4)責 褐色土ブロック多く含む  1旱褐色砂質土住OIR31D責褐色とアロック、焼土ブロック含む

2 暗桐色砂質土(10YR314)黄 欄色土ブロック、炭化物含む

3 褐色砂質土(10YPtl.6)黒 褐色土ブロック含む、耗土Iv台む

:解
164  

呻里   s社セ
′  里

32下    /

Sツ

懸

3242

0      (1/60)     2m

SKl15。 116・ 212・ 213・ 242・ 277・ 286

SK277

EPBI

SK1 63                      °`
'°

1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)黄褐色土ブロック多く含む

2 褐色砂質土 (10YR4/4)黒褐色土プロック含む

3 褐色砂質土 (10YR4為 )黒褐色土ブロック含む

SK164
1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)砂粒、黄掲色土ブロック、

焼土小ブロック含む
2 褐色砂質土 (10YR4ん )砂粒、黒褐色土ブロック含む

¬
く
=〒

訂 き

望

｀ と'11

SK191 ・192
1 黒褐色砂質土 (10YR2/3)黄褐色土プロック含む

2 暗掲色砂質土 (10YR3/3)黄掲色土ブロック多く含む

3 褐色砂質土 (10YR4/6)黄褐色土ブロック多く含む

坪ヽ

執

骸翁的山6

拭 32も
近 ≧ Ψ 鹿 奎 莞 奎 ナ

里

SKl15
1 灰責褐色砂質土 (10YR4/2)黒褐色土プロック、黄褐色土ブロック含む

｀  2 褐色砂質土 (10YR4/6)黒褐色土ブロック少合む

3 褐色砂質土 (10YR4/6)黒褐色土ブロック少含む

4 にぶい責褐色砂質土 (10YR5/4)黒褐色土ブロック少合む

SKl16
1 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黒褐色土ブロック、黄褐色土ブロック含む

2 褐色砂質土 (10YR4/6)黒褐色土ブロック少含む

SPB                                               SPB'

鳴

SK212・ 213
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色土ブロック、砂粒含む

2 褐色砂質土 (101rR4/6)責褐色土ブロック多く含む

SPC                                                              SPC'

324.5本
こ 示 移 狂

=三
漉 晦 賜 至 三 二

=戸
SK242
1 褐色砂質土 (10YR4/4)砂泣、黄褐色土粒、小礫含む

SPA                          SPA

ご
お
黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色土ブロック、

焼土ブロック含む

褐色砂質土 (10YR4/4)黄褐色土プロック多く含む

l 暗褐色砂質土 (10YR3/4)

黄褐色土ブロック多く含む

m

第49[コ  H20年 ,支SKl10。 111・ 113・ 115。 116・ 135。 148・ 149・ 154・ 155。 163。 164・ 178～ 180'185・ 191・ 192・ 212・ 213・ 242・ 277・ 286
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SPA

SK284,235

卦

SK234・ 285
1 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4月 )黄褐色とプロック多く含む(SK284)

2 褐色砂質土 (10YR4ん )黄褐色土ブロック多く含む(SK284)

3 褐色砂質と (10YR4ん )黒褐色主ブロック多く含む(S(284)

4 褐色砂質■(loYR4 4)黄褐色土ブロック含む(s貶 85)

5 褐色砂質土(10YR4/6)黒協色土ブロック合む (SK285)

SK18,82
1 黒褐色砂質主 (10YR2/2)黄褐色土ブロック、小礫含む(SKIB)

2 暗掲色砂質土 (10YR3れ )黄褐色土アロック、小碑、焼土小ブロック含む
(SK18)

3 褐色砂質土(10YR4 4)黒褐色土ブロック含む(S(13)

4 褐色砂質土 (10YR4お )黒褐色土ブロック含む6K18)

5 黒褐色砂質土(10YR'勤 黄掲色土ブロック、礫多く合む (SK82)

6 にぶい黄褐色砂質と (10YR4 31黄掲色土ブロック、礫多く含む(S(縦 )

SK293・ 294 303

SK293・ 303
1 灰黄掲色砂質土 (10YR4/2)黄 褐色土小ブロック、焼土粒、小礫含む

(SK293)

2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色土小ブロック、焼土粒、小礫
含む (SK293)

3 にぶい責揚色砂質土(10YR73)黄褐色土ブロック、小礫含む(SK303)

4 褐色砂質土 (10YR4/6)責 掲色土ブロック、焼土粒含む (SK303)

SPA'
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(竪

穴
建

物
跡
)一

覧
表

― 号

Ｓ 番
図 号

挿 番
位

置
(G
ri
d)

重
 

複
平

面
形

態
長
軸

X短
軸

(m
)

E 
]=
現

存
値

( 
)=
推

定
値

竪
穴
部

深
さ

(m
)

竪
大

部
面

(ポ
)

(カ
マ

ド
含

む
)

( 
)=
推

定
値

軸 位
主 方

カ
マ

ド
・

炉
位

置
時
 

期
備
 

考

X2
2 
23
Y2
5 
26

12
 4
、

 S
K3
,6
・

9・
45

隅
円

方
形

31
5×

[2
60
]

0 
18

NE
l1
5

東
壁

甫
東

隅
寄

り
10
C甫

市

X2
2Y
25

11
不

明
下

明
不

明

X2
1 
22
Y2
8・

29
12
12
2、

SK
19
～
22
37
38
39

・
41
～
43
83
'9
89
9

隅
円

長
方

形
50
0×

(3
40
)

71
)

NE
10
5

東
壁

南
東

隅
寄

り
不

明

X2
2Y
25
 2
6

Iと
、 
SK
7-
10
・

17
不

明
不

明
不

明

S1
5

X2
1・

22
Y2
6 
27

18
、
 S
K4
 1
0 
34
 3
5

隅
円

方
形

37
0×

[2
15
]

0 
16

NE
l1
2

東
壁

中
央

単 副

X2
3Y
25
 2
6

S1
10
・

28
、

 S
K8
6・

45
'4
6・

66
-6
8

隅
円

方
形

NE
96

東
壁

中
央

1l
C後

S1
7

X2
1 
22
Y2
7

な
し

不
明

0 
32

NE
15

北
壁

中
央

東
寄

り
10
C後

?

24
 2
5

X2
2 
23
Y2
6 
27

S1
5・

12
、

SK
88
～

90
14
61
47
・

16
0・

16
11
69
'1
70
・

17
2・

17
3・

18
6～

18
9・

19
3 
20
4

隅
円

長
方

形
47
2×

38
0

0 
26

(1
40
1)

東
壁

中
央

10
C後

X2
3 
24
Y2
7

S1
10
・

11
 2
3、

 S
K6
9-
75
 2
80

隅
円

方
形

40
0×

[2
90
]

NE
14
5

東
壁

中
央

ユ 訓

26
・

27
X2
3・

24
Y2
6・

27
19
・

23
、
 S
K6
8 
76
 7
7 
19
4 
19
5 
19
7

隅
円

長
方

形
[3
20
]×

(2
65
)

0 
22

NE
15
8

東
壁

北
東

隅
寄

り
単 醐

S1
11

26
 2
7

X2
3・

24
Y2
7 
28

19
 2
0、

 S
K7
1・

81
 8
7・

24
3-

24
5・

24
8・

27
9・

28
0

隅
円

長
方

形
36
5×

25
0

0 
11

NE
l1
8

東
壁

南
東

隅
寄

り
一 削

S1
12

X2
2・

23
Y2
7・

28
S1
8 
27
、

 S
K3
1 
32
 4
7 
48
・

51
 5
3・

55
・

59
・
89
,9
0,
94
^ヤ

96
・

12
1・

12
3・

12
51
26
14
1～

14
4・

14
6・

14
71
72
18
6～

13
9・

20
4

不
明

0 
23

不
明

10
C後

S1
13

29
-3
1

X2
1 
22
Y3
0 
31

S1
14
-1
6・

24
、
 S
K1
33
・

13
4・

17
4・

18
1 
18
2 
19
0 
19
8 
19
9 
20
0 
20
5

34
6

隅
円

方
形

?
33
5×

[3
10
]

0 
28

NE
l1
5

東
壁

中
央

10
C後

カ
マ

ド
両

脇
に

、
掘

り
残

し
に

よ
る

棚
状

施
設

あ
り

29
・

30
X2
1・

22
Y3
0

11
3 
15
。

16
 2
4、

 S
K1
29
・

13
2・

13
3・

14
8'
14
9'
16
4・

17
4・

18
1・

18
2.

83
・

18
5。

19
8・

20
0・

20
3・

20
5 
34
2

隅
円

長
方

形
?

37
5×

3 
15

0 
30

(9
63
)

不
明

1l
C後

29
-3
1

22
・

23
Y3
0・

31
S1
13
・

14
 2
4、

 S
K1
75
。

17
6 
19
0 
19
6 
20
2 
20
3 
20
5-
20
7・

21
1・

22
0・

23
4 
23
5 
24
6 
26
2・

26
5・

26
6・

27
6・

24
1

不
明

(4
15
)×

(2
70
)

NE
52

北
壁

北
東

寄
り

10
C前

?

81
21
Y2
9 
30

[1
31
4、

SK
12
7 
12
8 
13
2～

13
51
54
～

15
31
79
,1
80
,1
9卜

19
2

不
明

[7
10
]×

[1
80
]

北
壁

ほ
ぼ

中
央

か
10
C後

32
・

33
23
 2
4Y
29
 3
0'
31

,1
24
・

26
 2
8・

30
 3
3、

 S
K1
65
-1
68
・

22
9・

23
2・

23
3・

24
1・

25
3・

26
0・

29
7 
29
9 
30
2 
30
5 
32
2

隅
円

方
形

51
5×

45
5

0 
48

(1
62
6)

NE
10
9

東
壁

南
東

隅
寄

り
一 訓

製
塩

土
器

片
出

土

(2
2 
23
Y3
1

S1
19
・

24
、

SK
22
1～

22
32
64

26
7～

26
9・

27
3～

27
5・

33
5

隅
円

長
方

形
31
8×

17
7

0 
33

3 
24

9C
前

カ
マ

ド
は

付
設

さ
れ

て
い

な
�

(2
2 
23
Y3
1

,1
13
 2
4、

 S
K2
21
-2
24
 2
30
・

23
1

不
明

35
5×

一
0 
71

不
明

9C
前

以
前

35
・

36
X2
3・

24
Y2
7・

28
S1
11
 3
1、

 S
K2
43
 2
44
 2
47
 2
48
 2
87
 2
91
・

31
7・

32
5-
32
9・

33
2'
33
3

隅
円

方
形

(3
20
)X
29
5

東
壁

中
央

一 削
SK
24
9か

ら
変

更

t9
‐

22
X2

1・
22
Y2
8・

29
,1
3 
22
、

 S
K2
2 
38
 3
9,
41
/-
43

方
形

28
5×

30
0

オヒ
壁

北
東

隅
寄

り
8C
後

?

S1
22

20
^ヤ

23
X2
2Y
28
 2
9

13
・

21
、

SK
23
～

26
・
28
38
39
・

41
～

43
■

02
隅

円
長

方
形

41
5×

33
5

(1
15
2)

Hヒ
壁

北
東

隅
寄

り
IC
末

～
8C
初

S1
23

36
 3
7

X2
3 
24
Y2
6 
27

S1
6 
9・

10
、

 S
K6
6・

67
・

76
 7
7 
31
0・

31
1

隅
円

方
形

?
(4
40
)X
[3
35
]

Jヒ
壁

中
央

一 副

S1
24

37
ヘ
ン
41

X2
2・

23
Y2
9・

30
 3
1

S1
13
～

15
'1
7～

19
'2
62
83
0、

SK
16
7 
16
8 
17
6 
18
4 
18
5
 1
90

19
6・

20
1～

20
3・

20
5～

21
1・

21
4～

21
8・

22
0～

22
4・

22
92
3
2～

23
5・

24
12
46
25
6～

25
3・

26
1～

26
9・

27
3～

27
6・

27
8・

28
9・

29
0・

29
7・

29
8・

30
1 
30
2 
33
5

隅
円

方
形

(7
45
)×

70
5

0 
37

NE
l1
6

東
壁

中
央

8C
後

礎
石

を
有

す
る

竪
穴

建
物

。
礎

板
石

を
伴

う
掘

立
柱

式
の

先
行

建
物

あ
り
。

S1
25

X2
2・

23
Y2
8

S1
27
、

SK
l1
7 
12
0 
12
2 
12
4 
14
3 
22
5～

22
82
38
～

24
0・

27
0～

27
2

隅
円

長
方

形
?

(3
40
)×

(3
00
)

0 
29

(8
63
)

北
壁

北
東

隅
寄

り
10
C後

32
 3
3

X2
3Y
31

S1
17
・

24
 2
8・

30
、

 S
K2
60
・

26
1・

26
3・

27
8・

28
9

方
形

?
27
0×

[1
95
]

0 
17

不
明

9C
前

?

41
 4
2

X2
8Y
27
・

28
S1
12

25
、

SK
80
 8
4～

86
・
14
32
25
～

22
8

不
明

0 
15

不
明

不
明

32
 3
3

X2
3Y
31

S1
17
 2
4 
26
、

 S
K2
56
・

25
8・

26
3

不
明

0 
12

不
明

9C
前

?

X2
2・

23
Y2
9'
30

SK
10
3 
10
4 
17
1 
25
0-
25
5

不
明

(3
36
)X
―

0 
15

不
明

不
明

S1
30

32
-3
4

X2
3 
24
Y3
0 
3,

S1
17
・

24
 2
6・

32
、
 S
K2
60
・

29
4・

29
9ヽ

-3
01

不
整

方
形

24
8×

24
5

0 
44

3 
17

南
東
壁

中
央

一 副

S1
31

35
 3
6

X2
4Y
28
・

29
S1
20
 3
4、

 S
Dl
、

 S
K2
47
 2
48
・

28
1・

28
8・

29
1・

29
2・

30
9・

31
4・

31
7

31
93
23
32
5～

32
9・

38
2～

33
43
39

隅
円

長
方

形
46
5×

39
0

0 
30

(1
46
1)

NE
10
8

東
壁

南
東

隅
寄

り
10
C後

X2
4Y
30
・

31
S1
30
・

33
、

 S
K2
93
・

29
4 
29
5 

29
6・

30
5

不
明

不
明

9C
前

?

S1
33

X2
3 
24
Y2
9 
30

S1
17
 3
2、

 S
Dl
、

 S
K3
04
・

30
5'
30
7・

30
8

隅
円

長
方

形
?

(4
70
)×

(2
65
)

0 
34

不
明

9C
前

?

X2
3 
24
Y2
8・

29
S1
31
、

 S
Dl
、

 S
K3
12
・

31
3・

31
5,
31
6 
31
9 
33
4

隅
円

方
形

44
0×

44
0

東
壁

南
東

隅
寄

り
9C
前



第 6表 第 3次調査 SK(土坑・ビット)一覧表

ＳＫ

吐
挿図

番号

位置
(Grid)

重  複 状
綾

形

夕〓

長 軸 (m)
)=推定値

]=現存値

(

[

短 軸 (rn)

)=推定値

]=現存値

(

[

深さ(m)
出土遺物

備  考

X22Y25 な し 長精 円形 ) 1 22 打製石斧

X22Y25 控し 円形 058 J土遺物なし

19 X22Y25 脩円形 026 1より新。坑内に礫、黒曜石製石鏃

X22Y26・ 27 精円形 1 10 080 X5より新。

SK5 X22Y25 なし
Il形 006

SK6 X22Y25 1(SII― Pl) 110 [045] 019 1よ り新 ^坑内 に腱

SK7 (22Y25・ 26 長 方形 100 022
S14よ り新。坑内に礫充填、8世紀後半土師器坪
「中J墨書土器

(22Y26 不整 円髭 078 0 18 坑内に

(22Y26 Sll・ 49、 SK12・ 17 長精 円形 [160] 023

0 (22Y26 S14・ 5、 SK13 16■ 7 長方形 222 1 24 026

,K

`22Y26
SK13^ヤ 16 不整 円形 072 内に礫、出土遺物なし

2 ×22Y26 SK9 13■ 5。 17 楕円形 坑内に礫、故意に破砕した土師器奏

SK13 45 X22Y26 )K10～ 12■ 5～ 17 出土遺物なし

45 ×22Y26 83 宥円形 1 02 坑内に礫                  |
5 X22Y26 12・ 13・ 36 看円彬 068 015 出土遺

,K16 X22Y26 ,K10■ 卜13 看円形 050J 内に礫 、出

X22Y26 4、 SK9・ 10 12・ 13 [062] [056] 出 土潰物なし

SK18 X21Y2728 SK63 82 不整精円形 ) 出 し

SK19 X21Y28 不整円形 024 出土遺物なし

X21Y28 1不整円形 ) S13より新。坑内に扁平礫、出土遺物なし

X21Y29 S13、 SK83 楕 円形 ) X3より新。坑内に扁平礫、出土遺物なし

,K22 X21・ 22Y28 S13・ 21 1不整楕円形 ) 071 土遺物なし

X22Y28 S122 下整楕円形

×22Y28 不整精 円形 082 039 S122よ り新^出土潰物なし

,K25 (22Y28 S122、 SK56 隋円形 057 出 し

K22Y28 S122 不整楕 円形 078 057 出土遺物 なし

欠 番

SK23 X22Y2829 S122 不整楕円形 090 Ы22よ り新。出土遺物なし

,K29 X22Y28・ 29 SK57 不整楕 円形 1 30 081 028 出土遺物なし

X22Y29 不整 円形 011 出土遺物なし

45・ 46 X22Y28 112、 SK32 95・ 121-123・ 144 精 円形 ) [110]

カマドを付設。「太」墨書土器、刻書土器他遺物豊

富。土師器杯完形多い (灯明具も含む )。 上師器短

頸壺、鉢、FR石 等

45,46 X22Y28 12、 SK31,375965'96・ 123 楕円形 ) 灯明具使用の10世紀前半代の上師器不

X22Y26 不 rLk精 円形 ) 舛内に礫、出土遺物なし

(22Y26 5、 SK35 脩円形 112
遺構縁辺を礫で囲む ?灯明具使用の10世紀前半

代の上師器杯

SK35 く22Y26 S15、 SK34 隋円形 [052] 完内に

SK36 (22・ 23Y26 S16、 SK46 不整橋 円形 1 40 完内に礫 充壇

SK37 (22Y28 S13、 SK32 不整精円形 078 052 と土遺物なし

SK38 X21・ 22Y28 S13・ 21・ 22、 SK39・ 41 不整楕円形 ) 1 43 (092) 21より新。坑内に拳大礫多数、出土遺物なし

X22Y28 X3・ 21・ 22、 SK38 42 (不 整楕円形 ) 151 (111) 056 21より新。出土遺物なし

一Ｘ 欠番

X22Y28 3・ 21'22、 SK38 (不 整円形 ) (059) 050 凱21よ り新。坑内に拳大礫多数、出土遺物なし

X22Y28 ,1321・ 22、 SK39 43 楕 円形 ) (102) 068 Wlより新。坑内に拳大礫多数、出土遺物なし

X22Y28 ,13・ 21・ 22、 SK42 不整精 円形 ) S121よ り新ハШ土遺物なし

,κ喚4 欠 番

X2223Y25'26 1・ 6 不整精 円形 013 坑内に礫充填、二次転用された須恵器甕片

X23Y26 S16、 SK36 不整精円形 14 [06( 坑内に礫充填

SK47 X22Y27・ 28 S112、 SK48 5Ⅲ 55 脩円形 (097) S112よ り新。ウルシ付着灰釉陶器

SK48 47 X22Y27 Sl12、 SK47・ 49・ 5卜 53・ 91 長楕 円形 103 上層に人頭大扁平礫

×22Y27 SK48・ 50'91・ 93 長楕円形 坑内に拳大礫

(21・ 22Y27 SK49・ 91・ 93 楕円形 079 047 出土遺物なし

45・ 46 (22Y27 S112、 SK47・ 4853・ 55・ 94 円 形 1 02 063 S112よ り新^ウルシ付着灰釉陶器

)K52 X22Y27 SK53・ 54・ 93 橋 円形 055

X22Y27 S112、 SK48・ 5卜 5254・ 94 楕 円形 [070] 出土漬物なし、覆土中層に礫やや多い

X22Y27 SK52・ 539394 不整楕円形 出土遺物なし、覆土中層に礫やや多い

SK55 X22Y2728 S■ 2、 SK47・ 51'96 隋円形 073 S112に 伴うものか

SK56 X22Y28 ,K25■ 18 精 円形 ) 072 売内に礫、出土遺物なし

iK57 X22Y29 ;K29・ 30102 長楕 円形 ) 066] 0 17 土遺物なし

SK58 X22Y2728 ,K60・ 61'97 青円形 072 050

(22Y28 12、 SK32・ 65 青円形 077

く22Y27・ 28 ,K58・ 61・ 63・ 9192 看円形 085 040 出土 し

(22Y28 SK58・ 60・ 64・ 97 不整精 円形 066 出 十遺物 なし

欠 番

(2Ⅲ 22Y28 SK18・ 60・ 64・ 92 不整精円形 1230 1140 041 出土遺物なし、柱穴状ピットあり

(22Y28 SK6Ⅲ 63 宥円形 出土遺物なし

45'46 K22Y28 SK32・ 59'97 精円形 1 17 上層に人頭大礫

X28Y26 Ы623、 SK67          1不 整楕円形 207
Ы10より新。坑内に礫充填、二次転用された灰和陶

器片

SK67 X23Y26 1623、 SK66・ 68        1不 整円形 3■ 0よ り新。

SK68 X23Y26 朔6・ 10、 SK67         (不 整円形 ) 062 悦10より新。

SK69 26 X24Y27 19、 S氏7073～75        (不 整円形 ) J土遺物なし、覆土中層に礫

X24Y27 斑9、 SK69 72・ 7375       (不 I‐k桁 円形 ) [045J 022

X24Y27 1911、 SK72          1不 整楕 円形 027 Юより新。出土遺物なし、柱 穴状堆 積

SK72 X24Y27 19、 SK70'71          (不 整精 円形 ) [029] 0 17
Ы9よ り新。出土遺物なし、覆土上層に礫、柱穴状

堆積

SK73 X24Y27 S19、 SK69'70。 74 不整精 円形 080 S19よ り新^LL十潰物なし

-131-



挿図

番号

置

ｉｄ

位

Ｇｒ
重 複 状

機
形

， 〓
(

[

長 軸 (m)
)=推定値

]=現存値

短 軸 (m)
( )=推 定値
「 1=褐 存イ商

深さ(m) 出土遺物

備  考

;K74 X24Y27 S19、 SK69 73 不整楕 円形 ) 092 [064 021 W9より新、覆土中層に礫
X24Y27 S19、 SK69,70 不整楕円形 ) [092] 報9よ り新。
X23Y26・ 27 S110・ 23、 SK77 不整楕 円形 082 058 029 110より剰子ハ

,K77 X23・ 24Y2627 S110・ 23、 SK76 精 円形 )
「063 078 110より新ハ出十潰物なし

26・ 27 X23Y27 SK79 青円形 065 」土遺物なし
26 28 X23Y27 SK78 不整 円形 ) 017 出土遺物なし

,K80 X23Y27 S127 看円形 029 上層から焼け石出土
,K 1 26・ 28 (23Y27 Il形 066 S111よ り新。敲石

X21Y27 SK18 不整橋 円形 ) [078] [045] 036 当土遺物なし
X21Y29 S13、 SK21 「018] 032 坑内に扁平礫、出土遺物なし
K23Y28 S127、 SK85 225・ 226 (不 整 円形 ) 042
X23Y28 S127、 SK8封 不整 円形 ) 033 引27よ り新。底面に扁平礫と中層に炭化物範囲あり
(23Y28 S127、 SK85 不整精 円形 087 028

SK87 (23Y2728 S■ 1、 SK243・ 287 示整 円形 092
SK88 (23Y27 〕18、 SK89■ 60・ 161 不整楕 円形 070 042 W3より新。

X23Y27 S18・ 12、 SK88 90,161 示整楕 円形 (086) 058 丸内に礫
X22・ 23Y27 S18・ 12、 SK89 不整楕 円形 052
X22Y27 SK48・ 49・ 5060・ 92 惰円形 ) 117 [060] 046 出土遺物なし

47 X21・ 22Y2728 ,K1860・ 63・ 91 楕円形 ) [070] 031 出 十潰蛎 Fし
SK93 X22Y27 SK49 50・ 52・ 54 楕 円形 ) [051] 出土遺物なし
SK94 X22Y27 12、 SK51・ 53・ 54 S13よ り新 .出■遺 物疫し
SK95 X22 23Y28 12、 SK31・ 12Ⅲ 125'144 不整楕 円形 ) 110 071 048 S112よ り新
SK96 45 46 X22Y28 ,112、 SK32・ 55'123・ 144 円形 ) 031 S112に伴うものかぃ出土潰 物なし
,K97 X22Y28 ,K58・ 61・ 65 長楕 円形 「041 045

20・ 21 X21Y29 長楕 円形 075 坑内に扁平礫、出土遺物なし
X22Y29 3、 SK100 不整 円形 059 当土遺物なし

SK100 X22Y29 不整 円形 027 出土遺物なし
SK101 X22Y29 とし 不整用形 出土遺物なし
,K102 X22Y29 122、 SK57 精 円形 065 032 021 」土遺物なし
,K103 X22Y29 ,129、 SK1044‐ 106・ 171 1楕 円形 ) (051) 」土遺物なし
SK104 X22Y29 S129、 SK103・ 150 楕 円形 069 ヨ土遺物なし
SK105 X22Y29 SK103・ 106・ 136・ 137・ 171 019 当土遺物なし
SK106 X22Y29 SK103 105,136・ 137・ 150・ 152 楕 円形 上層 に人頭大礫
SK107 X22Y29 SK108・ 109・ 137-139 楕円形 ) 041 選土遺物なし
SK 108 X22Y29 SK107・ 109・ 110 楕円形 ) [020] 舅土遺物なし
SK109 X22Y29 SK107・ 108 110・ 180 惰円形 ) 059 出土潰物なし

0 (21・ 22Y29 δKH l 宥円形 038 出土遺物なし
1 (21・ 22Y29 ;K108-110・ 112 180 長楕 円形 ) 126J 023 出土遺物なし
2 (21Y29 ,Klll・ 113・ 178-180・ 192 不整楕 円形 033 出土遺物なし

SKl13 く21Y29 SKl12・ 178・ 179 楕 円形 ) 076 [0341 柱穴状堆積状況。出土遺物なし
;Kl14 (22Y29 ,K136・ 137 宥円形 032 S122・ SK137より古。出土遺物なし

く22Y29 ;KH6 不整精 円形 1 09 当土遺物なし
(22・ 23Y29 ,Kl12・ 115・ 242 不整楕 円形 1 58 当土遺物なし

7 (22・ 23Y28 S125、 SKl18 精 円形 081 039 坑内に礫、出土遺物なし
X22・ 23Y28 SK56・ 117■ 19 楕 円形 出土遺物なし

SKl19 X22・ 23Y28 SKl18・ 236 隋円形 035 出土遺物なし
K120 X23Y28 S125 下整 円形 065 S125よ り新。坑内に礫、二次転用された須京器甕片
,K121 28・ 41 X22・ 23Y28 Sl12、 SK3Ⅲ 95,124■ 43 不整橋 円形 二次転用された須恵器甕オ

45・ 46 X22Y28 S125・ 27、 SK31・ 145 円 形 賢きカマド片
45・ 46 X22Y28 S112、 SK31・ 32・ 96・ 144 楕円形 宛内に礫 、砥 石

'K124
41・ 42 X23Y28 ,125、 SK12Ⅲ 143 不整楕 円形 133 覆土上層面に硬化面と焼土範囲あり、二次転用さ

れた須忘器甕片、水晶塊、撰
X22・ 23Y27・ 28 テ112・ (S112-Pl)、 SK95,143 不整精 円形 118 097 H12より新。覆土中層 に炭化物範囲あり
X23Y27 12、 SK90 141・ 142 (楕 円形 ) [ 13 12の床下土坑か
(2と Y30 Sl16 (不整 円形 ) 074 [042] ,■ 6よ り新
X21Y30 (不 整 円形 ) 」土遺物なし
X21Y30 ,114、 SK132 不整楕円形 ) 065 032 14より新。坑内に礫

SK180 X22Y29 )K139・ 140148・ 153 楕 円形 ) 覆上上層に人頭大礫
SK131 X2122Y29,30 ,K132135・ 140,342 不整楕 円形 (092)

K132 X21・ 22Y30
W14・ 16、 SK129,131■ 35。 148・ 149

'42

楕 円形 ) t56 020 S114よ り新、上層に人頭大礫

SK133 28-30 X21Y30 S113■ 4・ 16、 SK174 不整精 円形 ) 085
Ы13・ 14よ り新。坑内に礫充填、底面に小ピット、土
師器小皿多数および二次転用された平瓦、鉄津、
打製石斧

SK134 28-3( X21Y30 [3 16 有円形 13・ 14より新。坑内に礫充填、底面に小ピットあ
、柱状高台状皿

SK135 X21Y29・ 30 5■ 6、 SK131・ 132・ 140・ 154 楕円形 ) 113 [066] 催状高台状皿
SK136 (22Y29 SK105・ 106n4・ 137 不整精 円形 ) 上層に人頭大以上の礫、出土遺物なし
SK137 (22Y29 SK105・ 106■ 14■ 36■ 37 楕 円形 ) [058] [040] 042 柱穴状堆積状況ハ出土潰物なし
SK138 (22Y29 K107137・ 139,153 [078] 034 出土遺物なし

,K139 (2Ⅲ 22Y29 ,K107・ 130・ 138・ 140153・ 154 不整精 円形 1 22 043 上層に人頭大以上の礫、打ち欠かれた須恵器底
部片

SK140 (2卜 22Y29 SK130 131・ 135139。 154 楕円形 ) [038] 016 平瓦片
,K141 K23Y27 12、 SK126 隋円形 044 025 坑内に礫
K142 X23Y27 S112、 SK126 示整 円形 057 柱穴状堆積状況。出土遺物なし

,K143 X23Y2728 S112(S112卜 1)・ 25・ 27、 SK12Ⅲ 124・

125・ 141 長楕 円形 ) [040] 027 土師器小皿

'K144
45・ 46 (22Y28 12、 SK31・ 9596・ 123 形 020 土遺物なし

,K145 45・ 46 22Y28 SK145 円 形 017 土遺物なし
SK146 24・ 25 22Y27 S18 12 整楕 円形 120 18より新。坑内に礫、打製石奔

22Y27 S18,12、 SK188 不整 円形 ) [024] | 032 W8よ り新。坑内に礫、出土遺物なし
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S(148 (22Y29・ 30 114、 SK130・ 132 不整 円形 120 040 土師器小皿

SI(149 X22Y30 ,■ 4、 SK132 164 183 185 不整 円形 038 遺構覆土上面に焼土範囲あり。二次転用された灰

釉陶器

SK150 X22V29 K104・ 106・ 151・ 152 028 出土遺物なし

,K151 48 X22Y29 ∫K150 152 162・ 163 看円形 039 上層 に礫多数

,K152 48 X22Y29 ,(106・ 150・ 151 不整 円形 042 上層 に礫

,(153 X22Y29 ,K130138,139 脩円形

;K154 X21Y29 S■ 6、 SK139,140155 不整楕 円形 (061) 026 住穴状堆 宿 状 況

S(155 X21Y29 16、 SK154・ 156 惰円形 12 0 14 出土置 物 なし

SK156 X21Y29 16、 SK155・ 157 不整 円形 出土遺物なし

SIく 157 X21Y29 S■ 6、 SK156 下整 円形 038 033 020 出土遺 物 なし

SK158 31 X21Y30 精 円形 ) Ы16より新。坑内に礫充填

Sヽ 159 欠 番

X23Y27 S18、 SK88・ 161・ 173 不整 精 円形 075 037 説8の床 下土坑。出土遺物なし

(23Y27 S18、 SK88 89 160'170 不整精 円形 ) 葺構 房 十 ,雨 は硬 イヒ雨^出 十置物 なし

5K162 X22Y2930 SK151,164 不整楕 円形 (100) 040 管構 霧 十上 面 は硬 イヒ面_刀 子 片

SK163 X22Y29・ 30 SK151 不整楕 円形 026 上層 に 人頭 大礫

SK164 X22Y30 S114、 SK149 162・ 201 楕 円形 1 70

SK165 K23Y30 S■ 7、 SK166 隋円形 010

SK166 (23Y30 S117、 SK165・ 232 不啓精 円形 ) 1 22 「072 054 17より新。

∫K167 X23Y30 S117・ 24、 SK232 看円形 076 17より新。

,K X23Y30 S117・ 24 不整 円形 上層 に扁平礫多数、覆土内焼土顕著

,K 24 X23Y27 S18、 SK170 刊形 072 ,K170よ り新。焼土顕著

X23Y27 S18、 SK161・ 169 楕 円形 ) 012 X8の床 下 十

1 X22Y29 S129、 SK103・ 105 不整精円形 ) [064] [05( 出土遺 物 なし

X2223Y27
'1812、

SK18‐ -189 不整精 円形 ) 116 014 末下土 坑か 、高台皿

,K 8 X23Y27 S18、 SK160 不整楕 円形 021 出上遺物なし

SK174 ケ7-2〔 X21Y30 13・ 14、 SK133・ 181 182 不整精 円形 128 073
■3・ 14より新。坑内に礫充填、底面にら小ピットあ

、炭化材 、カマド形土器片

X22Y31 15、 SK231 不整楕 円形 072 035 出土遺物なし

SK 27・ 36 X22Y3] 15・ 24、 SK190 196 220 不整 円形
Ы15より新。柱穴状堆積状況、覆土上層から土師

器小皿出土

欠 番

(21Y29 SKl12 113 032 出土遺物なし

SK179 く21Y29 16、 SKl12 113 [044] 032 出土遺物なし

SK180 (21・ 22Y29 S116、 SK109'11卜 112 長楕 円形 1 30 043 022 出土造物なし

SK181 (21Y30 Sl13■ 4、 SK182 174 不整楕 円形 ) [030] S114カマド掘りかたの一部かハ出十潰物なし

SK182 (21Y80 Sl13・ 14、 SK174・ 181■ 98 楕円形 ) 076 坑内 に礫 充壇

SK183 (22Y30 Sn4、 SK149 楕 円形 042 創14の柱 穴か

SK184 X22Y30
S124、 SK149・ 185201・ 202・ 208・ 214
234

精 円形 ) [1 1 60
坑内に扁平礫、9世紀初頭段階土師器不(塁書あ
り)

SK185 X22Y30 ,114・ 24、 SK184・ 202 1不 整精 円形 ) [100] 1 12 麗土上層 に焼土頭著、出土遺物なし

SK186 X22Y27 ,18■ 2、 SK187 不●rt精 円形 037 出土遺物なし 床下土坑か

SK187 X22Y27 ,1812、 SK186・ 172 不 整精 円形 ) 131 011 出土遺物なし 床下土坑か

X22Y27 ,18・ 12、 SK147・ 172189 不整 円形 床下土坑か

X22・ 23Y27 ,18 12、 SK172・ 188 不整精 円形 ) [044] 0 12 出土遺物なし 床下土坑か

27・ 86 X22Y31 13・ 15・ 24、 SK176 196 246 不整精 円形 ) 1 03 080 052 扁平礫 、Ы24に 伴うものか

X21Y29 ,■ 6、 SK192 楕 円形 028 023 卜
=穴

状 堆 宿 状 況ハ出 十漬物 /Fし

SK192 47 X21Y29 W16、 SKl12・ 191 不整円形 ) 085 023 底面に扁平礫 (礎板石か )、 柱穴状堆積状況。出

土遺物なし

SK198 23・ 24 X22Y27 不整円形 088 創8の床 下 十坑

SK194 X23Y2627 ,110、 SK195 1楕円形 ) 022 出土遺 物 なし

SK195 X23Y2627 ,■ 0、 SK194 197 不整楕 円形 057 037 底 面 に拳 大礫集 積 、出土遺物 なし

SK196 X22Y31 S115・ 24、 SK176・ 190206・ 207・ 246 不整楕 円形 082 057 S124の床下土坑

)K197 X23Y26 ,■ 0、 SK195 不率精 円形 ) 126 出土遺物なし、覆土上層に大型礫、中層に小礫

,K198 27 X2Ⅲ22Y30 ,113・ 14、 SK182・ 200 1不 整楕 円形 ) 罰13の床下土坑カ

,K199 27 X22Y30 13 不整精 円形

SK200 X22Y30 13 14、 SK198 不整 円形 ) [020] Ы13の床下土坑カ

X22Y30 S124、 SK164・ 184215 〔精 円形 ) 134 [070]

SK202 X22Y30 1524、 SK184・ 185,203 不整 円形 狂24に伴 うヰゝのか^製端 土器 片

14・ 15,24、 SK202・ 205・ 234 (楕円形 ) [074] 076 032 引24に伴う{】 のか_出土潰物なし

X22Y27 】18 12 不整楕円形 043 堅土遺 物 なし

X22Y30 13-15・ 24、 SK203・ 206234・ 246 (精 円形 ) 070 S124に伴うものか。出土遺物なし

SK206 X22Y30・ 31
S115・ 24。 (S124P-8)、 SK196・ 205・ 207・

J46
(長楕 円形 ) 1 54 032 坑内に扁平礫、S124の床下土坑。8世紀後半段階

の上師器不(塁書・亥」書あり)、 鉄製鎌・棒状鉄製品

X22Y30・ 31 Sl15・ 24、 SK196・ 206・ 246 (長楕 円形 )

S124、 SK184・ 209-211 楕 円形 052 出土遺 物 なし

22Y30 S124、 SK208・ 2H・235 精 円形 ) 056 026

SK210 36・ 39 (2223Y30 S124、 SK208・ 214 隋円形 1 23
S砲4の礎石据え付け掘りかた、その下部に礎板石

を伴う先行掘立柱掘りかたあり、フイゴ羽 口片

〕K211 (22Y30 S115・ 24・ (S124P-6)、 SK208・ 209 不整 円形 ) 灯明具使用の土師器lT

SK212 (23Y29 SKl16・ 213・ 242 不整精 円形

SK213 X23Y29 SK212 不整 円形 13 126 覆土内に拳大礫集積

SK214 X22・ 23Y30 S124、 SK184・ 210・ 215・ 216 長 楕 円形 )

SK215 X22Y29・ 80 S124、 SK201・ 214・ 216 不整 円形 ) 032 坑内に礫 、S124に伴うものか

SK216 X2223Y30 S124、 SK214 215 長楕 円形 077 019

SK217 X22Y30 S124 有円形 023 出 十潰 物 なし

SK218 X23Y30 S124・ 29、 SK214 惰 円形 )

SK219 欠番

SK220 29・ 36 X22Y31 Sl15・ 24、 SK176 262 精 円形 ) 062 S1241こ 伴うものか。

SK221 X22・ 23Y31 S118・ 19・ 24、 SK222 223・ 268 不整楕 円形 077 0 17 S118の床 下土尻。「上J塁書土師器皿
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'K222
33・ 36 X23Y31

S■ 8■ 9,24(S124μ  ll,13・ 14)

SK221 (不 整楕円形 ) 128 078 033 S118の床下土坑。灯明具使用の土師器邪

SK223 X22Y31 S■ 8・ 19,24、 SK221・ 267・ 268 不整楕円形 ) 076 044
X22Y31 ;■ 9 24 SK230 不整楕円形 036 置きカマド片

∫K225 X23Y28 ,12527、 SK84・ 226 楕円形 ) 092 062 032
団25よ り新。灯明具使用の土師器不、カマド形土器
片

X23Y28 S12527、 SK84・ 225'227 不整精 円形 032 037 SE5よ り新
X23Y28 ,125・ 27、 SK226・ 228 不整精 円形 029 Ы25よ り新。出土遺物なし

K228 40 X23Y28 S12527、 SK227 不整 円形 055 023 くはS127に伴うものか。出土遺物なし
K229 81 X23Y30 17・ 24、 SK233 不整楕円形 1 20 078 17より新.

33 X22Y31 S119、 SK224 不整楕 円形 ) 062 19よ り新
SK231 33 X22Y31 S■ 9、 SK175 惰 円形 ) [076] 073 19よ り新ぅ覆 土内に小礫築宿 出 土潰物 なし

SK232 31 X23Y80 17・ 24、 SK166・ 167 不整楕 円形 ) X17の床下土坑`出 土漬物なし
)K233 31 X23Y30 ■7・ 24、 SK229 不整楕円形 ) [042] 062 王17より新。出土遺物なし
,K234 X22Y80 15・ 24、 SK184 202 203 205・ 235 不整楕 円形 ) Э65]

,K235 X22・ 23V30 1524(S124P-6)、 SK209・ 234 不整円形 ) 076 026
SK236 ,Kl19,237 楕円形 ) [043] 当土遺物なし
SK237 X23Y28・ 29 ,K236・ 238 不整楕 円形 ) 065 J土遺物なし
SK238 X23Y28・ 29 ,125、 SK237 不整 円形 ) 085 037 当土遺物なし

SK239 X23Y2829 ,125 精 円形 ) 125よ り新ハ坑内上層に艇、出十漬7/J潅 し
SK240 X23Y23 狂25、 SK323           (楕 円形 ) 110 027 覆土内に拳大礫多数

SK241 27・ 36 X22・ 23Y3031
'■

5・ 17・ 24、 SK257 長楕円形 ) 1070 060 S115'17よ り古、創24よ り新。二次転用された須恵器
菱片

X23Y29 ,K212 116 長方形 223 [116]
底面レベル付近に小礫の集積範囲あり、出土遺物
なし

X23・ 24Y27・ 28 H20、 SK87・ 287 不整 精 円形 069 S120よ り新
K23・ 24Y28 11・ 20、 SK247・ 248 橋 円形 ) [058] 025 S120よ り新^

25,26 (23・ 24Y27 楕 円形 110 082 SI Hの床下土坑か。中層に大型礫、出土遺物なし

SK246 (22Y3031 S■ 3・ 15。 24、 SK190・ 196・ 205-207 (長楕 円形 ) 125] 078 0 19 S124に伴うものカ
SK247 (24Y28 S120・ 31、 SK244・ 248 不整精 円形 S131よ り新。二次転用された灰釉陶器皿

SK248 (24Y28
S111・ 20・ 31、 SK244・ 247291 332・

333
長楕 円罷 210 1 56 032 S131よ り新

SKttЮ 欠番 S120に変更
《22・ 23Y29 S129、 SK251・ 252 不整円形 ) 出土遺物なし
(22Y29 S129、 SK250 不整精円形 013 出土遺物なし

SK252 (22Y29 5129、 SK250 不整精円形 083
(23Y2930 不整円形 048 047 0 16 J土遺物なし
(23Y29 示整 円形 076 」土潰物なし
(22Y29 橋 円形 054 044 0 16 当土遺物なし

SK256 31・ 36 (23Y3 S124・ 28、 SK257・ 258 隋円形 042 037
31・ 36 く23Y31 ,124、 SK241・ 256・ 298 不整楕円形

SK258 31・ 32 (23Y30・ 31 17・ 24・ 28、 SK241・ 256・ 257 不整楕 円形 ) 1181 037 17より古、S惚 4よ り新。土師器杯の亥1書 土器
;K259 欠番

'K260
(23Y 17・ 26・ 30 宥円形

:K261 (23Y31 ;12426、 SK278 円形 ) 126より新
36・ 39 (22Y31 15・ 24、 SK220 不整精 円形 ) [072] 124に伴う〈】のかハ

SK263 (23Y S1242628、 SK264・ 289290 不整橋 円形 ) 058 056
(23Y 18・ 24、 SK263・ 290 不整精円形 117 報24に伴うものか
(22Y3 15・ 24 下整 円形 025 当土遺物なし

36・ 40 X22Y30・ 31 15 24・ (S124P-7・ S124P-8) 不整円形 078 凱24の礎石据え付け掘りかた、その下部に礎板石

を伴う先行掘立柱掘りかたあり
SK267 X22Y31 S■ 8・ 24、 SK223・ 268 (不整円形 ) 070 土師器不の墨書・刻書土器
,K268 31 33 X22・ 23Y31 ,■ 8・ 24、 SK221 223・ 267・ 273 宥円形 092 S118の床下土坑
,K269 36・ 40 X23Y31 S11824、 SK275'298 楕 円形 ) 0 74 032 S124の礎石据え付け掘りかた
SK270 X23Y28 宥円形 034 S125の床下土坑か。出土遺物なし
,K271 X23Y28 S125、 SK272 不整 円形 032 082 S125の床 下 十坑か

X23Y28 ,125、 SK271 不整 円形 S25より新^出上潰物なし
,K273 33・ 36 X23Y31 斑18・ 24、 SK268 精 円形 ) 042 S118の 床 下土坑、出土潰物 /k・し

,K274 36 40 X22・ 23Y31 ,118・ 24、 SK275・ 276298 楕 円形 ) S124の床下土坑か。出土潰物なし
)K275 36・ 40 X23Y31 Sl18・ 24、 SK269 274・ 293 不整円形 ) 019 税24の床下土坑か。出土遣物なし
,K276 X22Y31 S■ 5・ 24、 SK274 司形 056 出土遺物なし
,K277 X23Y29 なし 円形 023 上層に大型礫、出土遺物なし
,K278 X23V31 S12426、 SK26Ⅲ 289 (楕 円形 ) ■26よ り新。出土遺物なし
,K279 25・ 26 X23Y27 Sll l、 SK280 円形 11の床下土坑

25・ 26 X23Y27 S19・ 11、 SK279 円形 ) 098 11の床下土抗
)K281 X24Y28 形 胡31よ り新ハ坑内に礫芥壇

X23Y29・ 30 SK288 不整 円形 029 」土遺物なし
X23Y29・ 30 SK282 刊形 0 77 出土遺物なし
X23Y29 SK235 不整円形 035 024 出土遺物なし

SK285 (23Y29 晴円形 022 上層に扁平礫、出土遺物なし
SK286 X23Y29 TFし

惰円形 出土遺物なし
SK287 X23Y28 S120、 SK87・ 243 1不 整楕円形 ) と0971 032 出土遺物なし
SK288 X24Y28 S131、 SK329 不整 円形 1 13 S131よ り新。棒状鉄製品

31・ 36 X23Y31 S124・ 26、 SK263・ 273・ 290 有円形 048
31・ 36 ×23Y31 S124、 SK263・ 264・ 289 希 円形 ) 062 出土潰物なし

SK291 〔24Y27・ 28 S120・ 31、 SK248 ボ整精円彬 048 S131よ り新

SK292 (24Y28 S131、 SK319 334 不整楕円形 095 083
S131よ り新。坑内に礫充填、覆土上層に多量の焼
土ブロックを含む、第 1層 下面に焼土層が顕著、土

師器禍・柱状高台片、二次転用された須恵器養片

;K293 (″ 4Y31 S132、 SK303 ボ整円形 075 067 042 出土遺物なし
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号
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番
位置
(Grid)

重  複 状
観

形
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(

長 軸 (In)

)=推定値
1=編 海 伯

(

短 軸 (m)
)=推定値
1=個 海 1市

深さ(m)
出土遺物

備  考

X24Y3031 S130・ 32、 SK295 楕 円形 ) )70 078 006 前半代 土師器 14h・ 皿 片

SK295 X24Y30・ 31 S132、 SK29J 精 円形 ) (108) (090) 043 出 土

SK296 X24Y30 S132 不整楕 円形 ) 220 (180) 048
Sほ 3よ り新。覆土中層部分に焼土範囲が認められ

る。9世紀後半代の土師器杯(墨書土器含む )・ 甕・

小型甕・置きカマド片等、製塩土器片

31 く23Y30 S117・ 24 円 形 038 くはS1241イこ伴うものか

SK298 86・ 40 (23Y31 近24、 SK256・ 257・ 269・ 274275 不整 円形 082 066 S124の 先行掘立柱、礎板石2枚あり

SK299 く23・ 24Y30 17 30 不整円形 017 出土遺物なし

SK300 24Y30 不整楕 円形

SK301
`23・

24V30 ,124 30 円形 042 0 16 出土遺物なし

36・ 40 (23Y30 117・ 24 円形 043 058 S124の 先行掘立柱、礎板石あり、出土

(2324Y31 SK293 不整 円形 1 07 031 完形に近い土師器杯 出上。掘りかたは浅く、カマド
の掘りかた形状に酷似

K24Y30 S133、 SK305 (不 整 円形 ) (1 17) 9世紀前半代土師器皿の墨

SK305 42 K24Y30 1733、 SK304 精 円形 ) 187 152

SK306 (23・ 24Y29 禁し 不整 円形 ) 073 0 19 出

SK307 4 (24Y29'30 S133、 SK308 不整精 円形 108 034 025
SK308 42 (24Y2980 S133、 SK307 楕 円形 ) 121 「058] 013
SK309 X24Y28 (精 円形 ) 012 S131よ り新。棒状鉄製品

SK310 X24Y26 (楕 円形 ) 095 [062] 053 S23の床下土坑、刻書土器片

SK811 X24Y26 (惰 円形 ) [070] 040 S鬱 3よ り新。

SK31 43 X24Y29 (不整精 円形 ) 073 045
S134よ り新。坑内に礫充填、ウルシ状付着物顕著な

日縁部を打ち欠いた9世紀前半代の土師器皿

,K813 43 X23・ 24Y29 (不整楕 円形 ) 048 り新。坑内に礫充填、ほぼ完形土師器皿

,K314 34 X24Y28 3J 不畜精円形 078 043 坑内に礫充填

,K315 43 X23・ 24Y29 (楕 円形 ) 046
,K316 43 X23Y29 雷円形 ) 1 10 023 出 し

,K317 X24Y28 S120・ 31 (円 形 ) 052 (052) 027
,K318 34 X24Y28 (楕円形 ) 0 15

,K319 X24Y2829 S131・ 34、 SK292・ 384 長方形 012 坑内に礫充填、土師器杯片

K320 43 X23Y2829 SK321 不整楕円形 076 023 出土遺物なし

K321 X23Y28・ 29 SK320 (不 整円形 ) 110 020 出土遺物なし

K322 31 X23・ 24V30 不整楕円形 110 032 17の床 下土坑か。焼け石出土

K323 X23・ 24Y28 S131、 SK240 324 橋 円形 ) 026 とかけて

X23Y28 SK323 糖 円形 ) 054 0 土上層から中層 に力Чすて小礫 の集積あり

X24Y28 S120・ 31、 SK326 (精円形 ) 0 】135も しくはS120の 床 下土坑か ^刻 書 土器 片

X24Y28 S120・ 31、 SK825 不整精円形 0 54 0

,K327 X24Y28 円形 026 025 0

,K328 X24Y28 不整円形 出土遺物なし

SK329 34 X24Y28 S120・ 31、 SK288 (円 形 ) 0 13

SK330 X23・ 24Y31 SK331 不整精 円形 (117) 029
10世紀前半代の上師器甕片出土。覆土上層小礫
の混入と焼土顕著、カマド掘りかたの形状に酷似

,K331 X24Y31 SK330 不整楕 円形 012 覆土中層から下層にかけて小礫の集積顕著

,K332 X24Y28 S120・ 31、 SK248・ 333 楕 円形 出土遺物なし

X24Y28 ,12031、 SK248,332 1精 円形 ) 039 0 12 出 十潰物 なし

,K334 X24Y28・ 29 ,131・ 34、 SK292 319 不整精 円形 S131よ り新^坑内に礫充壇

;K335 X23Y3 ,118 24 (精 円形 ) 053 036 出土遺物なし

X23Y3 τし 円 形 出土遺物なし

,K337 X23Y3 まし 円形 0 17 柱穴状堆積状況。出土遺物なし

SK338 ♂し 円形 032 0 13 出土遺物なし

SK339 34・ 35 X24Y28 不整円形 072 072 048
X23Y31 よし 楕円形 028 018 出土遺物なし

SK341 X23V31 たし 睾円形 (045) トモ穴状堆構状況^出 十潰物なし

27・ 47 X2Ⅲ 22Y30 14、 SK131・ 132 不整 円形 032 出土浸物 なし
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調
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内
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胎

土
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土
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器
14
N

体
部

～
底

部
]転

ナ
デ

壼
部

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

外
:明

赤
褐

色

内
:に

ボ
い

赤
褐

色
緻

密
(赤

色
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
二

次
焼

成
を

う
け

、
や

や
変

色
し

ス
ス

状
ヨ

ゴ

2
土

師
器

不
10
0

口
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

]転
ナ
デ
、
暗
文

に
Å`

い
褐

色
密

(白
色
粒

子
、
石

英
)

良
ピ

ッ
ト
内

出
土

角
外

面
の

隆
耗

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

土
師

器
杯

体
部

～
底

部
」
鶴

ナ
テ

壼
都

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
Π 音

文
月
赤

褐
色

密
(赤

自
色

粒
子

、
雲

母
)

良
外

面
の

摩
耗

顕
著

4
土

目 市
器

不
70

ほ
部

]転
ナ

デ

重
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ
、
暗
文

に
ぶ

い
赤

褐
色

密
(赤

白
色

粒
子

、
雲

母
)

良
勺
外

面
の

コ
ゴ

レ
や

や
頭

著

5
須

恵
器

高
台

杯
14
4

体
部

～
底

部
]転

ナ
デ

、
貼

付
+削

出
し
高

台
諄
tR
画

艤
十

デ
回
転

ナ
デ

灰
色

密
(自

色
粒

子
多

)
良

内
面

の
摩

耗
は

顕
著

で
は

な
ヤ

6
須

恵
器

蓋
96

体
部

～
口
縁

]転
ナ

デ
可
転

ナ
デ

え
黄

色
密

(白
色

粒
子

)
艮

内
面

の
ヨ

ゴ
レ
や

ゃ
顕

著

灰
釉

陶
器

境
体

部
～

高
台

部
回
転

ナ
デ

玉
都

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

浅
黄

橙
色

や
や

粗
(自

色
粒

子
)

良
内

面
み

込
み

部
に

焼
成

時
、

重
痕

あ
り

内
外

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

土
師

器
菱

(蝸
)

81
2

口
縁

―
月同

言
[

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
指
頭
猿

ケヽ
メ

外 内
黒

褐
色

に
ぶ

い
赤

褐
色

粗
(金

色
雲

母
、

自
黒

色
粒

子
、

′ 1
ヽ
礫

)
良

内
面

の
荒

れ
お

よ
び

摩
耗

や
や

顕
著

土
師

器
甕

ケヽ
メ

ケヽ
メ

、
指

頭
痕

色

色 褐

褐 赤
外 内

粗
(自

色
粒

子
多

、

子
、

金
色

雲
母

、

黒
色

粒

小
礫

)
良

内
面

の
赤

色
化

顕
著

弥
生

土
器

甑
か

底
部

オ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

底
部

穿
孔

橙
色

や
や

粗
(赤

白
色

粒
子

)
良

割
れ

日
の

摩
滅

顕
著

内
外

面
と

も
二

次
焼

成
の

た
め

器
面

や
や

変
色

土
師

器
脚

高
高

台
(8
6)
 (
49
) 
41
5

口
縁

～
脚

部
∃
転

ナ
デ

璧
部

回
転

ナ
デ

、
ナ

デ
回
転

ナ
デ

登
色

や
や

粗
(自

色
粒

子
多

、
赤
O

粒
子

、
小

礫
)

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
被

熱
し
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滅
コ

ゴ
レ
顕

著

2
土

目 市
器

脚
高

高
台

皿
37

4/
3残

存
]転

ナ
デ

藍
部

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
に

ぶ
い
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色

や
や

粗
(自

色
粒

子
多

、
赤
[

対
子

)
良

や
や

軟
質

、
内
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
の

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

旨

3
土

師
器

脚
高

高
台

皿
(1
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)・

 5
6 

・
 4
4

口
縁

～
脚

部
ミ
部
回
転
ナ
デ
、
回
転
糸
切

り
、

回
転

ナ
デ

燈
色

や
や

粗
(日

色
粒

子
多

、
赤
E

良
巨
部

回
転

糸
切

り
痕

わ
ず

お
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残
る

、
や

や
軟

質
、

内
外

面
″

イ
)に

稜
熱

し
座

滅
頭

著

4
土

師
器

脚
高

高
台

皿
略

完
形

曇
部
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転
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り
、

回
転
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デ

]転
ナ

デ
外 内

明
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～
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か

い
橙

色

明
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褐
色

粒
子

)

良
内

外
面
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被

熱
、

特
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外
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は
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し
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5
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底
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
月
赤

褐
色

や
や

粗
(赤

白
色

粒
子

、
月

礫
)

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
被

熱
し
内

面
の

摩
滅

顕
著

13
土

師
器

イ
―
  
(5
8)
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

登
色

致
密

(赤
色

粒
子

多
)

良
内

外
面

と
も

被
熱

し
内

面
の

摩
減

頭
著

14
土

師
器

不
―

  
 (
30
) 
 

一
体

部
～

底
部

キ
ガ

キ ミ ヽ

ガ 部
ミヽ 史

ミ
ガ

キ
月
赤

褐
色

密
(赤

色
粒

子
、

雲
母

少
)

良
内

外
面

と
も

弱
く

被
Ft
tし

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

15
須

恵
器

芥
15
2

口
縁

～
体

部
ヨ
転

ナ
デ

回
ほ
ナ
デ

疋
色

や
や

粗
(自

色
粒

子
多

)
良

内
外

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

16
須

恵
器

蓋
15
8

体
部

～
口
縁

IP
a転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

氏
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

疋
白

色
や

や
粗

(黒
色

粒
子

少
、

雲
日

/1
/N
)

良
軟

賓
、

内
外

面
の

摩
減

飯
著

17
土

師
器

甕
(3
25
) 
 

一
―

 
・

 
―

日
縁

～
胴

普
[

]転
ナ
デ
、
カ
キ
メ

回
転

ナ
デ

登
～

明
赤

褐
色

密
(白

赤
色

粒
子

、
小

砂

多
、

金
色

雲
母

多
)

良
硬

質
、

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

ス
ス

付
着

顕
著

18
土

師
器

霙
胴

部
カ
キ
メ

ナ
デ

登
～

明
赤

褐
色

密
(白

赤
色

粒
子

、
小

砂
多
 

企
存

霊
母

ち
)

良
硬

質
、

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色
・
ス

ス
付

着
顕

著

土
宮 扁

器
甕

―
  
(6
0)
 

一
底

部
ナ

デ
ナ

デ
牛

:暗
赤

褐
色
  
  

内
:

こ
ぶ

い
赤

褐
色

密 子
白
色

粒
子

多
、

赤
色

粒
雲

母
、

小
砂

多
)

良
内

外
面

と
も
強

く
被

■ r
lし

摩
減

顕
著

須
恵

器
賓

胴
部

タ
タ
キ

ナ
デ

黄
灰

色
径

(自
色

紅
子

少
)

艮
内

面
非

常
に

沿
ら
か

、
外

面
の

タ
タ

キ
の

摩
耗

顕
著

、
二

次

転
用

さ
れ

た
可

能
性

大

21
灰

釉
陶

器
士 霊

肩
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

灰
オ

ヅ
ー

ブ
色

昔
灰

れ
密

(黒
色

粒
子

少
)

良
内

面
黒

ず
み

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

粘
土

塊
長
31
  

幅
(1
9)
・

 
高
15

月
赤

褐
色

密
(白

色
泣

子
、

小
礫

含
む

)
軟

質
、
摩

滅
顕

著
、
緻

維
状

圧
痕

顕
著



|

●
D ユヽ

|

出
土

地

点

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

都
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

Fk
備
 

考

須
恵

器
蓋

(1
60
) 
 

一
  

―
体

部
～

口
縁

]転
ナ

デ
回
転

ナ
デ

黄
灰

色
や
や
粗

(黒
白
色

l‐
子

)
良

内
外

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

1
土

師
器

書
切 約

イ

土
12
6

4/
5残

存
]転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
、

線
刻

重
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

)

回
転

ナ
デ

月
赤

褐
色

や
や

粗
(黒

白
赤

色
粒

子
、

小
礫

)

良
な

つ
く

り
、

内
外

面
と

も
被

熱
し
内

面
全

体
の

摩
耗

お
や

び

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著
、

外
面

は
器

面
の

荒
れ

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ

顕
者

、
日
縁

部
の

1/
2を

故
意

に
打

ち
欠

く

2
土

R市
器

不
(1
80
) 

一
 

―
口
縁

～
体

部
回
啄

ナ
デ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
I「
3転

ナ
デ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(赤

色
粒

子
多

、
日

亀
色

粒
子

)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

署

3
土

師
器

皿
12
 6

26
4/
5残

存
]転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

甍
部

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
回

転
ナ

デ
明

赤
褐

色
や
や

粗
(黒

白
赤

色
粒

子
)

良
み

ら
れ

な
い

、
口
縁

部
内

面
を

中
心

に
黒

ず
み

ヨ
ゴ

レ
や

や

顕
著

土
師

器
皿

(1
16
) 
 

一
―
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ヨ
転
ナ
デ

に
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
、

雲
母

)

良
内

外
面

と
も

弱
く

被
禦

S1
5

5
緑

釉
陶

器
婉

(8
1)

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
付

高
台

]転
ナ

デ
、 

ミ
ガ

キ
オ

リ
ー

ブ
黄

色
密

(白
黒

色
粒

子
)

長
耳1
れ

日
断

面
の

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著
、

内
外

面
散

在
的

に
赤

B色
化

S1
5

58
6

土
宮 市

器
高

台
不

―
  
 (
66
) 
 

―
底

音
[

底
部

回
転

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
、

削
出

し

高
台

警
文

登
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
)

良
十
面

の
摩

耗
顕

著

土
師

器
不

―
  
(5
2)
 

―
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
、

ハ
ケ

ナ
デ

]I
Aナ

デ
登

色
や

や
粗

(白
色

粒
子

多
、

赤

黒
色

粒
子

、
小

礫
)

良

離
な

つ
く

り
、

胎
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

口
縁

部
～

体
部

上
半

を

故
意

に
打

ち
久

く
、

底
部

内
面

を
中

心
に

摩
耗

黒
ず

み
状

ヨ

ゴ
レ
が

顕
著

、
外

面
の

摩
耗

摩
滅

は
、

ほ
と

ん
ど
み

ら
れ

な

53
須

恵
器

芸 募
体

都
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

外 内
灰

オ
リ
ー

ブ
色

に
ぶ

い
褐

色

や
や

粗
(自

黒
色

粒
子

、
角

閃
石

)

良
Å
外

面
と

も
摩

耗
摩

滅
と

も
あ

ま
り
み

ら
れ

な
い

、
内

面

邪
赤

褐
色

化
  
  
  
  
__
__
_一

―
―

―

土
師

器
霊

(2
90
)・

 
― 一

  
一

口
縁

～
胴

部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ

外
:灰

黄
褐

色

褐
色

内
:纂

や゙
粗

(白
黒

赤
色

粒
子

、
争
存

吏
母
 

小
礫

)
長

勺
外

面
と

も
被

熱
し
て

い
る

が
曜

滅
は

あ
ま

り
み

ら
れ

な
い

10
土

日下
器

甕
(3
2 
4)
  

・
  

―
―
  
  
 
―

口
縁

～
胴

部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ

色
褐 色

黒 褐
外 内

や
や

粗
(自

黒
赤

色
粒

子
、

良
内

外
面

と
も

被
熱

し
器

面
の

変
色

ス
ス

付
着

内
面

の
醇

減

や
や

顕
箸

土
宮扁

器
甕

(3
59
)・

 
― 一

  
―

口
縁

～
胴

部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ

に
ぶ

い
赤

褐
色

ぐ
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
、

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

12
土

師
器

菱
(3
60
) 
 

一
  
 

―
口
縁

～
胴

部
ナ
デ
、

ケヽ
メ

ケヽ
メ

掲
色

や
や

粗
(黒

自
赤

色
粒

子
、

争
争

雲
母
 

小
穣

)

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

土
師

器
必

14
0

60
完

形
回
転

ナ
テ

史
き
F回

転
糸

切
り

回
転

ナ
デ

陸
色

蕗
(白

赤
黒

色
粒

子
、

細
い

餅

'雲
母

修
)

良
重

量
感

あ
り

(2
29
g)
、

内
外

面
被

熱
し

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
全

体

的
に

顕
著

、
摩

耗
摩

減
は

'ヒ

較
的

弱
い

土
師

器
皿

93
37

21
略

完
形

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

登
～

に
ぶ

い
橙

色
ζ

(自
赤

黒
色

粒
子

、
川

良
や

や
軟

質
、

弱
く
被

■y
tし

内
外

面
と

も
や

や
器

面
変

色
摩

減
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
も
や

や
顕

著

S1
6

3
土

師
器

皿
(H
2)
  
(5
2)
  
20

日
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

女
都

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
登
色

密
(赤

黒
自

色
粒

子
)

良
や

や
軟

質
で

粗
雑

な
つ

く
り
、

被
熱

し
器

面
の

変
色

剥
離

摩
滅

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

者

4
土

師
器

皿
(1
12
) 
 

―
―
  

一
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
登
色

密
(赤

白

母
)

黒
色

粒
子

、
雲

良
や
や

軟
質

、
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
滅

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

5
土

師
器

郷
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

底
都

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
と
ぶ
い
橙
色

密
(白

黒
色

粒
子

、
雲

母
)

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

t)
被

熱
し
摩

滅
・
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

土
師

器
イ

か
―

  
(1
00
)。

 
一

体
都

～
底

部
回

転
ナ

デ

底
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
登

色
密

(赤
色

粒
子

多
、

自
黒

色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
彼

熱
し
外

面
の

変
色

7F
著

、
摩

滅
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
も
や

や
顕

著

7
土

師
器

不
か

体
部

～
底

部
]転

ナ
デ

壼
部

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

月
赤

褐
色

密
(自

色
粒

子
や

や
多

、
赤

黒
色

粒
子

少
)

ミ
有
外

面
と

も
被

熱
し
躍

滅
や

や
顕

署

土
師

器
イ
か
皿

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
指

頭
痕

誕
部

回
転

系
切

り
回
転

ナ
デ

橙
色

密
(赤

色
粒

子
多

、
自

黒
色

粒
子

、
雲

母
)

良
や
や

軟
質

、
糸

切
り
痕

が
体

部
ま
で
及

ん
で

い
る
、

被
熱

し

内
外

面
の

摩
滅

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

9
土

師
器

イ
か
皿

―
 (
50
) 

一
体

部
～

底
部

]転
ナ

デ

壼
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

登
色

密
(赤

色
粒

子
多

、
黒

白
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
彼

熱
し

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
頭

著
、

底
部

端
部

の
摩

耗
が

非
常

に
顕

著

S1
6

土
師

器
柱

状
高

台
8判

48
25

略
完

形
]転

ナ
デ

匿
部

回
転

糸
明

り
回
転

ナ
デ

登
色

密
(自

色
粒

子
や

や
多

、
赤
g

粒
子

、
雲

母
)

良
内

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

赤
褐

色
化

顕
著

、
体

部
内

面

の
摩

滅
お

よ
び

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

S1
6

11
土

師
器

柱
状

高
台

皿
(4
4)

高
台

部
回
転

ナ
デ

ミ
都

回
転

糸
切

り
ヨ
転

ナ
デ

笹
～

に
ぶ

い
橙

色
密

(白
赤

色
粒

子
、

雲
母

)
良

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
て ,
弱

く
仮

ty
tし

摩
顔

灰
釉

陶
器

壺
(7
6)

胴
都

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ミ
部

回
転

ナ
デ

、
付

高
台

回
転

ナ
デ

灰
白

色
釉

;灰
オ

リ
ー

ブ
色

密
(自

黒
赤

色
粒

子
)

良
内

外
面

の
摩

滅
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

S1
6

54
緑

釉
的

器
皿

カ
底

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

オ
リ
ー
ブ
灰
色

密
(白

色
粒

子
)

良
内

外
面

の
摩

滅
ヨ

ゴ
レ
顕

著

S1
6

土
師

器
菱

(3
74
) 
 

―
―
  

―
日
縁

部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ

に
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(自

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
)

良
内

外
面

の
摩

減
顕

譜

55
15

土
師

器
羽

釜
(2
58
)・

 
―
―
  

―
口
縁

～
胴

都
ヘ
ラ
ナ
デ
、
指
頭
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指

明
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

、
小

礫
多

)

良
調

整
は
や

や
粗

雑
、

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

赤
褐

伸
イヒ

が
閥

著
 

内
面

の
座

滅
非

常
に

顕
著

土
師

器
奏

か
鉢

―
。

(1
47
) 

一
底

部
ナ

デ
ナ

デ
外

:灰
黄

褐
色
  
 

内
:に

ぶ
い
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

、
月

礫
多

、
金

色
雲

母
)

良
内

外
面

と
も
強

く
被

熱
、
特

に
外

面
は

灰
褐

色
化

し
ヒ

ビ
割

れ
顕

著

17
土
師
器

羽
釜

か
口
縁

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
ブ

黒
褐

色
や

や
粗

(白
色

粒
子

多
、

黒
す

赤
色
粒

子
、

金
色

雲
母

)

良
や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
被

熱
し

f―
・

滅
や

や
顕

著
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出
土

地
図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
日
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
麟 一 良

備
 

考

須
恵

器
五

胴
部

回
転

ナ
デ

Ep
3転

ナ
デ

絶
:灰

伸
密

(白
黒

色
粒

子
)

内
外

面
の

摩
滅

等
は

ほ
と

ん
ど

み
ら
れ

な
い

、
ヨ

」
レ
は

や
や

爾
芽

S1
7

土
師

器
イ

(1
30
) 
 

一 ―
  

―
日
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
)

回
転

ナ
デ

、
暗

文
月
赤

褐
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
)

良
内

面
の

み
摩

滅
や

や
顕

著

土
師

器
皿

(1
08
) 
 5
1 
 2
6

口
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

月
赤

褐
色

瞥
(自

赤
黒

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
や

や
強

く
被

熱
し
器

面
の

赤
褐

色
化

摩
滅

頭
著

、
内

面
は

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著
土

師
器

郷
15
 9

73
57

口
縁

～
底

部
]転

ナ
デ

ミ
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
橙

色
硲

(赤
白

黒
色

粒
子

、
雲

]石
英

〕
良

日
縁

部
の

一
部

を
打

ち
欠

く
、

内
外

面
の

ヨ
ゴ

レ
は
若

干
み

ら
れ

る
が

ほ
と
ん

ど
使

用
痕

跡
な

し
2

土
師

器
邸

(1
50
) 
 (
52
) 
 5
2

口
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
、

ミ
ガ

キ
回
転

ナ
デ

登
色

4(
赤

自
・
黒
色
粒
子
、
雲

])
良

勺
外
面
の
使
用
痕
は
あ
ま
り
顕
著
で
は
な
い
が
被
熱
を
受
け

な
侮
 
ヨ
ゴ
レ
が
閥
著

3
土

師
器

邦
(1
50
, 
 

一―
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

橙
色

厨
(黒

赤
自

色
粒

子
、

雲
巳

)
艮

勺
外

面
部

分
的

に
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

4
土

師
器

4L
(灯

明

具
)

12
 5

32
28

完
形

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

登
色

や
や

粗
(赤

白
黒

色
粒

子
、

雲
母

)
良

つ
く

り
は

や
や

雑
、

や
や

強
く

被
熱

す
る

、
内

外
面

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
・
器

面
の

変
色

顕
著

、
油

煙
は

厚
く

タ
ー

ル
状

に
付

着

55
土

師
器

皿
(灯

明
具

)
(1
18
) 
 4
8 
 2
8

口
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
底

部
回

転
糸

切
り

ヨ
転

ナ
デ

に
ぶ

い
黄

橙
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
、

雲
母

)
良

つ
く

り
は

雑
、

内
面

タ
ー

ル
状

油
煙

顕
著

、
内

外
面

の
荒

れ
変

色
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
謳

著
土

師
器

皿
(1
40
) 
 (
60
) 
28

口
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
ヅ

巨
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
橙

色
や

や
粗

(白
赤

旱
色

粒
子

、
石

英
 

小
礫

少
)

良
胎

上
マ

ー
プ

ル
状

、
整

形
雑

、
内

外
面

の
ヨ

ゴ
レ
お

よ
び

底
部

内
面

の
摩

耗
や

や
爾

著
SI
S

7
土

師
器

不
体

部
～

底
部

ヨ
転

ナ
デ

童
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
橙

色
や

や
粗

(白
色

粒
子

多
、

赤
黒

色
粒

子
 

雲
母

)
良

や
や

強
く

被
熱

を
う

け
る

、
内

外
面

の
摩

滅
顕

著

8
土

師
器

皿
か

―
  
(4
0 
 -

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

巨
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
I「
3転

ナ
デ

灰
褐

色
や

や
粗

(赤
自

色
粒

子
、

雲
母

、
石

英
や

や
多

)
良

や
や

粗
雑

な
つ

く
り

、
被

熱
の

た
め

か
内

外
面

の
変

色
ヨ

ゴ
レ
顕

著
9

土
師

器
鉢

―
  
16
8)
 

一
体

部
～

底
部

ミ
部

回
転

糸
切

り
ヨ
転

ナ
デ

橙
色

や
や

粗
(白

赤
黒

色
粒

子
、

雲
母

)
良

強
く
被

熱
し
内

外
面

の
荒

れ
顕

著
、

内
面

の
一

部
が

黒
変

化
し
て

い
る

10
土

曾市
器

坪
―
  
  
(5
4)
  
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

橙
色

密
(赤

白
黒

色
粒

子
、

石
】恵

)
良

内
面

の
変

色
摩

耗
顕

著

11
土

師
器

不
―
 

。
(5
61
  
-

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

ヅ
底

部
回

転
糸

切
り
 

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
月
赤

掲
色

密
(赤

白
黒

色
粒

子
、

石
英
 

小
礫

少
)

良
内

外
面

の
摩

滅
や

や
顕

著
、

内
面

の
シ

ミ
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

12
土

師
鶏

郎
―
  
(5
2)
・

―
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

氏
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

登
色

密
(赤

暴
白

色
粒

子
)

良
弱

く
被

熱
を

し
内

外
面

の
摩

耗
摩

減
あ

ま
り
顕

著
で

は
な

ヽ

13
土

師
器

不
―

 (
62
) 

一
体

部
～

底
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

)

底
部
回
転
糸
切
り
、
ヘ
ラ
ク
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

橙
色

と
(赤

・
黒

自
色

粒
子

、
雲

ヨ
)

良
弱

く
被

熱
を

し
内

外
面

の
摩

滅
や

や
顕

著

土
師

器
不

―
。

(8
1)
 

一
体

部
～

底
部

ナ
デ

、
ミ
ガ

キ
底
蔀

ナ
デ
 

ミ
ガ

キ
 

暗
す

悟
文

外
:明

赤
褐

色
  
 

内
:橙

存
磨

(白
赤

色
粒

子
)

外
面

強
く
被

熱
し
赤

褐
色

化
な

い
し
豪
1離

15
土

師
器

脚
高

高
台

皿
か

皿
底

部
～

脚
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

に
ぶ

い
黄

橙
色

密
(自

黒
赤

色
粒

子
、

雲
母

)
良

つ
く

り
は
T寧

だ
が

軟
質

、
内

外
面

の
摩

滅
や

や
顕

著
、

身
部

底
部

外
面

薄
く

黒
ず

む
16

灰
釉

陶
器

婉
(1
50
) 
 

一
  
 

―
口
縁

～
体

部
部

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
哭

色
密

(自
黒

色
粒

子
)

良
犠

ツ
ケ

掛
け

、
内

面
全

体
に

釉
飛

散
、

内
外

面
と

も
ヨ

ゴ
レ

や
や

顕
著

17
灰

釉
陶

器
坑

体
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

黄
灰

色
密

(白
黒

色
粒

子
)

良
休

部
内

面
に

釉
飛

散
、

内
外

面
と

も
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

S1
8

灰
釉

陶
器

塊
78

体
都

～
底

部
回

転
ナ

デ
底

部
回

転
糸

切
り
、

ナ
デ

、
付

高
台

回
転

ナ
デ

灰
白

色
密

(白
黒

色
粒

子
)

良

内
面

の
ヨ

ゴ
レ
顕

著
、

割
れ

口
端

部
に

油
煙

が
付

着
し
て

い
る

こ
と

か
ら
灯

明
具

と
し
て

二
次

転
用

さ
れ

た
可

能
性

が
強

い
、

高
台

部
端

部
に

は
棒

状
圧

痕
灰

釉
陽

器
焼

62
体

部
～

底
部

ヨ
転

ナ
デ

ミ
部

回
転

糸
切

り
、

付
高

台
回

転
ナ

デ
灰

白
色

や
や

粗
(自

色
粒

子
、

小
礫

)
良

や
や

雑
な

つ
く

り
、

釉
は

内
面

の
み

、
内

面
の

黒
ず

み
状
T

ゴ
レ
や

や
餌

著
土

師
器

片
口

鉢
(お

黒
十

器
】

4)
  
(1
0o
) 
 9
9

日
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

ミ
都

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
橙

色
密

(自
黒

赤
色

粒
子

、
雲

母
)

良
内

外
面

被
熱

の
た

め
変

色
荒

れ
顕

著
、

内
面

は
黒

色
処

理
を

施
す

が
摩

耗
摩

滅
は

ほ
と

ん
ど
認

め
ら
れ

な
い

21
土

師
器

蓋
―

  
(1
30
) 
 2
6

口
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

璧
部

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

橙
色

や
や

粗
(自

赤
黒

色
粒

子
、

雲
母

)
良

被
熟

の
た

め
内

外
面

の
変

色
猪

よ
び

荒
れ

顕
著

土
師

器
蓋

(1
40
) 
 

― ―
  

―
体

部
～

口
繊

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

釜
色

密
(赤

自
黒

色
粒

子
、
雲

IJ
)

良
内

面
の

摩
耗

や
や

顕
著

、
器

面
の

一
部

剥
離

土
師

器
霊

(2
66
) 

― ―
  

―
口
縁

部
ケヽ

メ
ケヽ
メ
、
ナ
デ

月
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

、
雲

母
、

小
櫻

多
)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
顕

著

24
土

師
器

甕
(2
74
)・

 
―
―
  

―
日
縁

～
胴

部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ
、
す
デ

外 内

:褐
色

i明
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

、
雲

EI
)

良
外

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

土
宮 市

器
甕

り
4)
 

一
 

―
口
縁

―
月同

部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

月
赤

褐
色

や
や

粗
(自

黒
色

粒
子

、
雲

母
、

小
礫

)
良

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

土
師

器
斐

(2
80
) 
 

― ―
  

―
口
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
り~

デ
クヽ
メ
、
ナ
デ

に
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
、

雲
母

)
良

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

ス
ス

付
着

顕
著

27
土

師
器

饗
(3
08
) 
 

― ―
  

―
口
縁

～
月同

著
[

ケヽ
メ
 

ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
、

雲
母

)
良

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

変
色

ス
ス

の
付

着
頭

著
S1
8

土
師

器
甕

(3
14
) 
 

―
―
  

―
国
縁

～
胴

部
ケヽ

メ
、

ナ
デ

ハ
ケ

メ
、

指
頭

痕
明

赤
褐

色
や

や
粗

(白
黒

色
粒

子
、

雲
塁

力
)

良
卑

筈
冦

畠
薯

強
く
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

変
色

ス
ス

の
付

着

57
上

自 弔
器

羽
釜

(2
94
)・

―
 

―
口
縁

～
鍔

都
ケヽ
メ
 
ナ
デ

ハ
ケ
メ

明
赤

掲
色

(白
黒

赤
色

粒
子

、
雲

農
内

外
面

と
も
被

熱
顕

著
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出
土

地
図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

土
師

器
小

形
菱

(1
36
) 
 

一 ―
  

―
口
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ナ
デ

明
褐

色
や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

、
雲

良
被

熱
顕

著
、

焼
上

付
着

顕
者

土
言 F
器

小
形

霊
(1
72
) 
 

一
―
  

―
口
縁

～
胴

部
ケヽ

メ
、

ナ
デ

クヽ
メ
、
ナ
デ

褐
色

必
(自

黒
色

粒
子

、
雲

母
)

良
外

面
の

荒
れ

顕
著

土
師

器
甕

胴
部

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
、

指
頭

痕
赤

褐
色

や
や

粗
(白

赤
黒

色
粒

子
、

三
母

多
)

良
内

面
の

指
頭

調
整

痕
顕

著
、

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面

の
変

角
荒

れ
顕

著

土
師

器
斑

(7
8)

胴
都

～
底

部
ハ

ケ
メ

ハ
ク

メ
外

:に
ぶ

い
黄

褐
色

内
:桂

色

密
(白

黒
赤

色
粒

子
、

雲

母
)

良
内

外
面

の
摩

滅
顕

著
、

細
い

ハ
ケ

メ
、

底
部

に
は

木
業

痕
で

は
な

く
繊

Ft
状

圧
痕

57
土

師
器

莞
―

  
(1
02
) 
 

一
胴

部
～

底
部

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

底
都
木
薬
痕

ハ
ケ

メ
、

ナ
ア

に
ぶ

い
赤

褐
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
、

雲

母
 1
～

3E
4位

の
小

穫
多

)
良

勺
外

面
の

摩
滅

顕
者

57
土

師
器

型
(9
D

胴
部

～
底

部
ケヽ

メ
明

赤
褐

色
や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
、

雲
母
 1
～

2E
u 
lの

小
礫

多
)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

摩
滅

も
顕

著

57
土

師
器

発
―

 (
92
) 

一
胴

部
～

底
部

ケヽ
メ

ケヽ
メ

登
色

畜
(白

黒
赤

色
粒

子
、

雲
壁
 2
～

34
1の

少
機

多
)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

顕
著

、
底

部
木

葉
痕

の
ほ

い
種

子
渋

庁
痛

あ
り

57
37

土
師

器
菱

口
縁

部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ

こ
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(自

赤
黒

色
粒

子
、

良
対
面

の
摩

滅
顕

著

57
土

師
器

甕
月同

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

クヽ
メ

月
赤

褐
色

や
や

粗
(自

黒
色

粒
子

、
雲

良
ヽ
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

荒
れ

顕
署

57
土

師
器

獲
胴

都
ケヽ
メ

ケヽ
メ

赤
褐

色
や

や
粗

(白
黒

色
粒

子
、

雲

母
多

)

良
勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

57
土

師
器

ド
形

炊
き

口
部

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ

登
色

笞
(白

黒
赤

色
粒

子
、

雲

肇
、

小
礫

)

良
為
外

面
と

も
被

熱
顕

著
、

内
面

は
摩

滅
も
顕

著

57
須

恵
器

壺
か

(2
18
) 
 

―
―
  

一
口
縁

部
回

転
ナ

デ
ヨ
転
ナ
デ

天
色

鮎
:オ

リ
ー
ブ
灰
れ

4(
白

色
粒
子

)
耗

摩
滅

と
も

ほ
と

ん
ど
認

め
ら
れ

な
い

57
須

恵
器

長
頸

壷
頸

部
回

転
ナ

デ
回
転

ナ
デ

釉
:オ

リ
ー

ブ
灰

色
4(
自

黒
色
粒
子

)
内

外
面

と
も
釉

の
付

着
顕

著

須
恵

器
霊

か
壺

(刻
書

土
胴

部
タ
タ
キ

ナ
デ

繰
刻

え
白
色

必
(黒

自
色

粒
子

)
内

面
に

線
刻

あ
り

、
と

く
に

使
用

痕
は

認
め

ら
れ

な
ヤ

57
須

恵
器

餐
肩

部
タ
タ
キ

ナ
デ
 
タ
タ
キ

天
色

密
(自

色
粒

子
多

、
赤

色
粒

子
)

ナ
デ

タ
タ

キ
は

残
る

が
内

面
全

体
摩

耗
顕

著
、

二
次

転
用

さ

土
師

器
憂

ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

外
iに

ぶ
い

褐
色
  
 

内
:

に
ぶ

い
赤

褐
仲

や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

、
金

笙
雲

母
、

小
礫

)

外
面

強
く
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

顕
著

、
内

面
の
摩

滅
も
顕

著

須
恵

器
琵

胴
部

タ
タ

キ
ナ

デ
外

:Π
音
灰

色
密

(白
色

粒
子

多
、

赤
色

柱

子
)

良
外

面
摩

耗
や

や
顕

著
、

内
面

に
は

使
用

痕
跡

な
し

1
土

師
器

イ
(1
13
) 
 5
0 
' 
33

日
縁

～
底

都
回
転

ナ
デ

寅
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
こ
ぶ

い
黄

橙
色

や
や

粗
(自

色
粒

子
、

雲
母

や
や
不

軟
質

、
内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
滅

非
常

に
顕

著

2
土

師
器

皿
(1
20
) 
 (
52
) 
 2
6

口
縁

～
底

都
回
転
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ナ
デ
底
部
回
転

回
転

ナ
デ

登
色

密
(白

色
粒

子
、

赤
色

粒
子

や
や
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
ヌ

ヌ
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著
、

内
面

の
摩

滅
懃

S1
9

3
土

宮 市
器

卜
皿

93
27

4/
3残

存
ヨ
転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転
ナ
デ

月
褐

色
や
や

窪
(白

色
粒

子
、

赤
色

粒
子
微
 

雲
母

徽
)

や
や
良

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

4
土

師
器

小
皿

23
4/
3残

存
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

丈
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
登

色
密

(自
色

粒
子

、
雲

母
微

、
赤

や
や
良

器
形

の
歪

み
頭

著
、

や
や

軟
性

、
内

外
面

と
も
被

熟
し
摩

滅

顕
著

土
師

器
郭

か
皿

(6
1)

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
登

色
粗

(白
色

粒
子

多
、

雲
母

微
、

不
良

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
彼

熱
し
摩

滅
非

常
に

頭
著

土
師

器
脚

高
高

台
然

か
(7
4)

底
部

～
脚

部
回

転
ナ

デ
底

部
回

転
ナ

デ
曰

転
ナ

デ
暗
赤

褐
～

明
赤

褐
色

密
(赤

色
粒

子
、

雲
母

微
)

良
勺
外

面
と

も
強

く
被

熟
し
器

面
の

変
色

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
非

常

こ
顕

著

灰
紬

陶
器

娩
(1
60
) 
 

一 ―
  

―
日

縁
～

体
部

回
転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ク

ズ
リ

]転
ナ

デ
黒

褐
～

美
灰

色
や

や
祖

(自
黒

色
粒

子
、
川

良
勺
外

面
と

も
灰

色
に

変
色

8
灰

釉
陶

器
婉

l・
2)

体
部

～
底

部
]転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

併
高

台
回
転

ナ
デ

又
白

色
や

や
粗

(自
黒

色
粒

子
、

か

礫
少

)

良

器
面

破
裂

、
釉

ツ
ケ

掛
け

、
内

外
面

と
も

黒
ず

み
状

ヨ
ゴ

レ

顕
著

、
底

部
内

面
中

央
付

近
に

敲
打

痕
ら

し
き

浅
い

凹
凸

が

み
ら
れ

る
、

二
次

転
用

に
よ

る
も

の
か

58
9

土
目 F
器

羽
釜

(2
22
) 
 

一 ―
  

―
ロ
イ烹

～
1同
音
[

ケ
メ
、
ベ
ラ
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

曽
褐

～
明

褐
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
金

在

雲
母

、
黒

色
粒

子
、

小
礫

)

や
や

良
や

や
雑

な
つ

く
り
、

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
す

る
、

内
外

面
″

早
、胴

下
半

今
の

器
面

の
荒

れ
烈

落
顕

著

10
土

日市
器

鉢
口
縁

～
胴

部
ケヽ

メ
ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

曽
赤

褐
～

赤
褐

色
密

(白
色

粒
子

多
、

雲
母

微
、

黒
色

粒
子

微
、

小
礫

)

や
や

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
の

摩
滅

非
常

に
顕

者

土
師

器
羽

釜
口
縁

部
ケヽ
メ

ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

色
褐 缶

赤 褐

外 内
密

(白
黒

色
粒

子
、
雲

母
微

)
良

勺
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
の

摩
滅

顕
著

、
鍔

部
は

剥
が

れ
る

12
須
恵

器
把

手
か

把
手

部
尤
線

、
ナ

デ
ナ

デ
外 内

暗
オ

リ
ー

ブ
色

暗
灰

黄
色

密
(自

色
粒

子
)

艮
丁

寧
な

つ
く

り
、

黒
ず

み
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

13
須

恵
器

こ
か
嚢

肩
部

タ
タ
キ

タ
タ
キ
、
ナ
デ

外 内
明

オ
リ
ー

ブ
灰

色
灰

オ
リ
ー

ブ
魯

蕗
(白

黒
色

粒
子

)
良

S1
9

須
恵

器
士 璽

胴
都

]転
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
灰

色
必

(白
黒

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
ヰ)
摩

減
や

や
顕

著

灰
釉

陶
器

長
頸

壺
頸

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

暗
オ

リ
ー

ブ
色

釉
:灰

オ
リ
ー

密
(白

早
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
黒

ず
7卜

状
コ

ゴ
レ
や

や
顕

著
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出
土

地

′ 煮

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
日
径
・
底

径
器

高
le
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形
・
施

文
技

法
(外

)
調

整
技

法
(内

)
色

調
(外

内
)

胎
土

焼
成

備
 

考

S1
10

,
土

師
器

台
一 鵬 皿

脚
11
 0

69
43

略
完

形
回

転
ナ

デ

底
部

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
こ
ぶ

い
褐

～
暗

褐
色

や
や

密
(白

色
粒

子
多

、
赤

在

粒
子

微
)

や
や
良

勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

ワ
土

師
器

脚
高

高
台

坪
か

皿
(9
2)

底
部

～
脚

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ナ

デ
巨
部

回
転

ナ
デ
 

ヘ
ラ

ナ
ヂ

引
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ナ

登
色

や
や

粗
(自

色
粒

子
多

、
雲

母

少
、

赤
色

粒
子

少
)

や
や
不

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
被

熱
し
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著
、

身
fF
内

面
の

Ff
滅

非
常

に
顕

碁

3
土

宮下
器

邸
(6
0)

体
部

～
底

都
回
転

ナ
デ

甍
部

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

橙
色

底
部

:褐
色

や
や

粗
(自

赤
色

粒
子

、
雲

母
微

)
や
や
良

勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
非

常
に

顕

4
土

師
器

小
皿

体
部

～
底

部
目
転

ナ
デ

ミ
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
外 内

明
黄

褐
色

に
ぶ

い
黄

橙
色

や
や

粗
(自

色
粒

子
多

、
赤

黒
色

粒
子

)
不

良
軟

質
、

内
外

面
の

摩
滅

非
常

に
顕

著

S1
10

5
土

師
器

杯
か

皿
体

部
～

底
部

ヨ
転

ナ
デ

、
ナ

デ
璧
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
橙

色
や

や
粗

(自
赤

黒
色

粒
子

)
や
や

艮
内

外
面

と
も
摩

滅
し
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
内

面
の

摩
減

顕
著

S1
10

6
土

師
器

高
台

イ
―
  
(5
5)
 

一
体

部
～

底
部

]転
ナ

デ
、

付
高

台
明

赤
褐

色
観

(自
色

粒
子

多
、

赤
色

粒
子

)
不

員
軟

質
、

内
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
非

常
に

顕
著

SI
IO

土
師

器
14
1高

高
七

年
か

皿
底

部
回
転

ナ
デ

、
ハ

ケ
メ

竜
部

回
転

ナ
デ
 

ナ
ブ

回
転

ナ
デ

明
黄

褐
色

や
や

粗
(自

赤
色

粒
子

、
雲

母
)

や
や

不
良

軟
質

、
内

外
面

の
摩

滅
非

常
に

顕
著

、
身

部
割

れ
日

故
意

に

磨
つ

て
調

整
し
て

い
る

可
能

性
あ

り

S1
10

土
師

器
脚

高
高

台
杯

か
nH

底
部

ヨ
転

ナ
デ

、
ハ

ケ
メ

臣
部

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
橙

色
密

(自
色

泣
子

、
黒

色
粒

子
徽

、
雲

母
微

)
や
や
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
頭

著
、

内
面

は
摩

減
も

両
著

9
上

師
器

高
台

14
Nか

―
  
 (
75
)・

 
―

体
部

～
底

部
ヨ
転

ナ
デ

霞
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

付
高

台
曽

文
外 内

に
ぶ

い
橙

色

笹
色

密
(自

赤
色

粒
子

少
、

雲
母

ィ少
)

良
勺
外

面
と

も
被

熟
し
特

に
底

部
外

面
は

ス
ス
付

着
に

よ
り
黒

名
イ陀

1フ
て

い
る

10
土

曾 下
器

郵
底

部
ヘ
ラ
ケ
パ

リ
、

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

外 内
浅

黄
橙

～
褐

灰
色

黄
橙

色
密

(雲
母

微
)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
特

に
外

面
は

器
面

の
黒

変
・
荒

れ
が

顕
著

11
灰

釉
陶

器
段

皿
(1
20
)・

 
― ―

  
―

口
縁

～
体

部
回
転
ナ
デ
、
ナ
デ

回
転

ナ
デ

天
白

色
密

(白
色

粒
子

微
)

良
う
外

面
と

も
割

れ
口

ま
で

及
ぶ

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

12
灰

紬
陶

器
皿

カ
体

部
～

底
部

目
転

ナ
デ

罠
部

回
転

ナ
デ
 

付
忘

台
回

転
ナ

デ
天

自
色

密
(白

色
粒

子
微

)
良

内
外
面
と
も
割
れ

口
ま
で
及
ぶ
ス
ス
状

ヨ
ゴ
レ
顕
著

13
灰

釉
陶

器
晩

か
皿

37
体

部
～

底
部

司
転

ナ
デ

蕉
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

疋
自

～
灰

オ
リ
ー

ブ
色

密
(白

色
粒

子
多

、
黒

色
粒

子
微

)
良

内
外

面
ス

ス
状

コ
ゴ

レ
や

や
頭

著

14
土

師
器

鉢
口
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
 
ヘ
ラ
ナ
ヂ

ハ
ケ

メ
Ⅲ

:明
褐
～
黒
色

勺
:I
IR
楊

～
褐

“

や
や

粗
(自

黒
色

l‐
子

、
金

色
雲

母
多

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
へ

の
ス

ス
の

付
着

器
面

の
荒

れ
顕

薯

S1
10

15
土

師
器

鉢
―

 
。

(1
89
) 
 

一
胴

部
～

底
部

ハ
ク

メ
、

ヘ
ラ
ナ

デ
底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヘ

ラ
ナ

デ
赤
褐

色
や

や
粗

(自
色

粒
子

多
、

金
色

雲
母

少
、

黒
色

粒
子

少
)

良
内

外
面

と
も
強

く
被

熱
し
特

に
外

面
の

荒
れ

顕
著

SI
IO

16
須

恵
器

壺
か

肩
部

タ
タ
キ

ナ
デ

Я 音
オ

リ
ー

ブ
褐

色
る

(白
黒

色
粒

子
)

内
面

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

箸

17
灰

釉
陶

器
一 霊

肩
部

回
転

ナ
デ

ヨ
転

ナ
デ

外 内
暗

灰
黄

色
灰

白
～

苦
医

れ
4(
白

色
粒
子

)
内

外
面

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

S1
11

土
師

器
鉢

(1
71
) 
 6
5 
 4
5

口
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ナ
デ

底
蔀

ヘ
ラ

ナ
デ

回
転

ナ
デ

橙
～

に
ぶ

い
褐

色
生

(赤
色

粒
子

、
自

色
粒

子
牧
、

雲
母

微
、

小
礫

)
や

や
良

軟
質

、
雑

な
つ

く
り

、
内

外
面

と
も
強

く
被

熱
し
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
F_
波

顕
著

2
土

師
器

台
一 師 ｍ

脚
(1
04
) 
 

― ―
  

―
口
縁

～
体

都
回

転
ナ

デ
]転

ナ
デ

外 内
明

褐
色

明
赤

褐
色

巴
(自

色
粒

子
多

、
黒

色
粒

子
)

や
や

不
良

欧
質

、
内

外
面

と
も
被

熱
し
摩

滅
顕

著

土
師

器
鉢

(2
2 
4)
  
  
 
一
―
  
  
 
―

口
糸豪

―
月同

言
[

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

登
色

密
(赤

色
粒

子
や

や
多

、
自

亡
粒

子
)

良
ヽ
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
滅

や
や

顕
著

S1
11

土
師

器
不

(5
0)

体
部

～
底

部
底

部
回

転
糸

切
り

]転
ナ

デ
登
色

や
や

密
(白

色
粒

子
、

赤
色

粒
子

微
、

室
母

微
)

や
や

良
勺
外
面
と
も
被
熱

し
器
面
の
変
色

ス
ス
状

コ
ゴ
レ

摩
滅
ゃ

や
繭

箸

SI
I]

5
土

師
器

14
N

(5
8)

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

蚕
部

回
転

糸
切

り
ヨ

転
ナ

デ
橙

色
や

や
粗

(赤
自

黒
色

粒
子

)
や

や
良

や゙
軟

質
、

内
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
顕

著

6
土

師
器

脚
高

高
台

皿
か

体
部

～
脚

部
ヨ
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
赤

黒
色

粒
子
 

令

“

葉
母

)
や

や
良

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
被

熱
し

ヨ
ゴ

レ
摩

滅
顕

著

7
土

師
器

養
25
6 
  
- 
  

―
口
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヘ

ラ
ナ
デ

赤
褐

～
暗

赤
褐

色
笞

(自
色

粒
子

、
雲

母
、

黒
色

良
内

外
面

と
も
被

熱
し

口
縁

部
外

面
の

器
面

の
荒

れ
顕

著

8
土
師

器
鉢

か
甕

69
月 同

音
[―

底
部

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

虐
部

紛
経

オ
序

TR
ナ

デ
外 内

明
赤

褐
色

褐
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
小

礫
多

、
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
減

顕
著

土
師

器
菱

胴
部

ケヽ
メ
、
ベ
ラ
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

菅
褐

～
黒

色
や

や
粗

(自
色

粒
子

多
、

金
色

雲
母

多
)

や
や
良

内
外

面
と

も
被

熟
し
外

面
の

ス
ス

の
付

着
非

常
に

顕
著

S1
12

土
師

器
皿

52
口
縁

～
底

部
]転

ナ
デ

主
都

糸
切

り
か

回
転

ナ
デ

橙
色

密
(白

赤
色

粒
子

、
金

色
雲

&】
良

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
被

熱
し
器

面
の

変
色

ス
ス
状

ヨ
」

レ
や

や
藤

碁
S1
12

2
土

師
器

皿
(1
02
) 
 

一
 
す
 
―

口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

橙
色

密
(自

赤
色

粒
子

微
、

金
色

雲
母

少
)

や
や
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
滅

顕
著

3
土

師
器

年
(6
0)

体
部

～
底

部
]転

ナ
デ

壼
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

橙
色

密
(白

赤
色

粒
子

、
金

色
雲

母
)

良
内
外
面
と
も
被
熱

し
摩
減
顕
著

4
土
師

器
IL
か

体
部

～
底

部
＼
ラ
ナ
デ
か

諄
執

同
鉄

率
伽

n
]転

ナ
ヂ

橙
色

密
(赤

白
色

粒
子

微
)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

ス
ス
状

コ
ゴ

レ
や

や
顕

著

5
土

宮 F
器

脚
高

高
台

底
部

～
脚

部
∃
転

ナ
デ

臣
部

回
転

す
デ

回
転

ナ
デ

橙
色

や
や

粗
(自

黒
赤

色
粒

子
)

や
や

不
良

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
滅

顕
碁

S1
12

灰
釉

陶
器

婉
か

(7
0)

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ
底

部
回

転
ナ

デ
 

付
高

台
]転

ナ
デ

灰
自

色
密

(白
色

粒
子

微
)

良
内

外
面

の
黒

ず
み

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著
、

高
台

部
端

部
は

細
か

く
欠

け
て

い
る
 

底
部

内
雨

は
,ヒ

蛉
的

滑
ら

か

S1
12

土
師

器
鉢

月
同
部

ハ
ケ

メ
ハ
ケ
メ
、
ヘ
ラ
ナ

ヂ
 
指
市
薦

外 内
明

褐
色

橙
色

密
(白

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)
艮

勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
摩

滅
顕

著



Ｉ Ｐ 卜 Ｐ Ｉ

出
土

地

点

図 号

挿 番

番 号
種

別
!

器
種

口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

S1
12

土
師

器
羽

釜
鍔

部
ナ

デ
掲

色
や

や
粗

(白
色

粒
子

多
、

金
E

雲
母

)

良
勺
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

9
土

師
器

一 霊
胴

言
[―

底
音
ト

ヘ
ラ

ケ
ズ

ツ
底

都
木

葉
痕

ケヽ
メ
、
ナ
デ

小
i明

赤
褐

色

勺
:赤

褐
色

巨
:黒

褐
色

密
(白

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)
艮

勺
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
顕

著

須
恵

器
壺

か
菱

胴
部

タ
タ

キ
ケヽ

メ
、

ナ
ブ

外 凸
青

灰
色

灰
色

密
(白

色
粒

子
)

良
勺
外

面
に

摩
耗

痕
あ

り
、

外
面

に
は

斜
位

に
擦

痕
状

の
摩

耗

ミ
タ

タ
キ

ロ
全

体
も
摩

耗

須
恵

器
一 霊

肩
都

タ
タ
キ

ケヽ
メ

赤
黒

～
赤

色

掲
灰

色
密

(白
黒

色
粒

子
)

良
勺
外

面
に
摩

耗
痕

跡
は

み
ら
れ

な
い

、
内

外
面

に
黒

彩
痕

跡

あ
り

S1
13

土
師

器
必

完
形

]転
ナ

デ
壷
部

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

登
色

密
(白

黒
赤

色
粒

子
)

良

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

,剥
離

顕

著
、

油
煙

が
タ

ー
ル

状
に

厚
く
付

着
、

日
唇

部
を

一
箇

所
故

意
に

打
ち

欠
く

、
底

部
外

面
の

摩
滅

顕
著

S1
13

2
土

師
器

郵
(1
24
)・

(5
6)
  
35

1/
3残

]転
ナ

デ
、

ナ
デ

巨
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

褐
色

磨
(黒

白
赤

色
粒

子
)

良

内
外

面
と

も
被

熱
し
油
煙

状
ス

ス
付

着
器

面
の

変
色

顕
著

、

内
面

は
口
縁

部
付

近
が

帯
状

に
器

面
変

色
し
て

お
り
液

体
等

が
入

つ
た

ま
ま
被

熱
し
た

可
能

性
が

高
い

Sl
13

3
土

宮 而
器

不
13
 1

略
完

形
回
転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ケ

ス
リ

壷
都

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
明

黄
褐

色
(黒

自
赤

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
外

面
の

器
面

の
変

色
が

頭
著

、
摩

滅
は

あ
ま

り
み

ら
れ

な
い

S1
13

4
土

師
器

必
(1
29
) 
 (
70
) 
 2
9

口
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
ナ

デ

巨
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
灰

褐
色

壱
(白

黒
赤

色
粒

子
、

月
良

内
外

面
と

も
摩

滅
等

あ
ま

り
み

ら
れ

な
t

5
土

師
器

必
(6
0)

体
部

～
底

部
回

転
ナ

ブ

貞
都

回
転

糸
切

り
ヨ
転
ナ
ブ

に
ぶ

い
黄

褐
色

密
(白

黒
赤

色
粒

子
)

良
や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
被

熱
し
摩

滅
や

や
顕

著

S1
13

6
土

師
器

郷
か

体
都

～
底

部
司

転
ナ

テ

吏
部

回
転

糸
切

り
ヨ
転

ナ
デ

月
褐

色
や

や
粗

(白
黒

赤
色

粒
子

)
良

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
被

熱
し
器

面
の

摩
滅

顕
著

7
土

師
器

イ
か

年
8)

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ

底
部

回
転

糸
切

リ
カ

回
転

ナ
デ

ボ
褐
色

密
(自

黒
赤

色
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
滅

顕
著

S1
13

8
土

師
器

郵
―

  
 (
70
) 
 

―
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

外
:に

ぶ
い

黄
橙

色
内

:明
ホ

褐
侮

密
(黒

白
,赤

色
粒

子
)

良
内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

、
黒

ず
み

状
ス

ス
ヨ

ゴ
レ
や

や
頑

著

S1
13

9
土

師
器

不
(内

黒
土

器
)

―
  
(7
0)
 

―
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

色
色 褐

橙 黒
外 内

密
(黒

白
色

粒
子

)
良

内
面

黒
色

処
理

、
内

外
面

と
も
被

熱
し
外

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ

や
や

顕
著

S1
13

IO
土

師
器

郷
17
0)

底
部

回
転

ナ
デ

、 
ミ
ガ

キ

底
部

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
、

ミ
ガ

キ
]転

ナ
デ

、
暗

文
登

色
密

(白
黒

赤
色

粒
子

)
良

勺
外
面
と
も
弱
く
被
熱

し
摩
滅
な
ど
は
あ
ま
り
み

ら
れ
な
い

S1
13

61
11

土
師

器
羽

釜
口
縁

～
鍔

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

掲
色

密
(白

黒
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
の

器
面

の
変

色
ヨ

ゴ
レ
顕

著

61
12

土
師

器
羽

釜
鍔

部
回

転
ナ

デ
クヽ

メ
月
赤

褐
色

4(
白

黒
赤

色
粒

子
、

企
色

勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

18
土

師
器

カ
マ

ド
形

底
部

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ナ
デ

色 色

黒 褐

外 内
4(
黒

白
赤

色
粒

子
、

金
色

目
母

)
長

為
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
は

ス
ス

の
付

着
、

内
面

は
器

面
の

本

“

雨
姜

14
須

恵
器

疑
胴

都
タ

タ
キ

ナ
デ

外 内
灰

赤
色

に
ぶ

い
黄

褐
色

晉
(黒

赤
自

色
粒

子
、

小
窪

)

内
面

全
体

滑
ら
か

、
黒

ず
み

範
囲

も
認

め
ら
れ

る
、

二
次

斬

用
さ
れ

た
か

15
須

恵
器

霊
胴

部
タ

タ
キ

ナ
デ

外 内
に

ぶ
い

黄
褐

色

灰
黄

褐
色

4(
白
・
黒
色
粒
子

)
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

61
16

灰
釉

陶
器

壺
胴

都
]転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

天
自

色
必

(白
黒

色
粒

子
)

良

17
平

瓦
布

目
、

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
隠

タ
タ

キ
登

色
密 謹

自
黒

赤
色

粒
子

、
小

良
内
外

面
お

よ
び
害
1れ

日
に

か
け

て
被

熱

土
師

器
杯

(灯
切

(1
2 
0,
  
  
 
一 ―

  
  

―
―

口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
ブ

登
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
)

良
油

煙
付

着
顕

著
、

内
外

面
と

も
器

面
の

荒
れ

顕
著

61
2

土
師

器
不

カ
(5
8)

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
こ
ぶ

い
橙

色
や
や
密

(自
赤

黒
色
粒
子
、

菫
母

)
良

軟
質

、
内

外
面

と
も
摩

滅
非

常
に

顕
著

3
土

師
器

イ
カ

(5
6)

体
部

～
底

部
ヨ
転

ナ
デ

室
部

回
転

糸
切

り
か

回
転

ナ
デ

登
色

密
(赤

黒
自
色

粒
子

、
雲

母
)

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著
、

内
面

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ

や
や

顕
著

4
上

師
器

然
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
登

色
密

(自
赤

黒
色

粒
子

)
艮

内
外

面
と

も
弱

く
被

熱
し
内

面
の
摩

滅
や

や
顕

著

土
師

器
14
N

体
都

～
底

部
ナ

デ
底

部
回

転
糸
切

り
回

転
ナ

デ
月
赤

褐
色

や
や

粗
(赤

白
黒

色
粒

子
艮

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
摩

滅
顕

著

土
宮 �

器
必

底
部

底
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
、

線
刻

登
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
弱

く
被

熱
、

底
部

外
面

穿
孔

上
師

器
′ Jヽ

皿
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

え
黄

褐
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

土
師

器
皿

か
(刻

書
土
器

)

体
都

～
底

部
]転

ナ
デ

医
部

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

燈
色

密
(赤

。
自

黒
色

粒
子

)
長

蛋
部

穿
孔

、
底

部
内

面
に
線

亥
1あ

り
、
底

部
内

面
は

か
な

り

畢
耗

、
薄

く
黒

ず
み

も
み

ら
れ

る
、

内
外

面
と

も
弱

く
被

熱

土
師

器
柱

状
高

台

邦
か

皿
―
  
(4
1)
 

一
必

(皿
)底

部
～

高
台

部
に

ぶ
い

黄
橙

色
や

や
密

(白
赤

黒
色

粒
子

)
長

吹
質

、
内

外
面

と
も
摩

滅
非

常
に
顕

著

10
土
師

器
柱

状
高

台
II
か

皿
底

部
～

高
台

部
]転

ナ
デ

震
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

灰
黄

褐
～

掲
灰

色
密

(白
赤

黒
色

粒
子

、
雲

晨
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著
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法
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調
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土
焼

成
備
 

考

土
師

器
柱

状
高

台
杯

か
皿

郭
(皿

)底
部

～
高

台
部

巨
部

回
転

糸
切

り
ナ

デ
明

赤
褐

色
や
や

粗
(赤

白
黒

色
粒

子
、

十、
灌

)
内

外
面

(割
れ

口
も
含

む
)と

も
強

く
被

熱
し
摩

滅
顕

著

61
12

緑
平由

陶
器

婉
(7
4)

体
部

～
底

部
盛

都
回

転
ナ

デ
、

付
高

台
回
転

ナ
デ

、 
ミ

ガ
キ

戻
色

駒
:オ

リ
ー

ブ
灰

色
蕗

(白
赤

色
粒

子
)

良
引
れ

口
断

面
の

黒
ず

み
顕

著

61
13

土
師

器
蓬

(2
72
) 
 

― ―
  

―
口
縁

部
ナ

デ
ケヽ

メ
月
赤

褐
色

や
や

粗
(白

赤
黒

色
粒

子
、

良
ヽ
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
の

荒
れ

内
面

の
ス

ス
の

付
着

顕
著

61
t4

土
師

器
菱

】同
部

ナ
デ

、
ハ

ケ
メ

ケヽ
メ

こ
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(白

・
黒

赤
色

粒
子

、
金

色
雲

母
、

小
礫

)
良

勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

61
15

土
師

器
羽

釜
鍔

都
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
ナ
デ

オ
デ

こ
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(自

赤
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

、
1～

3D
」
Iの

小
礫

)
良

須
恵

器
菱

肩
部

タ
タ
キ

ナ
デ

灰
オ

リ
ー

ブ
色

釉
:オ

リ
ー

ブ
黒

～
灰

オ
リ
ー

ブ
色

密
(白

黒
色

粒
子

、
小

礫
)

良 　 一 良

破
片

全
体

の
黒

ず
み

顕
著

須
恵

器
喪

丹 同
部

タ
タ
キ

ナ
デ

外 内
暗

褐
色

褐
灰

色
密

(白
黒

赤
色

粒
子

)
外

面
鉄

釉
風

、
内

面
に

黒
彩

状
の
痕

跡
残

る
が

カ
ス

レ
顕

著

須
恵

器
奏

か
胴

部
タ
タ
キ

ナ
デ

叉
色

密
(白

黒
赤

色
粒

子
)

良
外

面
の
摩

滅
や

や
顕

著

土
宮 下

器
J/
N

(1
0o
) 
 

―
―
  

―
日
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

、
ナ

テ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
登

色
密

(赤
。
自

黒
色

粒
子

)
良

体
内

に
繊

維
状

暗
文

あ
り
、

内
外

面
弱

く
被

熱
し
摩

滅
ゃ

ゃ
顕

著
S1
15

土
師

器
不

(1
22
) 
 

一
  

―
日
縁

～
体

部
目
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

]転
ナ

デ
、

暗
文

登
色

密
(赤

白
黒

色
粒

子
)

良
外ヽ

面
と

も
コ

ゴ
レ
や

や
顕

著
だ

が
摩

滅
摩

耗
は

あ
ま

り
み

ら
れ

な
い

3
土

師
器

不
(1
42
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

普
[

回
転

ナ
デ

、
暗

文
回

転
ナ

デ
、

暗
文

登
色

密
(赤

白
暴

色
粒

子
)

良
外
面

の
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著
だ

が
摩

耗
摩

滅
は

あ
ま

り
み

ら
れ

な
い

S1
15

土
含 T
器

皿
(1
40
) 

― ―
  

―
口
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

登
色

密
(赤

黒
自

色
粒

子
)

良
勺

外
面

と
も

強
く
被

熱
し
特

に
外

面
は

器
面

の
変

色
摩

滅
と

も
顕

著
S1
15

5
土

日 下
器

イ
カ

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
登
色

密
(赤

自
黒

色
粒

子
、

金
色

室
母

)
良

軟
質

、
内

外
面

と
も
被

熱
し
摩

滅
お

よ
び

内
面

の
変

色
顕

著

6
土

師
器

邸
底

部
回
転

ナ
デ

巨
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
瞳

色
必

(白
黒

赤
色

粒
子

)
朝

質
、

内
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
お

よ
び

器
面

の
変

色
顕

著

S1
15

土
β F
器

鉢
―
 ・

 1
62
) 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

黄
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

橙
色

む
(赤

白
黒

色
粒

子
)

良
雑

な
つ

く
り

、
内

外
面

と
も

強
く

被
Ft
tし

内
面

は
器

面
の

剥
落

磨
滅

顕
著

S1
15

土
師

器
イ

(7
2)

体
部

～
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
、

ミ
ガ

キ
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

]転
ナ

デ
、

暗
文

登
色

乙
(白

赤
黒

色
粒

子
)

良
外

面
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

剥
離

非
常

に
顕

著
、

底
部

内
面

の
摩

耗
顕

著

62
9

土
師

器
高

台
不

―
 (
84
) 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

付
高

台
(ケ

ズ
リ
調

整
)

回
転

ナ
デ

、
暗

文
男
赤

褐
色

密
(自

赤
黒

色
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
弱

く
被

熱
し
摩

滅
ヨ

ゴ
レ
顕

著

S1
15

土
師

器
筑

底
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

付
高

台
(ケ

ズ
ヅ
調

整
)

ヨ
転

ナ
デ

明
赤

褐
色

密
(白

赤
・
黒

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

、
摩

滅
も
非

常
に

頭
著

土
師

器
娩

か
(7
4)

体
部

～
底

部
ナ

デ
広

部
回

転
糸

切
り

回
転

ナ
デ

橙
色

や
や

粗
(自

赤
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)
良

軟
質

、
内

外
面

と
も

被
熱

し
摩

滅
お

よ
び

器
面

の
焚

色
顕

著

S1
15

12
土
師

質
柱

状
高

台
鉢

か
m

体
部

～
高

台
部

巨
部

回
転

糸
切

り
EH
3転

ナ
デ

明
赤

褐
色

密
(自

・
赤

黒
色

粒
子

、
雲

母
)

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
摩

滅
お

よ
び
器

面
の

変
色

顕
著

13
土

師
器

小
形

甕
(1
62
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―
―
  

―
口
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

に
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(金

色
雲

母
多

、
自

黒
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
器

面
の

荒
れ

,摩
滅

顕
著

S1
15

土
師

質
鉢

か
蝸

口
縁

-1
同

吉
[

ナ
デ

ナ
デ
、
指
頭
痕

戻
黄

褐
色

密
(自

色
粒

子
、

石
英

多
、

雪
十ヨ

)
良

蒋
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
の

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

S1
15

土
師

器
霊

胴
部

′ヽ
ケ

メ
ケヽ

メ
と
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(金

色
雲

母
多

、
自

黒
,赤

色
粒

子
)

良
内

面
の

荒
れ

摩
滅

顕
者

S1
15

16
土

師
器

誕
ハ

ケ
メ

ケヽ
メ

、
指

頭
痕

月
赤

掲
色

や
や

粗
(金

色
雲

母
多

、
自

黒
赤

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も

強
く
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

17
土

師
器

カ
マ

ド
形

底
部

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

こ
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(白

・
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
内

面
の

荒
れ

外
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著
土

師
器

カ
マ

ド
形

―
  
 (
40
6)
  

一
月 同

部
―

底
部

クヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

澄
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

黒
、

赤
色

粒
子

)
良

硬
質

、
丁

寧
な

つ
く

り
、

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

内
面

の
荒

れ
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
離

著
S1
15

19
須

恵
器

蓋
―
  
 (
15
8)
  

一
体

部
～

口
縁

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

灰
色

晉
(自

色
粒

子
多

、
黒

赤
色

↓
子

)
良

外
面

の
黒

ず
み

状
ヨ

ゴ
レ
お

よ
び

摩
減

や
や

顕
著

須
恵

器
一 亜

(1
60
) 

一
 

―
口
縁

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

灰
色

4(
白

色
粒

子
多

、
黒

赤
色

立
子

)
長

内
外

面
と

も
黒

ず
み

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

須
恵

器
壺

か
霊

肩
部

タ
タ
キ

＼
ケ

メ
天

色
や
や

粗
(白

赤
・
黒

色
粒

子
)

内
外

面
と

も
摩

耗
摩

滅
と

も
あ

ま
り
み

ら
れ

な
↓

須
恵

器
一 正

肩
部

タ
タ

キ
ヘ
ラ
ナ
デ

灰
オ

リ
ー

ブ
色

釉
:灰

オ
リ
ー

ブ
色

や
や

粗
(黒

白
赤

色
粒

子
、

1ヽ
警

)
長

内
外

面
と

も
黒

ず
み

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

土
製

品
焼

成
粘

土
明

赤
褐

色
生

(白
黒

赤
色

粒
子

、
金

色
三
母
 1
～

3m
m締

の
ガ
、 謹

)

賓
、

強
く
被

熱
し
内

外
面

と
も

iV
x維

状
に

圧
痕

お
よ

び
角
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出
土

lt
図 号

挿 香

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

土
製

品
焼

成
粘

土

塊
月
赤

褐
色

や
や

粗
(自

赤
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)

や
や
不

次
質

、
強

く
被

熱
し
内

外
面

と
も
繊

維
状

に
圧

痕
お

よ
び

小

63
土

富 市
器

14
N(
内

黒
土

器
)

(1
54
) 
 (
70
) 
 5
5

口
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
牛

:明
赤

褐
色

ヽ
:黒

色
密

(白
色

粒
子

)
良

内
面

黒
色

処
理

、
内

外
面

と
も

摩
滅

は
あ

ま
り
み

ら
れ

な
い

が
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
は

顕
著

Sl
16

土
師

器
必

(1
10
) 
 

―
―
  

―
日
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
回

転
サ̂

テ
月
赤

褐
色

密
(白

色
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
は

あ
ま

り
み

ら
れ

な
い

土
師

器
郷

(1
26
) 
 

―
―
  

―
日

緩
～

体
部

ヨ
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
月
赤

褐
色

密
(白

色
t~
子

)
良

Å
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
は

あ
ま

り
み

ら
れ

な
い

土
師

器
T4

(1
16
)・

 
一
―
  

一
口
縁

～
体

部
ヨ
転

ナ
テ

]転
ナ

デ
外

:明
赤

掲
色

内
:に

ぶ
い

褐
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
滅

顕
著

5
土

師
器

14
N

(1
20
) 
 

一 ―
  

―
口
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

]転
ナ

デ
橙

色
密

(赤
・

白
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
油
煙

状
ス

ス
付

着
顕

著
、

外
面
摩

滅
や

や
顕

著

6
土

師
器

イ
(4
21

体
部

～
底

部
]転

ナ
デ

ミ
部

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

月
赤

褐
色

密
(白

色
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

ヨ
ゴ

レ
顕

者
、

摩
滅

は
あ

宝
り
み

ら
れ

オ資
い

土
師

器
不

―
 ,
(5
4)
 

一
体

都
～

底
都

回
転

ナ
デ

蛋
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

外 内
明

赤
褐

色

に
ぶ

い
褐

色
緻

密
(赤

色
粒

子
、

雲
母

少
)

良
内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著
 

産
滅

は
あ

ま
り
み

ら
れ

な
い

8
土

目扁
器

皿
体

部
～

底
部

]転
ナ

デ

霞
都

回
転

糸
切

り
コ
転

ナ
デ

に
ぶ
い
褐
～
灰
黄
褐
色

や
や

粗
(赤

白
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
滅

顕
著

、
特

に
内

面
は

常
E今

的
に

阜
亦

イ陀
し
て

い
る

S1
16

9
土

師
器

イ
(5
4)

体
部

～
底

部
]転

ナ
デ

茎
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(赤

白
色

粒
子

、
雲

母
少

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

.摩
滅

顕
著

S1
16

土
師

器
イ

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

罠
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
外 内

橙
色

に
ぶ

い
褐

色

や
や

粗
(白

色
粒

子
、

雲
母

′ 少
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
外

面
の

器
面

の
荒

れ
顕

著
、

内
面

は
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

土
師

器
邸

(6
0)

体
部

～
底

都
回
転

ナ
デ

貨
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
橙

色
や

や
粗

(赤
色

粒
子

多
、

自
色

粒
子

)
良

胎
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

内
面

の
黒

ず
み

や
や

顕
著

、
器

面
の
摩

滅
は

あ
ま

り
み

ら
れ

な
い

S1
16

上
師

器
高

台
杯

(7
8)

体
都

～
底

都

回
転

ナ
デ

、
ミ
ガ

キ

底
部

回
転

糸
切

り
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

付
高

台
(ケ

ズ
リ
調

整
)

回
転

ナ
デ

、
暗

文
明

赤
褐

色
致
密

(赤
白

色
粒

子
)

良
内

面
お

よ
び

高
台

端
部

摩
滅

顕
著

土
言 市

質
脚

高
高

台
体

蔀
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

に
ぶ

い
黄

橙
色

密
(白

黒
色

粒
子

)
良

均
外

面
と

も
ス

ス
状

コ
ゴ

レ
や

や
顕

著

土
師

質
脚

高
高

台
鉢

か
皿

不
(皿

)底
部

～
脚

部
ヨ
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

橙
色

密
(黒

白
赤

色
粒

子
)

良
勺
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
頭

著

15
土

師
質

脚
高

高
台

郭
か

皿
イ

(皿
)底

部
～
脚
都

回
転

ナ
デ

底
部

ナ
デ

回
転

ナ
デ

橙
色

密
(白

黒
色

粒
子

)
良

外ヽ
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

土
宮市

器
菱

(2
60
) 
 

一 ―
  

―
ロ
イス
ー
月同
音
[

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ

外 内
黒

褐
色

に
ぶ

い
赤

褐
色

密
(自

黒
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)

良
十
面

の
器

面
の

荒
れ

や
や

顕
著

17
土

師
器

覇
か

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

外 内
黒

褐
色

掲
色

密
(白

黒
赤

色
粒

子
、

金
荏

雲
母

)

良
勺
面

の
摩

滅
非

常
に

顕
著

、
外

面
は

下
寧

な
ナ

デ
を

施
す

土
宮 弔

器
径

か
骨 同

部
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

掲
色

密
(黒

白
赤

色
粒

子
、

金
荏

雲
母

)

良
勺
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

S1
16

土
師

器
釜

か
月同

部
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ

デ
こ
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(自

・
黒

赤
色

粒
子

、
今

色
室

母
、

小
礫

)
良

勺
外
面
と
も
摩
減
や
や
顕
著

S1
16

須
恵

器
甕

底
部

タ
タ

キ
ナ

デ
黄

灰
色

密
(白

黒
色

粒
子

)
艮

ヽ
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

須
恵

器
壺

か
肩

部
回

転
ナ

デ
ケヽ
メ
、
ナ
テ

戻
色

密
(白

色
粒

子
、

小
石

少
)

良
勺
外

面
と

も
摩

滅
摩

耗
痕

跡
は

ほ
と
ん

ど
み

ら
れ

な
い

須
恵

器
蟹

胴
部

破
片

タ
タ

キ
ケヽ

メ
外 内

灰
色

黄
灰

色
密

(白
色

粒
子

少
)

良
勺
外

面
お

よ
び

側
面

の
一

部
(二

面
)に

摩
耗

痕
跡

あ
り

、
内

甜
■
非

常
に

浴
ら

か
 

二
次

転
用

の
可

能
性

大

S1
17

土
宮雨

器
」 4

N
10
8

50
42

略
完

形
(9
7g
)

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ズ
リ

底
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
外 内

橙
色

明
赤

褐
色

密
(赤

色
粒

子
少

、
雲

母
微

、

黒
自

色
粒

子
微

)

良

口
縁

部
の

一
部

を
わ

ず
力
Ч
こ
久

く
、

内
外

面
の
摩

滅
は

ほ
と

ん
ど
み

ら
れ

な
い

が
底

部
内

外
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

葬

2
土

冑雨
器

不
(1
06
)。

(5
8)
  
40

日
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

底
部

回
転

糸
切

り
、

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

、
暗

文
登

色
密

(赤
色

粒
子

少
、

雲
母

微
)

勺
外

面
と

も
彼

熱
し
器

面
の

変
色

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
頭

著
、

口

豪
部

の
内

外
面

の
陸

滅
顕

著

S1
17

3
土

師
器

イ
(灯

明
具

)

11
2

45
4/
3残

存
回

転
ナ

デ
、

ベ
ラ

ク
ズ

ヅ
康

都
同

転
糸

切
り

目
転

ナ
デ

、
暗

文
外 内

橙
～

黒
褐

色

に
ぶ

い
黄

褐
～

EB
色

る
(白

色
粒

子
多

、
雲

母
少

、
ボ
色

粒
子

微
)

良
や

や
厚

手
な

つ
く

り
、

内
外

面
と

も
摩

滅
は

ほ
と

ん
ど
み

ら

れ
た

が
内

外
面

″
や
、油

kT
ス

ス
の

付
着

が
顕

薯
、

灯
明

具

S1
17

4
土

師
器

杯
(灯

明
具

か
)

50
43

略
完

形
(8
6g
)

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
ヨ
転

ナ
デ

、
暗

文
外 内

橙
～

黒
色

橙
～

に
ぶ

い
橙

色

瞥
(自

色
粒

子
少

、
赤

色
粒

子

跛
、

雲
母

微
)

良

内
面

の
摩

滅
や

や
顕

著
、

内
面

は
体

部
下

半
～

底
部

に
か

け

て
や

や
暗

褐
色

化
し

ス
ス

の
付

着
が

み
ら
れ

外
面

に
も

一
部

ス
ス

の
付

着
顕

著
、

灯
明

具
と

し
て

使
用

さ
れ

た
可

能
性

強

5
土

師
器

応
(1
06
) 
 (
53
) 
 4
4

口
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

底
都

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ナ

橙
色

雪
(自

色
粒

子
、

雲
母

、

笠
子

)

赤
色

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も

摩
滅

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

6
土

畠 弔
器

郵
11
0 
 5
1 

・
 4
3

4/
3残

存
回
転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

甍
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
橙

色
Z(
白

色
粒

子
、
雲

母
、

赤
色

立
子

微
)

良

器
面

の
歪

み
や

や
顕

著
、

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
被

熱
し

外
面

体
部

下
半

～
底

部
外

面
内

面
口

縁
部

の
一

帯
を

中
心

に

器
面

の
荒

れ
、

摩
減

顕
著

、
灯

明
に

使
用

さ
れ

た
可

能
性

強
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出
土

地
′ ミ

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
廃

成
備
 

考

7
土

師
器

不
(1
10
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

燈
色

諮
(白

赤
色

粒
子

少
)

良
勺
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

S1
17

土
師

器
(1
10
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

部
回
転
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

]転
ナ

デ
登

色
密

(白
色

粒
子

少
、

赤
色

粒
子

微
、

雲
母

微
、

黒
色

粒
子

微
)

良
内

外
面

と
も

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
頭

著
、

日
縁

部
内

面
の

摩
耗

顕
著

S1
17

9
土

師
器

郎
(1
16
) 
 

―
―

 
・
 3
2

口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

登
色

密
(白

赤
色

粒
子

、
雲

母
微

)
良

日
縁

部
の

内
外

面
外

面
ロ

ク
ロ

ロ
凸

部
の

摩
耗

顕
著

、
内

外

面
と

イ
)ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
イ
〕や

や
西

著

S1
17

土
師

器
郭

(H
8)
  

一
―
  

―
口
縁

～
体

都
目
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ヨ
転

ナ
デ

登
色

密
(赤

黒
色

粒
子

、
雲

母
)

艮
勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
滅

(特
に

口
縁

部
内

諭
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

S1
17

64
土

自 弔
器

イ
(1
19
) 
 

―
―
  
(4
3)

口
縁

～
体

部
回
転

ナ
ブ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

]転
ナ

デ
月
赤

褐
色

密
(赤

色
粒

子
多

、
自

色
粒

子

微
、

雲
母

微
)

良
句
面

の
摩

耗
顕

著
、

外
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

S1
17

土
師

器
r4
N

(5
6)

体
都

～
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ
転

ナ
デ

、
暗

文
橙

色
密

(自
赤

色
粒

子
、

雲
母

)
良

氏
部

内
面

の
摩

耗
お

よ
び

内
外

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
頭

著

13
土

師
器

不
(5
2)

体
部

～
底

部
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底
部
回
転
糸
切

り
、
ケ
ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
暗

褐
～

黒
褐

色
密

(赤
色

粒
子

、
黒

色
粒

子
、

菫
母

)
良

勺
外

面
と

も
ス

ス
付

着
、

摩
滅

顕
著

土
師

器
鉢

60
底

部
璧
都

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
目
転

ナ
デ

、
墨

痕
赤

褐
色

毬
(赤

色
粒

子
、

雲
母

)
や
や
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

赤
褐

色
化

摩
滅

顕
著

、
特

に
内

面
は

使
用

痕
と

と
も

に
塁

痕
が

認
め

ら
れ

る
、

体
部

は
故

意
に

打
ち

久
い

た
可

能
性

あ
り

15
土

師
器

ィ
か

u 
ll

体
部

～
底

部
ヽ
ラ

ケ
ズ

リ
主
菩
[回

転
糸

切
り

唐
文

外 内
明

黄
褐

～
褐

灰
色

明
黄

褐
色

や
や

密
(赤

色
粒

子
多

、
自

色
や
や
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
一

部
黒

変
化

土
師

器
14
N

体
部

～
底

部
＼
ラ

ケ
ズ

リ
ミ
部

回
転

糸
切

り
、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ヨ
転

ナ
デ

、
暗

文
橙

色
密

(赤
自

色
粒

子
、

雲
母

微
)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
顕

著
、

特
に

内
面

は
摩

滅
と

と
も

に
ス

ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

S1
17

17
土

師
器

郭
(6
4)

体
都

～
底

部
ラヽ
ナ

デ
?

壼
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
登

色
密

(赤
色

粒
子

、
雲

母
、

自
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
弱

く
被

熱
し
内

面
は

器
面

が
部

分
的

に
剰

落
な

い
し
ア

バ
タ

状
に

な
っ

て
い

る
、

底
部

外
面

に
は

刺
突

状
の

工
具

痕
あ

り

土
曾 扁

器
然

体
部

～
底

部
目
転

ナ
デ

査
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]犠

ナ
デ

黄
橙

色
密

(赤
黒

色
粒

子
、

雲
母

)
良

F_
部

内
外

面
と

も
摩

耗
や

や
顕

著

19
土

師
器

高
台

邦
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

ナ
デ

、
付

高
台

(ケ
ズ

リ
調

整
)

回
転

ナ
デ

ボ
褐

色
密

(赤
色

粒
子

、
雲

母
)

や
や

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

ヨ
ゴ

レ
顕

箸

S1
17

土
師

器
不

か
皿

(刻
書

土
体

部
～

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

ヅ
底

都
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
、
繰

力
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

こ
ぶ

い
黄

橙
色

密
(赤

色
粒

子
少

、
雲

母
少

)
良

底
外

に
線

亥
!あ

り
、

内
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

土
師

器
イ

(刻
書

(7
2)

体
部

～
底

部
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
部

線
刻

回
転

ナ
デ

登
色

密
(赤

色
粒

子
、

雲
母

、
黒

色
能

子
)

良
底

外
線

刻
あ

り
、

線
は

浅
く
細

い
、

内
外

面
の

摩
耗

や
や

顕
薯

土
師

器
14
・
か

(墨
壱

土
器

)
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

墨
書

回
転

ナ
デ

登
色

密
(赤

色
粒

子
)

良
底

外
に

墨
書

墨
痕

薄
い

、
判

読
不

可

須
恵

器
郭

―
 (
30
)・

―
体

部
～

底
部

ナ
デ

は
部
回
転
糸
切

り
回
転

ナ
デ

戻
オ

リ
ー

ブ
色

4(
自

色
粒

子
、

黒
色

粒
子

朕
 

菫
母

微
)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

S1
17

灰
釉

陶
器

娩
体

部
～

底
部

ナ
デ

底
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
角
高
台

]転
ナ

デ
え
自
色

瞥
(黒

色
粒

子
、

雲
母

微
)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
ヨ

ゴ
レ
顕

著
、
K1
4段

階
カ

灰
釉

陶
器

皿
か

 (
亥
」

書
土

器
)

体
部

～
底

部
J孫

ナ
デ

底
部

回
転

ナ
デ

、
線

刻
目
転

ナ
デ

灰
白

色
る

(白
色

粒
子

)
や

や
長

甍
外

に
線

刻
「

×
」
力

、
内

外
面

の
黒

ず
み

ヨ
ゴ

レ
顕

著
、

内
面
の

摩
耗

や
や

顕
著

、
二

次
転

用
さ

れ
た

可
能

性
あ

り

土
師

器
蓋

つ
ま

み
部

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

暗
支

]嫉
ナ

デ
、

暗
文

、
黒
湾

魅
色

畜
(白

色
粒

子
、

雲
母

)
良

勺
面

に
筆

先
を

整
え

た
よ

う
な

墨
痕

あ
り

65
27

須
恵

器
蓋

(1
26
) 
 

―
―
  

―
休

部
～

口
縁

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
え

色
密

(自
色

粒
子

)
や

や
良

ヽ
外

面
と

も
ヨ

ゴ
レ
頭

著

須
恵

器
蓋

体
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

外 内
褐

色
灰

オ
リ
ー

ブ
缶

密
(白

色
粒

子
多

、
小

礫
)

長
勺
外

面
と

も
摩

耗
摩

滅
あ

ま
り
み

ら
れ

な
い

S1
17

土
師

器
多

面
形

脚
高

邦
脚

部
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ラ
ナ
デ

月
赤

掲
色

密
(赤

白
色

粒
子

、
雲

母
)

良
勺
外

面
と

も
や

や
強

く
被

熟
し
外

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

S1
17

土
師

器
多

面
形

脚
高

杯
脚

普
F

ヘ
ラ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ラヽ
ナ
デ

登
色

密
(赤

色
粒

子
、

黒
色

粒
子

、
菫

母
)

良
勺
外

面
と

も
弱

く
被

熱
し
摩

耗
摩

滅
は

あ
ま

り
み

ら
れ

な
ヤ

S1
17

上
師

器
甕

(3
20
) 
 

― ―
  

―
口
縁

部
ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

明
赤

褐
色

密
(自

色
粒

子
多

、
金

雲
母

少
)

良
勺
外

面
と

も
強

く
被

熱

S1
17

土
師

器
小

形
変

(1
97
)・

 
― ―

 ・
 
―

口
縁

～
胴

都
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

暗
赤

褐
色

密
(金

色
雲

母
多

、
白
・
赤

色
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
内

面
の

荒
れ

顕
老

S1
17

土
師

器
小

形
甕

(1
86
) 
 

一
―

 ・
 
―

口
縁

～
胴

部
ケヽ

メ
 

ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

赤
褐

～
黒

色
や

や
密

(金
色

雲
母

多
、

黒
白
&粒

子
)

や
や

良
内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
外

面
は

ス
ス

の
付

着
顕

著

S1
17

土
師

器
小

形
霊

(2
04
) 

―
 ・

 
―

日
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

赤
褐

～
黒

褐
色

や
や

密
(金

色
雲

母
多

、
白

黒
仲

粒
子

)
や
や
良

あ
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

剤
落

顕
老

S1
17

土
師
器

甕
胴

部
～

底
都

ハ
ケ

メ
、
ヘ

ラ
ナ

デ
底
部

木
葉

痕

ハ
ケ
メ
、
ヘ
ラ
ク
ズ

リ

外
:暗

赤
褐

色

内
:橙

色

底
:黒

色

密
(金

色
雲

母
多

、
黒

白
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
の

ス
ス
付

着
顕

著

土
目市

器
小

形
甕

(8
2)

胴
部

～
底

部
ハ

ケ
メ

、
ヘ

ラ
ナ

デ
戊
都

未
華

痛

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

指
頭

痕
外

:褐
～

黒
色

内
:明

褐

“

る
(雲

母
多

、
白

黒
色

粒
子

)
や
や
良

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

頭
著



― 　 〕 卜 ９ １

出
土

地

点

図 号
挿 番

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

S1
17

土
宮市

器
誕

胴
部

～
底

部
ケヽ

メ
、

ヘ
ラ

ナ
デ

、
指

頭
痕

ケヽ
メ

外 内
暗

赤
褐

色

赤
褐

色

密
(白

色
粒

子
、

金
色

雲
母

、

黒
色

粒
子

少
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

や
や

販
著

S1
17

土
宮雨

器
鉢

(7
3)

1同
部

～
底

部
ヘ

ラ
ケ

ス
リ

底
部

ベ
ラ

ケ
ズ

リ
ヘ

ラ
ナ

デ
外 内

暗
褐

色

黒
褐

色

4(
自

色
l~
子

、
赤

色
l~
子

良

土
喜 市

器
鉢

(8
0)

胴
部

～
底

部
ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
色

色 褐
褐 暗

外 内
硲

(白
色

粒
子

、
金

色
雲

母
艮

内
外

面
と

も
被

熱
し
底

面
内

面
の

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

S1
17

土
師

器
カ

マ
ド
形

口
縁

部
ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ヘ

ラ
ナ
デ

色
色 褐

橙 里 【

外 内
る

(金
色

雲
母

多
、

自
黒

色

立
子

少
)

良
内

外
面

と
も

披
熱

す
る

が
摩

滅
は

ほ
と

ん
ど

み
ら
れ

な
し

S1
17

須
恵

器
奏

(ヘ
ラ

書
土

器
)

肩
都

タ
タ

キ
、

ヘ
ラ

書
ヘ
ラ
ナ
デ

外
:暗

赤
褐

色

内
:暗

青
灰

色
密

(自
色

粒
子

)
良

キ
面

に
ヘ

ラ
書

あ
り
判

読
不

可
、

内
面

や
や

摩
耗

顕
著

、
三

欠
転

用
さ
れ

た
可
能

性
あ

り

須
恵

器
一 璽

肩
部

タ
タ

キ
オ
デ

青
灰

色
密

(黒
白

色
粒

子
)

良
勺
面

比
較

的
強

い
摩

耗
痕

あ
り

、
そ

の
部

分
は

ヨ
ゴ

レ
も
隙

須
恵

器
〓 霊

肩
部

タ
タ

キ
タ

タ
キ

疋
色

密
(白

黒
色

粒
子

)
良

外
面

の
タ

タ
キ

ロ
が

極
度

に
摩

耗
し
内

面
も
摩

耗
が

顕
著

、

二
次

転
用

さ
れ

た
可

能
性

大

S1
17

須
恵

器
蓋

体
都

回
転

ヘ
ラ

ク
ズ

)
]転

ナ
デ

黄
灰

色
密

(白
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
摩

耗
摩

滅
は

あ
ま

り
顕

著
で

は
な

い
カ

'か

に
黒

ず
む

範
囲

あ
り

二
次

転
用

さ
れ

た
も
の

か

S1
17

須
恵

器
聖

肩
都

タ
タ

キ
オ

テ
外

:暗
灰

色
密

(白
色

粒
子

多
、

黒
色

粒
子

少
)

良
勺
外

面
と

も
摩

耗
摩

滅
あ

ま
り
み

ら
れ

な
い

縄
文

深
鉢

沈
線

文
、

浮
文

、
浮

線
文

ナ
デ

外
:暗

褐
色

良

S1
17

縄
文

架
鉢

(上
製

沈
線

文
、

浮
文

、
浮

線
文

ナ
デ

外
:暗

赤
褐

色
内

:明
示

tB
往

密
(雲

母
多

、
黒

色
粒

子
多

、

白
色

粒
子

)
良

勺
面

の
摩

耗
顕

者
、

割
れ

日
は

磨
つ

て
い

な
い

、
古

代
に

お

てヽ
二

次
転

用
さ

れ
た

可
能

性
も

考
え

ら
れ

る

土
製

品
粘

土
塊

月
赤

褐
色

粗
(白

色
粒

子
多

)
吹
質

で
二

次
焼

成
う

け
る

、
摩

滅
顕

著
、

緻
維

痕
や

や
顕

著

S1
17

土
製

品
粘

土
塊

こ
ぶ

い
橙

～
橙

色
粗

(自
色

粒
子

多
、
雲

母
微

)
吹
質

で
二

次
焼

成
う

け
る

、
繊

維
痕

跡
顕

者
、

摩
滅

顕
著

土
師

器
イ

(9
o)

体
都

～
底

部
回

転
ナ

デ
、
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
菩
Бヘ

ラ
ナ

デ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
笹

色
必

(黒
白

赤
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
は

体
部

下
半

部
の

器
面

が
帯

状
に

剥
落

し
内

面
は

底
部

内
面

を
中

′ 亡ヽ
に

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

土
師

器
然

(1
14
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一
―
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
]転

ナ
デ
、
暗
文

に
ぶ

い
黄

橙
色

む
(黒

白
赤

色
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

警
 

回
緑

部
内

面
の

座
滅

顕
著

土
師

器
書

例 郵

不

十
(1
08
) 
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・
 4
0

口
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ク
ズ

リ

底
部

ベ
ラ

ケ
ズ

リ
、

線
刻

回
転

ナ
デ

、
暗

文
登

色
ζ

(暴
白

赤
色

粒
子

)
良

ミ
部

外
面

に
線

刻
あ

り
内

容
不

明
、

線
亥
1は

細
く

浅
く

や
や

整
滅

し
て

い
る

、
底

部
内

外
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

S1
18

土
師

器
郭

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

部
回

転
糸

切
り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

、
暗

文
橙

色
る

(黒
赤

自
色

粒
子

)

厚
手

な
つ

く
り
、

体
部

上
半

を
故

意
に

打
ち
欠

い
て

い
る
可

能
性

あ
り
、

内
外

面
被

熱
し
器

面
の

変
色

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著
、

底
部

内
面

の
摩

耗
や

や
顕

者
、

底
部

内
面

中
央

都
敲

打

痕
あ

り
、
一

部
の

割
れ

日
の

摩
耗

も
顕

著

5
土

日雨
器

イ
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

戊
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
月
赤

褐
色

る
(黒

白
.赤

色
粒
子
、
雲

丑
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
摩

滅
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

S1
18

6
土

師
器

然
―
 
・

(6
01
  
-

体
部

～
底

部
EP
3転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

は
部

回
転

糸
切

り
、
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

ヨ
転
ナ
デ

明
赤

褐
色

磐
(黒

白
赤

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も

被
熱

し
摩

滅
ス

ス
付

着
顕

著

土
師

器
鉢

(1
82
)'
一

  
一

口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
、

暗
文

桂
色

必
(黒

赤
白
色

粒
子

、
雲

内
外

面
と

も
被

熱
し
内

面
の

摩
滅

日
唇

部
内

面
の

ス
ス

状
コ

ゴ
レ
や

や
顕

著

3
土

師
器

蓋
(1
80
) 

一 ―
  

―
体

部
～

口
縁

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

明
褐

色
や
や

粗
(黒

自
赤

色
l‐

子
、

内
外

面
と

も
や

や
強

く
被

熱
し
摩

滅
や

や
顕

著
、

内
外

面
と

ギ、
帯

状
に

ス
ス
付

着

9
須

恵
器

体
部

目
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

)
回

転
ナ

デ
灰

色
や
や

粗
(白

・
黒

赤
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
躍

耗
摩

滅
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

な
,

須
恵

器
蓋

(1
48
) 

一
  

―
体

部
～

口
縁

]転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
灰

色
る

(黒
白
色
粒
子

)
内

外
面

と
も

Ft
t耗

摩
滅

ほ
と

ん
ど

み
ら
れ

な
し

須
恵

器
(1
80
) 

一
 

―
体

部
～

日
縁

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

黄
灰

色
や
や
粗

(自
黒

赤
色
粒
子

)
良

内
外

面
と

も
摩

耗
摩

滅
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

な
t

土
師

器
菱

か
壺

―
 (
12
0)
 

一
胴

都
～

底
都

ハ
ケ
メ

は
部
木
葉
痕

こ
ぶ

い
褐

色
密

(自
黒

色
粒

子
、

雲
母

、
良

外
面

強
く
被

熱
し
器

面
の

剥
落

顕
著

須
恵

器
鉢

胴
部

ヨ
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

て
オ

リ
ー

ブ
色

密
(自

黒
色

粒
子

)
良

外
面

の
摩

滅
顕

著

S1
18

須
恵

器
長

頸
壺

頸
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

驚
灰

色
密

(白
黒

赤
色

粒
子

)
良

外
面

の
摩

滅
や

や
顕

著

15
須

恵
器

甕
カ

肩
部

タ
タ
キ

タ
タ
キ

■
〔
暗
灰

黄
色

内
:灰

白
往

密
(黒

白
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
摩

耗
摩

耗
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

な
い

須
恵

器
一 璽

肩
部

タ
タ
キ

タ
タ
キ
、
ナ
デ

木
:黒

褐
色

勺
:灰

黄
色

密
(黒

・
白

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
摩

耗
摩

耗
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

な
い

、
内

面
黒

ず

み
コ

ゴ
レ
や

や
顕

著

土
師

器
イ

(1
13
) 
 (
32
) 
 2
7

日
縁

～
底

部
Ep
3転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

貨
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
色 缶

褐 褐
徴

密
(白

赤
色

粒
子

、
雲

母

少
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
内

面
の

変
色

器
面

の
硬

化
顕

者
、

外
面

帯
)ス

ス
の

付
着

顕
著

2
土

言 市
器

郵
(1
15
) 
 

―
―
  

―
口
緻

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
外

:褐
～

黒
褐

色
敏
密

(赤
,自

色
粒

子
、

雲
母

良
内

外
面

と
も

被
熱

し
器

面
の

変
色

顕
著

、
特

に
外

面
は

黒
変

化
し
摩

滅
tゝ
顕

著

3
土

師
器

野
―

 
・
 (
54
) 

・
 
―

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
外 内

に
ぶ

い
赤

褐
色

灰
lt
B色

密
(白

色
粒

子
多

、
赤

色
粒

子
、

小
石

)

良
内
外

面
と

も
被

熱
し
内

面
の

変
色

非
常

に
顕

著
、

外
面

の
摩

祓
痕

跡
は

あ
ま

り
み

ら
れ

な
い



Ｉ ｗ 卜 ６ １

出
土

地
点

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
口

径
底

径
器

高
(c
ll
)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
〉

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

土
師

器
カ
マ

ド
形

(2
62
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ

月
赤

褐
～

に
ぶ

い
褐

色
や

や
粗

(白
・
黒

色
粒

子
、

金
良

勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
滅

顕
著

67
5

土
師

器
羽

釜
鍔

部
ケヽ

メ
、

ナ
デ

ケヽ
メ

場
～

黒
褐

色
や

や
粗

(日
赤

色
l‐

子
、

金
良

勺
外
面
と
も
被
熱

し
器
面
の
変
色
顕
著

土
師

器
羽

釜
鍔

部
ケ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

褐
色

や
や

粗
(自

黒
色

I~
子

、
雲

母
、

小
石

多
)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

67
7

土
師

器
甕

(8
0)

胴
部

～
底

部
ペ
ケ

メ
、

ナ
デ

重
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ナ

デ
月
赤

褐
色

粗
(白

色
粒

子
、

金
色

雲
母

多
、

小
石

多
)

良
勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

顕
著

67
8

土
師

器
奏

―
 (
76
) 

一
胴

部
～

底
部

ケヽ
メ
、

ナ
デ

宝
部

木
葉

痕
ナ

デ
外 内

に
ぶ

い
赤

褐
色

灰
褐

色
粗

(自
黒

色
粒

子
、

金
色

雲

母
多

、
小

石
多

)
良

勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

顕
著

須
恵

器
一 霊

肩
都

タ
タ

キ
、

施
釉

当
て

具
痕

灰
オ

リ
ー

ブ
色

黒
褐

色
徴
密

(自
色

粒
子

少
)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
内

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
非

常
に

頭
著

土
師

器
郭

87
略

完
形

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

)
回
転

ナ
デ

月
赤

掲
色

や
や

粗
(赤

白
黒

色
粒

子

雲
母

)

艮
勺
外

面
と

も
使

用
痕

跡
は

希
薄

だ
が

体
部

上
半

と
下

半
と

の

怒
面

色
が

異
な

っ
て

い
る

が
顕

著

2
土

師
器

不
13
8

口
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ
転

ナ
デ

登
色

密
(赤

黒
白

色
粒

子
)

艮
内

外
面

と
も
使

用
痕

跡
は

希
薄

土
師

器
然

(1
18
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
回

転
ナ

デ
登
色

密
(赤

白
黒

色
粒

子
)

良
や

や
軟

質
、

つ
く

り
も

や
や

雑
、

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
頭

著

土
師

器
雰

(1
20
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

欽
ナ

デ
登
色

や
や

粗
(白

赤
黒

色
粒

子
)

良
外

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

S1
20

5
土

目 扁
器

イ
(墨

書
」

(1
30
) 
 

― ―
  

―
口
緻

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

墨
書

回
転

ナ
デ

登
色

密
(自

黒
赤

色
粒

子
)

良
体

外
に

墨
書

(墨
痕
)あ

り
、

内
外

面
と

も
に

ス
ス

状
ヨ

ゴ

レ
顕

著

土
師

器
イ

(1
36
) 
 

一 ―
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
回

転
ナ

デ
登
色

密 母
赤

白
黒

色
粒

子
、

雲
良

内
外

面
と

も
FF
耗

や
や

顕
著

、
内

面
は

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ

も
や

や
顕

著

土
師

器
邪

(1
40
) 

一
  

―
口
縁

～
体

都
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
月
赤

褐
色

密 母
赤

自
・
黒

色
粒

子
、

雲
良

内
面

の
摩

耗
や

や
顕

著

8
土

師
器

イ
(内

黒
1

号子
)

(1
50
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

月
黄

褐
色

密
(赤

黒
白

色
粒

子
)

良
内

面
黒

色
処

理
、

日
縁

部
端

部
の

摩
耗

や
や

顕
著

9
土

師
器

皿
体

部
～

底
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

底
執

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
登
色

や
や

粗
(赤

白
黒

色
粒

子
、

雲
母

)
良

内
面

の
摩

滅
お

よ
び

ウ
ル

シ
状

付
着

物
や

や
顕

著

10
土

師
器

不
か

皿
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

蕉
部

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
勺

:明
褐

色
密

(赤
白

黒
色

粒
子

)
良

胎
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

外
面

を
中

心
に

摩
滅

や
や

顕
著

11
土

師
器

羽
釜

鍔
部

ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

月
赤

褐
色

l■
(自

色
粒

子
、

雲
母

、
黒

赤
a泣

子
)

艮
内

外
面

と
も

強
く
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

12
土

師
器

カ
マ

ド
形

胴
部

(空
気

孔
あ

り
)

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

赤
褐

色
や

や
粗

(白
色

粒
子

、
金

色
雲

母
、

黒
赤

仁
粒

子
)

良

67
18

土
師

器
カ
マ

ド
形

庇
都

ナ
デ

タヽ
メ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(白

・
黒

赤
色

粒
子

)

67
14

土
師

器
カ
マ

ド
形

庇
部

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ

い
褐

色
や

や
粗

(白
黒

色
粒

子
、

雲
母
 

赤
伸

粒
子

)

ス
ス

付
着

頭
著

67
15

須
恵

器
賓

胴
部

タ
タ

キ
ナ

ブ
外 内

黒
褐

色

に
ぶ

い
黄

褐
色

喀
(自

黒
,赤

色
粒

子
)

外
面

ウ
ル

シ
塗

彩

16
灰

釉
陶

器
壺

―
  
(9
2)
 

一
胴

部
～

底
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

ヅ

甍
部

回
転

糸
切

り
、

回
転

ナ
デ

、
寸
高

台

ヨ
転

ナ
デ

灰
白

色
密

(白
黒

赤
色

粒
子

)
や

や
軟

質
、

高
台

端
の

摩
耗

顕
著

17
灰

釉
陶

器
壷

]転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ヨ
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
灰

自
色

雪
(黒

白
色

粒
子

)
内

外
面

と
も
使

用
痕

跡
希

薄
、

外
面

や
や

黒
ず

む

土
師

器
甕

か
胴

部
～

底
部

カ
キ

メ
状

ハ
ケ

メ

医
部

カ
キ

メ
状

Fa
い

カ
キ

メ
EH
3転

ナ
デ

外 内

に
ぶ

い
貢

橙
色

I.
k侮

晉
(白

黒
赤

色
粒

子
、

雲
EI
)

艮
内

外
面

と
も
弱

く
被

熱
し
底

部
外

面
の
縁

辺
部

の
摩

耗
顕

著

2
土

師
器

甕
ナ
デ
、
縦
位
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヘ
ラ
ナ
デ

登
色

必
(自

色
粒

子
多

、
雲

母
、

オ

黎
、

石
英

)
良

被
熱

の
度

合
い

は
弱

く
内

面
の

ス
ス

状
コ

ゴ
レ
や

や
顕

著

3
土

師
器

甕
胴

部
ケヽ

メ
ナ

デ
橙

色
Z(
自

黒
赤

色
粒

子
、

雲
離
、

角
閃

石
)

外
面

強
く
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

土
師

器
窮

か
胴

部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ

月
黄

褐
色

密
(自

色
粒

子
多

、
雲

母
多

、
小

礫
、

石
英

)
良

外
面

の
被

熱
や

や
頭

著

5
土
師

器
菱

か
胴

部
～

底
部

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

月
褐

色
密

(白
黒

,赤
色

粒
子

、
雲

良
勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
特

に
外

面
の

荒
れ

顕
著

6
須

恵
器

甕
胴

部
タ
タ
キ

タ
タ
キ
、
ナ
デ

又
黄

色
密

(自
黒

粒
子

)
良

勺
外
面
と
も
や
や
摩
減
顕
著
だ
が
二
次
転
用
さ
れ
た
使
用
痕

ま
み

ら
れ
な
い

須
恵

器
妻

胴
部

タ
タ

キ
ナ

デ
天
黄

色
密

(白
黒

粒
子

)
良

阿
部

内
面

を
二

次
転

用
、

破
片

内
面

の
ほ

と
ん

ど
に

極
度

の

室
耗

痕
跡

を
も

つ
、

外
面

の
タ

タ
キ

ロ
の

一
部

に
も
摩

耗
痕

亦
あ

り
、

内
外

面
と

も
黒

ず
ん

だ
ヨ

ゴ
レ
顕

著
、

割
れ

日
に

ま
摩

耗
痕

跡
な

し

土
師

器
14
N

(1
84
) 
 (
13
2)
  
58

口
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ミ
ガ

キ

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

ミ
ガ

キ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

(格
子

状
)

橙
色

密
(黒

赤
・

白
色

粒
子

、
雲

母
)

体
部

内
に

は
格

子
目
状

に
暗

文
、

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面

や
や

赤
褐

色
化

、
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
も
顕

著
、

底
部

内
面

摩
耗

顕
著

、
底

部
外

面
縁

辺
部

の
摩

減
も
顕

著
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出
土

地

′ 点

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
日

径
底

径
器

高
(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
濫

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

2
須

恵
器

高
台

不
15
 0

10
6

43
口
縁

～
底

部
ヨ
転

ナ
デ

甍
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、
付

高
台

回
転

ナ
デ

疋
黄

色
密

(白
黒

色
粒

子
、

小
礫

)
良

底
部

内
面

摩
花

や
や

販
者

、
ほ

部
外

画

土
師

器
菱

か
壺

胴
都

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ

ナ
デ

こ
ポ

い
褐

色
や
や
粗

(自
黒
・
赤
色
粒
子
、

事
母
 

小
礫

)
良

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

土
師

器
軍騒

カ
ベ
ラ
ナ
デ

ベ
ラ
ナ

デ
牛

〔
黒

色

勺
:明

褐
色

密
(白

・
黒

赤
色

粒
子

、
雲

母
、

小
礫

)

良
内

外
面

と
も

強
く
被

熱
し

内
面

は
変

色
外

面
は

ス
ス

の
付

着

が
非

常
に

顕
著

5
土

師
器

斐
か

壺
―
  
(9
4)
 

一
胴

部
～

底
部

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
ブ

月
赤

褐
色

密
(自

黒
赤

色
粒

子
、

雲

母
、

角
閃

石
)

良
内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

S1
23

土
師

器
′ Jヽ

皿
(8
4)
  
40
  
33

日
縁

～
底

都
回

転
ナ

デ

底
都

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
月
黄

褐
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

少
)

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

S1
23

2
土

師
器

小
皿

か
―

 
に
0)
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

三
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
登
色

や
や

粗
(赤

黒
自

色
粒

子
、

金
色

雲
母

少
)

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
被

rl
tし

器
面

の
変

色
や

や
顕

者
、

P_
減

ヤ
、閥

著

S1
23

3
土

日市
器

小
皿

か
一

 
色

0)
 

一
底

音
[

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
ナ

デ
こ
ぶ

い
黄

橙
色

や
や

粗
(自

黒
色

粒
子

)
良

軟
質

で
粗

雑
な

つ
く

り
、

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

4
土

師
器

不
胴

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

底
都

回
転

糸
切

り
か

回
転

ナ
テ

登
色

や
や

粗
(赤

白
・
黒

色
粒

子
、

小
礫

)

良
軟

質
、

内
外

面
の

摩
滅

非
常

に
顕

著

S1
23

5
土

師
器

不
か

皿
―
  
(7
0)
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

こ
ぶ

い
黄

褐
色

密
(自

赤
色

粒
子

、
石

英
)

良
次
質

で
粗

雑
な

つ
く

り
、

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

6
土

宮 市
器

脚
高

高
台

14
Nか

皿
杯

(皿
)底

都
～

PH
l部

]転
ナ

デ

ミ
部

回
転

糸
切

り
]鍬

ナ
デ

月
赤

褐
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
赤

黒
色

粒
子

、
小

礫
)

良
ヽ
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

赤
褐

色
イヒ

摩
滅

非
常

に
頭

者

S1
23

灰
釉

陶
器

境
―
  
(6
8)
 

一
体

部
～

底
部

]転
ナ

デ
詳
蔀

ナ
デ
 

付
高

台
]転

ナ
デ

戻
自

色
密

(自
黒

赤
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
摩

滅
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

須
恵

器
蓋

(1
50
) 
 

―
―
  

―
体

部
～

口
縁

]転
ナ

デ
]転

ナ
デ

天
白

色
密

(白
赤

色
粒

子
)

良
ん
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著
、

ヨ
ゴ

レ
も

康
著

S1
23

9
土

師
器

鉢
(3
60
) 
 

― ―
  

―
日
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ケヽ
メ

褐
色

や
や

粗
(赤

自
黒

色
粒

子
、

良
勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

赤
褐

色
化

顕
著

、
摩

減
も

覆
著

で
内

面
下

半
の

ス
ス

の
付

着
も

顕
著

S1
23

10
土

師
器

鉢
か

(4
00
)。

一
 

―
口
縁

～
胴

部
て
い
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ

褐
色

密
(自

色
粒

子
多

、
赤

黒
色

粒
子
 

今
伶

雲
母

ち
、

小
礎

)
良

勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
滅

顕
著

S1
23

土
師

器
霊

口
縁

～
胴

部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ナ
デ
、
指
頭
痕

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ナ

明
褐

色
や

や
粗

(白
黒

色
粒

子
、

金
良

粗
雑

な
つ

く
り
、

内
外

面
と

も
比

較
的

強
く
被

熱
し
外

面
の

S1
23

12
土

師
器

妻
口
縁

～
胴

部
ヨ

ヨ
ナ

デ
、
ヘ

ラ
ナ

デ
ヨ い ア

コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ナ

明
褐

色
や

や
粗

(白
色

粒
子

多
、
雲

目

や
や

多
、

小
礫

少
)

良
や

や
粗

雑
な

つ
く

り
、

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

S1
23

13
土

師
器

甕
口
縁

～
胴

都
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ベ
ラ
ナ
デ
、
指
頭
痕

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ナ

橙
色

や
や

粗
(自

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
、

小
礫

多
)

良
粗

雑
な

つ
く

り
、

内
外

面
と

も
比

較
的

強
く
被

熱
し
外

面
の

S1
23

14
土

師
器

甕
日
縁

～
胴

部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ナ
デ
、
指
頭
痕

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ナ

外 丙
灰

黄
褐

色
や

や
粗

(自
黒

赤
色

粒
子

、
今

伸
雲

母
多
 

小
腱

)
良

粗
雑

な
つ

く
り
、

口
縁

部
の

指
頭

調
整

顕
著

、
内

外
面

と
も

被
熱

し
外

面
荒

れ
顕

著

S1
23

土
師

器
変

月同
部

ケヽ
メ
、
す
デ

褐
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
黒

赤
停

粒
子
 

令
缶

霊
母

修
)

良
内

外
面

と
も
強

く
被

熱
し
、

内
面

の
摩

滅
非

常
に

頭
著

S1
23

土
師

器
鉢

カ
胴

都
太

い
ハ

ケ
メ

ナ
デ

外 内
明

赤
褐

色
に

ぶ
い

苦
搭

“

密
(自

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
 

小
礫

)
良

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
減

顕
者

、
特

に
内

面
の

摩
滅

は
顕

箸

S1
23

69
土

師
器

甕
ナ
デ
、
ハ

ア
メ

ケヽ
メ

褐
色

や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
多

、
小

礫
や

や
多

)

良
内

外
面

と
も

強
く
被

熱
し
器

面
の

赤
褐

色
化

販
者

、
内

面
の

摩
滅

も
非

常
に

顕
著

S1
23

土
師

器
菱

ヘ
ラ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ベ
ラ
ナ
デ

外
!褐

灰
色

内
:に

ぶ
い

黄
橙

色
密

(白
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母
 

小
礫

少
)

良
外

面
ス

ス
の

付
着

顕
著

、
内

面
の

摩
滅

顕
者

S1
23

土
師

器
鉢

カ
―

  
(1
00
) 
 

一
底

部
ハ

ケ
メ

底
部

木
葉

痕
カ

ヘ
ラ
ナ
デ

明
赤

掲
色

密
(白

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

良
力

外
面

と
も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
滅

顕
者

、
13
と

同
一

個
体

の
可

能
性

あ
り

S1
23

土
師

器
甕

か
壺

―
  
(1
10
) 
 

一
胴

部
～

底
部

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

色

色 褐

褐 黒

外 内
や

や
粗

(白
黒

色
粒

子
、

雲
母

、
小

櫻
努

)
長

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
外

面
は

摩
滅

が
顕

者
で

内
面

は
ノ

ス
の

付
着

が
顕

著

S1
28

土
師

器
饗

か
壺

―
  
(1
20
) 
 

一
胴

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ナ

橙
色

密
(赤

色
粒

子
多

、
自

黒
色

粒
子

)
良

つ
く
り
は
雑
、
軟
質
で
外
面
の
摩
滅
非
常
に
顕
著
、
内
面
の

ス
ス

騰
コ

ゴ
レ

閥
著

S1
23

灰
紬

陶
器

一 蔓
肩

部
破

片
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

灰
白

色
密

(自
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
摩

減
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

S1
23

土
製

品
用

途
不

明
最

大
長
31
  

幅
19
  

厚
15
 

重
6e

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
ナ
デ

赤
掲

色
や
や

粗
(自

赤
黒

色
粒

子
、

良
次
質

で
強

く
被

熱
し
赤

褐
色

化
し
て

い
る

S1
24

70
土

師
器

′ 〕ヽ
皿

(7
8)
  
(4
6)
・

 2
2

口
縁

～
底

都
回

転
ナ

デ

廣
部

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

こ
ぶ

い
橙

色
や

や
粗

(白
赤

黒
色

糧
子

、
金

色
雲

母
)

良
や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
磨

滅
や

や
顕

著

70
2

土
師

器
イ

(1
23
) 
 (
70
) 
 3
5

日
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
パ

リ

底
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
色

密
(赤

自
黒

色
粒

子
、

雲

母
)

良
内
外

面
の

墜
耗

摩
減

は
あ

ま
り
認

め
ら
れ

な
い

、
散

在
的

に

ウ
ル

シ
状

付
着

物
み

ら
れ

る
、

暗
文

は
細

く
繊

細

3
土

師
器

イ
(1
18
) 
 (
60
) 
 4
0

1/
3残

存
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

回
転

糸
切

り
、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

色
密

(赤
白

黒
色

粒
子

、
雲

母
)

良
内
外

面
と

も
摩

耗
や

や
顕

著
、

特
に

口
縁

端
部

の
摩

耗
顕

著
、

内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

土
師

器
郷

(1
32
) 
 

一 ―
  

―
口

縁
～

体
部

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ナ
デ
、
暗
文

1色
密

(赤
白

黒
色

粒
子

、
雲

母
)

角
面

薄
く
ス

ス
状

コ
ゴ

レ
、

F音
文

は
体

部
内

面
全

体
に

は

さ
れ

ず



― 　 〕 卜 ∞ ―

出
土

地
点

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
日
径

底
径

器
高

に
は

)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
・

内
)

胎
土

焼
成

備
 

考

70
5

須
恵

器
杯

(1
19
) 
 (
70
)・

 3
3

日
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
灰

色
密

(白
黒

色
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

S1
24

6
土

師
器

lT
N

(5
8)

体
部

～
底

部
]転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

蛋
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

ヨ
転

ナ
デ

、
暗

文

巨
部

暗
文

笹
色

密
(赤

白
黒

色
粒

子
、

雲
ギ]

 )
良

ん
面

に
散

在
的

に
ウ
ル

シ
状

付
着

物
あ

り

7
土

師
器

然
底

部
ラヽ

ケ
ズ

リ
壼
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
澄

色
密

(黒
赤

自
色

粒
子

、
雲

十y
)

良
舟
面

の
摩

滅
や

や
頭

著

8
土

師
器

跡
―

 (
56
)・

―
体

部
～

底
部

ヨ
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

奎
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
登

色
密

(白
赤

黒
色

粒
子

、
雲

母
)

良
勺
面

薄
く

ウ
ル

シ
状

付
着

物
あ

り

9
土

師
器

雰
(4
0)

lA
部
～
底
部

ラヽ
ケ

ズ
リ

宝
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

外 内
に

ぶ
い

黄
橙

色

橙
色

密
(赤

自
黒

色
4_
I子

、
雲

f翌
)

良
蒋
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

土
師

器
14
N(
刻

書
(5
2)

体
部

～
底

部
ヨ
転

ナ
テ

、
ヘ

ラ
ク

ス
リ

底
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ
ケ

ズ
回
転

ナ
デ

橙
色

に
ぶ

い
橙

色

密
(自

赤
黒

色
粒

子
、

雲

母
)

良
医

外
に

線
咳
1あ

り
、

内
外

面
と

も
に

被
熱

し
器

面
の

変
色

ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
販

著

11
土

師
器

高
台

郷
(塁

書
土

器
)

(7
6)

底
都

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

付
高

台

(ケ
ズ

リ
調

整
)、

墨
書

]転
ナ

デ
月
赤

褐
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
、

雲

母
)

良

璧
外

に
墨

書
あ

り
、

墨
痕

極
め

て
薄

い
、

判
読

不
可

、
内

外

面
と

も
に

被
熱

し
摩

耗
非

常
に

顕
著

、
二

次
転

用
さ
れ

た
可

セ
性

強
い

上
師

器
鉢

(1
74
) 
 

一
―
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
回
転

ナ
デ

登
色

密
(赤

自
黒

色
l‐

子
、

雲
良

勺
外

面
と

も
摩

減
や

や
顕

著

13
土

師
器

芸 車
(1
62
)・

 
― ―

 
・

 
―

体
部

～
口
縁

回
転

ナ
デ

、 
ミ
ガ

キ
]転

ナ
デ

、
暗

文
登

色
密

(赤
自

母
)

黒
色

粒
子

、
雲

良
勺
面

被
熟

の
た

め
か

器
面

わ
ず

か
に

荒
れ

て
い

る

土
師

器
蓋

(灯
明

具
)

(1
70
) 
 

一
―

 ・
 4
5

1/
2残

存
回
転

ナ
デ

、
同

心
円

状
暗

文
回

転
ナ

デ
、

同
心

円

状
暗

文
登
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
、

雲

母
)

良

勺
外

面
と

も
幅
15
～

2c
mの

帯
状

に
油
煙

状
ス

ス
付

着
、

灯
よ
と
思

わ
れ

る
痕

跡
も
あ

り
、

灯
明

具
と

し
て
使

用
、

内
面

よ
そ

れ
を
境

に
器

名
色

が
異

な
る

15
土

師
器

交
口
縁

部
ナ

デ
、

指
頭

痕
ハ

ケ
メ

登
色

や
や

粗
(自

黒
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)
良

ヽ
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
顕

著

土
君 弔

器
甕

胴
部

ケヽ
メ

ケヽ
メ

黒
褐

色
や

や
粗

(白
黒

色
粒

子
、

雲
母

多
)

良
外

面
の

摩
減

荒
れ

昂弓
し
塚

‖離
顕

著

17
土

師
器

霊
胴

部
～

底
部

ハ
ケ

メ
底

部
木

葉
痕

ケヽ
メ

、
指

頭
痕

月
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

、
1～

3画
の

小
礫

)
良

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

摩
滅

顕
著

土
師

器
霊

(7
1)

胴
部

～
底

部
ヘ

ラ
ナ

デ
底
部

木
葉

痕
ヘ
ラ
ナ
デ

よ
褐
色

や
や

粗
(自

赤
黒

色
粒

子
、

良
内

外
面

と
も
被

寮ヽ
し
摩

滅
や

や
顕

著

19
土

宮 雨
器

カ
マ

ド
形

底
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

)、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ

メ
、

ナ
デ

底
部

ナ
デ

児
赤

褐
色

や
や

粗
(日

黒
色

粒
子

、
金

缶
雲

母
 1
～

3m
の

小
rF
2)

良
被

熱
の

た
め

か
内

外
面

と
も

赤
褐

色
化

し
て

い
る

須
恵

器
一 亜

(2
80
) 
 

―
―
  

―
口
縁

部
回
転

ナ
デ

目
縣

ナ
デ

疋
自

色
晉

(自
黒

色
柱

子
)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
あ

ま
り
認

め
ら
れ

な
し

71
須

恵
器

壺
か

頸
部

―
月同

音
[

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

灰
色

雪
(白

,黒
色

粒
子

)
良

内
面

器
面

の
剥

離

須
恵

器
甕

肩
部

タ
タ
キ

ナ
デ

灰
色

喀
(白

黒
色

粒
子

)
内

外
面

と
も
摩

滅
あ

ま
り
認

め
ら
れ

な
し

S1
24

71
須

恵
器

霊
肩

部
タ

タ
キ

ナ
デ

天
色

必
(白

黒
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
摩

滅
あ

ま
り
認

め
ら
れ

な
,

71
須

恵
器

霙
月 同

部
タ

タ
キ

ケヽ
メ

戻
色

壱
(白

黒
色

粒
子

)

内
外

面
と

も
摩

耗
痕

認
め

ら
れ

る
、

二
次
転

用
さ
れ

た
可

能
性

あ
り

71
須

恵
器

甕
か

壺
胴

部
タ

タ
キ

(格
子

状
)

ヘ
ラ
ナ
デ

外 内
黒

色

黄
灰

色
4(
黒

白
色
粒
子
、
小
礫
少

)

l同
部

内
面

を
二

次
転

用
、

極
度

の
摩

耗
を
伴

う
使

用
痕

跡
あ

り
、

外
面

に
も
一

部
摩

耗
痕

跡
あ

り
、

タ
タ
キ

の
一

部
が

摩
耗

に
よ

っ
て

つ
ぶ

れ
て

い
る

、
割

れ
口
に

は
磨

る
な

ど
の

痕
跡

は
み

ら
れ

な
い

S1
24

71
須

恵
器

霊
タ
タ
キ
、
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

外 内
暗

灰
色

灰
色

必
(自

赤
黒

色
粒

子
、

小
笙

)
良

外
面

の
摩

滅
や

や
顕

著

S1
25

71
土

師
器

14
N

37
賂

完
形

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

橙
色

る
(白

赤
黒

色
粒

子
、

雲
軍
手

な
つ

く
り
、

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

回
縁

部
寸
近

へ
の

ス
ス
付

着
顕

著
、

底
部

外
面

の
摩

滅
や

や
顕

著

S1
25

71
土

師
器

イ
(灯

明
具

力
う

(1
03
)・

 4
9 
 3
1

1/
3残

存
回

転
ナ

デ

底
部

回
転

糸
切

り
目
転

ナ
デ

橙
色

や
や

粗
(白

赤
黒

色
粒

子
、

昌
母

)

良

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

黒
変

化
摩

滅
顕

著
、

油
煙

状
の

ス
ス

も
付

着
し
て

い
る

こ
と
か

ら
灯

明
具

の
可

能
性

あ
り

S1
25

71
土

師
器

皿
t0
4

43
26

完
形

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

月
赤

褐
色

9や
粗

(自
赤

黒
色

粒
子

、
三
母
 1
～

2m
mの

小
碑

)
良

や
や

軟
質

、
焼

成
時

に
発

泡
し
小

礫
が

抜
け

た
痕

跡
あ

り
、

内
外

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

S1
25

71
土

師
器

脚
高

高
台

鉢
か

皿
底

都
～

脚
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

笹
色

や
や

粗
(自

赤
黒

色
l~
子

、

三
母
 1
～

2m
mの

小
腔

)
良

や
や

軟
質

、
胎

土
マ

ー
ブ

ル
状

、
内

外
面

と
も
被

熱
し
器

面
の

変
色

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ

摩
滅

頭
著

S1
25

71
5

土
師

器
多

面
形

脚
脚

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

登
色

る
(赤

白
黒

色
粒

子
、

雲
ユ

)
良

均
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

71
6

土
師

器
羽

釜
口
縁

菩
ト

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

に
ぶ

い
褐

色
密

(自
黒

赤
色

粒
子

、
金

色
勺
面

の
ス

ス
付

着
顕

著

S1
25

土
師

器
塙

―
  
 (
97
5)
  

一
胴

部
～

底
部

ナ
デ

、
指

頭
痕

底
部

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ

い
灰

褐
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
泣

子
、

金
存

雲
母
 1
～

2m
mの

小
礫

)
良

勺
外
面
と
も
彼
熱
の
た
め
器
面
の
変
色
顕
著
、
内
外
面
摩
滅

■
常

に
閥

薯



Ｉ Ｐ 卜 Ｏ Ｉ

出
土

地

点

図 号
挿 番

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径

器
高

lc
n)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

S1
25

71
8

土
師

器
蝸

―
  
(1
76
) 
 

―
胴

都
～

底
部

ナ
デ

ナ
デ

、
指

頭
痕

に
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(自

赤
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

、
小

Ft
)

良
非

常
に

厚
手

な
つ

く

変
色

摩
滅

顕
著

S1
25

9
須

恵
器

壺
―

  
 (
16
0)
‐

 
一

胴
部

～
底

部
回
転

ヘ
ラ

ク
ズ

リ

R部
回
転
ナ
デ

ヨ
転

ナ
デ

え
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
)

良
地

面
の

摩
耗

や
や

顕
著

Ｓ
‐

２
５

　 一 　

Ｓ
‐

２
５

7,
10

須
恵

器
甕

胴
部

タ
タ

キ
ヘ
ラ
ナ
デ

灰
色

必
(白

赤
黒

色
粒

子
)

良
内
外

面
と

も
序

耗
顕

著
、

二
次

ほ
用

さ
れ

た
と
思

わ
れ

る
、

内
面

は
黒

ず
み

状
ヨ

ゴ
レ

も
顕

著

7]
11

須
恵

器
変

舜同
吉
L

タ
タ
キ

ナ
デ

灰
色

密
(白

黒
赤

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
に

や
や

摩
滅

が
認

め
ら
れ

る
も
二

次
使

用
痕

跡

で
あ

る
か

ど
う
か

不
明

S1
26

72
土

師
器

曳
(7
0)

胴
部

～
底

都
ナ

デ
、

ハ
ケ

メ

底
部

木
葉

痕
ナ

デ
赤

褐
色

や
や

粗
(金

色
雲

母
、

白
黒

赤
色

粒
子

)

良
均
外

面
と

も
摩

減
や

や
顕

著

72
2

土
師

器
不

(7
0)

体
部

～
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
都

ナ
デ

音
文

橙
色

徴
密

(赤
白

色
粒

子
、

雲

母
 

具
色

粒
子

、
石

英
)

良
ゃ
や

軟
質

で
外

面
弱

く
被

熱
し
内

外
面

と
も
摩

滅
顕

著

72
8

土
師

器
不

(塁
書

土

宅【
)

体
部

～
底

部

回
転

ナ
デ

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

)、
ミ

ガ
キ

、
墨

書

]転
ナ
デ
、
暗
文

月
赤

褐
色

密
(自

赤
黒

色
粒

子
、

雲

母
)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
や

や
顕

著
、

底
外

に
墨

書
あ

り

判
読

不
可

土
師

器
杯

(灯
明

具
)

52
口
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

底
都

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
ブ

登
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
、

雲
母

)

良

内
外

面
と

も
顕

著
な

摩
耗

摩
減

痕
は

み
ら
れ

な
い

、
日
縁

部

の
と /
3程

度
の

範
囲

の
み

油
煙

と
思

わ
れ

る
ス

ス
が

付
着

し
て

い
る

、
遺

存
状

況
が

一
部

の
み

欠
い

て
い

る
た

め
打

ち
欠

き

を
お

こ
な

い
故

意
に

破
壊

し
て

い
る

可
能

性
が

強
い

72
2

土
目 下

器
杯

(墨
書

土
:【

)
11
 6

3 
95

口
縁

～
底

部

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
、

墨
書

]転
ナ

デ
、

暗
文

月
赤

褐
色

密
(赤

黒
白

色
粒

子
)

良

広
外

～
体

外
と

体
外

に
墨

書
あ

り
、

墨
痕

薄
い

、
前

者
は
「

得
Jの

異
体

字
か

、
内

外
面

と
も
摩

耗
摩

滅
痕

は
ほ

と
ん

ど

認
め

ら
れ

な
い

3
土

目 雨
器

イ
(1
06
) 
 (
56
) 
 4
1

日
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ベ
ラ

ケ
ズ

リ

底
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
登

色
る

(赤
・
黒

'自
色
粒
子
、
雲

望
)

良
冶
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

底
部

内
外

面
の

隆
減

や
や

顕
著

4
土

師
器

不
(墨

書
土

器
)

6)
48

口
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

庚
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

黒
書

回
転

ナ
デ

、
暗

文
現
赤

褐
色

笞
(自

赤
黒

色
粒

子
)

底
外

に
墨

書
あ

り
「
足

」
力

、
墨

書
薄

い
、

内
外

面
の

FE
滅

ス

ス
rl
コ

ゴ
レ
や

や
顔

著

5
土

師
器

郵
(1
20
) 
42
  
37

日
縁

～
底

部
回
転
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
莞
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
明

赤
掲

色
雪

(白
赤

黒
色

粒
子

)
内

外
面

と
も
摩

耗
摩

滅
は

あ
ま

り
顕

著
で

は
な

ヤ

6
土

師
器

1/
N

(1
20
) 
 

―
―
  

―
日
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
明

赤
褐

色
蕗

(赤
白

黒
色

粒
子

、
雲

ユ
Ⅲ

良
内

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

土
師

器
必

(1
12
) 
 

―
―
  

―
日
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

明
黄

褐
色

密
(白

・
黒

赤
色

粒
子

、
雲

目
)

内
外
面
と
も
被
熱

し
特
に
外
面
は
荒
れ
が
ひ
ど
く
ア
バ
タ
状

を
呈
す
る

土
師

器
皿

(刻
書

」
」
 器

)

(1
36
) 
 (
60
) 
 2
4

口
縁

～
底

部
]転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ク

ス
リ

壼
部

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

刻
書

臣
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
、

雲
母

、
小

礫
)

良

底
部

内
面

に
線

刻
あ

り
、

繰
は

茂
め

で
細

く
緻

�
 

や
や

紳

な
つ

く
り

、
内

外
面

や
や

強
く
被

熱
、

販
著

な
使

用
痕

は
認

め
ら
れ

な
い

が
内

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

9
土

宮 F
器

皿
12
 6

50
25

口
縁

～
底

部
ヨ
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ク

ス
リ

苺
執

同
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
登
色

密
(赤

白
黒

色
粒

子
、
雲

且
)

良
胎

土
マ

ー
ブ

ル
状

、
弱

く
被

熱
、

内
外

面
と

も
P.
・
耗

摩
滅

は

認
め

ら
れ

る
が

ス
ス

状
の

ヨ
ゴ

レ
が

顕
著

10
土

師
器

皿
(墨

書
土

器
)

(1
38
) 
 (
58
)

口
縁

～
底

都
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

底
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

墨
著

回
転

ナ
デ

、
暗

文
児
赤

褐
色

密
(白

・
黒

赤
色

粒
子

、
雲

母
)

良

底
部

外
面

塁
書

、
墨

痕
は

極
め

て
薄

い
、

内
外

面
と

も
弱

く

被
熱

し
摩

耗
摩

減
は

顕
箸

で
は

な
い

、
内

外
面

の
ス

ス
状

ヨ

ゴ
レ
は

顕
著

11
土

師
器

皿
12
6

27
口
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ

底
都

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
登

色
密

(自
赤

黒
色

粒
子

、
雲

母
)

良

内
面

は
強

く
被

熱
し
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
が

非
常

に
頭

著
、

摩
耗

も
顕

著
で

器
面

は
部

分
的

に
ア

バ
タ

状
に

な
つ

て
い

る
、

日

唇
部

に
使

用
段

階
に

お
け

る
欠

け
が

み
ら
れ

る

土
目扁

器
14
N

(6
0,

体
都

～
底

部
ケ
ズ

リ
虞

都
回

転
糸

切
リ
 

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

、
暗

文
登

色
侠

密
(赤

自
黒

色
粒

子
)

良
陰
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
跛

者
、

底
外

に

尭
成

前
の

工
具

痕
あ

り

S1
30

72
t8

土
師

器
不

(墨
書

土

器
)

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
、

墨
書

崖
都

回
転

糸
切

り
、

ベ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

、
暗

文
に

ぶ
い

赤
褐

色
密

(赤
・
白

黒
色
粒
子
、
雲

母
)

良

体
外

に
墨

書
(墨

痕
)あ

り
、

墨
痕

薄
く

カ
ス

レ
て

判
読

不

可
、

内
外

面
と

も
摩

耗
摩

滅
や

や
顕

著
、

特
に

内
面

は
摩

耗

が
顕

著
で

ウ
ル

シ
状

付
着

物
あ

り

S1
30

72
14

土
師

器

高
台

付
皿

(刻
書

土

器
)

(7
0)

体
部

～
底

部

]転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ケ

ズ
)

壼
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

貼
付
+

肯」
出

し
高

台

]転
ナ

デ
、

暗
文

底
部

刻
書

月
赤

褐
色

密
(赤

白
色

粒
子

、
雲

母
、

黒
色

粒
子

)

良
底

部
内

面
に
線

亥
1あ

り
、
線

は
深

め
、

内
外

面
と

も
彼

熱
し

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
が

顕
著

、
庫

滅
も
や

や
阪

著

73
15

土
師

器
皿

か
(亥

1
底

部
]転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ナ

デ
暗

文
、

線
亥

1
明

赤
掲

色
密

(赤
自

黒
色

粒
子

、
雲

母
)

良
体

内
に

線
刻

あ
り
線

は
浅

く
曖

昧
、

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や

土
宮 市

器
皿

か
(刻

書
土

器
)

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

部
回

転
糸

切
り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
線

刻
橙

色
密

(白
赤

黒
色

粒
子

)
良

底
内

に
線

亥
1あ

り
、
線

は
細

い
が

し
つ

か
り

し
て

い
る

、
内

73
土

師
器

蓋
(1
34
)・

―
・

―
体

都
～

口
縁

]転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

外 内
橙

～
明

褐
色

褐
色

密
(白

色
粒

子
、

雲
母

、
赤

色
良

内
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
摩

滅
や

や
顕

著

73
土

師
器

蓋
(1
80
) 

― ―
  

―
体

部
～

口
緻

]転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

橙
色

密
(赤

・
白
・
黒

色
粒

子
、
雲

畳
)

良
内

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

、
内

外
面

と
も

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や

SI
SO

灰
釉

陶
器

娩
(1
6 
4)
  
  

―
―
  
  

―
―

口
縁

～
体

部
ヨ
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

灰
白

色
徴
宅

(黒
白

色
粒

子
)

良
内

面
全

体
釉

刷
毛

塗
り

、
K1
4段

階

S1
80

73
土

師
器

小
形

甕
(1
86
) 
 

一
  

―
口
繊

～
胴

部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

褐
色

14
(金

色
雲

母
、

黒
白

赤
色

笠
子

)
良



Ｉ Ｐ り 〇 ―

出
土

地
′ミ

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

73
土

師
器

甕
(2
82
) 
 

― ―
  

―
口
縁

～
胴

部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ

ケヽ
メ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(金

色
雲

母
、

自
・
黒

卜
色

粒
子

)
勺
外

面
と

も
強

く
被

熱

S1
30

73
士

宮 下
器

甕
27
 0

口
縁

～
胴

部
ケヽ

メ
、

ナ
デ

、
指

頭
痕

ケヽ
メ

、
指

頭
痕

に
ぶ

い
褐

色
や
や

粗
(金

色
雲

母
多

、
自

黒
赤

色
粒

子
)

良

73
土

師
器

輩
―
  

頸
部

径
(2
20
) 

一
胴

部
ナ
デ
、
ハ
ク
メ

ィ ア 痘

ナ 謳
ケヽ

メ
、

指
に

ぶ
い

黄
褐

色
や

や
粗

(金
色

雲
母

多
、

黒

白
赤

色
粒

子
)

艮
炭
熱

す
る

が
内

外
面

と
も
摩

減
は

あ
ま

り
顕

著
で

は
な

い

上
師

器
褻

胴
部

ケヽ
メ

ナ
デ

、
ハ

ケ
メ

、
指

・
8滝

こ
ぶ

い
褐

色
や

や
粗

(金
色

雲
母

、
黒

自
赤

色
粒

子
〉

良
勺
外
面
と
も
強

く
被
熱

し
内
面
の
荒
れ
顕
著

73
土

師
器

甕
88

胴
部

～
底

部
ハ

ケ
メ

底
部

木
葉

痕
ケヽ

メ
明

赤
褐

色
に

ぶ
い

褐
仁

や
や

粗
(自

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
、

赤
色

粒
子

)
良

外
面

強
く

被
熱

し
内

面
の

荒
れ

は
あ

ま
り
顕

著
で

は
な

ヤ

S1
80

73
土

師
器

甕
80

胴
部

～
底

部
ハ

ケ
メ

底
部

木
葉

痕
ケヽ

メ
、

ナ
デ

、
指

E】
言

こ
ぶ

い
褐

色
阻

(票
自

色
粒

子
、

金
色

雲
ユ
 

赤

'新
子

)
良

勺
外

面
と

も
荒

れ
顕

著
、

特
に

内
面

の
荒

れ
顕

著

73
27

土
師

器
甕

胴
都

～
底

部
ハ

ク
メ

底
都

木
葉

痕
クヽ

メ
、

ナ
デ

、
指

百
】言

二
ぶ

い
褐

色
や
や

粗
(自

.黒
色

粒
子

、
金

“

雲
母
 

赤
Ⅲ

府
子

)
良

勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
内

面
の

荒
れ

や
や

顕
著

須
恵

器
甕

舟 同
吉
[

タ
タ
キ

ナ
デ

黄
灰

色
笞

(自
黒

色
粒

子
)

良
内
外
面
と
も
摩
滅
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

t

須
恵

器
甕

肩
部

タ
タ
キ

(平
行

)
タ

タ
キ

(同
心

円
)

灰
色

督
(白

黒
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
摩

減
は

み
ら
れ

な
い

が
内

面
に

黒
色

塗
彩

の
痕

跡
あ

り

須
恵

器
姿

肩
部

タ
タ
キ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

灰
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
)

艮
内

外
面

と
も
摩

滅
は

ほ
と

ん
ど
み

ら
れ

な
ヤ

S1
31

土
日雨

器
杯

(7
7)

体
部

～
底

部
]転

ナ
デ

、
ミ
ガ

キ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
赤

褐
色

密
(赤

白
黒

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
外

面
の
摩

滅
や

や
顕

著

74
2

土
師

器
不

(5
0)

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

巨
部

回
転

糸
切

り
か

回
転

ナ
デ

に
ぶ

い
黄

橙
色

密
(赤

・
自

色
粒

子
、

金
色

雲
母

少
)

良
映
質

、
内

外
面

と
も
被

熱
し
摩

滅
非

常
に
顕

著

74
3

土
師

器
14
N

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

臣
都

ヘ
ラ

ケ
パ

リ
回
転

ナ
デ

橙
色

密
(赤

色
粒

子
多

、
白

黒
色

粒
子

)
良

対
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

、
内

面
の

摩
滅

や
や

西
著

S1
31

土
含市

器
脚

高
高

台
底

部
ヨ
転

ナ
デ

底
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

月
赤

褐
色

密
(自

色
粒

子
や

や
多

、
黒

色
粒

子
)

良
内
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
顕

著

S1
31

5
土

師
器

ノ ト
皿

か
(4
5)

底
部

ヨ
転

ナ
デ

嵐
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
登

色
密

(白
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
f章

)
良

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も

彼
黎

し
内

面
の

摩
滅

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
翻
百
著

6
灰

釉
陶

器
皿

(1
60
) 
 

― ―
  

―
日
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
回

転
ナ

デ
疋

白
色

亀
:灰

オ
リ
ー

ブ
侮

密
(自

・
黒

色
粒

子
)

良
摩

耗
摩

滅
と

も
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

な
い

S1
31

灰
釉

陶
器

筑
(7
0)

体
都

～
底

部
回

転
ナ

デ
底

都
回

転
ナ

デ
 

付
高

台
回

転
ナ

デ
疋
黄

色
伯

i灰
白

色
密

(黒
白

赤
色

粒
子

)
良

内
外
面
と
も
摩
滅

ヨ
ゴ
レ
や
や
顕
著

8
土

師
器

妻
(3
52
) 
 

―
―
  

―
自
縁

～
胴

部
クヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ケヽ
メ

朴
i黒

褐
色

勺
:に

ぶ
い

赤
褐

色
粗

(白
黒

赤
色

粒
子

、
金

色
要

母
 

小
豫

努
)

艮
内

外
面

と
も

強
く

被
Tl
lし

器
面

の
荒

れ
非

常
に

顕
著

S1
91

土
師

器
奏

(3
5 
0)
  
  
 

一
―
  
  
 
―
―

口
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
ベ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
と
が

い
赤

褐
色

包
(白

黒
赤

色
粒

子
、

金
色

三
母
 

小
標

力
)

良
内

外
面

と
も

強
く
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

非
常

に
顕

著

10
土

師
器

甕
か

鉢
―
  
(5
7)
 

一
底

部
ヘ

ラ
ナ

デ
底
都

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ナ

デ
黒

褐
色

q(
白

色
粒

子
、

金
色

雲
母

、
卜
灌

や
や

完
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
内

面
の

器
面

の
荒
れ

非
常

に
顕

著

土
宮 市

器
甕

か
鉢

―
  
 (
10
1)
  

一
底

部
ヘ

ラ
ナ

デ
底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ナ

デ
黒

掲
色

や
や

粗
(自

色
粒

子
、

金
色

雲
ユ
 

川
、 碑

)
内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

顕
著

12
土

宮 市
器

奏
- 
  
  
13
 0
  

・
  

―
―

1同
部

～
底

部
ヘ
ク
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ

い
赤

褐
色

生
(自

色
粒

子
多

、
金

色
雲

y、
小

礫
)

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
内

面
の

荒
れ

顕
著

、
底

部
内

面
の

黒
ず

み
顕

著

18
須

恵
器

重
(2
60
) 
 

一 ―
  

―
日

縁
部

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
貢

灰
色

奪
(白

黒
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
摩

滅
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

S1
31

14
須

恵
器

甕
か

壷
肩

郵
タ
タ
キ

タ
タ
キ

外 内 釉

黒
褐

色

暗
灰

黄
色

オ
リ
ー

ブ
灰

色

密
(黒

自
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
摩

滅
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

S1
32

74
1

土
師

器
鉢

か
体

部
回

転
ナ

デ

底
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
こ
ぶ

い
橙

色
や

や
粗

(黒
・
赤

自
色

粒
子

、
雲

母
)

良
ヽ
外

面
と

も
被

熱
の

た
め

変
色

顕
著

、
外

面
の

荒
れ

顕
著

S1
32

74
2

土
師

器
皿

―
  
 (
60
) 
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

底
都

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

登
色

や
や

密
(赤

黒
,自

色
粒

子
、

雲
母

)
艮

陰
上

マ
ー

ブ
ル

状
、

内
面

の
摩

滅
や

ゃ
顕

著

S1
32

74
3

土
師

器
甕

(2
80
) 

一 ―
  

―
口
率素

一ヽ
月 同

音
F

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ

に
ぶ

い
黄

褐
色

密
(自

黒
色

粒
子

、
雲

母
、

赤
得

粒
子

)
良

村
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

S1
32

74
土

師
器

甕
胴

部
ケヽ

メ
ケヽ
メ

外
:黒

褐
色

内
:明

褐
色

保 納
密 砂

自
色

粒
子

、
雲

母
、

良
勺
外

面
と

も
摩

滅
あ

ま
り
顕

著
で

は
な

い

S1
38

75
土

師
器

郷
(1
20
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

都
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ナ
デ

目
転

ナ
デ

橙
色

密
(黒

母
)

自
赤

色
粒

子
、

雲
良

為
面

の
摩

耗
お

よ
び

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

75
2

土
師

器
郭

(1
23
) 
 

―
―
  

―
口
繊

～
体

部
回
転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

明
赤

褐
色

密
黒

赤
・

白
色

粒
子

、
雲

良
内

外
面

と
も

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

S1
33

3
土

師
器

イ
(1
18
) 
 

一
―
  

―
口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
)

回
転

ナ
デ

橙
色

密 且
黒

白
赤

色
粒

子
、

雲
良

内
外

面
と

も
摩

滅
は

あ
ま

り
み

ら
れ

な
い

が
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ

S1
38

75
土

師
器

皿
(墨

書
主

娠[
)

(1
28
) 
 (
50
) 
 2
4

口
縁

～
底

部
ヨ
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

墨
書

回
転

ナ
デ

橙
色

密
(黒

赤
白

色
粒

子
、

雲
母

)
良

つ
く

り
は

荒
い

が
T寧

、
外

面
の

摩
耗

は
あ

ま
り
顕

著
で

は
な

い
が

底
部

内
面

の
摩

耗
は

や
や

顕
著

、
墨

書
の

墨
痕

は
薄

く
底

部
か

ら
は

み
出

て
記

さ
れ

て
い

る



Ｉ Ｐ Ｏ ｗ Ｉ

出
土

地
(

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

S1
33

5
土

師
器

皿
(1
20
) 
 

― ―
  

―
口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

豊
色

密
(白

赤
・
黒

色
粒

子
、
雲

母
)

良
外

面
の

摩
耗

頭
著

、
内

面
の

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

土
師

器
皿

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
登
色

密
(赤

黒
白

色
粒

子
)

良
つ

く
り

は
や

や
雑

、
内

外
面

と
も
摩

耗
お

よ
び

ヨ
ゴ

レ
や

や

頭
著

S1
33

7
須

恵
器

短
頸

重
カ

肩
部

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

回
転

ナ
デ

黄
灰

色
密

(黒
白

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
摩

耗
は

顕
著

で
は

な
ヤ

S1
33

8
須

恵
器

突
帯

付
四

耳
帝

肩
音
[

タ
タ
キ
、
ナ
デ
、

突
帯

ナ
デ

美
灰

色
密

(白
黒

色
粒

子
)

長
内

外
面

と
も

摩
耗

や
や

顕
著

、
内

面
は

や
や

黒
ず

ん
で

い

る
、

外
面

に
は

厚
く
釉

が
か

か
る

S1
33

9
須

恵
器

妻
肩

部
タ
タ
キ
、
ナ
デ

ナ
デ

黄
灰

色
密

(白
黒

赤
色

粒
子

)
長

代
面

黒
色

塗
彩

S1
33

須
恵

器
甕

タ
タ

キ
、

ナ
デ

ナ
デ

疋
褐

色
密

(白
黒

赤
色

粒
子

、
雲

良
内

外
面

と
も

摩
耗

は
あ

ま
り
顕

著
で

は
な

い
が

内
面

の
ヨ

ゴ

レ
や

や
顕

著

S1
34

土
師

器
イ

(1
10
) 
 5
8 
 4
1

1/
3残

存
ヨ
転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

壼
部

回
転

糸
剪

り
、

ベ
ラ

ク
ズ

リ
]転

ナ
デ

、
暗

文
月
赤

褐
色

緻
密

(赤
色

粒
子

多
、

自
色

狂

子
、

雲
母

微
)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
箸

、
内

面
の

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

土
宮 市

器
書

例 船
郵
土

略
完

形
]転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ミ
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

線
刻

回
転

ナ
デ

、
暗

文
外 内

明
赤

褐
～

橙
色

明
褐

色

密
(赤

色
粒

子
多

、
白

色
粒

子
、

雲
母

少
)

良

器
面

の
歪

み
や

や
顕

著
、

底
外

に
線

刻
あ

り
、

内
外

面
と

も

被
熱

し
器

面
の

変
色

摩
滅

顕
著

、
線

亥
1は

摩
滅

に
よ

り
漬

れ

て
い

る

S1
34

3
土

師
器

14
N

(1
13
) 
 (
56
)

44
体

部
～

底
部

]転
ナ

デ
、

ベ
ラ

ケ
ズ

ヅ
置
き
[回

転
糸

切
り
 

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ
転

ナ
デ

、
暗

文
努
赤

褐
～

に
ぶ

い
赤

褐
色

緻
密

(赤
色

粒
子

多
、

自
色

粒

子
、

雲
母

少
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

、
内

面
の

摩
滅

も
や

S1
34

土
師

器
郎

(1
09
) 
 5
2 
 4
0

口
縁

～
底

部
]転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

琵
部

回
転

糸
助

リ
 

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

外 内
橙

色

に
ぶ

い
赤

褐
色

緻
密

(赤
色

粒
子

多
、

白
色

粒

子
、

雲
母

微
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

5
土

師
器

t4
N

(1
08
) 
 (
50
) 
 3
9

口
縁

～
底

部
]転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

在
部

回
転

糸
切

リ
 

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
IH
3転

ナ
デ

橙
色

徴
密

(赤
自

色
粒

子
、

金
色

雲
母

少
)

良
恰

土
マ

ー
ブ

ル
状

、
弱

く
被

熱
し

ス
ス

状
コ

ゴ
レ
顕

著
、

口

禄
蔀

端
蔀

ハ
面

の
睦

経
雨

薯

S1
34

6
土

師
器

郵
11
3

口
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

重
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

橙
色

密
(赤

色
粒

子
多

、
白
色

粒

子
、

雲
母

微
)

良

被
熱

し
外

面
の

器
面

の
変

色
顕

著
、

内
外

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ

レ
顕

著
、

日
縁

部
端

部
内

面
の

摩
耗

顕
著

、
口

唇
部

を
弱

く

打
ち

久
く

箇
所

あ
り

75
土

師
器

郵
(刻

書
十

果
)

(1
23
) 
 (
62
) 
 3
9

1/
4残

存
]転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

産
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

線
刻

橙
色

徴
密

(赤
色

粒
子

多
、

自
色
粒

子
、
雲

母
少

)

良
胎

土
マ

ー
プ

ル
状

、
体

部
内

面
に

線
亥
1あ

り
、

内
外

面
と

も

弱
く
稜

独
し
崖

滅
は

や
や

7E
薯

75
8

土
師

器
14
N(
亥

1書

土
器

)

(1
00
) 
 

一 一
  

―
口

縁
～

体
部

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
、

線
亥

1
明

赤
褐

～
橙

色
密

(赤
白

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も

被
熱

し
器

面
の

変
色

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著
、

体

内
に

繰
刻

あ
り
 

繰
刻

は
濃

い

75
9

土
師

器
不

口
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

外 内
明

赤
褐

色

に
ぶ

い
橙

～
明

赤
掲

色
致
密

(赤
白

色
粒

子
少

)
良

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

黒
変

化
顕

著
、

黒
変

イ眩
は

破
片

断
而
kで

及
ぶ

土
師

器
イ

(4
4)

体
部

～
底

部
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

橙
色

致
密

(赤
白

色
粒

子
少

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

や
や

顕
著

、
摩

滅
も
や

や

S1
84

土
師

器
14
N

15
4)

体
部

～
底

部
ヨ
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

質
部

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

に
ぶ

い
赤

褐
色

致
密

(赤
自

色
粒

子
少

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

や
や

顕
著

、
外

面
の

摩
滅

土
師

器
イ

(刻
書

(5
3)

体
都

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ク

ス
リ

=蔀
同

焼
糸

切
リ
 

ベ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

テ
橙

色
致
密

(赤
色

粒
子

多
、

自
色

粒
子
、

雲
母

少
)

良
ミ
内

に
線

刻
あ

り
、

線
亥
1は

や
や

浅
く

摩
滅

し
て

い
る

、
内

朴
面

と
イ
〕被

熱
し
変

色
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

13
土

師
器

不
(刻

書
口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

、
線

刻
回

転
ナ

デ
橙

色
徴
密

(赤
色

粒
子

多
、

自
色

粒
子

)

良
本
外

に
線

亥
1あ

り
、

線
亥
1は

深
い

、
外

面
は

強
く

被
熱

し
変

三
黒

変
化

、
摩

減
は

や
や

顕
著

S1
84

土
師

器
皿

(1
60
) 
 (
30
) 
 2
1

口
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

、
暗

文
橙

色
緻

密
(赤

色
粒

子
多

、
白
色

粒
子

、
雲

母
少

)

良
茂
片

だ
が

重
量

感
あ

り
、

内
外

面
と

も
被

熱
し

口
縁

部
外

面
Dス

ス
付

着
顕

著
 

口
緑

部
瑞

部
の

摩
減

顕
著

S1
34

土
師

器
皿

(1
60
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
こ
ぶ
い
赤
褐
色

緻
密

(赤
色
粒

子
、
雲

母
少

)
良

外ヽ
面

と
も
被

熱
し
内

面
の

ス
ス
付

着
顕

著

土
師

器
蓋

(1
76
) 
 

―
―
  

―
体

部
～

日
縁

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

]転
ナ

デ
、

Rξ
文

外
:橙

色

内
1橙

～
に

ぶ
い

褐
色

緻
密

(赤
自

色
粒

子
)

長

勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

剥
落

頭
著

、
特

に
内

面
は

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ

も
顕

著
、

口
縁

部
内

外
面

を
中

心
に

摩

威
や

や
顕

著

17
土

師
器

業 事
(1
73
) 
 

― ―
  

―
体

部
～

口
縁

回
転

ナ
デ

、
回

転
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
外 内

明
赤

褐
～
橙

色

明
赤

褐
色

緻
密

(赤
白

色
粒

子
)

良

勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

剥
離

顕
著

、
特

に
内

面
は

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ

も
顕

著
、

摩
耗

摩
滅

は
あ

ま
り
み

ら
れ

IF
ヤ

｀

土
師

器
小

形
菱

(1
50
) 
 

―
―
  

―
日
縁

～
1同

部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ

外
:褐

～
灰

褐
色

内
:褐

色

や
や

粗
(金

色
雲

母
多

、
自

雀

粒
子

(小
石

)多
良

勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

や
や

顕
著

S1
84

上
師

器
霊

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

外 内
に
ぶ

い
赤

褐
～

黒
褐

色
に
ぶ

い
褐

色
粗

(白
色

粒
子

、
小

石
多

、
雲

母
多

、
赤

黒
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

顕
著

S1
34

土
師

器
小

形
甕

胴
部

～
底

部
ハ

ケ
メ

、
す

デ
底

部
木

葉
痕

ケヽ
メ

外 内
灰

掲
色

に
が

い
赤

褐
色

や
や

粗
(自

黒
色

粒
子

、
角

閃
石

多
、

雲
母

多
、

小
石

多
)

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
、

外
面

は
器

面
の

荒
れ

が
非

常
に

頭

著
で

内
面

は
胴

都
割

れ
日
付

近
の

ス
ス

付
着

顕
著

、
ス

ス
は

割
れ

口
断

面
ま

で
付

着
す

る
こ

と
か

ら
上

半
部

欠
失

の
後

も

下
半

部
の

み
を

使
用

し
た

可
能

性
大

S1
34

土
師

器
霊

胴
部

ヘ
ラ
ナ
ブ

ヘ
ラ
ナ
デ

外 内
明

赤
褐

～
に

ぶ
い

赤
掲

佳

明
赤

褐
色

⊆
(自

黒
色

粒
子

多
、

雲

]、
小

礫
)

良
内
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
の

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著
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現

存
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形
態
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形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
暁

成
備
 

考

76
1

土
富 下

器
甕

胴
部

～
底

部
ナ

デ
底

部
木

棄
痕

＼
ラ
ナ

デ
こ
ぶ

い
黄

橙
色

密
(黒

自
色

粒
子

、
金

色
雲

母
少

)
良

村
外

面
と

も
被

烈
し
内

面
の

摩
滅

や
や

酸
著

、
底

郡
外

面
に

土
師

器
IT
Nか

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

重
都

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
橙

色
密

(白
色

粒
子

多
、

赤
黒

色

位
子

)
艮

軟
質

、
内

外
面

と
も
摩

滅
顕

著

2
土

師
器

寮
―

 (
11
0)
―

胴
部

～
底

部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

は
部
木
葉
痕

ナ
デ
、
ハ
ク
メ

褐
色

密
(白

黒
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)
良

内
外

面
と

も
彼

熱
し
器

面
の
摩

減
販

著
、
底

外
に
モ

ミ
状

圧
痕

あ
り

土
師

器
郷

(5
0)

体
部

～
底

部
ラヽ
ケ
ズ

リ
ミ
部
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

橙
色

密
(赤

色
粒

子
多

、
自

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
滅

や
や

顕
著

1
土

師
器

邦
(1
12
)・

 
―
―

 
・

 
―

口
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

]転
ナ

デ
登

色
密

(自
黒

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

土
日市

器
14
N(
墨

書
土

器
)

(1
14
) 
 (
72
) 
 4
5

1/
2残

存

]転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
底
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

墨
書

回
転

ナ
デ

、
暗

文
月
赤

褐
色

密
(黒

自
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)
良

甍
外

に
墨

書
「
中

」
、

墨
痕

極
め

て
薄

い
、

文
字

は
端

正
、

口

象
突

端
部

の
摩

耗
顕

著

2
土

師
器

鉢
(1
40
) 

・
 
―

 
・
 
―

口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

月
褐

色
密

(白
黒

赤
色

粒
子

、
金

色
雲

母
)

良
角
外

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

者
、

6と
同

一
個

体

3
土

師
器

14
N

(7
0)

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

部
回

転
糸

切
り
、

ヘ
ラ

ク
ズ

リ

回
転

ナ
デ

、
暗

文

底
部

回
転

ナ
デ

、
暗

文
月
赤

褐
色

密
(黒

赤
白

色
粒

子
、

金
在

雲
母

)
良

勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

黒
変

化
顕

著
、
底

部
内

面
少
摩

耗
や

や
顕

著

土
師

器
不

(盤
状

)
(6
4)

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
ヅ

巨
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
登
色

密
(黒

白
。 赤

色
粒

子
、

金
佳

室
母

)
良

内
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

77
4

土
曾 市

器
イ

―
  
(5
3)
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

、
ミ

ガ
キ

底
部

回
転

糸
切

り
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

削
出

し
高

台

回
転

ナ
デ

月
赤

褐
色

密
(赤

色
粒

子
や

や
多

、
自

色

位
子

、
金

色
雲

母
)

良
内

外
面

と
も
弱

く
被

熱
し
摩

滅
や

や
顕

著

77
土

師
器

菱
口
縁

菩
[

∃
転

ナ
デ

、
ハ

ケ
メ

回
転

ナ
デ

、
ハ

ケ
メ

匿
色

堅
(自

色
粒

子
や

や
多

、
赤

色
笠
子

少
、

金
色

雲
母

少
)

良
内
外

面
と

も
被

熱
し
内

面
の

器
面

の
変

色
・
摩

滅
や

や
顕

著

77
6

土
師

器
交

口
縁

部
]転

ナ
デ

、
ハ

ケ
メ

ケヽ
メ

明
褐

色
る

(自
`黒

色
粒

子
、

金
色

雲
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

77
土

師
器

菱
ケヽ

メ
ケヽ
メ

に
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

、
金

L雲
母

蓼
)

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
特

に
内

面
の
摩

滅
荒

れ
顕

著

77
9

土
師

器
菱

72
胴

部
～

底
部

ハ
ケ

メ

底
部

木
葉

猿
ケヽ

メ
掲

色
や
や
粗

(黒
白
色
粒
子
、
金

良
内

外
面

と
も

強
く
被

熱
し
外

面
の

器
面

の
荒

れ
変

色
・

ス
ス

付
着

顕
著

77
須

恵
器

一 堕
胴

部
ナ

デ
ナ

デ
掲

灰
色

密
(石

英
、

黒
色

粒
子

)
良

章
手

、
内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

77
1

土
師

器
卜
皿

カ
(5
0)

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

主
都

回
転

糸
切

り
ヨ
転

ナ
デ

登
色

密
(黒

赤
白

色
粒

子
、

金
窪

雲
母

)
良

勺
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
摩

滅
や

や
顕

著

2
土

師
器

イ
か
皿

(7
0)

体
部

～
底

部
ヨ
転

ナ
デ

査
著
[回

墟
糸

切
り

ヨ
転

ナ
デ

橙
色

密
(白

赤
色

粒
子

)
良

句
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

77
土

師
器

郷
か

皿
底

部
回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
褐

色
密

(白
黒

色
粒

子
)

良
句
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

5
須

恵
器

重
か

肩
部

タ
タ
キ

回
転

ナ
ヂ

外 内
暗

灰
黄

色

黄
灰

色
密

(黒
白

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
摩

耗
摩

滅
は

あ
ま

り
み

ら
れ

な
し

灰
釉

陶
器

境
(1
50
) 
 

一 ―
  

―
口
縁

～
体

吉
F

ヨ
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

灰
白

色
麿

(白
黒

色
粒

子
)

良
釉

ツ
ケ

掛
け

、
内

面
全

体
に

釉
飛

赦
、

口
唇

部
の

摩
耗

や
や

閥
著

77
2

土
師

器
不

(6
0)

体
部

～
底

部
ヨ
転

ナ
デ

ミ
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

明
赤

褐
色

密
(黒

・
白

赤
色

粒
子

、
雲

母
、

角
閃

石
)

良
内

外
面

と
も

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

SK
9

1
土

師
器

皿
(1
58
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

部
ヨ
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

]転
ナ

デ
橙

色
密

(赤
白

色
粒

子
、

雲
母

)
良

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
頭

著

2
土

師
器

必
体

部
～

底
部

]V
A‐

ナ
デ

貞
都

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

笹
色

密
(白

赤
色

粒
子

、
雲

母
)

良
勺
外

面
と

も
ス

ス
状

コ
ゴ

レ
摩

滅
ゃ

や
顕

著

3
土

師
器

″ 下
カ

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
コ

転
ナ

デ
登

色
密

(赤
白

色
粒

子
、

雲
母

)
良

勺
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
摩

滅
や

や
頑

著

土
師

器
IT
Nカ

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ
底

部
回

魃
糸

助
り

回
転

ナ
デ

登
色

密
(黒

白
・
赤

色
粒

子
、

雲
母

)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
の

器
面

の
変

色
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
聾
滅

閥
著

77
4

灰
釉

陶
器

晩
(9
0)

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

甍
部

回
転

ナ
デ

、
付

高
台

回
転

ナ
デ

疋
黄

色
密

(自
黒

色
粒

子
)

良
内
外
面
と
も
摩
威
や
や
顕
著
、
内
面
に
重
ね
焼
痕
跡
あ

り

5
須

恵
器

霊
カ

肩
部

タ
タ
キ

ナ
デ

黄
灰

色
密

(自
色

粒
子

や
や

多
)

良
内

外
面

と
も

ウ
ル

シ
ら

し
き

塗
布

痕
跡

あ
る

が
摩

滅
や

や
顕

著

77
1

土
師

器
疑

胴
部

～
底

部
ヘ
ラ
ナ
デ

底
部
木
業
痕
、
線
刻
か

ハ
ケ
メ
、
ベ
ラ
サ
ー デ

と
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(黒

白
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

、
小

礫
)

良

内
外

面
と

も
や

や
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

、
底

部
は

木
葉

痕
の

ほ
か
線

刻
状

の
亥
1み

が
み

ら
れ

刻
み

を
入

れ
た

の
ち
故

意
に
破

砕
し
た

可
能

性
も
あ

り
77

2
土

師
器

禍
カ

―
 ・

(1
l 
o)
  

一
底

音
[か

ナ
デ

ナ
デ

1ぶ
い

橙
色

や
や

粗
(自

黒
赤

色
粒

子
、

企
缶

雲
母

)
良

外
面

の
ス

ス
付

着
や

や
顕

著

77
2

土
師

器
菱

(8
0)

胴
部

～
底

部
ハ

ケ
メ
、

ナ
デ

底
部

木
葉

痕
ケヽ
メ
、
ナ
デ

こ
ぶ

い
赤

掲
色

や
や

粗
(自

赤
黒

色
粒

子
、

雲
母

、
小

礫
)

良
内

外
面

と
も

強
く
被

熱
し
器

面
の

変
色

荒
れ

顕
著
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部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

77
灰

紬
陶

器
高

台
郵

65
体

部
～

底
都

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
、

回
転

ナ
デ

付
高

台

]転
ナ

デ
え

自
色

や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

)
良

つ
く

り
雑

、
内

外
面

と
も

細
か

く
器

面
が

剥
離

し
内

面
薄

く

黒
ず

む
、

摩
滅

等
は

ほ
と

ん
ど
認

め
ら
れ

な
い

SK
23

77
土

師
器

イ
(5
2)

体
都

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ク
ズ

リ

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

団
転

ナ
ア

、
暗

文
登
色

密
(自

赤
黒

色
粒

子
、

雲

母
)

良
勺
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

SK
31

1
土

師
器

不
(塁

書
土

器
)

12
3

42
42

完
形

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
、

墨
書

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

登
色

密
(赤

色
粒

子
多

、
白

色
粒

子
、

黒
色

粒
子

少
)

良

器
形

の
歪

み
や

や
顕

著
、

胎
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

体
外

墨
書

あ

り
、

正
位

に
「
太

」
力

、
墨

痕
は

極
め

て
薄

い
、

内
外

面
と

も

彼
熱

し
器

面
の

変
色

が
顕

著
、

日
唇

部
の

一
部

を
浅

く
打

ち

欠
き

そ
の

箇
所

を
中

心
に

油
煙

状
の

ス
ス

が
顕

者
に

付
着

、

さ
ら

に
灯

芯
が

炭
化

し
た

と
み

ら
れ

る
痕

跡
も
み

ら
れ

る

SK
31

2
土

師
器

野
12
5

51
43

完
形

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

外 内
明

赤
褐

色

明
黄

褐
～

黒
色

や
や

祖
(赤

色
粒

子
多

、
自
色

粒
子

、
黒

色
粒

子
少

)

良
器
形

の
歪

み
や

や
顕

著
、
胎

土
マ

ー
グ

ル
状

、
内
外

面
と

も

陰
く
被

熱
し
特

に
内

面
は

黒
変

化
し
器

面
荒

れ
て

い
る

SK
31

3
土

師
器

跡
12
 2

55
42

完
形

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

回
転

糸
切

り
、

手
持

ち
ヘ

ラ

ケ
ズ

リ

回
転

ナ
デ

月
赤

褐
色

緻
密

(赤
色

粒
子

多
、

黒
色

粒
子

少
)

良

丁
寧

で
や

や
厚

手
な

つ
く

り
、

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

ス
ス

の
付

着
顕

著
、
摩

耗
が

底
部

内
面

に
お

い
て

わ
ず

わ
Hこ

認
め

ら
れ

る
も
の

の
他

は
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

な
い

土
師

器
■ 4

N
14
8

55
略

完
形

回
転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

月
赤

褐
色

攻
密

(赤
色

粒
子

多
、

自
色

粒

千
、

黒
色

粒
子

少
)

良
や

や
雑

な
つ

く
り
、

胎
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

内
外

面
と

も
被

4A

し
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
底

部
内

面
の

器
面

の
剥

離
顕

著

5
土

師
器

野
12
1

46
42

略
完

形
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

明
赤

褐
～

灰
褐

色

明
示

褐
色

攻
密

(赤
白

色
粒

子
多

、
黒

三
粒

子
少

)

良
器
形

の
歪

み
や

や
顕

著
、

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

荒
れ

ス
ス

の
付

着
顕

者

S(
31

6
土

宦 雨
器

書
例 船

不

土
12
3

45
略

完
形

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ
転

ナ
デ

、
繰

亥
1

明
赤

褐
色

徴
密

(赤
色

粒
子

多
、

白
色

粒

子
)

良

体
内

に
線

刻
あ

り
判

読
不

可
、
線

刻
は

浅
い

、
や

や
雑

な
つ

く
り
、

胎
土

マ
ー

ブ
ル

状
、
器

形
の

歪
み

や
や

顕
著

、
内

外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

や
や

顕
著

、
摩

耗
摩

減
は

底
部

内
面

に
お

い
て

わ
ず

力
Wこ

み
ら
れ

る
も
の

の
他

は
ほ

と
ん

ど

み
ら
れ

な
い

SK
31

土
師

器
杯

(1
40
) 
 5
0 
 (
59
)

口
縁

～
底

都
]転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

甍
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

明
赤

褐
～

橙
色

it
密

(赤
色

粒
子

多
、

自
色

粒

子
、

黒
色

粒
子

微
)

良
内

外
面

と
も
被

Fl
lし

器
面

の
変

色
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

者

8
土

師
器

郵
(1
64
)・

 5
7 
 5
65

口
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

蕉
蔀

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ
転

ナ
デ

外 内
に

ぶ
い

赤
褐

～
黒

褐
色

に
ぶ

い
赤

褐
色

致
密

(赤
自

色
粒

子
、

雲
母

1/
N)

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
外

面
の

黒
変

化
器

面
の

荒
れ

フ可

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
非

常
に

顕
著

9
土
師

器
郭

(1
22
) 
(4
4)
 4
35

口
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ク

ス
リ

壼
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

外 内
明

赤
褐

～
に

ぶ
い

黄
橙
[

に
ぶ

い
昔

椿
伸

雪
(赤

色
粒

子
多

、
黒

色
粒

子

歩
)

や
や

良
内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色
極

め
て
顕

著
、
摩

減

等
は

ほ
と
ん

ど
み

ら
れ

な
い

SK
31

10
土

師
器

郵
(1
6 
0)
  
  

一
一
  
  

一 ―
口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

ヨ
転

ナ
デ

外
:に

ぶ
い

橙
色

内
:に

ぶ
い

褐
～

に
ぶ

い
潜

存
致
密

(赤
色

粒
子

多
、

自
黒

良
内

外
面

と
も

被
熱

し
器

面
の

変
色

荒
れ

ス
ス

の
付

着
顕

著

SK
31

11
土

師
器

郵
体

都
～

底
部

]転
ナ

デ

羮
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

明
赤

褐
色

ぢ
(赤

白
色
粒
子
多
、
金
色

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も

強
く

被
熱

し
器

面
の

変
色

摩
滅

顕

芸

12
土

宮 顧
器

皿
(1
20
) 
 (
40
)

2 
75

口
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

璧
都

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
目
転

ナ
デ

外 内
橙

～
に
ぶ

い
黄

橙
色

橙
色

密
(赤

色
粒

子
多

、
白
色
粒

子
、

雲
母

少
)

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

ス
ス
付

着
顕

著

13
土

師
器

鉢
11
7

70
33

略
完

形
ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
ヅ

虞
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

ブ
外

:灰
禍

色

内
:明

赤
褐

色
ζ

(赤
・

白
色

粒
子

多
)

内
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
を

中
心

に
ス

ス
付

着
顕

者
、

摩
滅

座
好

唐
ル

ギ
、
ほ

″
ス
ノ
′
認

め
ら
れ

た
い

土
師

器
鉢

(4
00
) 
 

一
  
 
一

口
縁

～
胴

部
ナ
デ
、

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
外

:明
赤

褐
～

灰
赤

色

内
:明

赤
褐

色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
小

礫

多
、

金
色

雲
母

多
)

内
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
を

中
心

に
ス

ス
の

付
着

顕
著

、
13

15
土

師
器

鉢
胴

部
ケヽ
メ

ケヽ
メ

外 内
に

ぶ
い

赤
褐

色

に
ぶ

い
赤

褐
～

灰
褐

色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
小

礫

多
、

金
色

雲
母

多
)

良
内

外
面

と
も
被

Ft
tし

内
面

を
中

心
に

ス
ス

の
付

着
顕

者
、

14

と
同

一
個

体

16
須

恵
器

蓋
(刻

書

土
器

)

体
都

]転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

線
刻

外 均
灰

黄
褐

～
暗

褐
色

に
ぶ

い
黄

褐
色

密
(白

・
黒

色
粒

子
)

良
体
内
に
線
亥
」あ

り
、
線
刻
は
浅
い
、
内
外
面
の
摩
耗
・
摩
滅
は

ほ
と
ん
ど
み

ら
れ
な
い

17
須

恵
器

認C
カ

タ
タ

キ
ナ

デ
え
黄

色
密

(白
色

粒
子

多
)

艮
内

外
面

と
も

に
ウ
ル

シ
ら

し
き

塗
布

痕
跡

あ
り
、

外
面

の
摩

滅
や

や
顕

著

土
宮 弔

器
14
N

14
2

略
完

形
En
3転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ク

ス
リ

氏
都

回
転

糸
切

リ
 

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
疋
褐

色
密

(赤
白

黒
色

粒
子

)
良

器
形

の
歪

み
顕

者
、

外
面

ウ
ル

シ
状

付
着

物
内

面
体

部
下

半

を
中

心
と

す
る

黒
ず

み
顕

著
、

内
面

の
摩

耗
や

や
顕

著

2
土

師
器

邸
(1
22
) 
 (
40
) 
 3
25

日
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

氏
都

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

ブ
登
色

や
や

粗
(赤

色
粒

子
多

、
白

黒
色

粒
子

)
良

胎
土
マ

ー
プ

ル
状

、
内

外
面

と
も
弱

く
被

熱
し
摩

耗
摩

滅
原

と
も

ほ
と
ん

ど
認

め
ら
れ

な
い

SK
32

3
土

師
器

イ
(1
24
) 
 

一
  

―
口
縁

～
体

都
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ク

ズ
ツ

回
転

ナ
デ

島
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

SK
32

4
土

師
器

不
(1
30
) 
 

一
―
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
登
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も

弱
く
被

熱
し
摩

耗
や

や
顕

著

SK
82

須
恵

器
甕

か
タ

タ
キ

ナ
デ

疋
貢

色
絋

:褐
灰

俸
密

(白
黒

色
粒

子
)

良
内

外
面

に
ウ

ル
シ

状
塗

布
痕

跡
あ

り

SK
32

5
須

恵
器

甕
か

一 肩
タ
タ
キ

ナ
デ

又
色

密
(白

黒
色

粒
子

、
雲

母
)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
32

縄
文

深
鉢

口
縁

沈
線

文
沈

線
文

登
色

密
(白

黒
色

粒
子

、
雲

母
、

小
諜

多
)

良
内

面
の

器
面

剥
落

1
土
師

器
イ

(灯
明

具
)

12
3

41
略

完
形

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
テ

登
色

密
(赤

自
黒

色
粒

子
、
雲

母
)

良

器
形

の
歪

み
顕

著
、
胎

土
マ

ー
ブ

ル
状

、
日
唇

部
に

一
箇

所

油
煙

厚
く
付

着
、

内
面

体
部

下
半

～
底

部
内

面
に

か
け

て
薄

く
黒

ず
む

、
器

面
細

か
く
剥

RL
し

て
い

る

土
師

器
年

(1
40
) 
 

―
―
 '
 

一
口
縁

～
体

部
ヨ

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ
転

ナ
デ

笹
色

密
(赤

色
粒

子
多

、
自

黒
色

粒
子

)

良
勺
外

面
と

も
摩

減
や

や
顕

著



Ｉ Ｐ り ヽ 十

出
土

兇

点

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

士
焼

成
備
 

考

SK
35

2
土

師
器

杯
(1
48
) 

一 ―
 
・
 
―

口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

回
転

ナ
デ

党
貢

栓
色

密
(赤

自
黒

色
粒

子
)

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

SK
36

土
師

器
必

(1
50
) 
 

一
  
 

―
口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ナ

デ
回

転
ナ

デ
色

褐 色

灰 橙
密

(白
赤

黒
色

粒
子

、
金

色
菫
母

)

良
内

面
の

摩
滅

、
外

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顔

著

SK
36

2
土

師
器

杯
(1
68
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

色
褐 ＆

灰 構
密

(白
赤

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
)

良
内

面
の

摩
滅

、
外

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

3
土

師
器

脚
高

高
台

然
か

皿
―
  
(5
3)
身

部
底

径
  

―
体

部
～

脚
部

]転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
登

色
密

(赤
白

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
)

良
内

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

SK
36

土
師

器
脚

高
高

台

杯
か

冊
- 
 4
6身

都
底

径
  

―
底

都
回
転

ナ
デ

ミ
部

回
転

糸
切

り
回

鎌
ナ

デ
登
色

必
(白

赤
黒

色
粒

子
、

雲
良

内
外

面
の

摩
減

や
や

顕
著

、
高

台
部

は
故

意
に

打
ち
久

か
れ

て
い

る

5
土

師
器

小
坑

か
小

―
  
(6
4)
 

一
底

部
?高

台
部

?
ミ
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

ブ
登
色

や
や

狙
(白

・
赤

黒
色

粒
子

、
金

停
霊

母
)

良
内

外
面

と
も
強

く
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

顕
著

、
底

部
肥

厚
し

柱
状

高
台

化
す

る

土
師

器
蓋

(1
73
) 
 

―
―
  

―
体

部
～

曰
縁

]転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

瞳
色

蟄
(赤

色
粒

子
多

、
自

票
色

笠
キ

)
良

内
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

SK
45

2
土

禽 碩
器

賓
ケヽ

メ
ナ

デ
に

ぶ
い

褐
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
金

色
三
母

笏
 

黒
赤

停
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
摩

滅
や

や
顕

著

土
師

器
甕

底
部

ヽ
葉

痕
ナ

デ
外

:橙
色

内
:黒

掲
色

や
や

粗
(黒

白
色

粒
子

、
金

内
面

の
コ

ゲ
顕

著

須
恵

器
士 霊

底
言
[

回
転

ナ
デ

礎
部

回
転

ナ
デ

ナ
デ

灰
白

色

釉
:灰

オ
リ
ー

ブ
色

(自
黒

色
粒

子
)

高
台

部
接

地
面

摩
耗

や
や

顕
著

SK
45

5
須

恵
器

霊
胴

部
タ
タ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

更
色

4(
白

黒
色
粒
子
、
小
礫

)

内
面

全
体

的
に

滑
ら

か
だ

が
特

に
中

央
部

は
光

沢
を

持
つ

ほ
ど

滑
ら

か
、

外
面

も
中

央
部

付
近

を
中

心
に

摩
耗

顕
者

、
明

ら
か

に
二

次
転

用
さ

れ
て

い
る

、
断

面
修

1れ
口
)の

調
整

は

認
め

ら
れ

な
い

SK
45

6
灰

釉
陶

器
一 霊

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
又

色
](
白

黒
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
黒

ず
み

ヨ
ゴ

レ
顕

著

SK
47

土
師

器
皿

(9
6)
  
47
  
25

口
縁

～
底

部
カ

キ
メ

状
回

転
ナ

テ

底
部

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

笹
色

や
や

粗
(自

黒
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

少
)

良
や

や
軟

質
、

底
部

内
面

及
び

日
縁

部
内

面
の

摩
耗

や
や

顕
著

、
外

面
は

ほ
と

ん
ど
認

め
ら
れ

れ
い

SK
47

2
土

師
器

皿
(9
3)
  
(4
8)
  
23

口
縁

～
底

都
カ

キ
メ

状
回

転
ナ

デ

底
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

登
色

霜 母
自

黒
赤

色
粒

子
、

雲
良

や
や

軟
質

、
内

面
の

摩
耗

や
や

顕
著

SK
47

3
土

師
器

イ
か
皿

底
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

外 内
橙

色

に
ぶ

い
苦

潜
侮

密 母
自

赤
黒

色
粒

子
、

雲
良

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

4
土

師
器

脚
高

高
台

鉢
か

皿
底

部
～

脚
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

登
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
赤

黒
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

5
灰

釉
陶

器
塊

78
体

都
～

底
都

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

ナ
デ

、
付

高
台

]転
ナ

デ
曳
黄

橙
色

密
(自

黒
色

粒
子

)
良

外ヽ
面

と
も

ヨ
ゴ

レ
顕

者
、

ヨ
ゴ

レ
は

断
面

に
も
及

ぶ
、

内
面
は

ウ
ル

シ
状

付
着

物
が

薄
く
顕

著
に

み
ら
れ

底
部

内
面

は
骨

ら
か

な
状

態
で

あ
る

、
外

面
は

全
体

的
に

黒
ず

み
ヨ

ゴ
レ

ド
顕

著
、

高
台

部
端

部
の

摩
耗

が
著

し
い

6
灰

釉
陶

器
娩

体
著
F

]転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

)
ヨ

転
ナ

デ
灰

自
色

密
(自

黒
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
黒

ず
み

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

7
土

師
器

甕
(2
9 
2)
  
  
 

一
―
  
  
 
―

日
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

明
赤

褐
～

に
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
、

霊
畳
 

川ヽ
礫

)
良

勺
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
の

障
滅

顕
著

SK
47

3
須

恵
器

一 霊
カ

キ
メ

状
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
灰

色
密

(自
黒

色
粒

子
)

良
外

面
鉛

和
風

仕
上

げ

9
須

恵
器

甕
タ

タ
キ

ナ
デ

、
指

頭
痕

灰
色

や
や

粗
(黒

白
色

粒
子

、
小

良
内

面
の
摩

滅
ゃ

や
顕

著

SK
47

須
恵

器
甕

肩
部

タ
タ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

灰
色

や
や

粗
(自

黒
色

粒
子

、
月

良
内

面
ウ
ル

シ
状

黒
色

塗
彩

SK
47

須
恵

器
霊

肩
部

タ
タ
キ

ハ
ケ

メ
、

ナ
デ

、
指

す
百
,膏

灰
色

や
や

粗
(白

・
黒

色
粒

子
、

小
良

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

土
師

器
外

(1
10
) 

―
・

―
口
縁

～
体

部
ヨ
転
ナ
デ

ヨ
転

ナ
デ

、
ミ

ガ
キ

明
赤

褐
色

4(
赤

白
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

2
土

師
器

甕
打鳳

音
F

ケヽ
メ
、
ベ
ラ
ナ
デ

ケヽ
メ

外 内
浅

黄
栓

色
潜
0

や
や

粗
(白

赤
黒

色
粒

子
、

雲
母

、
1～

34
u 
lの

小
礫

)
良

内
外

面
と

も
器

面
の

象
1離

顕
著

SK
51

土
師

器
ノ

|ヽ
皿

(1
00
) 
 (
50
) 
 2
1

口
縁

～
底

部
]転

ナ
デ

rt
tR
同

蟻
糸

枷
n

EH
3転

ナ
デ

橙
色

や
や

粗
(白

赤
黒

色
粒

子
、

ハ
れ

三
舟

ヽ
良

内
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
、

外
面

の
摩

滅
や

や
顕

著

SK
51

2
灰

釉
陶

器
婉

69
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

、
ナ

デ

藍
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

灰
白

色
や

や
粗

(自
黒

色
粒

子
、

小
F輿

)
良

高
台

部
端

部
摩

耗
顕

著
、

底
部

内
面

を
中

心
に

黒
ず

み
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著
、

ウ
ル

シ
状

付
着

物
及

び
朱

の
痕

跡
が

散
在

的
に

認
め

ら
れ

る

SK
52

土
師

器
蓋

体
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

暗
文

目
転

ナ
デ

、
暗

文
外 内

に
ぶ

い
責

橙
色

繕

“

密
(赤

白
黒

色
粒

子
、

企
荏

雲
母

少
)

良
内
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

SK
55

1
土

師
器

イ
(1
28
) 
 (
42
) 
 3
5

口
縁

～
底

都
]転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

壼
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
IP
3転

ナ
デ

橙
色

や
や

粗
(赤

色
粒

子
多

、
自

雀
粒

子
、

金
色

雲
母

)
良

冶
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

内
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
頭

著
、

底
部

内
面

力
中

心
に

や
や

弓1
<袴

熱
1ク
器

而
絣

て
ぃ

る

SK
55

2
土

師
器

皿
(1
24
) 

一 ―
  
(1
9)

口
緻

～
体

都
]転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(赤

色
粒

子
や

や
多

、
自

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)

良
胎

土
マ

ー
ブ

ル
状

、
内

面
を

中
′ とヽ

に
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著



Ｉ 　 Ｐ 伽 ９ 　 １

出
土

地
′ミ

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

SK
55

81
3

土
師

器
高

台
イ

- 
  
  
10
 4
  
  
 -

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ
氏

都
削

cB
し

高
台

回
転

ナ
デ

登
色

を
(赤

白
黒

色
粒

子
、

金
色

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

灰
釉

陶
器

銃
(1
40
) 
 

一
一
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
回
転

ナ
デ

浅
黄

色
あ

(白
黒
色
粒
子

)
良

内
面

の
黒

ず
み

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著
、

ウ
ル

シ
状

付
着
物

認
め

ら

れ
る

SK
55

81
5

土
師

器
霊

ケヽ
メ

(幅
広

)
ケヽ

メ
(幅

広
)

戻
黄

掲
色

密
(自

黒
赤

色
粒

子
、

金
色

良
為
外

面
と

も
摩

減
顕

著

SK
58

81
(

土
師

器
イ

(1
20
) 
 

― ―
  

―
日
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
]転

ナ
デ

、 
ミ
ガ

キ
月
赤

褐
色

る
(赤

白
色
粒
子
、
金
色
雲

ユ
)

良
勺
外

面
と

も
黒

ず
み

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

SK
59

土
師

器
不

- 
 6
0)
 

一
体

部
～

底
部

＼
ラ

ケ
ズ

リ
巨
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ
転

ナ
デ

橙
色

る
(自

赤
黒

色
粒

子
)

為
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

81
2

土
師

器
交

―
  
(9
0)
 

―
体

都
～

底
部

ヽ
ラ

ク
ズ

リ
蕉
常
ほヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ナ
デ

外 内
に

ぶ
い

橙
色

褐
灰

色

や
や

粗
(自

色
粧

子
多

、
赤

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
少

)

内
外

面
と

も
器

面
ア

バ
タ

状
で

や
や

荒
れ

て
い

る

土
師

器
体

(2
88
) 
 

一 ―
  

―
ロ
イ尿
―
月 同
言
[

ケヽ
メ

ケヽ
メ

明
赤

掲
色

や
や
粗

(自
赤

黒
色

t~
子

、
内

外
面

と
も
被

tJ
lし

摩
滅

顕
著

土
師

器
応

―
  
(4
01
  
-

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ミ
音
防

ラヽ
ナ

デ
回
転

ナ
デ

褐
色

笞
(黒

赤
白

色
粒

子
、

金
色

冶
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

内
外

面
と

も
黒

ず
み

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

SK
66

81
土

師
器

イ
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

茎
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
掲

色
や

や
粗

(自
色

粒
子

多
、

赤
黒

伸
粒

子
)

良
内

外
面

と
も

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ

摩
滅

顕
著

81
土

師
器

不
(6
0)

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

甍
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

登
色

密
(黒

自
赤

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も

器
面

の
永
1落

摩
滅

ス
ス

状
コ

ゴ
レ
や

や
顕

著

SK
66

3
灰

釉
陶

器
婉

底
部

回
転

ナ
デ

底
都

付
高

台
回

転
ナ

デ
曳
黄

色
密

(自
黒

色
粒

子
)

良

底
部

内
面

非
常

に
滑

ら
か

、
高

台
部

端
部

摩
耗

顕
著

、

は
下

寧
に

打
ち

欠
い

て
い

る
、

全
体

に
黒

ず
み

顕
著

、

転
用

さ
れ

て
い

る

部 次

身 二

SK
66

4
土

師
器

菱
口
縁

部
ケヽ
メ
、
す
デ

ケヽ
メ
 
ナ
デ

登
色

密
(白

黒
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)

良
内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

荒
れ

顕
著

5
土

師
器

甕
か

壺
底

部
ナ

デ
底

都
木

葉
痕

月
褐

色
や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

、
金

良
内

外
面

と
も
強

く
被

熱
し
内

面
器

面
の

剰
落

顕
著

6
土

師
器

蝸
カ

―
  
(1
00
) 
 

一
底

部
ナ

デ
ヘ
ラ
ナ
デ

B色
密

(白
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

勿
)

良
外

面
被

熱
の

た
め

器
面

や
や

荒
れ

る
が

内
面

の
摩

耗
Ff
滅

は

あ
ま

り
認

め
ら
れ

な
い

SK
66

81
須

恵
器

突
帯

付
四

耳
市

―
  
(2
36
)突

帯
部

位
  

―
肩

部
ER
3転

ナ
デ

、
突

帯
回

転
ナ

デ
島
灰

色
や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
)

良
外

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

、
内

面
の

厚
滅

は
ほ

と
ん

ど
認

め
ら

れ
ず

8
須

恵
器

一 蔓
胴

部
カ

キ
メ

回
転

ナ
デ

木
:灰

褐
色

勺
:褐

灰
色

密
(自

黒
色

粒
子

)
良

外
面

鉄
釉

SK
67

1
土

師
器

14
N

(1
20
) 
 

―
―
  

―
口
緻

～
体

部
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
登

色
密

(白
赤

黒
色

粒
子

、
金

色

雲
母

少
)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

土
宮 扁

器
第

(1
46
) 
 

一 ―
  

一
口
緻

～
体

都
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
月
褐

色
密

(黒
赤

自
色

粒
子

、
金
t

雲
母

少
)

良
内

外
面

と
く)

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

3
土

宮 市
器

皿
カ

(1
10
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

都
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
登

色
密

(自
黒

赤
色

粒
子

、
金

佳

雲
母

少
)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

4
土

師
器

不
―

 (
80
 -

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ

底
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
登

色
や

や
粗

(黒
白

赤
色

粒
子

、

金
色

雲
母

少
)

良
内

面
の

摩
滅

、
外

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

5
土

師
器

瑞
か

月同
普
Б

ナ
デ

ナ
デ

掲
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
、

小
礫

)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
器

面
の

変
色

ス
ス

の
付

着
顕

著

上
師

器
脚

高
高

台
―
  
(6
0)
身

部
底

径
  

―
体

部
～

脚
部

回
転

ナ
デ

底
割
`ナ

デ
回

転
ナ

デ
掲

色
密

(自
黒

色
粒

子
、

雲
母

)
良

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
摩

減
顕

著

灰
釉

陶
器

皿
か

18
6)

体
部

～
底

部
ヨ

転
ナ

デ

噴
部

回
転

ナ
デ

、
付

高
台

]転
ナ

デ
天

白
色

や
や

粗
(自

黒
色

粒
子

、
小

良
勺
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
頭

著

SK
75

土
師

器
14
Nか

皿
体

部
～

底
部

]転
ナ

デ
ミ
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

登
色

密
(黒

・
白

赤
色

粒
子

、
雲

良
勺
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

SK
76

須
恵

器
一 霊

胴
部

～
底

部
タ

タ
キ

底
部

ハ
ケ

メ
ナ

デ
色 色

褐 匝

里 一 線
外 丙

や
や

粗
(白

,黒
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
摩

耗
摩

滅
は

あ
ま

り
認

め
ら
れ

な
ヤ

SK
30

1
土

師
器

奏
】同
音F

ケヽ
メ

、
す

テ
ケヽ
メ
 
サ
デ

外 ハ
明

赤
褐

色
!こ

ぶ
い

協
魯

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
黒

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
顕

著
、

内
面

下
半

の
ス

ス
付

着
顕

筈
 S
K8
0 
2た

同
一

個
体

の
可

能
lf
あ

り

2
土

師
器

発
胴

部
ケヽ

メ
、

す
デ

クヽ
メ
、
ナ
デ

に
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
黒

赤
色

粒
子

、
金

色
雲

母
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
嘩

滅
顕

著
、

内
面

下
半

の
ス

ス
付

着
顕

著
、

SK
81
1 
1と

同
一

個
体

の
可

能
性

あ
り

SK
81

土
師

器
鉢

か
- 
 9
o)
 

一
胴

都
～

底
部

∃
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ナ

デ

璧
部

回
転

糸
切

り

回
転

ナ
デ

葺
部

回
転

ナ
デ

、
沈

保

外 内
橙

色

に
ぶ

い
黄

橙
色

密
(赤

白
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)

良

外
面

被
熱

し
器

面
の

変
色

ス
ス
状

コ
ゴ

レ
顕

著
、

内
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
も
顕

著
、

内
面

に
は
焼

成
時

に
小

礫
や

ワ
ラ
状

繊
維

が
抜

け
た
痕

跡
が

認
め

ら
れ

み
込

み
範

囲
に

対
し
二

重
の

沈
線

を
巡

ら
し
て

い
る

、
摩

耗
摩

滅
は

あ
ま

り
顕

著
で

は

な
い

SK
81

2
土

師
器

霊
(2
20
) 
 

― ―
  

―
口
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
 
ナ
デ

ケヽ
メ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
,赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

、
小

礫
)

良
内

外
面

と
も

強
く

被
熱

し
摩

滅
非

常
に

頭
著

SK
84

1
土

師
器

柱
状

高
台

皿
24

回
縁

～
高

台
部

ナ
デ

糸
切

り
、

フ
ラ

状
繊

維
回

転
ナ

デ
橙

色
や
や

粗
(白

色
粒

子
多
 

赤
黒

色
粒

子
 

雲
母

、
小

腱
)

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著



Ｉ Ｐ ９ ω ｌ

出
土

地

′点

図 号

揮 番

番 号
種

別
器

種
回
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

す 施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

2
土

師
器

イ
か
皿

―
  
(3
4)
・

 
―

体
部

～
底

部
ヽ
ラ
ナ

デ
重
部

分
、
ラ
ナ

デ
]転

ナ
デ

橙
色

B(
赤
・
白

黒
色
粒
子
、
金
色

ヨ
母

)
良

内
面

の
摩

滅
や

や
顕

著

3
灰

釉
陶

器
境

(1
68
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
回
転

ナ
デ

戻
白

色
る

(白
黒
色
粒
子
〉

良
口
縁

部
端

部
の

摩
耗

顕
著

SK
84

4
土

師
器

甕
(3
23
) 
 

一 ―
  

―
口
縁

～
胴

部
ハ

ク
メ

、
ナ

デ
ケヽ

メ
月
赤

褐
～

に
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

、
小

礫
)

良
ヽ
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
顕

著

SK
84

5
土

師
器

甕
か

口
縁

部
ハ

ケ
メ

、
ナ

デ
ケヽ

メ
ホ

:に
ぶ

い
赤

褐
色

勺
:明

赤
褐

色

や
や

粗
(白

赤
黒

色
粒

子
、

雲
母

、
小

撰
多

)
良

対
外

面
と

も
摩

滅
非

常
に

顕
著

6
上

師
器

奏
口
緻

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ

月
赤

掲
～

灰
掲

色
や

や
粗

(白
黒

赤
色

粒
子

、

雲
母

、
小

礫
)

良
外ヽ
面
と
も
被

Fl
lし

摩
滅
顕
著

SK
84

須
恵

器
一 霊

一月
タ
タ

キ
ラヽ
ナ

デ
疋
色

密
(白

色
粒

子
)

艮
勺
面

の
摩

滅
ゃ

や
顕

者

土
師

器
杯

か
皿

―
  
  
(5
4)
  
 

一
底
音
ト

羞
部

回
転

糸
切

り
ヨ
転

ナ
デ

隆
色

や
や

粗
(自

色
T‐

子
多

、
赤

≧
魯

維
子

)
良

や゙
軟

質
、

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

SK
86

1
須

恵
器

菱
月 同

音
[

タ
タ

キ
ヘ
ラ
ナ
デ

灰
色

や
や

粗
(自

色
柾

子
多

、
小

坐
)

良
外

面
の

摩
耗

非
常

に
顕

著
、

二
次

転
用

さ
れ

た
可

能
性

あ
り
、

内
面

は
未

使
用

状
態

土
宮 市

器
杯

体
音
[

ラ
ケ
ズ
リ
、
ミ
ガ
キ

回
転

ナ
デ

、
ミ

ガ
キ

外 内
に

ぶ
い

黄
橙

色
に

ぶ
い

昔
褐

缶
晉

(自
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
ユ

)
良

内
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

土
師

器
イ

―
  
(4
6)
 

一
体

部
～

底
部

]転
ナ

デ
、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

壼
部

回
転

糸
切

り
、
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

橙
色

雪
(白

・
赤
・
黒

色
粒

子
)

良
内
外

面
と

も
被

熱
し
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

SK
89

土
師

器
不

(2
24
) 
 

―
―

 
・

 
―

日
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

橙
色

密
(赤

・
白
・
黒

色
粒

子
)

良
勺
外
面
と
も
摩
滅
顕
著

SK
95

上
師

器
郷

―
・

(4
3)
・

―
体

部
～

底
部

ヨ
転

ナ
デ

重
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

登
色

密
(白

・
赤

色
粒

子
)

良
軟

質
、
器

面
の

歪
み

頭
者

、
内
外

面
の
摩

滅
や

や
顕

著
、

つ

く
り

も
や

や
雑

SK
95

2
土

師
器

脚
高

高
台

不
(皿

)底
部

～
脚

都
ヨ
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
登

色
密

(白
赤

黒
色

粒
子

、
金

在
雲

母
)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色
・
摩

滅
顕

著

SK
95

3
土

師
器

脚
高

高
台

外
か

皿
体

部
～

脚
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

登
～

明
褐

色
や

や
粗

(白
色

粒
子

多
、

赤
良

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

SK
95

土
師

器
妻

胴
部

クヽ
メ

ナ
デ

ボ
褐
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
、

小
礫

、
金

色
雲

母
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
滅

頭
著

5
灰

釉
陶

器
士 霊

胴
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
鷺
灰

色
密

(白
・
黒

色
粒

子
)

良
内
外
面
と
も
黒
ず
み
状

ヨ
ゴ
レ
顕
著

SK
97

須
恵

器
一 堕

肩
部

タ
タ

キ
ヘ

ラ
ナ

デ
疋
白

色
密

(自
黒

色
粒

子
)

良
角
外

面
と

も
黒

ず
み

状
ヨ

ゴ
レ
ゃ

ゃ
顕

著
、

須
恵

器
彼

片
融

昔

SK
10
6

土
師

器
杯

(1
42
) 
 (
64
) 
 5
3

口
縁

～
底

部
引
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
)

匿
蔀

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
瞳

色
密

(白
黒

赤
色

粒
子

)

底
部

内
面

の
摩

滅
や

や
顕

著
、

内
外

面
と

も
ス

ス
状

付
着

物
顕

著

SK
10
6

2
土

曾 市
器

甕
―

 (
10
0)
一

胴
部

～
底

部
ナ
デ

底
部

木
葉

痕
ナ

デ
外 内

灰
黄

褐
色

に
ぶ

い
黄

構

'

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
金

色
冨
母

多
、

赤
黒

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
12
0

土
師

器
皿

体
部

～
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
都

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

月
赤

褐
色

る
(自

黒
赤

色
粒

子
、

金
色

重
母

)
勺
外

面
と

も
黒

変
状

黒
ず

み
顕

著

SK
12
0

土
師

器
郵

体
部

ヘ
ラ
ク
ズ

リ
回
転

ナ
デ

登
色

畜
(黒

赤
白

色
粒

子
)

良
ヽ
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顧

著

SK
12
0

3
土

師
器

甕
口

縁
部

ハ
ケ

メ
、

ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

月
赤

褐
色

や
や

粗
(自

色
粒

子
多

、
黒

色
眩
子

、
金

色
雲

母
少

)
長

勺
外

面
と

も
摩

滅
顕

著
、

内
面

器
面

一
部

剥
落

SK
12
0

83
土

師
器

甕
か

壺
ハ
ケ
メ
、

ミ
ガ
キ

?
ケヽ

メ
、

指
Pr
H痕

明
赤

褐
色

明
赤

褐
～

黒
褐

●
密

(白
色

粒
子

、
金

色
雲

母
)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
の

摩
滅

顕
著

、
内

面
に

は
オ

コ
ゲ

犬
ス

ス
付

着

SK
12
1

J
土

師
器

鉢
体

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ナ

デ
]転

ナ
デ

卜
:橙

色
角

〔
灰

茜
褐

“

密
(黒

赤
自

色
粒

子
)

良
勺
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

SK
12
1

2
土

師
器

柱
状

高
台

坪
か

皿
―
  
(4
3)
 

一
高

台
部

回
転

ナ
デ

ミ
部

回
転

糸
切

り
、

小
子
Lあ

り
ヨ
転

ナ
デ

に
ぶ

い
黄

橙
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
黒

色
立
子

)
良

勺
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
12
1

3
土

師
器

鉢
(1
00
)・

 
― ―

  
―

日
縁

～
胴

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

明
赤

褐
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
)

良
外

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

SK
12
1

土
師

器
寮

胴
部

ハ
ケ
メ

に
ぶ

い
黄

橙
色

や
や

粗
(自

色
粒

子
多

、
赤

黒
符

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
12
1

5
上

師
器

奏
(3
22
) 
 

一
―
  

―
日
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
ナ
テ

ケヽ
メ

明
赤

褐
～

に
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

、
雲

母
、

小
牒

)
良

SK
12
1

6
須

恵
器

菱
1同

吉
[

タ
タ

キ
ヘ
ラ
ナ
デ

黄
灰

色
4(
自

黒
色

粒
子

、
小

礫
少

)
良

内
面

下
半

約
1/
3の

範
囲

が

'F
常

に
滑

ら
か

で
光

沢
を

も
つ

、
二

次
転

用
さ
れ

た
可

能
性

大
SK
12
2

土
目雨

器
皿

(1
20
) 
 

一
  
 

―
口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ヨ
転
ナ
デ

明
赤

掲
色

密
(自

赤
色

粒
子

)
良

外
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

SK
12
2

2
土

目 市
器

甕
か

―
  
(7
4)
 

一
底

部
ハ

ケ
メ

、
ナ

テ
底
部

木
葉

痛
ヘ

ラ
ナ

デ
赤

褐
色

粗
(自

色
粒

子
多

、
金

色
雲

母
′ 1

/・
】

良
内

外
面

と
も
や

や
強

く
被

熱
し
摩

滅
も
や

や
顕

著

S(
12
2

3
土

師
器

カ
マ

ド
形

庇
部

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

外 内
に

ぶ
い

赤
褐

色
R音

褐
揮

密
(黒

自
赤

色
粒

子
、
金

亡
雲

母
多

)
良

た
部

が
欠

損
す

る
が

内
外

面
の

摩
滅

等
は

あ
ま

り
顕

著
で

は
後
い

SK
12
2

4
須

恵
器

一 霊
肩

部
タ

タ
キ

ナ
デ

貢
灰

色
密

(白
赤

黒
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著



Ｉ ｗ り 預 ―

出
土

地
図 号

挿 香

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

都
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

SK
12
3

1
土

師
器

イ
(1
17
) 
 

一
―
  

―
日
縁

～
体

部
]転

ナ
テ

回
転

ナ
デ

明
黄

褐
色

る
(黒

赤
白

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

SK
12
4

須
恵

器
疑

一肩
タ
タ
キ

ベ
ラ
ナ
デ

黄
灰

色
4(
自

色
粒

子
や

や
多

、
黒

色

立
子

多
)

良

内
面

及
び

外
面

の
一

部
に

摩
耗

の
顕

著
な

範
囲

あ
り
、

特
に

内
面

の
摩

耗
範

囲
は

滑
ら
か

、
外

面
は

内
面

の
そ

れ
と
対

応

す
る
位

置
の

タ
タ

キ
ロ
が

部
分

的
に

摩
耗

し
て

い
る

、
二

次

転
用

さ
れ

た
可

能
性

大

SK
12
4

2
灰

釉
的

器
一 霊

En
3転

ナ
デ

ヨ
転

ナ
デ

外 内
灰

自
色

灰
黄

色
4(
白

・
黒

色
粒

子
)

良
内
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

SK
12
4

3
灰

釉
陶

器
壺

胴
部

EE
3転

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
ヨ
転

ナ
デ

疋
色

密
(白

暴
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

SK
12
5

1
土

師
器

邪
(1
40
)・

 
― ―

  
―

口
緻

～
体

都
回

転
ナ

デ
、

ベ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

月
赤

褐
色

密
(黒

赤
白

色
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
ス

ス
状

付
着

物
や

や
顕

著

SK
12
5

土
師

器
高

第
t4
N部

底
部

～
脚

部
回

転
ナ

デ
]転

ナ
デ

外 内

!剌
霊
モL

i灰
黄

褐
色

密
(白

黒
赤

色
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

SK
12
5

3
土

師
器

誕
か

胴
部

ナ
デ

黒
色

密
(白

黒
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
ス

ス
付

着
非

常
に

顕
著

SK
12
5

4
土

宮市
器

鉢
月 同

部
ケヽ

メ
ケヽ
メ

掲
色

書
(黒

白
赤

色
粒

子
、

金
色

艮
外

面
の

摩
滅

顕
著

SK
12
7

土
師

器
範

丹同
部

ケヽ
メ

ナ
デ

外 内
に

ぶ
い

赤
褐

色

掲
色

ζ
(白

黒
赤
色
粒
子

)
良

為
面

の
器

面
の

荒
れ

顕
著

SK
12
9

!
土

師
器

カ
マ

ド
形

か
胴

部
ケヽ

メ
ケヽ
メ

外 内
黒

褐
色

に
ぶ

い
赤

褐
色

笞
(白

・
黒

'赤
色

粒
子

、
金

色
勺
外

面
と

も
被

熱
し
内

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

SK
13
0

!
土

師
器

不
- 
 6
7 
 -

体
部

～
底

部
]転

ナ
デ

璧
部

回
転

糸
切

り
I「
3転

ナ
デ

黄
橙

色
る

(自
・
黒

赤
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著
、
外

面
一

部
黒

変
化

SK
13
0

2
土

師
器

不
―
  
(6
0)
 

一
底

部
]転

ナ
デ

氏
部

回
転

糸
切

リ
カ

回
転

ナ
デ

瞳
色

雪
(白

・
黒

赤
色

粒
子

)
軟

質
、

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

SK
18
1

土
師

器
小

皿
体

部
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

章
橙

色
密

(白
黒

赤
色

粒
子

)
良

台
部

欠
失

、
内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

SK
13
1

2
土

師
器

甕
胴

部
ナ

デ
卜

:黒
褐

色
ヽ

:赤
褐

Ⅲ
や
や

粗
(自

黒
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)

良
内

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

、
外

面
の

ス
ス

の
付

着
や

や
顕

著

SK
13
2

土
師

器
邪

―
  
(4
6)
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

壼
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
堡
色

や
や

粗
(黒

白
赤

色
粒

子
)

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

SK
13
2

2
土

師
器

高
台

イ
体

部
～

底
部

回
転

ヘ
ラ

ク
ス

リ

底
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

貼
付

高

台
(ケ

ズ
リ
調

整
)

回
転

ナ
デ

、
暗

文
登
色

密
(黒

・
赤

白
色

粒
子

)
良

外
面

の
摩

滅
顕

著

SK
13
2

8
土

宮市
器

羽
釜

(2
14
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
鍔

都
ナ

デ
兎
褐

色
密

(白
黒

赤
色

粒
子

、
金

佳

雲
母

)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
顕

著

SK
13
3

土
師

器
小

皿
(刻

書
土

器
)

(8
4)
  
46
  
22

3/
4残

存
回

転
ナ

デ
、

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
ヨ

転
ナ

デ
、

線
刻

登
色

や
や

粗
(金

色
雲

母
多

、
自

赤
色

粒
子

)

や
や

不
自

や
や

軟
質

、
内

面
に

線
亥
1あ

り
、

線
亥
1は

浅
く

内
面

の
摩

滅

SK
13
3

2
土

師
器

′ Jヽ
皿

40
略

完
形

ヨ
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ナ

デ

壼
部

回
転

糸
切

り
藪
転

ナ
デ

、
ナ

デ
月
赤

褐
色

や
や

粗
(金

色
雲

母
多

、
自

黒
色

粒
子

)

良
や
や

軟
質

で
つ

く
り
は
雑

、
日
縁

部
の

一
部

を
久

く
程

度
で

内
外

面
と

ギ】
塵

滅
は

ほ
と
ん

ど
認

め
ら
れ

な
い

土
師

器
ノ
!ヽ

皿
(9
0)
・

 
一

 ・
 
―

日
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

]転
ナ
デ

外 内
黒

褐
色

褐
色

密
(白

色
粒

子
多

、
黒

赤
色

粒
子

)

や
や
良

勺
外

面
と

も
摩

滅
や

や
頭

著

SK
13
3

土
禽 雨

器
杯

―
 (
48
) 

一
体

都
～

底
都

蕉
部

回
転

糸
助

り
回
転

ナ
テ

外 内
黒

色

黄
橙

～
暗

褐
色

密
(赤

色
粒

子
や

や
多

、
自
C

粒
子

)

や
や
良

外
面

二
次

的
に

黒
変

化
し

て
い

る

SK
13
3

5
土

師
器

/1
ヽ
皿

48
胴

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

苺
存
[同

転
系

切
り

回
転

ナ
デ

橙
～

褐
色

や
や

粗
(自

色
粒

子
や

や
多

、

赤
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)

不
良

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
18
8

6
土

師
器

′ Jヽ
皿

52
胴

都
～

底
都

]転
ナ

デ

嵐
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
橙

～
に

ぶ
い

赤
掲

～
黒

褐
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
赤

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
)

不
良

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
13
3

7
土

師
器

′ Jヽ
皿

―
  
(4
0)
 

一
底

部
]転

ナ
デ

震
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
赤

褐
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
赤

黒
a粒

子
少

)
不

良
内

外
面

と
も
摩

滅
顕

著

SK
13
3

8
土

師
器

小
皿

カ
―
  
(4
6)
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

、
ナ

デ
吏
部

回
簸

糸
切

り
回

転
ナ

デ
外

:明
赤

褐
～

黒
褐

色

内
:明

赤
褐

色
(赤

白
黒

色
粒

子
)

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
摩

滅
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

SK
13
3

9
土

師
器

皿
力
|

―
  
(6
4)
' 

一
Я同
音
[―

底
音F

回
転

ナ
デ

氏
都

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

ブ
外

:赤
褐

色

内
:明

赤
褐

色

必
(白

色
粒

子
多

、
赤

黒
色

笠
子

)
不

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
13
3

10
土

師
器

皿
か

- 
 6
4)
 

一
体

部
～

底
部

ヨ
転

ナ
デ

、
ナ

デ
え
著
[回

転
糸
切

り
ヨ
転

ナ
デ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(赤

色
粒

子
多

、
白

黒
綽

粒
子

)
や

や
良

勺
面

の
摩

耗
器

面
の

荒
れ

や
や

顕
著

SK
13
3

11
土

師
器

脚
高

高
台

イ
か

皿
体

部
回

転
ナ

デ
]転

ナ
デ

こ
ぶ

い
黄

橙
～

黒
褐

色
や

や
粗

(白
黒

赤
色

粒
子

金
色

雲
母

少
)

や
や

不
自

勺
外

面
と

も
摩

滅
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

SK
13
3

12
灰

釉
陶

器
娩

体
部

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
天

白
色

密
(白

・
黒

色
粒

子
)

良
勺
外
面
と
も
摩
滅
や
や
顕
者
、

TH
Iは

ツ
ク
掛
け

SK
13
3

13
土

師
器

蝸
丹同

部
ナ

デ
ナ
デ
カ

外
:黒

褐
色

密
(金

色
雲

母
多

、
自

黒
色

粒
子

)
や

や
良

ヽ
外

面
と

も
被

Fl
lし

内
面

の
摩

減
外

面
ス

ス
付

着
顕

著

14
須

恵
器

霊
頸

部
回

転
ナ

テ
回
転

ナ
デ

え
自

色
畜

(白
黒

色
粒

子
)

勺
外

面
と

も
摩

耗
,摩

滅
は

ほ
と

ん
ど
認

め
ら
れ

な
し



Ｉ Ｐ 伽 ∞ ―

出
土

地
′ミ

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

SK
13
8

15
須
恵

器
菱

か
肩

部
タ

タ
キ

ナ
デ

天
白

色
や
や

密
(黒

白
色

粒
子

)
や
や
良

内
面

や
や

滑
ら
か

、
二

次
転

用
さ
れ

て
い

る
、

外
面

の
タ

タ
キ

ロ
も
摩

能
顕

華

SK
13
3

須
恵

器
菱

肩
部

タ
タ

キ
ナ

デ
外 内

灰
白

色

灰
色

密
(自

黒
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著
、

二
次

転
用

さ
れ

て
い

な
い

SK
13
3

17
須

恵
器

壺
か

底
部

底
部

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

外 内
:灰

オ
リ
ー

ブ
～

浅
黄

色
:灰

色
密

(白
色

粒
子

や
や

多
、

黒
と

粒
子

)
良

勺
面

の
摩

滅
や

や
顕

著

SK
13
3

平
瓦

現
存

長
[1
40
] 
 

現
存

最
大

幅
[1
17

] 
 

端
割

厚
19

』
面

:布
目
、

使
用

痕
あ

り

凸
面

:縄
(平

行
)タ

タ
キ

端
部

側
面

:ヘ
ラ

ケ
ズ

)

灰
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
黒

色
粒

子
少

)

や
や
良

側
縁

の
一

部
を

故
意

に
打

ち
欠

く
、

凹
面

は
布

目
が

消
え

る
ほ

ど
摩

耗
し
非

常
に

滑
ら

か
、

凸
面

の
タ

タ
キ

ロ
が

つ
b・
れ

る
ほ

ど
摩

耗
し
て

い
る

、
こ

れ
は

接
地

の
際

の
摩

耗
で

あ
ろ

う
、

凸
面

の
磨

面
の

縁
辺

に
は

墨
痕

状
の

付
着

物
や

ヨ
ゴ

レ

が
顕

著
、

二
次

Fr
N用

さ
れ

て
い

る

SK
13
4

土
日 市

器
柱

状
高

台
皿

(1
62
) 
 

― -
  
57

口
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

茎
部

不
明

回
転

ナ
ヂ

橙
色

ζ
(自

赤
色
粒

子
、
金

色
雲

])
不

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
器

面
の

剥
落

摩
滅

ス
ス

状
ヨ

ヨ
レ
顕

著

SK
13
4

2
土

師
器

ノ J
ヽ
皿

(9
6)
  
(6
0)
  
24

日
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

壼
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
橙

～
褐

色
や
や

粗
(白

赤
黒

色
粒

子
、

争
tl
雲

畳
Ⅲ

不
良

欧
質

、
内

外
面

と
も
摩

滅
非

常
に

顕
著

SK
13
4

8
土

師
器

柱
状

高
台

鉢
か

皿
46

rT
N(
皿

)底
部

～
高

台
部

回
転
ナ
デ

ま
部
回
転
糸
切

り
回
転

ナ
デ

明
褐

～
褐

色
や

や
l■

(白
赤

黒
色

粒
子

)

や
や

不
良

欧
質

、
内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著
、

内
外

面
に

そ
れ

ぞ
れ

直
径

6

mほ
ど
の

′ よヽ
コ

あ
り

SK
13
4

士
師

器
柱

状
高

台

杯
か

皿
―
  
G9
) 

一
不

(皿
)底

部
～

高
台

部
]転

ナ
デ

壼
都

回
魅

糸
切

り
橙

色
や

や
粗

(白
色

粒
子

多
、

赤
黒

色
粒

子
)

不
長

吹
質

、
内

外
面

と
も
摩

減
顕

著

SK
13
4

5
土

師
器

奏
(2
80
) 
 

一
―
  

―
日
縁

～
胴

部
ラヽ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

赤
褐

～
黒

掲
色

密
(白

黒
色

粒
子

)
艮

ヽ
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

SK
18
5

1
土

宮市
器

柱
状

高
台

(8
5)
  
(5
5)
  
27

口
縁

～
高

台
部

ヨ
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
団
転

ナ
デ

登
～

黒
褐

色
や
や

粗
(自

赤
黒

色
粒

子
、

金
律

雲
f丑

)

や
Pヽ4

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
摩

減
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

土
師

器
14
N

―
  
(8
0)
, 

一
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ナ

デ
登

色
密

(自
赤

色
粒

子
)

や
や
良

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
13
9

2
須

恵
器

跡
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
音
青

灰
色

密
(自

色
粒

子
や

や
多

)
良

内
外

面
と

も
摩

耗
・
摩

滅
は

ほ
と

ん
ど
認

め
ら
れ

な
い

が
割

れ
日

の
状

況
か

ら
体

部
は

故
意

に
打

ち
欠

か
れ

た
可

能
性

が
強

SK
14
0

須
恵

器
甕

か
月同

部
ナ

デ
灰

色
密

(白
,黒

色
粒

子
)

艮
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
14
0

2
平

瓦
現

存
長
[8
0]
。

 
現

存
最

大
幅
[1
29
] 
 

端
部

厚
13
～

17
』
面

i糸
切

り
痕

凸
面

:糸
切

り
痕

、
ヘ

ラ
ナ

デ
、

ナ
デ

端
部

側
面

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

黒
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
金

色
雲
母

少
)

や
や

不
良

凹
面

の
摩

耗
や

や
顕

著
で

滑
ら

か
、

内
面

全
体

を
磨

面
と

し
て

使
用

、
特

に
付

着
物

は
認

め
ら
れ

な
い

、
凸

面
は

自
然

の

摩
滅

が
顕

著
だ

が
器

面
が

部
分

的
に

剥
落

し
て

い
る

SK
14
】

土
日市

器
嚢

胴
部

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

に
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(黒

色
粒

子
多

、
自
色

位
子

、
小

穫
、

企
存

霊
母

)
良

勺
面

の
摩

滅
顕

著

SK
14
3

土
師

器
皿

(8
0)
  
(4
2)
  
29

日
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
]転

ナ
テ

月
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

、
雲

母
、

小
礫

)
良

勺
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

SK
14
6

87
土

目 F
器

皿
―
 ・
 6
0)
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

部
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

]転
ナ

デ
登

色
密

(赤
色

粒
子

多
、

自
色

粒
子

)
良

陰
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

内
面

の
摩

滅
顕

著

SK
14
6

87
2

土
師

器
皿

―
  
(6
8)
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

登
色

や
や

粗
(白

赤
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)
良

勺
面

の
摩

滅
顕

著

SK
14
6

3
土

師
器

甕
(3
54
) 
 

一
  
 

―
口
縁

部
ハ
ケ
メ
、
ナ
ブ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(自

黒
色

粒
子

、
打

礫
多

)
良

内
外

面
と

も
摩

減
顕

著

4
土

師
器

禍
(2
5 
6)
  
  
 

一
―
  
  
 
―

口
縁

～
胴

部
クヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
14
8

土
師

器
小

皿
(8
2)
  
(5
2)
  
16

日
縁

～
底

部
目
転

ナ
デ

衰
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
外

:灰
黄

褐
色

内
:橙

色
や

や
粗

(白
赤

黒
色

粒
子

、
金

伸
=母

)
良

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著
、
SK
14
8で

取
上

げ
掲

載
す

る
が

本
来

イま
SK
34
21
こ

イキ
う
ヤ、
クう

SK
14
8

2
土

師
器

r4
N

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

査
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
橙

色
密

(白
赤

黒
色

粒
子

、
雲

母
)

良
内

外
面

と
も

摩
滅

顕
著

SK
14
8

8
土

師
器

イ
―

 (
46
) 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

氏
部

回
転

糸
切

り
ヨ
転
ナ
デ

橙
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
、

小
礫

少
)

良
底

部
内

面
器

面
の

荒
れ

非
常

に
顕

著

SK
14
9

土
師

器
イ

(1
21
) 
 

一 ―
  

―
口
繊

～
体

部
団
感

ナ
デ

回
転

ナ
デ

橙
色

密
(自

赤
黒

色
粒

子
)

良
ヽ
外

面
と

も
ス

ス
付

着
物

あ
り
、

使
用

痕
跡

は
希

薄

SK
14
9

2
土

師
器

IT
N

―
。

(6
4)
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
ヅ

璧
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

ヅ
]転

ナ
デ

、
暗

文
登

色
密

(赤
白

黒
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
14
9

土
師

器
イ

―
 (
52
) 

一
体

部
～

底
部

ヨ
転

ナ
デ

ミ
部

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

月
赤

褐
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
)

良
乃
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

SK
14
9

87
4

須
恵

器
不

―
  
(6
0 
 -

体
部

～
底

部
]転

ナ
デ

ミ
部

回
転

糸
切

り
目
転

ナ
デ

又
白

色
密

(自
黒

色
粒

子
)

良
嵌
質

、
内

外
面

と
も
摩

滅
頭

著

SK
14
9

灰
釉

陶
器

娩
―
  
(5
8)
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

ナ
デ

、
付

高
台

回
転

ナ
デ

叉
白

色
密

(自
黒

色
粒

子
)

良

内
面

摩
耗

顕
著

で
滑

ら
か

、
黒

ず
み

状
ヨ

ゴ
レ

も
顕

著
、

使
用

痕
跡

あ
り

、
高

台
部

端
部

の
摩

耗
も
顕

著
、

二
次

転
用

さ
れ

た
可

能
性

大

SK
15
1

87
1

土
師

器
野

(1
36
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
登

色
密

(白
赤

黒
色

粒
子

、
雲

母
)

良
口
縁

部
内

外
面

に
油

煙
痕

跡
あ

り



Ｉ Ｐ ９ ０ １

出
土

地
′ミ

図 号

挿 番

番 号
種

〕
!

器
種

口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

SK
15
1

2
土

師
器

イ
―

 (
46
1 
-

体
部

～
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

回
転

糸
切

り
、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
橙

色
る

(赤
白

黒
色
粒
子

)
良

SK
15
1

3
土

師
器

鉢
(3
88
) 

一
 

―
日
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ

外 内
黒

褐
色

に
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
金

色
ヨ
母

、
黒

赤
色
粒

子
、

小
笑

)

良
内

面
の

摩
滅

外
面

の
ス

ス
付

着
顕

著

SK
15
1

土
師

器
禍

日
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ

外 内
黒

掲
～

灰
褐

色

明
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
色
粒

子
、

雲
母

、
小

礫
)

良
粗

い
つ

く
り
、

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

SK
15
1

5
土

師
器

餐
口
縁

～
胴

部
ナ

デ
ケヽ

メ
外 丙

橙
色

や
や

粗
(白

果
色

粒
子

、
雲

母
、

小
礫

)

良
内

外
面

と
も

強
く
被

熱
し
摩

滅
顕

著

SK
16
1

6
須

恵
器

甕
一 月

タ
タ

キ
タ
タ
キ
、
ナ
デ

黄
灰

色
密

(白
黒

色
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
摩

耗
痕

跡
は

認
め

ら
れ

な
い

SK
15
2

土
師

器
脚

高
高

台
(1
20
) 
 7
1 
 2
9

口
縁

～
脚

部
回
転

ナ
デ

吏
部

回
転

ナ
デ

ヨ
転

ナ
デ

登
色

密
(自

赤
・
黒

色
粒

子
、

金
色

室
母

粒
子

)
良

矛
部

内
外

面
の

ス
ス

付
着

顕
著

、
摩

耗
痕

は
希

薄

SK
16
2

2
土

師
器

脚
高

高
台

(1
13
) 
 7
0 
 2
8

口
縁

～
脚

部
]転

ナ
デ

女
部

回
嫉

ナ
デ

]転
ナ

デ
金

色
密

(自
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

粒
子

)
艮

や
や

軟
質

、
内
外

面
と

も
摩

耗
痕

は
希

薄
で
摩

滅
は

や
や

顕

警

SK
15
3

土
宮 市

器
郵

一
 
・

(7
0)
  

―
体

部
～

底
部

ヨ
縣

ナ
テ

貞
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

三
ぶ

い
黄

橙
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
)

艮
外

面
の

器
面

の
荒

れ
顕

著

SK
15
3

土
師

器
霊

―
  
(9
61
  
-

胴
部

～
底

部
ハ

ケ
メ

、
ナ

デ
底

蔀
木

葉
痕

ナ
デ

月
赤

褐
色

や
や
粗

(白
黒
色
粒
子
、
雲

良
勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
内

面
の

摩
滅

顕
著

SK
15
4

土
師

器
鉢

(2
00
)・

 
― 一

  
―

口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
]嫉

ナ
デ

、
暗

文
登

色
密

(赤
自

雲
母

粒
子

黒
色

粒
子

、
金
C

良
ヽ
面

の
摩

耗
や

や
顕

著

SK
15
8

土
宮 扁

器
皿

(1
18
)。

(5
0)
  
21
5

口
縁

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

登
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

粒
子

)
良

勺
面

の
ス

ス
付

着
物

顕
著

SK
15
8

2
土

師
器

甕
月 同

部
ケヽ

メ
ケヽ

メ
に
ぶ
い
赤
褐
色

お
(自

赤
,黒

色
粒
子
、
雲

勺
外

面
と

も
被

熱
し
内

面
の

摩
耗

や
や

顕
著

SK
16
3

土
師

器
羽

釜
(2
90
) 
 

一
―
  

―
日
縁

～
胴

部
ナ

デ
ケヽ
メ
、
指
頭
痕

橙
色

笞
(白

黒
赤

色
粒

子
、

金
色

目
母

)

農
勺
外

面
と

も
被

熱
し
内

面
の

摩
耗

や
や

顕
著

SK
16
4

土
師

器
皿

―
  
(4
81
  
-

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ
虞

孝
[回

転
糸

切
り

ヨ
転
ナ
デ

明
赤

褐
色

雪
(自

黒
赤

色
粒

子
、

金
色

ヨ
母

対
子

)
勺
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
16
4

2
灰

釉
陶

器
功

体
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

又
白

色

`(
自

黒
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
摩

耗
痕

跡
あ

ま
り
認

め
ら
れ

な
ヤ

SK
16
4

3
土

師
器

憂
胴

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ナ
デ

明
赤

掲
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
赤

ミ
色

粒
子

、
小

礫
)

内
面

の
器

面
の

荒
れ

非
常

に
頭

著

SK
16
4

灰
釉

陶
器

一 霊
回
転

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
、

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

灰
色

釉
:灰

オ
リ
ー

ブ
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
黒

ボ
色

粒
子

、
小

礫
)

良
や

や
雑

な
つ

く
り

SK
16
5

I
須

恵
器

鉢
―
  
 (
20
0)
  

一
底

言
F

]転
ナ

デ
]転

ナ
デ

に
ぶ
い
褐
色

必
(白

黒
色

粒
子

)
良

内
面

黒
ず

み
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著
、
摩

耗
痕

は
希

薄

SK
16
6

土
師

器
不

―
 (
64
) 

一
体

部
～

底
部

]転
ナ

デ
、

ヘ
ラ
ナ

デ
震
都

回
転

糸
切

リ
 

ヘ
ラ

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
橙

色
堅

(自
・
赤

黒
色

粒
子

、
金

色
良

内
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著
、

摩
耗

痕
は

希
藩

SK
16
8

土
師

器
イ

(1
68
) 
 

―
―

 
・

 
―

曰
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

匿
色

致
密

(赤
黒

自
色

粒
子

、
雲

良
内

外
面

と
も

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

SK
16
8

2
土

師
器

イ
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

実
黄

笹
色

密
(赤

黒
・

白
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
16
8

3
土

師
器

高
台

郷
- 
 6
0)
 

一
底

部
回
転

糸
切

り
、

回
転

ヘ
ラ

ク
ズ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
登
色

致
密

(赤
黒

白
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
厚

滅
も
や

や
顕

著

土
師

器
イ

―
  
(3
0)
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

、
ミ
ガ

キ

底
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

)、
ミ
ガ

キ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

木
:に

ぶ
い

掲
色

勺
:明

赤
褐

色
致
密

(白
黒

赤
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

ス
ス

付
着

顕
著

土
師

器
邪

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ミ
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

ミ
ガ

キ
こ
が

い
黄

橙
色

致
密

(赤
色

粧
子

、
雲

母
、

良
内

面
の

ス
ス

付
着

顕
著

SK
16
8

6
上

師
器

蓋
(1
80
) 
 

― ―
 
・
 
―

体
部

～
口
縁

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

登
色

密
(赤

黒
白

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も

摩
滅

や
や

顕
著

SK
16
8

土
師

器
変

胴
部

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ハ
ク

メ
、

ナ
デ

、
指

三
ぷ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(自

黒
赤

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も

強
く

被
熱

し
器

面
の

摩
滅

ス
ス

付
若

顕
著

SK
17
2

1
土

師
器

脚
高

高
台

t4
N

90
  
(5
4)

3 
35

日
縁

～
脚

部
回

転
ナ

デ
廣

部
同
義

十
デ

回
転

ナ
デ

登
色

や
や

粗
(自

赤
・
黒

色
粒

子
)

長
軟

質
、

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
摩

滅
非

常
に

顕
著

SK
17
2

2
土

師
器

イ
か

―
  
(5
0)
・

―
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

底
都

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
こ
ぶ

い
黄

橙
色

や
や

粗
(自

赤
黒

色
粒

子
、

良
外ヽ

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著
、

内
面

は
摩

耗
も
顕

著

SK
17
2

3
土

師
器

小
皿

か
―

 (
40
) 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

虞
蔀

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

月
赤

褐
色

や
や

粗
(自

赤
黒

色
粒

子
)

良
芍
外

面
と

も
被

熱
し
内

面
の

黒
ず

み
顕

著
、

摩
減

も
顕

著

SK
17
2

4
土
師

器
小

u 
ll
か

―
  
(5
0)
 

一
底

部
回
転

ナ
デ

底
都

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

月
赤

褐
色

や
や

粗
(白

赤
黒

色
粒

子
、

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
顕

著



― 〕 〇 〇 ―

出
土

地

点

図 号
挿 番

番 号
種

別
器

種
日
径

底
径
・
器

高
(c
a)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位
・
形

態
整

形
施

文
技

法
(外

)
調

整
技

法
(内

)
色

調
(外

内
)

胎
土

焼
成

備
 

考

SK
17
2

5
須

恵
器

高
台

杯
―
  
 (
10
0)
  

一
体

部
～

底
部

EF
3転

ナ
デ

医
部

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ス

リ
、

付
高

台

回
転

ナ
デ

黄
灰

色
(白

黒
色

粒
子

)
勺

外
面

と
も

摩
耗

摩
滅

ほ
と

ん
ど

認
め

ら
れ

な
,

土
師

器
イ

―
  
(5
0)
, 

一
体

部
～

底
部

底
部

回
転

糸
切

り
]転

ナ
デ

登
色

な
(黒

白
赤

色
粒

子
、

金
色

三
母

)
艮

勺
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

2
土

師
器

節
―

  
 (
10
0)
・

 
―

体
部

～
底

部
ナ

デ
底

都
回

転
糸

切
り

回
転

ナ
デ

登
色

畜
(赤

自
黒

色
粒

子
、

雲
良

外
面

被
熱

し
器

面
の

剥
落

摩
滅

ス
ス

付
着

顕
著

3
須

恵
器

蓋
体

部
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
目
転

ナ
デ

黄
灰

色
密

(白
黒

色
粒

子
)

良
勺
外
面
と
も
ヨ
ゴ
レ
や
や
顕
著

4
土

師
器

変
ケヽ

メ
ケヽ

メ
こ
ぶ

い
赤

褐
色

密
(白

黒
赤

色
粒

子
、

雲
母

)

良
勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

ス
ス

付
着

顕
著

SK
17
4

5
土

師
器

カ
マ

ド
形

底
都

ナ
デ

オ
ブ

黒
色

赤
褐

色
密

(白
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

や
や

寡
)

良
勺
外
面
と
も
強
く
被
熟

し
外
面
の
ス
ス
付
着
非
常
に
顕
著

SK
17
6

土
師

器
不

88
2 
45

4/
5残

存
回

転
ナ

デ
底

部
回

転
糸

L/
Dり

]転
ナ

デ
登

色
粗

(自
赤

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
)

良
次
質

、
内

外
面

と
も

被
熱

し
器

面
の

変
色

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ

SK
17
6

2
土

師
鶏

然
2 
45

略
完

形
回

転
ナ

デ

氏
部

回
転

糸
切

り
ヨ
転

ナ
デ

月
赤

褐
色

や
や

粗
(白

赤
黒

色
粒

子
金

色
室

母
)

良
や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
弱

く
被

熱
し
底

部
内

外
面

の
ス

ス

SK
17
6

3
土

師
器

杯
(l
o 
o)
  

一 ―
  

―
体

部
～

底
部

J孫
ナ

テ
、

ミ
ガ

キ
底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
 

ミ
ガ

キ
∃
転

ナ
デ

、
ミ
ガ

キ
B色

徴
密

(黒
白

色
粒

子
、

雲

母
、

赤
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
被

熱
し

ス
ス

状
コ

ゴ
レ
や

や
顕

箸

SK
17
6

4
土

師
器

小
形

霊
(1
72
) 
 

―
 ・

 
―

口
縁

～
胴

都
ナ
デ
、

ケヽ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

に
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(金

色
雲

母
、

白
赤
・

黒
色

粒
子

)

良
勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

摩
滅

黒
変

顕
著

SK
17
6

5
土

師
器

墾
月同

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ

明
赤

掲
色

や
や

粗
(金

色
雲

母
、

白
黒

赤
色
粒

子
)

良
句
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

黒
変

化
顕

著

SK
18
2

1
土

日 扁
器

皿
か

(4
6)

体
部

～
底

部
目
転

ナ
デ

氏
都

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
、

ナ
デ

橙
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
赤

黒
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
顕

著
だ

が
使

用
痕

跡
は

ほ
と
ん

ど
認
め

ら
れ

な
い

SK
18
4

1
土

宮市
器

杯
88

44
26

日
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

ミ
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
橙

色
や
や

粗
(小

躾
、

自
黒

赤
色

粒
子

少
 

令
存

雪
母

少
)

良
軟

質
、
雑

な
つ

く
り
、

器
形

の
歪

み
顕

著
、
外

面
を

中
心

被
熱

し
て
お

り
器

面
の

変
色

摩
1/
4顕

著

SK
18
4

2
土

師
器

郵
(墨

書
土

器
)

(1
09
) 
 (
58
) 
 4
1

口
縁

～
底

都
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

重
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

墨
書

回
転

ナ
デ

、
暗

文
明

赤
褐

色
致
密

(赤
白

'黒
色

粒
子

)
良

外
面

に
塁

書
あ

り
、

判
読

不
可

、
墨

痕
極

め
て

薄
い

、
二

文

字
か

、
文

宇
は

端
正

、
「
□

□
」
原

力
?、

底
部

外
面

の
磨

耗
顕

著

SK
18
4

3
土

師
器

lT
N(
塁

書
土

器
)

(6
0)

体
部

～
底

部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
医
部

回
転

糸
切

り
、
ベ

ラ
ケ

ズ

ツ
、

墨
書

ヨ
転
ナ
デ
、
暗
文

明
赤

褐
色

密
(赤

黒
自

色
粒

子
、

雲

母
)

良
底

外
に

墨
書

あ
り

、
判

読
不

可
、

墨
痕

鮮
明

だ
が

カ
ス

レ

る
、

内
外

面
の

摩
滅

や
や

顔
著

SK
18
4

4
土

師
器

跡
体

部
～

底
部

ラヽ
ケ

ズ
リ

霞
部

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
目
転

ナ
デ

橙
色

緻
密

(白
黒

赤
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

SK
18
4

5
上

目 〒
器

蓋
(1
14
)・

 
―
―
  

―
体

部
～

口
縁

]転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
音
笠

回
転

ナ
デ

、
暗

文
橙

色
緻

密
(金

色
雲

母
、

赤
黒
・
E

存
粒

子
 

菫
母

)
良

勺
外

面
と

も
磨

耗
摩

滅
ほ

と
ん

ど
認

め
ら
れ

な
し

SK
18
4

6
土

師
器

釜
(2
44
) 

― ―
  

―
日

縁
～

胴
部

ナ
デ

ナ
デ

月
赤

掲
色

や
や

密
(自

黒
色

粒
子

、
金

良
勺
然

面
と

も
被

熱
し
内

面
の

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

SK
18
4

土
師

器
疑

口
縁

部
ナ

ブ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

月
赤

褐
色

や
や

粗
(金

色
雲

母
、

自
黒

赤
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

SK
18
4

土
師

器
甕

口
縁

～
胴

部
ナ

デ
、

ハ
ケ

メ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

月
赤

褐
色

や
や

粗
(白

・
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

、
赤

色
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

SK
18
4

9
土

師
器

禍
ナ

デ
ナ

デ
色 缶

褐 褐
黒 暗

密
(白

黒
,赤

色
粒

子
、

雲
母

)

良
外

面
の

ス
ス

付
着

内
面

の
荒

れ
顕

著

SK
18
4

10
土

師
器

型
胴

部
ハ

ク
メ

ハ
ケ
メ

月
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子

雲
母

)
良

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
滅

,ス
ス

状
ヨ

ゴ

レ
藤

薯

SK
18
4

11
須

恵
器

一 霊
胴

部
ヨ
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

黄
灰

色
密

(自
・
黒

色
粒

子
)

良
外

面
の

摩
滅

顕
著

SK
18
8

1
土

師
器

杯
(1
26
) 
 

―
 
・

 
―

口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

と
ぶ

い
黄

橙
色

や
や

粗
(自

赤
黒

色
粒

子
、

雲
母

)
良

や
や

軟
質

、
内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

SK
18
8

2
土

師
器

杯
50

体
部

～
底

部
]転

ナ
デ

t著
【
同

摩
率

働
い

回
転

ナ
デ

こ
ぶ

い
橙

色
や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

、
雲

母
 

赤
侮

燈
子

)
良

や
や

軟
質

、
内

面
の

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
外

面
の

摩
滅

顕
著

SK
19
0

1
土

師
器

菱
胴

都
ケヽ
メ

ナ
デ

、
ハ

ケ
メ

、
指

ふ
褐

色
や
や

粗
(金

色
雲

母
、

白
黒

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
強

く
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

顕
著

SK
19
8

1
土

師
器

イ
(1
36
) 

一
  

―
日
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

登
色

密
(大

粒
の

赤
色

粒
子

、
自

黒
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し

内
面

は
荒

れ
ア

バ
タ

状
を

呈
す

る

SK
19
6

土
師

器
鉢

(1
90
) 
 

一
  
 

―
口
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
Π 音

文
こ
ぶ

い
褐

色
致
密

(自
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

、
赤

色
粒

子
)

良

内
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
の

器
面

の
荒

れ
内

面
の

黒
変

化
顕

著
、

外
面

は
体

部
下

半
部

が
約

2c
nの

幅
で

帯
状

に
器

面
が

三
1

落
し

て
い

る
、

内
面

は
二

次
的

に
黒

変
化

す
る

が
麻

耗
・

摩
減

は
あ

ま
り
み

ら
れ

な
い

SK
19
6

2
土

師
器

羽
釜

カ
口
縁

部
ナ

デ
ナ

デ
に

ぶ
い

赤
褐

色
や

や
粗

(自
黒

赤
色

粒
子

、
金

色
雲

母
)

良
口
縁

部
尖

頭
部

の
摩

耗
や

や
顕

著

SK
19
6

3
土

師
器

霊
ナ

デ
ハ

ケ
メ

赤
褐

色
生

(2
～

4岬
の

小
礫

、
自

色
粒

子
、

雲
母

、
黒

赤
色

粒
子

)
艮

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
外

面
の

器
面

の
荒

れ
ス

ス
の

付
着

顕
箸



― 牌 ω 牌 ―

出
土

地

点

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
口

径
底

径
器

高
(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
1含

土
焼

成
備
 

考

SK
19
9

1
土

師
器

郎
体

部
～

底
部

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
底

部
回

転
糸

切
り
、

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

月
赤

褐
色

密
(赤

白
黒

色
粒

子
)

良
胎

土
マ

ー
ブ

ル
状

、
内

外
面

の
摩

旗
や

や
顕

著

SK
19
9

2
土

師
器

必
体

部
～

底
部

目
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
明

り
ナ

デ
月
褐

色
や

や
粗

(白
赤

,黒
色

粒
子

)
良

軟
質

、
内

外
面

と
も
摩

滅
顕

著

S(
20
0

土
師

器
甕

(2
56
) 
 

― ―
  

―
口
率柔̂

ヤ
月同

音
ト

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ

月
褐

色
や

や
粗

(自
・
黒

色
粒

子
多

、

金
色

雲
母

、
小

礫
)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
顕

著

SK
20
2

1
土

冑 碩
器

イ
(1
58
) 
 

―
―

 
・

 
―

日
縁

～
体

部
EH
3転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

朴
i橙

色

勺
:に

ぶ
い

黄
橙

色
や
や

粗
(黒

`赤
.白

色
粒

子
)

良
外

面
の

摩
滅

や
や

顕
者

SK
20
2

2
土

師
器

不
(1
21
) 
 

一
  
 

―
口

縁
～

体
部

ヨ
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
堀
黄

褐
色

密
(黒

白
赤

色
粒

子
)

良
外

面
の

摩
減

顕
著

、
内

面
の

暗
文

明
1寮

SK
20
2

3
土

師
器

婉
(1
30
) 
 

―
―
  

一
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
月
赤

掲
色

密
(黒

赤
自

色
粒

子
、

金
色

雲
母

粒
子

)
良

内
面

の
器

面
変

色
顕

著

SK
20
2

4
緑

釉
陶

器
段

皿
体

部
回

転
ナ

デ
日
転

ナ
デ

オ
リ
ー

ブ
灰

色
密

(黒
・

白
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
や

や
黒

ず
ん

で
い

る

91
土

師
器

不
11
3

略
完

形
]転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

査
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
月
赤

掲
色

や
や

粗
(黒

自
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

粒
子

)

良

内
外

面
と

も
摩

滅
は

ほ
と

ん
ど
認

め
ら
れ

な
い

が
内

部
の

一

箇
所

の
み

に
油

煙
付

着
、

そ
の

周
辺

部
分

の
み

器
面

ア
バ

タ

状
に

荒
れ

る
、

土
器

全
体

の
久

損
状

況
か

ら
さ

ら
に

油
煙

付

着
部

分
の

み
を

故
意

に
打

ち
欠

い
て

い
る

可
能

性
が

高
い

SK
20
6

2
土

師
器

T4
N

(1
10
' 
 

一
―
  

―
日

縁
～

体
都

ヨ
転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
月
赤

褐
色

密
(自

黒
赤

色
粒

子
、

金
g

雲
母

粒
子

)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著
、

日
縁

部
内

面
に

油
煙

薄
く
句

若

SK
20
6

3
土

師
器

不
―
 

。
(7
0)
 

一
口
縁

～
体

部
滝
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ
転

ナ
デ

、
暗

文
月
赤

褐
色

密
(白

黒
赤

色
粒

子
、

金
E

雲
母

粒
子

)

良
外

面
の

摩
滅

や
や

顕
者

SK
20
6

土
宮 市

器
皿

―
  
(4
0)
 

一
体

部
～

底
部

＼
ラ

ケ
ズ

リ
蕉
都

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
目
転

ナ
デ

橙
色

や
や

粗
(赤

色
粒

子
多

、
自

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
)

良
勺
面

の
み

摩
滅

や
や

顕
著

5
土

師
器

高
台

節
か

皿
―
  
(6
0)
 

一
郎

(皿
)底

部
～

底
部

]転
ナ

デ
氏
都

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

橙
色

や
や

粗
(自

色
粒

子
多

、
赤
t

粒
子

少
、

金
色

雲
母

粒
子

)

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
摩

滅
非

常
に

顕
著

、
内

面
部

分
的

に
阜

亦

6
須

恵
器

坪
―
  
(7
0)
・

 
―

体
部

～
底

部
回
転

ナ
テ

礎
部

回
転

糸
切

り
ヨ
転
ナ
デ

浅
黄

橙
色

や
や

粗
(黒

白
赤

色
粒

子
)

良
外

面
の

摩
滅

顕
著

、
内

面
は

底
部

中
央

部
分

の
磨

耗
顕

著

SK
20
6

須
恵

器
蓋

(1
60
)・

―
・

―
体

部
～

口
縁

]転
ナ

デ
回
転

ナ
デ

暗
灰

褐
色

や
や

粗
(黒

自
色

粒
子

)
良

本
部

外
面

の
口
縁

部
端

lc
m幅

で
黒

変
、
使

用
痕

跡
は

な
く
摩

威
や

や
顕

著

SK
20
6

8
土

師
器

蝸
(3
40
) 
 

― ―
 ・

 
―

日
縁

～
胴

部
ナ

デ
ナ

デ
、

指
頭

痕
外 内

黒
褐

色
に

ぶ
い

未
褐

al

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
黒

色

粒
子

、
今

色
雲

母
)

良
外

面
の

ス
ス
付

着
顕

著

SK
20
6

土
師

器
墾

胴
部

ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

外 内
黒

褐
色

に
ぶ

い
赤

掲
色

密
(自

色
粒

子
多

、
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)

良
外

面
の

ス
ス
付

着
内

面
の
器

面
の

荒
れ

顕
著

SK
20
7

土
師

器
鉢

(1
20
) 
 

― ―
  

―
日
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

明
赤

褐
色

蕗
(黒

赤
自

色
粒

子
)

良
内

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ

外
面

の
摩

滅
顕

著

2
土

日扁
器

イ
―
  
 (
60
) 
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

璧
都

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
明

赤
褐

色
る

(黒
白

す 赤
色

粒
子

)
良

3
土

師
器

イ
―

 (
60
) 

一
体

部
～

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

)

底
都

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転
ナ
デ
、
暗
文

橙
色

4(
赤

黒
・
白
色
粒
子

)
良

底
部

外
面

の
器

面
ア

バ
タ

状
に

荒
れ

る

SK
20
9

土
師

器
イ

(1
40
) 

―
・

―
口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
明

赤
褐

色
督

(白
赤

黒
色

粒
子

、
金

色
ヨ
母

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
Pf
r滅

ゃ
や

顕
著

SK
20
9

2
土

師
器

甕
ケヽ

メ
ケヽ

メ
に

ぶ
い

赤
褐

色
や
や
粗

(白
赤

黒
色
粒
子

)
良

外
面

被
熱

し
器

面
の

変
色

や
や

顕
著

SK
21
0

土
師

器
必

―
  
 (
60
) 
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
ツ

莞
部

回
転

糸
切

リ
 

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

明
赤

褐
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

粒
子

)

良
底

部
内

面
の

摩
威

顕
著

、
二

次
転

用
さ

れ
た

可
能

‖生
大

S(
21
0

土
師

器
高

台
坪

(黒

色
土

器
)

―
  
(8
2)
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

底
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

付
高

台

(ケ
ズ

リ
調

整
)

回
転

ナ
デ

、
暗

文
外

:明
赤

褐
色

内
i黒

色
密

(黒
赤

色
粒

子
)

良
胎

土
マ

ー
ブ

ル
状

、
内

面
黒

色
処

理
、

高
台

部
の

摩
滅

や
や

顕
著

SK
21
0

8
土

師
器

鍋
(2
60
) 
 

一
―
  

―
口
縁

～
胴

部
ナ

デ
ナ

デ
色 ａ

黒 褐

外 凸
粗

(白
色

粒
子

、
少

礫
多

、
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
の

た
め

か
醇

滅
顕

著

SK
21
0

土
師

器
禍

把
手

部
ナ

デ
ナ
デ
、
指
頭
痕

に
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(白

色
粒

子
多

、
少

礫
)

長
1面

被
熱

し
器

面
の

変
色

や
や

顕
著

SK
21
0

5
土

師
器

奏
胴

部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ

灰
褐

色
密

(金
色

雲
母

多
、

自
黒

色

粒
子

)
長

1面
の

ス
ス

付
着

内
面

の
器

面
の

荒
れ

非
常

に
顕

著

SK
21
0

灰
釉

陶
器

壷
胴

部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

]転
ナ

デ
浅

貢
色

密
(白

黒
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
黒

ず
み

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

SK
21
0

7
須

恵
器

誕
一月

ナ
デ

ナ
デ

兎
色

密
(白

黒
色

粒
子

)
良

甕
肩

部
破

片
、

内
外

面
と

も
に
使

用
痕

跡
あ

り
、

内
面

は
光

沢
を
持

つ
ほ

ど
滑

ら
か

、
外

面
は

タ
タ

キ
ロ
が

摩
耗

し
て

い

る

SK
21
0

8
厚
27
  

径
30
  
-

先
端

部
付

近
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
?

ナ
デ

外 内
黒

褐
色

搭
a

密
(白

・
赤

色
粒

子
)

艮
羽

日
先

端
都

破
片

、
溶

解
鉄

の
付

着
非

常
に

顕
著

、
孔

の
断

面
形

態
は

卵
形

か

SK
21
1

土
師

器
杯

12
5

52
39

完
形

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
、

フ
ラ

状
繊

維

痕

回
転

ナ
デ

橙
色

密
(赤

白
黒

色
粒

子
、

金
と

雲
母

粒
子

)

艮
勺
面

を
中

心
に

油
煙

お
よ

び
黒

ず
み

非
常

に
顕

著
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出
土

地

点

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
口

径
底

径
・
器

高
(c
n)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位
・
形

態
整

形
・
施

文
技

法
(外

)
調

整
技

法
(内

)
色

調
(外

内
)

胎
土

焼
成

備
 

考

SK
21
1

2
土

師
器

任
状

高
台

年
か

皿
高

台
部

]転
ナ

デ

巨
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
登

色
密

(白
赤

黒
色

粒
子

)
良

や
や

軟
質

、
底

部
に

孔
、

全
体

に
摩

滅
顕

老

SK
21
1

3
土

師
器

捐
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ナ
デ

昂
色

密
(自

黒
色

泣
子

、
金

色
雲

母
)

良
内

面
の

器
面

の
荒

れ
顕

著

SK
21
1

土
師

器
塙

底
部

木
葉

痕
ナ

デ
明

赤
褐

色
に

ぶ
い

黄
橙

色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)
良

外
面

強
く
被

熱

SK
21
3

1
土

師
器

応
体

部
～

底
部

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
底
部

回
転

糸
切

り
、

ナ
デ

回
転

ナ
デ

澄
色

徴
密

(赤
黒

白
色

粒
子

、
雲

母
)

胎
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

内
外

面
と

も
に

摩
滅

や
や

顕
老

SK
21
4

土
師

器
柱

状
高

台
郷

か
皿

」 4
N(
皿

)底
部

～
高

台
部

ヨ
転

ナ
デ

R郎
回

転
糸

切
り

回
転

ナ
デ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
)

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
に

摩
滅

顕
著

SK
21
4

2
土

師
器

蓋
つ
ま
み
径
26
  
- 
 

―
つ
ま
み
部
～
体
部

目
転

ヘ
ラ

ク
ス

リ
、

回
転

ナ
デ

、
回

転
ナ

デ
、

暗
文

外
:明

赤
褐

色
致
密

(赤
・
黒

色
粒

子
、

金
色

三
母

、
自

色
粒

子
)

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も

に
摩

旗
や

や
顕

著

SK
21
4

3
土

師
器

菱
月同

部
ケヽ
メ
、
す
デ

ケヽ
メ

外
:明

赤
褐

色
内

:に
ぶ

い
褐

缶
や

や
粗

(自
黒

赤
色

粒
子

、
内

面
の

摩
滅

顕
著

SK
21
6

土
師

器
罫

(1
38
)・

 
―
―
  

―
日
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

明
赤

褐
色

雪
(白

黒
赤

色
粒

子
、

雲
内

外
面

と
も
摩

滅
頭

著

SK
21
6

2
土

師
器

墾
ケヽ
メ

ナ
デ

に
ぶ

い
褐

色
や
や

粗
(金

色
雲

母
、

白
黒

生
粒

子
)

良
内

面
の

器
面

の
荒

れ
顕

著

SK
21
8

土
師

器
lT
N

(1
86
) 

一
 

―
口
縁

～
体

部
ヨ

転
ナ

デ
、 

ミ
ガ

キ
]転

ナ
デ

、 
ミ
ガ

キ
橙

色
4(
赤

黒
自

色
粒

子
、

雲
ユ

)
外

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

SK
22
0

土
師

器
不

11
3

56
46

略
完

形
回

転
ナ

デ
、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

ヅ
]転

ナ
デ

、
暗

文
登

色
致
密

(赤
黒

白
色
粒

子
、

雲
〕

)
良

内
外

面
と

も
犀

耗
躍

滅
が

ほ
と

ん
ど
認

め
ら
れ

な
い

が
底

部
内

面
か

ら
体

部
内

面
下

半
部

に
か

け
て

摩
耗

痕
跡

や
器

面
の

変
色

が
認

め
ら
れ

る

SK
22
1

1
土

師
器

皿
(墨

書
土

器
)

15
3

22
略

完
形

回
転

ナ
デ

、
ミ
ガ

キ
底

部
回

転
糸
切

り
、

墨
書

]転
ナ

デ
、

暗
文

月
赤

褐
色

緻
密

(金
色

雲
母

、
自

赤
票

色
粒

子
)

良

底
外

に
墨

書
「
上

」
、

塁
痕

や
や

薄
い

、
中

′ b
よ

り
は

ず
れ

端
こ
記

載
、

内
面

全
体

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
頭

著
、

口
縁

部
端

邪
の

摩
滅

顕
著

SK
22
1

2
土

師
器

野
(1
18
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

月
赤

褐
色

密
(自

赤
色

粒
子

、
金

色
雲

良
蒋
外

面
と

も
摩

減
や

や
頭

著

8
土

師
器

霊
一
  
19
0)
・

 
―

胴
部

～
底

部
ナ

デ
、

ハ
ケ

メ

底
部

木
葉

痕
ナ

デ
褐

色
や
や
粗

(金
色
雲
母
、
黒

自
赤

缶
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

SK
22
2

土
師

器
不

(灯
明

具
)

14
0 
 5
0 
 4
15

完
形

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

燈
色

密
(白

黒
赤

色
粒

子
、

金
荏

雲
母

)
良

口
縁

部
に

お
け

る
油
煙

の
付

着
顕

著
、

灯
芯

を
安

定
さ
せ

る
た

め
か

、
口
唇

部
を
故

意
に

打
ち
久

く
箇

所
あ

り
、

体
部

内
面

口
縁

部
付

近
の
器

面
は
散

在
的

に
被

44
・
の

た
め

か
ア

バ
タ

伏
に

泉
1落

し
て

い
る

S(
22
2

2
土

師
器

甕
―
  
(7
0)
 

一
胴

都
～

底
部

ナ
デ

、
ハ

ケ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

朴
:褐

色
勺

!明
赤

褐
色

や
や

粗
(自

色
粒

子
、

金
色

雲
母

、
黒

赤
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
顕

著

SK
22
3

J
上

師
鶏

甕
―

 (
84
) 

一
胴

都
～

底
部

ハ
ケ

メ
、

ナ
デ

底
部

木
葉

痛
オ
デ
、
ハ
ケ
メ

こ
ボ

い
黄

褐
色

や
や

粗
(金

色
雲

母
、

自
黒

赤
色

粒
子

)
良

外ヽ
面
と
も
摩
滅
顕
著

SK
22
盟

土
師

器
t4
N

(1
14
) 
 

一
―
  

―
口
縁

～
体

部
回
転

ナ
ブ

]転
ナ

デ
に

ぶ
い

赤
褐

色
密

(自
黒

赤
色

粒
子

)
艮

句
外

面
と

も
摩

滅
内

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

SK
22
4

2
土

師
器

羽
釜

鍔
径
(2
90
) 

一
  

―
鍔

部
ナ

デ
ケヽ
メ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(金

色
雲

母
、

自
黒

赤
色

粒
子

)
良

碍
部

下
面

に
お

け
る

ス
ス

の
付

着
顕

著

SK
22
4

土
師

器
カ

マ
ド
形

口
縁

～
庇

部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ

メ
明

赤
褐

色
や

や
粗

(金
色

雲
母

、
黒

自

赤
色

粒
子

)
艮

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

、
庇

部
内

面
お

よ
び

内
面

に
お

け
る

ス
ス

の
付

着
顕

薯

SK
22
5

1
土

師
器

杯
(1
04
) 
 

―
―
  

―
日
縁

～
体

部
EH
3転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
橙

色
致
密

(白
赤

黒
色

粒
子

)
良

内
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

SK
22
5

2
土

師
器

杯
(1
28
) 
 

―
―
  

―
日
縁

～
体

部
目
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

橙
色

密
(自

黒
色

粒
子

)
良

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
22
5

3
土

師
器

杯
(2
10
) 
 

一
―

 
・

 
―

口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

、
ミ

ガ
キ

回
転

ナ
デ

、
ミ
ガ

キ
明

赤
褐

色
峡
密

(自
黒
・
赤

色
粒

子
)

良
外

面
の

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

4
須

恵
器

イ
(1
52
) 
 

一
  
 

―
口
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

天
色

敏
密

(白
黒

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
摩

旗
ほ

と
ん

ど
認

め
ら
れ

な
し

SK
22
6

土
師

器
′ J

ヽ
皿

体
部

～
底

部
回
転

ナ
デ

璧
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

に
ぶ

い
黄

橙
色

や
や

粗
(白

黒
赤

色
粒

子
)

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
の

摩
滅
・
器

面
の

荒
れ

や
や

顕
著

SK
22
9

土
宮 下

器
イ

―
  
(7
0)
 

一
体

部
～

底
部

ラヽ
ク
ズ

リ
R部

回
転
糸
切

り
 
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
明

赤
褐

色
密

(白
黒

赤
色

粒
子

)
良

内
外

面
の

摩
滅

外
面

の
ス

ス
の

付
着

顕
著

SK
22
9

2
圭

師
器

甕
―
  
(7
0)
 

一
胴

都
～

底
部

ケヽ
メ

、
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

赤
褐

色
や

や
粗

(白
色

粒
子

、
金

色
憂

母
 

黒
赤

Ⅲ
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
器

面
の

剰
落

や
や

顕
著

SK
22
9

3
土

師
器

一 霊
―
  
(8
0)
 

一
胴

部
～

底
都

オ
デ

巨
部
木
案
痕

ナ
デ

明
赤

褐
色

密
(自

黒
赤

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
頭

著

SK
23
0

上
師

器
杯

13
 0

40
3 
55

完
形

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

璧
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ
転

ナ
デ

外 内
明

赤
褐

色

橙
色

密
(自

赤
黒

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も

器
面

の
変

色
が

認
め

ら
れ

る
が

摩
耗

摩
滅

は
ほ

と
ん

ど
認

め
ら
れ

な
い



Ｉ Ｐ ω ω ｌ

出
土

地
図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
燒

成
備
 

考

SK
23
0

2
土

師
器

不
11
6

60
完

形
回
転

ナ
デ

ミ
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
橙

色
密

(白
黒

色
粒

子
)

良

厚
手

な
つ

く
り
、

口
縁

部
内

面
の

一
部

に
ス

ス
付

着
、

体
部

外
面

上
半

と
下

半
の

器
面

の
変

色
顕

著
、
摩

耗
摩

滅
は

ほ
と

ん
ど
認

め
ら
れ

な
い

SK
23
0

3
土

師
器

カ
マ

ド
形

底
部

ケヽ
メ

、
ナ

デ
、

指
頭

痕
ナ

デ
明

赤
褐

色
や
や

粗
(金

色
雲

母
、

自
黒

.

ホ
侮

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し

内
面

の
器

面
の

荒
れ

や
や

顕
著

土
日扁

器
外

(1
12
) 
 

―
―
  

―
日
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
明

赤
褐

色
必

(黒
自

赤
色

粒
子

、
雲

良
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

S(
23
5

土
師

器
不

―
  
(7
0,
  

一
体

都
～

底
部

回
転

ナ
デ

臣
郎

回
転

糸
切

リ
 

ナ
デ

回
転

ナ
デ

甥
赤

褐
色

督
(自

色
粒

子
、
雲

母
、

黒
ボ
符

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
23
5

2
須

恵
器

鉢
胴

最
大

径
(1
70
) 

一
  

―
胴

部
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

暗
灰

黄
色

る
(白

黒
色

粒
子

)
良

SK
24
1

土
師

器
菱

―
 (
60
) 

一
胴

部
～

底
部

ナ
デ

蕉
喜
[木

華
蕉

クヽ
メ

に
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(金

色
雲

母
、

自
黒

赤
色

粒
子

)
良

SK
24
1

2
須

恵
器

一 霊
肩

部
タ
タ
キ

ハ
ケ
状

工
具

に
よ

る
ナ

デ
、

指
頭

痕
褐

灰
色

磨
(白

黒
色

粒
子

、
雲

母
)

艮
内

面
使

用
痕

跡
あ

り
、

全
体

や
や

黒
ず

む
、

外
面

の
タ

タ
キ

目
も
散

在
的

に
摩

耗

SK
24
4

土
師

器
小

形
壷

(1
00
) 
 

一 ―
  

―
口

縁
～

胴
部

ナ
デ

ナ
デ

赤
褐

色
密

(白
赤

黒
色

粒
子

、
雲

母
)

良
内

面
が

黒
く

変
色

し
て

い
る

土
師

器
イ

(1
00
) 
 

―
―
  

―
日

縁
～

体
部

]転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

明
赤

褐
色

徴
密

(黒
白

赤
色

粒
子

、
雲

母
)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
24
6

2
土

師
器

姜 事
最

大
径
33
  
- 
 

―
つ

ま
み

部
]転

ナ
デ

菅
文

明
赤

褐
色

徴
密

(赤
黒

白
色

粒
子

、
雲

母
)

良
外

面
を

中
心

に
摩

滅
や

や
顕

著

SK
24
6

3
土

師
器

甕
―
  
(8
0 
 -

胴
部

～
底

都
ハ

ケ
メ

底
都

木
葉

痕
ナ

デ
暗

褐
色

や
や

粗
(金

色
雲

母
、

自
黒

赤
色

粒
子

)

良
内

外
面

と
も
摩

減
や

や
顕

著

SK
24
6

須
恵

器
棗

か
一肩

タ
タ
キ

ケヽ
メ

褐
灰

色
る

(白
黒

色
粒

子
、
雲

母
)

良
内

外
面

と
も
使

用
痕

跡
希

薄

SK
24
7

土
目市

器
杯

(1
30
) 
 

一
―
  

―
日
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

橙
色

密
(赤

自
黒

色
粒

子
、

雲

母
)

良
内
外

面
と

も
使

用
痕

跡
希

薄

SK
24
7

2
土

日 市
器

イ
(1
40
) 
 

一
  
 
―

口
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

橙
色

4(
赤

黒
白

色
粒

子
、

雲
良

内
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

SK
24
7

3
土

宮 扁
器

杯
(1
60
) 
 

― ―
  

―
口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

灰
褐

色
必

(白
黒

色
粒

子
、
雲

母
、

ホ
停

粒
子

)
良

口
縁

部
端

部
の

摩
耗

や
や

顕
著

、
内

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や

SK
24
7

土
宮 市

器
不

(内
面

雫
(1
53
) 
 

―
―
  

―
日
縁

～
体

部
目
転

ナ
デ

回
転

ナ
ブ

橙
色

自
黒

赤
色

粒
子

、
雲

良
内

面
黒

色
処

理
、

外
面

の
摩

滅
や

や
顕

著

SK
24
7

5
土

宮市
器

鉢
か

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

外 内
に

ぶ
い

褐
色

に
ぶ

い
黄

椿
伍

密 母
自

黒
赤

色
粒

子
、

雲
良

内
面

被
熱

し
器

面
ア

パ
タ

状
に

荒
れ

て
い

る

SK
24
7

6
灰

釉
陶

器
皿

(1
40
) 

― ―
  

一
口
縁

～
体

部
ヨ
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

天
黄

色
致
密

(白
.黒

色
粒

子
)

良

釉
刷

毛
塗

り
、

内
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著
、

内

面
釉

が
剰

が
れ

摩
耗

し
や

や
滑

ら
か

な
範

囲
あ

り
、

二
次

転

用
に

伴
う

も
の

か

SK
24
7

土
師

器
菱

(2
70
) 
 

― ―
  

―
口
縁

～
胴

部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

に
ぶ

い
褐

色
豊

(白
黒

色
粒

子
、

雲
母

、
ホ
色

粒
子

)
良

外
面

白
色

粘
土

付
着

顕
著

8
土
宮 F
器

菱
―

  
 (
13
0)
  

一
底

部
ナ

デ
ナ

デ
に

ぶ
い

禍
色

毬
(白

黒
赤

色
粒

子
、
金

色
ヨ
母

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
顕

著

SK
24
8

土
宮 市

器
不

(1
2 
8)
  
  

―
―
  
  

― ―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

外 内
灰

黄
褐

色

明
赤

褐
色

督
(赤

白
黒

色
粒

子
、

金
色

三
母

)
長

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
24
8

2
土

宮 市
器

甕
舟同

言
[

ナ
テ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

に
ぶ

い
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

、
金

色
室

母
、

赤
色

泣
子

)
良

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

者

SK
25
2

1
須

恵
器

菱
肩

部
タ
タ
キ
、
ナ
デ

タ
タ
キ
、
ナ
デ

天
色

必
(自

黒
赤

色
粒

子
)

良
外

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

SK
25
7

土
師

器
賓

クヽ
メ

ケヽ
メ

、
指

頭
痕

明
赤

褐
色

や
や

粗
(金

色
雲

母
多

、
自

黒
赤

魯
対

子
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
ス

ス
付

着
が
認

め
ら
れ

る
が

F‐
耗

摩
滅

1■
1ユ

>ス
タ
′
認

あ
ら
加

た
い

2
須

恵
器

一 霊
肩

部
～

胴
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

灰
色

や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

)
良

外
面

の
摩

滅
や

や
顕

著

SK
25
8

土
師

器
郷

―
 (
60
) 

一
体

部
～

底
部

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
明

赤
褐

色
密

(赤
黒

赤
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
25
8

土
師

器
14
N(
刻

書
―
  
(6
0)
 

一
体

部
～

底
部

繰
デ デ

ナ ナ

転 蔀
回
転

ナ
デ

橙
色

緻
密

(白
赤

黒
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
摩

滅
や

や
顕

著
、

底
外

～
体

外
に

力
Ч
ナ
て

線
刻

あ
り
、

底
外

部
の

線
亥
1は

細
く
や

や
深

め

SK
25
8

土
師

器
菱

胴
部

ケヽ
メ

ハ
ケ
メ

明
赤

褐
色

密
(白

黒
赤

色
粒

子
)

良
内

面
の
摩

滅
や

や
顕

著

SK
25
8

土
師

器
霊

1同
部

ケヽ
メ

ケヽ
メ

明
赤

褐
色

粗
(金

色
雲

母
、

自
黒

赤
色

対
キ

】
良

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
25
8

須
恵

器
士 軍

体
部

]転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

灰
色

や
や

粗
(自

黒
色

粒
子

、
小

礫
少

)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
等

は
ほ

と
ん

ど
認

め
ら
れ

な
ヤ

須
恵

器
一 伍

肩
部

タ
タ

キ
タ
タ

キ
黄

灰
色

緻
密

(黒
自

色
粒

子
、

雲
母

)
良

内
外
面
と
も
摩
滅
等
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
が
内
面
の

阜
ず

み
や

や
閥

著

土
師

器
然

(1
20
) 
 

一 ―
  

―
日

縁
～

体
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
Fき

文
橙

色
致
密

(赤
白
・

黒
色

粒
子

、
蜃

良
内

外
面

と
も

摩
滅

や
や

顕
著



― 〕 ω ト ー

出
土

地
′ ミ

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径
・
器

高
(c
a)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位
・
形

態
整

形
施

文
技

法
(外

)
調

整
技

法
(内

)
色

調
(外

内
)

胎
士

焼
成

備
 

考

SK
25
9

2
土

師
器

芸 【
(1
68
)・

―
 

―
体

部
～

日
縁

回
転

ナ
デ

、
暗

文
]転

ナ
デ

瞳
色

致
密

(自
黒

赤
色

粒
子

、
雲

ヨ
)

良
勺
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
26
0

須
恵

器
菱

肩
部

ナ
デ
、
タ
タ
キ

タ
タ

キ
灰

色
笞

(自
黒

色
粒

子
、

雲
母

、
卜
礫

少
)

良
外

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

SK
26
0

須
恵

器
疑

か
胴

部
タ
タ
キ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

灰
色

必
(白

黒
・
赤

色
粒

子
、

雲
良

外
面

欽
釉

風
、

内
外

面
と

も
に

円
形

桁
円

形
状

の
敲

打
痕

あ
り
 

内
面

の
P_
流

や
や

閥
著

SK
26
1

土
'市

器
不

(1
36
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

外
:明

赤
褐

色

内
:褐

色

や
や

粗
(金

色
雲

母
、

白
赤

ヨ
粒

子
)

や
や

不
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
割

れ
口

ま
で

ス
ス

付
着

2
土

宮市
器

杯
か

皿
(1
56
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
仲

色 椿

橙 昔

外 内
密

(赤
色

粒
子

多
、

自
色

粒
子

少
、

雲
母

少
)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
26
1

3
土

師
器

高
台

不
―
  
(7
2)
・

 
―

体
部

～
底

部

ヨ
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

重
部

回
転

糸
切

り
、

貼
付

高
台

|ケ
ズ

ヅ
調

整
)

ヨ
転
ナ
デ
、
暗
文

月
赤

褐
色

密
(白

色
粒

子
少

、
金

色
雲

母

微
、

赤
色

粒
子

微
)

や
や

良
勺
外
面

と
も
摩
滅
や
や
顕
著

SK
26
1

土
師

器
甕

舟同
音
[

ヘ
ラ

ク
ス

リ
＼
ラ
ナ
デ

色
褐 色

赤 橙
外 内

密
(自

色
粒

子
多

、
黒

赤
色

粒
子

少
)

良
勺
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
26
2

土
師

器
菱

月 同
部

ハ
ク
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

:明
赤

褐
色

Iに
ぶ

い
橙

色

や
や

粗
(金

色
雲

母
多

、
自

黒
色

粒
子

、
赤

色
粒

子
微

)

良
勺
面

の
摩

滅
非

常
に
顕

著

SK
26
3

土
師

器
イ

底
音
[

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

暗
褐

色

に
ぶ

い
黄

椿
揮

密
(赤

自
黒

色
粒

子
、

金
色

雪
母

)
良

内
面

の
摩

耗
や

や
顕

著

SK
26
3

土
師

器
琵

胴
部

ケヽ
メ

ヘ
ラ
ナ

デ
赤

褐
色

に
ぶ

い
赤

褐
'

や
や

粗
(金

色
雲

母
多

、
自

黒
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
強

く
被

熱

SK
26
4

土
師

器
不

(1
14
) 
 

一
―
  

―
口
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
登
色

密
(雲

母
微

、
黒

色
粒

子
微

)
良

日
縁

部
端

部
の

摩
耗

顕
著

SK
26
4

2
土

師
器

IT
N

(1
26
)・

 
―
―
  

―
口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
明

赤
褐

～
に

ぶ
い

黄
橙

在
や

や
密

(自
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

、
赤

色
粒

子
)

や
や

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
外

面
器

面
変

色
顕

著

SK
26
4

3
土

師
器

不
(墨

書
土

器
)

体
部

]転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

墨
書

回
転

ナ
デ

、
暗

文
赤

褐
色

ζ
(赤

'自
黒

色
粒

子
、

金
色

三
母

)

体
外

に
墨

書
、

判
読

不
可

、
墨

痕
薄

い
、

内
外

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

SK
26
4

土
師

器
イ
か
皿

底
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
橙

色
や
や

密
(赤

色
粒

子
多

、
自

色
笠
子

少
 

今
侮

奎
母

徽
)

や
や

良
内

外
面

と
も
摩

耗
や

や
顕

著

SK
26
4

5
土

師
器

誕
(2
00
) 
 

一 ―
  

―
口
縁

部
回

転
ナ

デ
]転

ナ
デ

外 内
黒

褐
～

明
黄

褐
色

明
黄

褐
色

る
(白

色
粒

子
多

、
赤

色
粒

子
少
 

金
伸

霊
母

少
)

ヽ
面

の
器

面
の

荒
れ

や
や

顕
著

SK
26
6

上
師

器
イ

(1
40
) 

一
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ミ
ガ

キ
回
転

ナ
デ

、
Rξ

文
月
赤

褐
色

畜
(赤

白
色

粒
子

、
金

色
雲

母
)

良
T寧

な
つ

く
り

と
ミ
ガ

キ
、

内
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

警

SK
26
6

2
土

師
器

イ
体

部
回
転
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、

ミ
ガ

キ
司
転

ナ
デ

、
暗

文
登

色
密 子

赤
色

粒
子

多
、

自
色

粒
良

買
質

感
あ

り
、

外
面

の
摩

滅
や

や
顕

著

SK
26
7

1
土

師
器

鉢
(1
52
) 
 

― ―
 
・

 
―

日
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ
 

ミ
ガ

キ
カ

キ
メ

状
回

転
ナ

デ
外 内

:明
赤

褐
色

:潜
伸

密
(赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

自
色

粒
子

)
良

や
や

軟
質

、
内

面
の
摩

耗
や

や
顕

著

SK
26
7

2
土

師
器

鉢
―
  
 (
84
) 
 

―
体

部
～

底
部

ヘ
ラ

ケ
バ

リ
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

カ
キ

メ
状

回
転

ナ
デ

卜
:明

赤
褐

色
勺

:搭
停

密
(赤

色
粒

子
多

、
金

色
雲

母
、

自
色

粒
子

少
)

や
や
不

や
や

軟
質

、
と
と

同
一

の
底

部
の

可
能

性
大

、
内

面
の

摩
耗

や
や
FR
著

SK
26
7

3
土
師

器
年

(墨
書

亥
J書

土

器
)

―
。

(3
2)
・

―
体

部
～

底
部

]転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ミ
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

墨
書

・
線

亥
J

回
転

ナ
デ

、
暗

文
外

:明
赤

褐
色

内
:橙

色

密 母
赤

白
色

粒
子

、
金

色
雲

や
や

不
良

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も

摩
耗

顕
箸

、
底

外
に

線
刻

あ
り
墨

量
を

切
る

。
墨

書
あ

り
塁

痕
う
す

い
最

低
p文

字
あ

り
。

□
□

(原
力

)

SK
26
8

1
土

師
器

鉢
(1
56
)・

―
 

―
口
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

ヨ
転

ナ
デ

外 内
暗

赤
褐

色

明
赤

褐
角

密 母
白

赤
色

粒
子

、
金

色
雲

良
内
外

面
と

も
摩

滅
外

面
の

ス
ス

付
着

顕
著

SK
26
8

2
土

師
器

杯
(1
70
)・

 
― ―

  
―

口
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

明
赤

褐
色

密
(自

赤
色

粒
子

、
金

色
雲

且
Ⅲ

良
内

面
摩

耗
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

SK
26
8

3
土

宮所
器

蓋
(1
30
) 
 

―
―
  

―
体

部
～

口
縁

回
転

ナ
デ

、
ミ
ガ

キ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
目
転

ナ
デ

外 内
暗

赤
褐

色
絡

伸
踏

(自
'赤

色
粒

子
、

金
色

雲
翌

)
や

や
長

内
外

面
と

も
被

黙
し
内

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

SK
26
8

4
土

師
器

輩
ケヽ

メ
ケヽ

メ
外 内

赤
褐

～
黒

褐
色

赤
褐

“

や
や

粗
(金

色
雲

母
多

、
白

黒
色

粒
子

)

や
や

不
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
の

ス
ス

付
着

内
面

の
摩

滅
や

や
顕

薯

5
土

師
器

甕
胴

部
ヘ
ケ

メ
ケヽ
メ

月
赤

褐
～

暗
赤

褐
色

や
や

粗
(金

色
雲

母
多

、
自

黒
色

粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
顕

著

SK
26
8

6
須

恵
器

一 霊
(8
60
) 
 

― ―
  

―
口
縁

部
目
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
外 内

灰
色

背
灰

魯
密

(白
色

粒
子

多
)

良
勺
面

の
摩

滅
や

や
顕

著

SK
26
9

1
須

恵
器

蓋
(1
42
)・

―
 

―
体

部
～

口
縁

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
又

自
色

や
や

IE
(白

色
粒

子
多

、
黒

客
維

キ
 

小
灌

】
や

や
良

映
質

、
内

外
面

と
も
摩

滅
顕

著

SK
27
1

1
土

師
器

皿
カ

体
部

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

]転
ナ

デ
、

暗
文

月
赤

褐
色

密
(白

赤
色

粒
子

)
や

や
良

冶
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

土
師

器
郵

(1
16
) 
 

―
―
  

―
日
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
可
転

ナ
デ

月
褐

色
や

や
粗

(赤
色

粒
子

多
、

自
不

良
欧
質

、
内

外
面

と
も
摩

滅
非

常
に

顕
著

SK
27
9

2
土

師
器

甕
か

ヘ
ラ
ケ
ズ

)、
ナ
デ

外
:赤

褐
色

内
:に

ぶ
い

苦
傷

魯
粗

(金
色

雲
母

、
白

色
粒

子
多

、
黒

色
粒

子
、

小
礫

)
や

や
良

勺
外

面
と

も
被

熱
し
内

面
の

摩
滅

顕
著



Ｉ Ｐ ω 頓 ―

出
土

地

点

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
日
径

底
径

器
高

に
取

)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
膳

整
形
・
施

文
技

法
(外

)
調

整
技

法
(内

)
色

調
(外

内
)

男 台
 
土

焼
成

備
 

考

SK
27
9

8
土

師
器

霊
月 同

部
タヽ

メ
外 内

黒
褐

色

赤
褐

色

や
や

粗
(金

色
雲

母
多

、
自

黒
色

粒
子

、
赤

色
粒

子
微

、
小

礫
)

良
ヽ
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
の

黒
変

頭
著

SK
28
0

97
土

師
器

甕
口
縁

部
ヘ
ラ
ナ
デ

ラヽ
ナ
デ

外 丙
:暗

赤
褐

色
や

や
粗

(金
色

雲
母

多
、

白

黒
色

粒
子

、
小

礫
)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

や
や

顕
著

SK
23
1

97
土

師
器

皿
か

野
―
  
(4
か

  
―

体
部

～
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

回
転

糸
切

り
、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

]転
ナ

デ
外 内

赤
掲

～
褐

灰
色

暗
赤

褐
色

や
や

粗
(赤

色
粒

子
や

や
多

、
自

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
′ 1/

N)

や
や

良
陰
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

内
外

面
と

も
被

熱
し
外

面
の

変
色

顕
著

SK
28
1

97
2

土
師

器
イ

一
 1
50
) 

一
体

部
～

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

部
回

転
糸

切
り
、
ベ

ラ
ケ

ズ
リ

]転
ナ

デ
外 内

橙
色

に
ぶ

い
黄

橙
色

必
(赤

色
粒

子
多

、
自

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)

や
や

良
勺
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

S(
28
1

97
3

灰
釉

陶
器

塊
体

音

`

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

浅
黄

色
ζ

(黒
色

粒
子

少
)

良
勺
面

の
摩

滅
や

や
顕

著

97
土

師
器

皿
(1
20
) 
 

一 ―
  

一
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ナ
デ

目
転

ナ
デ

月
赤

褐
色

笞
(赤

白
色

粒
子

、
雲

母
微

)
や

や
良

勺
外

面
と

も
被

熟
し
摩

滅
や

や
顕

著

SK
28
8

灰
釉

陶
器

皿
(1
56
) 
 

―
…
  

―
口
縁

～
体

部
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

外 内
:灰

自
色

:オ
リ
ー

ブ
黄

色
`(
白

黒
色
粒
子

)
良

外
面

に
工

具
痕

あ
り
、

内
外

面
の

ス
ス
状

コ
ゴ

レ
や

や
頭

著

SK
28
8

97
3

土
師

器
疑

口
縁

～
胴

部
ラヽ
ナ
デ

ベ
ラ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

外
i暗

褐
色

内
:黒

褐
色

や
や

粗
(自

黒
色

t~
子

、
金

L雲
母

、
小

礫
)

勺
外

面
と

も
摩

減
や

や
顕

著

97
須

恵
器

一 霊
―

  
 (
18
6)
  

一
胴

部
～

底
部

タ
タ

キ
ヘ
ラ
ナ
デ

外
:暗

青
色

内
i暗

背
灰

～
明

青
灰

色

や
や

粗
笠
子

少
自

色
粒

子
多

、
赤

色

小
礫

)

勺
面

の
摩

減
や

や
顕

著

土
師

器
杯

―
 
。
(6
0 
 -

体
部

～
底

部
ナ
デ

廃
部

静
止

糸
切

リ
 

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ナ

デ
橙

色
る

(赤
自
色

粒
子

)

や
や

不
良

内
外

面
と

も
に

ア
ノ
ミ
タ

状
に

器
面

が
荒

れ
て

い
る

SK
29
1

土
師

器
葵

―
 (
94
)・

一
胴

部
～

底
部

'ヽ
ク

メ
臣
部

木
葉

痕

ヘ
ケ
メ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

外 内
暗

褐
～

黒
色

赤
褐

色

や
や
粗

(自
色
粒
子
多
、
黒
色

良
外

面
の

ス
ス
付

着
顕

著

SK
29
1

2
須

恵
器

士 笙
胴

部
タ
タ
キ

ナ
ヂ

外 内
灰

～
灰

オ
リ
ー

ク
色

灰
白

色

ぢ
(黒

色
粒

子
多

、
白

色
粒

外
面

の
摩

減
や

や
顕

著

土
師

器
柱

状
高

台
ノ ↓ヽ

皿
- 
 5
4 

・
 
―

高
台

部
]転

ナ
デ

璧
部

回
転

糸
切

り
橙

色
む

(自
色

粒
子

、
黒

色
粒

子
や
や
良

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

摩
滅

顕

SK
29
2

2
土

師
器

小
形

菱
1同

部
ナ

デ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

外 内
暗

赤
褐

～
黒

色

赤
褐

色

る
(金

色
雲

母
多

、
白

色
粒

外
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

土
師

器
璃

(3
0 
4)
  
  
 

一
  
  
 
―
一

口
縁

―
男 同

音
F

ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

赤
褐

～
極

暗
赤

褐
色

や
や

粗
(日

色
粒

子
、

雲
母

や
や
良

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
胴

下
半

部
の
器

面
の

荒
れ

摩
滅

非
常

に
顕

薯

須
恵

器
誕

か
一 月

タ
タ

キ
ナ

デ
色 色

黒 灰

外 内
4(
自

黒
色

l‐
子

)

内
面

非
常

に
滑

ら
か

で
光

沢
を

も
つ

、
外

面
の

摩
滅

顕
著

、

内
外

面
と

も
二

次
転

用
さ

れ
て

い
る

、
断

面
(害

1れ
口

)1
こ

は

使
用

痕
跡

な
し

土
日 弔

器
不

(1
04
) 

一 ―
  

―
口
縁

～
体

部
司
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ヨ
転

ナ
デ

、
暗

文
橙

色
4(
赤

色
粒

子
、

自
色

粒
子

少
、

雲
母

少
)

員
内

外
面

と
も
摩

滅
は

あ
ま

り
み

ら
れ

な
い

が
ウ
ル

シ
状

付
着

物
が

散
在

的
に

み
ら
れ

る

SK
29
4

2
土

宮 弔
器

不
―

 (
50
) 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
ヅ

茎
部

ヘ
ラ
ナ

デ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
外

:に
ぶ

い
赤

褐
色

内
手

R音
褐

色

る
(赤

色
粒

子
、

自
色

粒
子

少
、

雲
母

少
)

内
外

面
と

も 「
fT
滅

は
あ

ま
り

み
ら

れ
な

い
が

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ

需
百
功
警

3
土

師
器

不
―
  
(7
6)
 

一
体

部
～

底
部

]転
ナ
デ

ミ
部
静
止
糸
切

り
、
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
外 Å

黄
褐

～
黒

色
に

ぶ
い

首
褐

色
密

(赤
,自

色
粒

子
、

雲
母

、
黒

色
粒

子
微

)
員

内
外

面
と

も
弱

く
被

熱
し
外

面
の

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

SK
29
4

土
師

器
皿

―
  
(7
0)
・

 
―

体
部

～
底

部
]転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
(同

心
円
状

)

登
色

密
(白

色
粒

子
、

雲
母

、
赤

色
粒
子

微
)

や
や
良

内
外

面
被

熱
し
外

面
の

器
面

の
変

色
や

や
顕

著
、

内
面

に
は

ウ
ル

シ
状

付
着

物
が

散
在

的
に

み
ら
れ

底
部

内
面

の
摩

耗
や

や
顕

著

SK
″
94

5
土

師
器

甕
月同

部
ケヽ

メ
ケヽ

メ
:黒

褐
色

密
(金

色
雲

母
多

、
自
色

粒
子
 

未
魯

粒
子

少
)

良
肉

面
の

器
面

の
荒

れ
、

外
面

の
ス

ス
付

着
非

常
に

顕
著

SK
29
4

6
土

師
器

菱
ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ベ
ラ
ナ
デ

ボ
褐

色
密

(白
色

粒
子

多
、

金
色

雲
母

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
ス

ス
状

の
付

着
や

や
顕

著

SK
29
4

7
土

師
器

甕
クヽ

メ
ハ
ケ

メ
卜

:赤
褐

～
極

暗
赤

褐
色

勺
:赤

褐
色

ζ
(金

色
雲

母
多

、
黒

自
色

笠
子

)

良
内

外
面

と
も

被
熱

し
摩

滅
ス

ス
付

着
や

や
顕

著

SK
29
6

土
師

器
不

(1
14
)・

―
 

―
口
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
髯
橙

色
密

(赤
色

粒
子

少
、

黒
色

粒
子

微
、

雲
母

微
)

良
内

外
面

と
も

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

SK
29
6

2
土

師
器

邸
(黒

色
■

身
肇

)
(1
30
)・

 
―
―
  

―
口
縁

～
体

都
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
、

ミ
ガ

キ
色 色

橙 黒

密 少
(赤

色
粒

子
多

、
自

色
粒

子
良

内
面

黒
色

処
理

SK
29
6

3
土

師
器

IT
N

(1
32
)・

―
・

一
口
縁

～
体

都
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

登
色

階
(赤

色
粒

子
多

、
黒

色
粒

子

微
、

自
色

粒
子

微
、

雲
母

微
)

良
内

外
面

と
も

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

SK
29
6

土
師

器
色

，黒 器

不
(1
88
)・

―
 

―
日
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
ミ
ガ

キ
小

〔
に

ぶ
い

赤
褐

色

勺
i黒

色
密

赤
自

色
粒

子
、

雲
母

微
)

良
内

面
黒

色
処

理
、

外
面

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

土
師

器
然

(1
40
) 

― ―
  

―
口

縁
～

体
都

コ
鍬

ナ
デ

回
転

ナ
デ

登
～

明
赤

褐
色

密
赤

色
粒

子
多

、
自

色
粒

子
や

や
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

SK
29
6

6
土

師
器

皿
(1
34
)・

(6
6)
・

 2
3

口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、
ヘ

ラ
ナ

デ
底

部
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ナ

密 平
赤

色
l~
子

多
、

黒
色

粒
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

SK
29
6

7
土

師
器

皿
(黒

色
■

(1
44
)・

 
― ―

  
―

口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
R音

文
、

ミ
ガ

キ
外

:赤
褐

色
密

赤
色

粒
子

多
、

自
色

粒
子

良
内

面
黒

色
処

理
、

黒
色

処
理

は
内

面
ま

で
達

し
て

い
な

t



ｌ ｗ ω ω ｌ

出
土

地

点

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

SK
29
6

8
土

師
器

イ
(塁

書
土

48
体

部
～

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

都
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
、

畢
書

ラヽ
ケ
ズ
リ

赤
褐

色
密 少

赤
色

粒
子

多
、

黒
色

粒
子

良
冶
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

底
外

に
墨

書
あ

り
「
乙

」
力
、

内
外

面
と

も
渇

く
被

熱
し
底

部
内

面
の

黒
ず

み
や

や
顕

著

SK
29
6

9
須

恵
器

イ
―

。
(7
0)
 

一
底

部
回

転
ナ

デ

底
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

庶
色

密
黒

色
粒

子
多

、
自

色
粒

子
良

勺
面

の
摩

耗
や

や
顕

著

SK
29
6

須
恵

器
蓋

(1
56
) 
 

―
―
  

―
体

部
～

口
緻

回
転
ナ
デ

]転
ナ

デ
兎
色

密
(白

色
粒

子
、

黒
色

粒
子

良
勺
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

土
師

器
菱

(1
46
) 
 

―
―
  

―
日
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
ベ
ラ
ナ
デ

＼
ケ

メ
、

ヘ
ラ
ナ

デ
明

赤
褐

～
極

暗
赤

褐
色

密
(白

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
  
 
′

|、
碑

)
や
や
良

句
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
外

面
も

荒
れ

内
面

の
ス

ス
付

着
顕

彦

SK
29
6

土
師

器
甕

(2
60
) 
 

―
―
  

―
日
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
ベ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
、

ベ
ラ
ナ

デ
外 内

暗
褐

色
明

赤
褐

～
オ

リ
ー

ブ
褐

“

密
(自

色
粒

子
多

、
金

色
雲

母
、

黒
色

粒
子

少
)

良
Å
外
面
と
も
強
く
被
熱

し
器
面
の
変
色

ス
ス
状

ヨ
ゴ
レ
顕
著

SK
29
6

土
師

器
甕

(2
6 
6)
  
  

―
―
  
  

―
口
縁

～
胴

都
ケヽ
メ
、
ベ
ラ
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

橙
～

褐
色

蟄
(自

色
粒

子
多

、
雲

母
、

軍

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
外

面
お

よ
び

日
縁

部
部

内
面

の
器

面
の

荒
れ

顕
著

SK
29
6

土
師

器
羽

釜
日

縁
部

ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
テ

ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

外 内
に

ぶ
い

赤
褐

色
暗

赤
褐

伸

密 少
自

色
粒

子
多

、
金

色
雲

母

赤
色

粒
子

微
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

SK
29
6

15
土

言 雨
器

羽
釜

日
縁

部
ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

外 内
明

赤
褐

～
極

暗
赤

褐
色

明
赤

褐
色

白
色

l・

‐
子

多
、

金
色

雲
母

良
鍔

下
面

強
く
被

熱
し
器

面
ヒ

ビ
非

常
に

顕
著

SK
畏
96

土
師

器
甕

ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

色
褐 れ

黒 褐
外 ハ

密
(金

色
雲

母
多

、
自
・
黒

色

粒
子
 

赤
色

粒
子

微
)

良
内

外
面

と
も

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

SK
29
6

17
土

師
器

整
胴

部
ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ケヽ
メ
、
指
頭
痕

外 内
褐

色
～

暗
褐

色

明
褐

色

密
(雲

母
、

自
色

粒
子

、
黒

色
粒

子
少

、
赤

色
粒

子
微

)
良

勺
面

の
摩

滅
や

や
顕

著

SK
29
6

土
師

器
小

形
墾

―
 (
65
) 

一
胴

部
～

底
部

八
ケ

メ
、
ヘ

ラ
ナ

デ
底
都

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ケヽ
メ

外 内
:暗

褐
色

:明
赤

褐
色

密
(金

色
雲

母
多

、
自

黒
色

粒
子

、
赤

色
粒

子
微

)
や
や
良

勺
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

荒
れ

ス
ス
付

着
剥

落
顕

筈

SK
29
6

土
曾市

器
褒

底
部

氏
部

木
葉

痕
ヘ
ラ
ナ
デ

外
:黒

褐
色

内
:に

ぶ
い

黄
褐

～
黒

褐
色

密
(金

色
雲

母
多

、
自
色
粒

子
、

黒
色

粒
子

)

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
内

面
の

摩
滅

顕
著

SK
29
6

上
師

器
カ

マ
ド
形

底
部

～
圧

部
ケ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ベ
ラ
ケ
ス

登
色

密
(自

色
粒

子
多

、
雲

母
、

黒
色

泣
子

)
良

勺
外
面
と
も
被
熱

し
て
い
る
が
摩
滅
あ
ま
り
み

ら
れ
な
い

SK
29
6

土
師

器
カ

マ
ド
形

庇
部

ナ
デ

ナ
デ

月
赤

褐
色

密
(自

赤
黒

色
粒

子
、

金
C

雲
母

)
良

彼
熱

し
器

面
の

変
色

顕
著

S(
29
6

22
須

恵
器

士 霊
(3
20
) 
 

― ―
  

―
口
縁

音
[

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

外 内
黒

色
灰

白
和

密
(白

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
29
6

須
恵

器
突

帯
付

四
耳

書
肩

部
タ

タ
キ

、
突

帯
ナ

デ
灰

白
～

オ
リ
ー

ブ
黒

色
灰

´
密

(黒
色

粒
子

、
自

色
粒

子

雲
母

微
)

良
内

外
面

と
も

摩
滅

や
や

顕
著

SK
29
6

24
灰

釉
陶

器
平

瓶
肩

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

暗
オ

リ
ー

ブ
黒

色
浅

苦
,

密
(黒

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

SK
29
7

I
土

師
器

蓋
(1
79
) 
 

―
―
  

―
体

部
～

口
縁

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
ミ

ガ
キ

登
色

密
(赤

自
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

粒
子

)
良

内
面

の
ス

ス
付

着
や

や
顕

著
、

摩
耗

痕
は

希
薄

SK
29
7

2
土

師
器

甕
胴

都
クヽ

メ
ハ

ク
メ

外
:明

赤
褐

色
Å

:陪
赤

褐
魯

や
や

粗
(自

色
粒

子
多

、
赤

色
笠
子

微
、

金
色

雲
母

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
顕

著

SK
29
8

t
土

師
器

菱
ナ

デ
ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

外
:明

赤
褐

色

内
:に

ぶ
い

赤
褐

～
暗

褐
色

必
(白

色
粒

子
多

、
黒

色
粒

内
外

面
と

も
被

熱
し
摩

滅
や

や
顕

著

土
師

器
lL
わ

底
部

]転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
橙

色
壱

(赤
色

粒
子

多
、

白
色

粒
子

冶
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

内
外

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

SK
30
3

1
土

師
器

郵
13
 2

60
45

II
S完

形
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ナ
橙

色
や
や

粗
(赤

色
粒

子
多

、
自

色
や

や
良

内
面

わ
ず

か
に

黒
ず

む
が

摩
耗

摩
滅

は
あ

ま
り
認

め
ら
れ

な
い

、
外

面
を

中
心

に
散

在
的

に
ウ

ル
シ

状
付

着
物

あ
り

SK
30
3

土
師

器
菱

月同
部

ケヽ
メ

ケヽ
メ

、
指

頭
痕

外 内
暗

赤
褐

色

赤
褐

色

や
や

粗
(白

色
粒

子
、

黒
色

粒
子
、

金
色

菫
母

多
)

勺
外

面
と

も
被

熱
し

ス
ス

付
着

P4
滅

や
や

顕
著

SK
30
4

土
師

器
皿

(墨
書

土

器
)

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

部
回

転
ヘ

ラ
ク

ズ
リ
、

塁
書

回
転

ナ
デ

、
暗

文
登

色
密

(赤
色

粒
子

多
、

自
色

粒
子

少
)

や
や

良

1台
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

底
部

内
面

摩
耗

顕
著

で
滑

ら
か

、
ス

ス

状
付

着
物

や
や

顕
著

、
底

外
～

体
外

に
か

け
て

墨
書

二
箇

所
あ

り
、
「
弘

J力
、

墨
痕

薄
く
器

面
の

摩
滅

に
よ

り
文

字
の

一

部
消

失
、

外
面

の
摩

耗
摩

滅
顕

著
、

体
都

上
半

は
故

意
に

打
ち

欠
か

れ
て

い
る

SK
30
4

2
土

師
器

郵
(1
28
) 
 

一 ―
  

―
日
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

登
～

黒
褐

色
や

や
粗

(赤
色

l‐
子

多
、

自
・

黒
色

粒
子

少
、

金
色

雲
母

少
)

良
対
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

SK
30
4

3
土

師
器

誕
日
縁

部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ

外 内
黒

色

赤
褐

色
密

(金
色

雲
母

多
、

自
色

粒
子
 

阜

“

対
子

)
や

や
良

土
師

器
郵

(1
03
) 
 

― ―
  

一
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
登

色
密

(赤
自

色
粒

子
、

金
色

雲
艮

外
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

SK
30
5

2
土

師
器

イ
(内

黒
土

(1
60
) 
 

―
一
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
:橙

～
黒

褐
色

:黒
色

密
(白

赤
色

粒
子

、
雲

母
少

)
良

勺
面

黒
色

処
理

、
外

面
器

面
や

や
荒

れ
る

3
土

師
器

郭
休

部
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

、
暗

文
、

ミ
ガ

キ
登

色
密

(白
色

粒
子

多
、

赤
色

粒
子

少
 =
母

少
ゝ

良
勺
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著
だ

が
摩

耗
摩

滅
は

あ
笑
り
認

め
ら
れ

/k
Nい

4
土

日 市
器

杯
か

皿
- 
 6
0 
 -

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

部
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
登

色
や

や
粗

(自
・
赤

色
粒

子
、

雲
母

少
)

や
や
良

陰
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

底
部

内
面

ス
ス
状

付
着

物
、
摩

耗
や

や
頂
著

、
二

次
転

用
さ
れ

た
か



Ｉ 　 Ｐ ω ミ ー

出
土

地

′ 黒

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

SK
30
5

5
土

師
器

不
か

皿
―

・
(5
0)
 

一
無

部
～

底
部

ベ
ラ

ケ
ズ

リ
底

都
回

転
糸

切
り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

橙
色

哲
(白

赤
色

粒
子

、
雲

母
微

)
勺
面

ウ
ル

シ
状

付
着

物
顕

著
、

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
30
5

6
土

師
器

甕
(2
92
) 

― ―
  

―
口
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

月
赤

褐
色

る
(白

色
粒

子
多

、
黒

色
粒

子
 

企
伸

雲
母
2)

や
や

良
勺
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

土
師

器
甕

ケヽ
メ

色 魯

褐 線

赤 熊

外 【

な
(金

色
雲

母
多

、
自

色
粒

子
 

黒
色

絶
子

)
良

勺
外

面
と

も
被

熱
し
内

面
の

摩
滅

や
や

顕
者

SK
30
7

土
師

器
霊

(2
60
) 
 

一 ―
  

―
日

縁
～

胴
部

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

男
赤

褐
色

る
(白

色
粒

子
、

金
色

雲
母

霧
 

黒
色

粒
子

)
や

や
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

須
恵

器
壺

か
胴

部
タ

タ
キ

ナ
デ

外
:黒

色
内

:に
ぶ

い
苦

褐
～

EB
 4
El
色

4(
自

黒
色
粒
子
、
雲
母
微

)
良

摩
耗

摩
減

は
ほ

と
ん

ど
認

め
ら
れ

な
い

、
内

面
黒

色
塗

彩
状

痕
跡

あ
り

SK
31
0

土
師

器
坪

(刻
書

十
果

】
―
 
・
 

他
6)
 

一
体

部
～

底
都

]転
ナ

デ
氏
部

回
転

糸
切

り
、
線

刻
回
転

ナ
デ

明
赤

褐
色

必
(赤

白
色

粒
子

)
不

良
胎

土
マ

ー
ブ

ル
状

、
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著
、

底
外

に

線
刻

あ
り
、

線
亥
1も

摩
滅

や
や

顕
著

SK
3 
11

土
師

器
郎

か
I「

- 
 6
6)
 

一
杯

(皿
)底

部
～

1押
部

]転
ナ

デ

甍
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

明
赤

褐
色

密
(赤

色
粒

子
多

、
自

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)

不
良

や
や

軟
質

、
胎

土
マ

ー
ブ

ル
状

、
内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

SK
31
1

2
土

師
器

脚
高

高
台

イ
か

皿
邦

(皿
)底

部
～

脚
吉
[

回
転

ナ
テ

回
転

ナ
デ

橙
色

密 子
白

色
粒

子
多

、
黒

色
粒

不
良

や
や

軟
質

、
内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

SK
31
2

土
師

器
必

(1
20
) 
 

―
―
  

―
日

縁
～

体
部

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

隆
色

4(
赤

色
粒

子
多

、
白

黒
色

笠
子
 

雲
母

)

や
や

不
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

剥
落

顕
著

SK
31
2

2
土

師
器

皿
(1
54
) 
 

―
―
  

一
口
縁

～
体

部
]転

ナ
デ
、
ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
登
色

必
(自

黒
色

粒
子

、
雲

母
)

良
内

面
の

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著
、

内
外

面
の
摩

滅
は

あ
ま

り
認

め
ら
れ

な
い

SK
31
2

3
土

師
器

不
か

皿
―
  
(9
6)
 

一
体

都
～

底
部

]転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

罠
部

回
転

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

に
ぶ

い
貢

褐
色

橙
色

密
(赤

色
粒

子
多

、
雲

母
、

黒
白
色

粒
子

)

良
内

外
面

と
も

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著
、

外
面

の
変

色
顕

著
、

内

面
の

座
耗

や
や

顕
著

SK
31
2

4
土

師
器

皿
71

体
都

～
底

部
]転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

含
色

密
(赤

色
粒

子
多

、
自

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
少

)

や
や

良

や
や

軟
質

、
内

外
面

の
ウ
ル

シ
状

付
着

物
内

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著
、

内
面

は
帯

状
に

ヌ
ス

が
付

着
、

器
面

が
散

在
的

に
剥

RL
す

る
、

暗
文

が
施

さ
れ

る
が

そ
れ

が
消

え
る

ほ
ど
摩

耗
し
細

い
擦

痕
が

看
取

り
で

き
る

、
体

部
は

故
意

に
打

ち
欠

か
れ

そ
の
割

れ
口

を
磨

つ
て

滑
ら
力
Hこ

し
て

い
る

SK
31
3

I
土

師
器

皿
16
8 

・
 6
3 
 2
6

略
完

形
回
転

ナ
デ

、
ナ

デ
蕉
都

ヘ
ラ

切
り
 

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

党
黄

橙
～

橙
色

密
(白

赤
色

粒
子

、
雲

母
)

や
や
良

器
形

の
歪

み
顕

著
、

内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕

著
、

内
面

ア
バ

タ
状

に
細

か
く
器

面
が

変
色

し
て

い
る

SK
31
3

2
土

師
器

郵
(1
16
) 

一
 

―
日
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

回
転

ナ
デ

彗
色

密
(赤

自
黒

色
粧

子
)

良
内

外
面

と
も

摩
耗

摩
滅

は
ほ

と
ん

ど
認

め
ら
れ

な
こ

SK
31
4

土
師

器
皿

(1
64
) 

― ―
  

―
口

縁
～

体
部

回
転

ナ
デ

、
ナ

デ
回

転
ナ

デ
月
黄

褐
～

黒
褐

色
粗

(白
色

絃
子

多
、

雲
母

、
軍

不
良

軟
質

、
外

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

SK
31
4

2
土

師
器

然
(1
74
) 
 

一
  

―
口
縁

～
体

部
EH
3転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

登
色

や
や

粗
(自

色
粒

子
、

赤
色

粒
不

良
軟

質
、

内
外

面
と

も
摩

耗
顕

著

SK
31
4

8
土

師
器

不
カ

―
  
(6
0)
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

ミ
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
こ
ぶ

い
黄

橙
色

粗
(白

色
粒

子
多

、
雲

母
、

黒
赤

'粒
子

)
不

良
や

や
軟

質
、

内
外

面
と

も
摩

滅
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

土
師

器
甕

口
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
、
ナ
デ

黒
褐

色

暗
赤

掲
色

や
や

粗
(自

色
粒

子
多

、
黒

在

粒
子

、
金

色
雲

母
、

赤
色

粒

子
微

)

や
や

不
良

内
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

S(
31
4

5
上

師
器

斐
口
縁

部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

月
赤

lg
D色

粗
(白

色
4h
‐
子

多
、

黒
色

粒

子
、

金
色

雲
母

)

不
良

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
内

面
の

摩
減

非
常

に
顕

著

SK
31
4

6
須

恵
器

蓋
体

部
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転
ナ
デ

外 内
暗

灰
黄

色
残

苦
～

黒
褐

岳
や

や
粗

(白
色

粒
子

多
、

黒
と

粒
子

、
雲

母
)

良
内

面
の

3/
4以

上
の
範

囲
が

非
常

に
滑

ら
か

、
二

次
転

用
さ
れ

て
い

る
、

摩
耗

が
顕

著
な

範
囲

は
器

面
も
荒

れ
て

い
る

SK
31
8

1
土

目雨
器

郵
(内

黒
ユ

体
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
外 丙

I明
黄

褐
色

密
(黒

赤
白

色
粒

子
)

良
内

面
黒

色
処

理
、

丁
寧

な
ミ
ガ

キ
と
暗

文
、
外

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

土
師

器
郭

―
  
(7
0)
 

―
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
)

底
都

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
、

暗
文

登
色

密
(黒

赤
白

色
粒

子
)

良
外

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

箸

SK
31
9

2
土

師
器

坪
―
  
(6
0)
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
)

底
都

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
登

色
や

や
粗

(白
赤

黒
色

粒
子

)
良

外
面

の
変

色
や

や
顕

箸

SK
31
9

3
土

師
器

然
―

  
 (
60
)・

 
一

体
部

～
底

部
ナ

デ
底

部
回

転
糸
切

り
ナ

デ
月
赤

掲
色

や
や

粗
(自

黒
赤

色
粒

子
)

良
や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
摩

滅
顕

著

SK
31
9

土
師

器
節

―
  
(1
00
) 

一
体

部
～

底
部

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

テ
登

色
密

(赤
黒

白
色

粒
子

)
良

や
や
軟
質
、
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

SK
32
2

土
師

器
郭

―
  
(7
0)
' 

一
体

部
～

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

部
静

止
糸

切
り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回

転
ナ

デ
登

色
や

や
粗

(黒
白

赤
色

粒
子

)
良

付
外

面
と

も
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

SK
32
2

2
須

恵
器

三
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
回

転
ナ

デ
掲

灰
色

や
や

IE
(白

黒
赤
色
粒
子

)
良

朴
面

の
下

半
部

摩
滅

非
常

に
顕

著
、

器
面

も
変

色
し
て

い
る

SK
32
9

1
灰

釉
陶

器
娩

―
  
 (
62
) 
 

一
体

部
～

底
吉ヽ

回
転

ナ
デ

底
郎

回
転

ナ
デ
 

付
高

台
回
転

ナ
デ

灰
黄

色
紬

:灰
白
色

や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

)
艮

ん
外
面
と
も
黒
ず
み
顕
著

SK
32
4

土
師

器
蝸

か
―

  
 (
11
0)
  

一
底

部
ナ

デ
ケヽ

メ
外

:黒
褐

色

内
:に

ぶ
い

褐
色

粗
(金

色
雲

母
、

白
色

粒
子

多
、

黒
色

粒
子

、
小

礫
)

良
勺
面

の
ス

ス
付

着
顕

著

土
師

器
書

例 絹
不

土
体

都
回

転
ナ

ブ
回
転

ナ
デ

、
線

刻
橙

色
や

や
粗

(赤
色

粒
子

多
、

自

黒
色

粒
子

)

良
体

内
線

刻
あ

り
1求

J力
、

線
刻

は
浅

く
摩

減
顕

者
、

破
片

の

寄
‖ね

ロ
ル

研
藤

tク
滑

ら
力
‖
こ

Iク
て

い
る

SK
32
5

2
土

宮雨
器

甕
口
縁

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ

メ
褐

色
や

や
粗

(白
・
黒
・
赤

色
粒

子

金
色

雲
母

)

良
内

外
面

と
も

摩
・
Ik
ス

ス
付

着
顕

著



ｌ ｗ ω ∞ ―

出
土

地

′ 点

図 号

挿 香

番 号
種

別
器

種
日
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
値

、
[ 
]=
現

存
値

部
位
・
形

態
整

形
施

文
技

法
(外

)
調

整
技

法
(内

)
色

調
(外

内
)

胎
土

焼
成

備
 

考

須
恵

器
一 臣

胴
部

タ
タ

キ
ナ

デ
天

色
や

や
粗

(白
色
粒

子
多

)
良

外
面

の
摩

滅
や

ゃ
顕

著

SK
32
6

4
須

恵
器

一 霊
月同

喜
[

ナ
デ

タ
タ
キ
、
ナ
デ

外 ぬ
灰

オ
リ
ー

ブ
色

苦
褐

符
密

(白
黒

色
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

SK
33
0

土
師

器
賓

(3
20
) 
 

―
―

 ・
 
―

口
縁

～
胴

部
回

転
ナ

デ
、

ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
月
赤

褐
色

乙
(自

黒
赤

色
粒

子
、

金
荏

雲
母

、
小

礫
)

良
内

外
面

と
モ)
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

内
面

の
ス

ス
付

着
顕

著

2
土

師
器

型
ハ

ケ
メ

ハ
ケ

メ
色

褐 角

黒 褐
堅

(自
黒

赤
色

粒
子

、
金

∈

雲
母

、
小

礫
)

良
内

外
面

と
も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

SK
33
0

土
師

器
疑

月 同
部

クヽ
メ

ハ
ケ

メ
、

ブ
~デ

月
褐

色
や

や
粗

(自
黒

色
粒

子
、

金

“

雲
母

)
良

内
外

面
と

も
被

熱
し
摩

減
顕

著

SK
33
0

土
師

器
菱

胴
部

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
色

褐 色

黒 褐
晉

(自
黒

赤
色

粒
子

、
金

色
薫
母
 

小
礫

)
良

内
外

面
と

も
強

く
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

SK
38
9

土
師

器
イ

―
  
(6
6)
 

一
胴

部
～

底
部

]転
ナ

デ
主
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
登
色

踏
(日

黒
赤

色
粒

子
、
雲

母
)

良
軟

質
、

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

著

遺
橋

外
土

師
串

ノ
!ヽ

皿
(8
1)

2 
25

口
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

壼
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

燈
色

4(
白

・
赤

黒
色

粒
子

、
雲

軟
質

、
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

遭
構

外
2

土
目市

器
′ よヽ

皿
(8
2)

24
口
縁

～
底

部
]転

ナ
デ

璧
部

回
転

糸
切

り
ヨ
転

ナ
デ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(白

赤
黒

色
粒

子
、

良
内

面
の

摩
減

ウ
ル

シ
状

付
着

物
顕

著

遺
構

外
3

土
師

器
不

(内
黒

土
(1
42
) 
 

一 ―
  

―
口
縁

～
体

部
ナ
デ
、

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

色 色
橙 黒

外 内
る

(白
赤

黒
色

粒
子

)
外

面
の

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著
、

内
面

黒
色

処
理

遺
構

外
4

土
師

器
節

―
  
(5
2)
 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

登
色

る
(赤

白
黒

色
粒

子
)

良
外

面
の

摩
旗

ゃ
や

顕
著

鷺
構

外
上

師
器

邸
57

体
部

～
底

部
回

転
ナ

デ

底
部

回
転

糸
切

リ
カ

回
転

ナ
デ

登
色

や
や

粗
(白

赤
黒

色
粒

子
、

雲
母

)
良

や
や

軟
質

、
内

外
面

と
も
摩

滅
非

常
に

顕
著

遺
構

外
6

土
師

器
柱

状
高

台
杯

か
m

57
イ

(皿
)底

部
～
高
台
部

回
転

ナ
デ

底
部

回
転

糸
切

り
、

ナ
デ

]転
ナ

デ
こ
ぶ

い
褐

色
や
や
粗

(白
赤

黒
色
粒
子
、

雲
母

)
良

や
や

軟
質

、
内
外

面
と

も
摩

滅
願

著

遺
構

外
土

師
器

イ
(亥

1書

土
器

)
(8
0)

体
部

～
底

部
ヨ
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

質
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

線
亥
」

]転
ナ

デ
、

暗
文

登
色

密
(白

・
赤

黒
色
粒

子
)

良
勺
面
の
ス
ス
状

ヨ
ゴ
レ
及
び
摩
滅
ゃ
ゃ
顕
著
、
底
外
に
線
刻

ら
り

遺
構

外
8

土
師

器
垂 自

例 約
不
土

(9
2)

体
部

～
底

部
司
転

ナ
デ

査
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

線
亥

1
ヨ
転

ナ
デ

燈
色

密
(赤

自
黒

色
粒

子
、

雲
母

)
良

勺
面

の
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

ゃ
顕

著
、

底
外

に
線

刻
あ

り

遺
構

外
9

土
宮市

器
郵

(刻
書

十
黎

)
(6
0)

体
部

～
底

部
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

都
ナ

デ
 

線
力

回
転

ナ
デ

、
暗

文
橙

色
密

(赤
黒

白
色

粒
子

)
良

底
外

及
び

体
外

に
繰

刻
、

内
面

黒
ず

み
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
頭

著

遺
構

外
10

土
師

器
不

骸
J書

体
部

～
底

部
]転

ナ
デ

重
蔀

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ

底
部

線
亥

J
橙

色
密

(赤
黒

白
色

粒
子

、
金

色
雲

母
粒

子
)

良
底

内
に

線
刻

、
内

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

、
底

外
に

線
刻

あ
り

遺
構

外
土

師
器

ry
4

(2
72
)・

 
― ―

  
―

口
縁

～
体

部
団
転

ナ
デ

ヨ
転

ナ
デ

外 内
に

ぶ
い

赤
褐

色
橙

色
密

(赤
白

黒
色

II
子

、
雲

鳳
)

艮
外

面
の

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

遺
構

外
須

恵
器

鉢
(8
8)

(6
2)

口
縁

～
底

部
回
転

ナ
デ

盛
部

回
転

糸
切

り
、

付
高

台
回
転

ナ
デ

黄
灰

色
密

(白
黒

赤
色

粒
子

)
良

い
わ

ゆ
る

コ
ッ

プ
形

(平
城

京
出

土
土

器
分

類
の
「
椀

B」
)、

外
面

の
摩

滅
は

顕
著

だ
が

内
面

は
摩

耗
な

く
使

用
痕

跡
は

希
le
l橋

外
13

須
恵

器
菱

一肩
タ

タ
キ

ナ
デ

死
色

密
(白

赤
黒

色
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
摩

耗
な

ど
は

あ
ま

り
認

め
ら
れ

な
い

遺
構

外
14

粘
土

塊
最

大
長
36
  

最
大

幅
25
 

・
 

最
大

厚
21

(重
さ
)8
26
g

登
色

密
(白

色
粒

子
、

雲
母

)
歳
維

痕
あ

り

遺
構

外
15

粘
土

塊
最

大
長
31
  

最
大

幅
28
  

最
大

厚
14

(重
さ
)1
00
4g

児
赤

褐
色

密
(自

赤
黒

色
粒

子
、

1

,Ы
の

小
礫

)
繊

維
痕

あ
り

遺
構

外
粘

土
塊

最
大

長
33
  

最
大

幅
27
  

最
大

厚
12

(重
さ
)6
13
g

登
色

密
(白

色
粒

子
、

小
礫

、
雲

母
)

繊
維

痕
あ

り

保
存

17
土

日而
器

芥
(1
35
)・

(4
0)
  
(4
9)

日
縁

～
底

部
回
転
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ

)
巨
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転

ナ
デ

B色
密

(黒
赤

自
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
使

用
痕

跡
は

希
薄

だ
が

ス
ス
付

着
は

顕
著

、
特

に
外

面
の

ス
ス

付
着

器
面

の
変

“

顕
碧

保
存

土
師

器
鉢

(1
54
) 
 (
50
) 
 3
9

口
縁

～
底

都
回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

甍
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
ブ

陰
色

密
(赤

・
黒

'自
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
使

用
痕

跡
は

希
薄

だ
が

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著
保

存
19

土
師

器
皿

(1
30
) 
 (
50
) 
 2
2

口
縁

～
底

部
]転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ミ
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

橙
色

や
や

粗
(赤

色
粒

子
多

、
自

黒
色

粒
子

)

や
や

雑
な

つ
く

り
、
胎

土
マ

ー
ブ

ル
状

、
外

面
一

部
ア

パ
タ

状
に

器
面

荒
れ

て
い

る
保

存
土
師

器
皿

(1
26
) 
 

一 ―
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

橙
色

る
(赤

黒
色
粒
子

)
1台

土
マ

ー
ブ

ル
状

、
内

面
摩

耗
、

外
面

ス
ス

付
着

や
や

顕
著

保
存

土
師

器
皿

12
7

36
24

略
完

形
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

)

底
部

回
転

糸
切

り
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

)
回
転

ナ
デ

明
赤

褐
色

4(
自

黒
赤

色
粒

子
)

艮
内

外
面

と
も
使

用
痕

跡
は

希
薄

、
内

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顔

著

保
存

10
1

土
師

器
不

(1
22
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ

転
ナ

デ
外 内

橙
色

明
黄

褐
色

4(
赤

黒
自
色
粒
子

)

内
外

面
と

も
使

用
痕

跡
は

希
薄

だ
が

内
面

の
器

面
の

変
色

顕
著

保
存

土
師

器
lT
N(
内

黒
土

器
)

(1
40
) 

― ―
 ・

 
―

口
縁

～
体

部
回

転
ナ

デ
、

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
回
転

ナ
デ

、
暗

文
外 内

明
黄

褐
色

黒
色

書
(赤

白
黒

色
粒

子
)

勺
面

黒
色

処
理

、
内

面
の

使
用

痕
跡

は
希

薄
、

外
面

の
ス

ス

守
着

顕
薯

保
存

10
1

土
師

器
不

(4
4)

体
部

～
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

回
転

糸
切

り
回
転

ナ
デ

黄
橙

色
彗

(白
黒

色
粒

子
、

赤
色

粒

子
少

、
金

色
雲

母
粒

子
)

良
底

部
外

面
端

部
の

摩
耗

や
や

顕
著

保
存

上
師

器
イ

(4
4)

体
部

～
底

都
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
部

ヘ
ラ
ナ

デ
回
転

ナ
デ

月
赤

褐
色

eや
粗

(赤
色

粒
子

多
、

自
景
色

粒
子

)
冶
土

マ
ー

ブ
ル

状
、

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

保
存

土
師

器
不

(刻
書

土
器

)
―
  
(5
41
  
-

体
部

～
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
、

ミ
ガ

キ
底

部
回

転
糸

切
り
、

線
亥

J
]転

ナ
デ

、
賠

文
外 内

黒
褐

色
に

ぶ
い

褐
色

る
(黒

自
色
粒
子

)
良

勺
外

面
と

も
ス

ス
付

着
顕

着
、

ス
ス

は
一

部
割

れ
日

ま
で

及
ぶ
、

底
外

に
線

刻
あ

り



― 　 牌 ω Ｏ Ｉ

出
土

地
′ミ

図 号

挿 番

番 号
種

別
器

種
口
径

底
径

器
高

(c
m)

( 
)=
復

元
十直

、
[ 
]=
現

存
値

部
位

形
態

整
形

施
文

技
法

(外
)

調
整

技
法

(内
)

色
調

(外
内

)
胎

土
焼

成
備
 

考

保
存

27
土

月 下
器

イ
―
  
(4
0)
 

一
体

部
～

底
部

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
重
部

回
転

糸
切

り
、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

褐
色

密
(黒

赤
色

粒
子

)
艮

Å
外

面
と

も
ス

ス
付

着
顕

著
、

内
面

は
わ

ず
か

な
が

ら
摩

耗

実
跡

認
め

ら
れ

る

保
存

土
師

器
杯

(内
黒

土

器
)

―
  
(5
6)
 

一
体

部
～

底
部

ヘ
ラ

ク
ス

リ
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

、
暗

文
色

色 褐

橙 黒

外 内
密

(黒
赤

白
色

粒
子

)
良

丸
面

黒
色

処
理

、
始

土
マ

ー
ブ

ル
状
 

内
外

面
と

も
使

用
痕

弥
は

希
薄

保
存

土
宮 市

器
郵

―
・

他
6)
 

一
体

部
～

底
部

ヽ
ラ

ケ
ス

リ
壼
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(赤

色
粒

子
多

、
白

黒
色

粒
子

)
良

II
IN
土
マ

ー
プ

ル
状

、
内

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

保
存

土
宮 弔

器
杯

―
  
(5
2)
 

一
体

部
～

底
部

重
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
明

赤
褐

色
や

や
粗

(自
色

粒
子

多
、

赤

黒
色

粒
子

)
良

や
や

軟
質

、
内
外

面
と

も
使

用
痕

跡
は

希
薄

だ
が

摩
滅

や
や

顕
著

保
存

31
土

師
器

イ
―

 (
60
) 

一
体

部
～

底
部

回
転

ナ
デ

震
部

回
転

糸
切

り
回

転
ナ

デ
外

:に
ぶ

い
黄

橙
色

内
:構

仲
密

(白
黒

赤
色

粒
子

)
良

軟
質

、
内

外
面

と
も
摩

旗
顕

著

保
存

土
師

器
イ

(内
黒

■
器

)
―
  
(7
0)
・

―
体

都
～

底
菩
[

ヘ
ラ

ケ
ス

リ
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

外
:明

赤
褐

色
内

:黒
缶

や
や

粗
(赤

色
粒

子
多

、
自

色

位
子

)
良

勺
面

黒
色

処
理

、
内

外
面

と
も
使

用
痕

跡
は

希
群

保
存

土
師

器
′ よヽ
皿

―
 

。
(5
0)
 

一
底

都
ナ
デ

震
部

回
転

糸
切

り
ナ

デ
黄

橙
色

密
(白

色
粒

子
多

、
赤

黒
色

粒
子

)
良

や
や

軟
質

保
存

土
師

器
鉢

(2
10
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

部
Ia
l転

ナ
デ

、
ベ

ラ
ク

ズ
リ

回
転

ナ
デ

明
赤

掲
色

密
(赤

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
粒

子
)

良
や゙

軟
質

、
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

保
存

須
恵

器
不

(1
40
) 
 

一
  
 

―
日
縁

～
体

部
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

灰
色

密
(白

色
粒

子
)

良
勺
面

の
摩

耗
や

や
顕

著

保
存

須
恵

器
蓋

(1
88
) 

―
・

―
体

部
～

口
縁

ヨ
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

灰
自

色
密

(白
黒

色
粒

子
)

良
勺
外

面
と

も
躍

滅
や

や
顕

者

保
存

青
磁

蓮
弁

文
婉

(1
50
) 
 

―
―
  

―
口
縁

～
体

都
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

灰
オ

リ
ー

ブ
色

密
(白

色
粒

子
)

良
伯
は

草
緑

色
、

素
地

は
灰

色
、

気
泡

や
や

多
い

保
存

土
師

器
鉢

口
縁

～
胴

害
【

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メヽ

ナ
デ

外 内
灰

貢
褐

色

に
ぶ

い
褐

色

や
や

粗
(自

黒
色

粒
子

、
金

色
雲

母
)

良
■
面
の
摩
滅

ス
ス
付
着
や
や
顕
著

保
存

土
師

器
甕

(2
80
) 

一
 

―
口
縁

―
月 同

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(自

赤
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

)

良
外
面

強
く
被

熱
し
器

面
の

変
色

顕
著

保
存

土
師

器
甕

(3
02
) 

一
 

一
口
縁

都
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

に
ぶ

い
赤

褐
～

灰
褐

色
密

(自
黒

色
粒

子
、

小
礫

、

雲
母

)

良
内
外

面
と

も
被

熱
し
器

面
の

変
色
や

や
顕

著

保
存

土
師

器
霊

(3
58
) 
 

―
 ・

 
―

口
繊

～
胴

部
回
転

ナ
デ

、
カ

キ
メ

、
ナ

デ
回

転
ナ

デ
橙

色

や
や

糧
(白

色
粒

子
、

企
色

雲

母
や

や
多

、
赤

黒
色

粒
子

少
)

良
内
外
面
と
も
摩
滅
や
や
顕
著

保
存

土
師

器
羽

釜
(2
54
) 

一 ―
 ・

 
―

口
縁

～
鍔

都
ケヽ
メ
 
ナ
デ

ハ
ケ
メ
 
ナ
デ

外 ハ
橙

色
に

ぶ
い

未
褐

“

や
や

粗
(自

黒
色

粒
子

、
小

良
内

面
の

摩
滅

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

保
存

土
師

器
羽

釜
(1
86
) 
 

鍔
径

(2
66
)・

 
―

曰
縁

～
鍔

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

明
赤

褐
色

階
(自

・
黒

色
粒

子
、

小
礫

、
良

内
外

面
と

も
被

熱
し

ス
メ

付
着

顕
著

保
存

土
師

器
羽

釜
一
  

鍔
径
(2
51
) 
 

一
鍔

都
ナ

デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

明
赤

褐
色

や
や

粗
(白

黒
色

粒
子

、
金

名
雲

母
 

小
礫

多
)

良
内

外
面

と
も
被

熱
し
内

面
の

器
面

の
変

色
顕

署

保
存

土
師

器
鉢

口
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ

明
褐

色
や

や
粗

(自
色

粒
子

多
、

黒
色

位
子

、
金

往
雲

母
)

良
内

外
面

と
も
摩

滅
や

や
顕

著

保
存

灰
釉

陶
器

壷
75

体
部

～
底

部
目
転

ナ
デ

巨
部

回
転

ナ
デ

、
付

高
台

回
転

ナ
デ

灰
色

釉
:

Rζ
オ

リ
ー
ブ
色

密
(黒

自
赤

色
粒

子
)

良
内

外
面

と
も
使

用
痕

跡
は

希
薄

保
存

須
恵

器
甕

肩
部

タ
タ

キ
ナ

デ
、

指
頭

痕
褐

灰
色

密
(自

黒
色

粒
子

)
良

内
外

面
と

も
使

用
痕

跡
は

希
薄

、
外

面
は

鉄
釉

風

保
存

須
恵

器
型

胴
部

タ
タ

キ
ナ
デ
、
指
頭
痕

灰
白

色
密

(自
黒

色
粒

子
)

良
内

面
使

用
痕

跡
顕

著
、

滑
ら
か

、
や

や
黒

ず
む

、
二

次
転

用
さ
れ

た
可

能
性

大

S1
17

土
師

質
製

塩
土

器
口
縁

～
胴

部
指

頭
痕

ナ
デ

外
:に

ぶ
い

橙
色

内
:に

ぶ
い

黄
橙
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第 8表 第 3次調査出上金属製品観察表

出土
地点

挿図
番号

番号 分類
法量 (cm)※ ( )は 推定値 又は現存値

材 質 備  考
長 幅 厚 重量 (R)

l 鉄滓 3.40 4 10 2 20 34 20 欽

2 刀 子 8 20 1 70 0 70 14 81 鉄

3 鉄淳 3 70 2 40 1 80 20 17 鉄

S 4 棒状鉄製品 4 10 0 50 0 40 1 00 鉄

S 4 5 刀 子 2 00 1 10 3 05 1 22 鉄

S 5 6 刀 子 4 10 1 20 0 60 3 49 鉄

S 6 7 鉄 津 1 90 2 35 1 50 5 45 鉄

S 7 8 刀 子 7 00 1 30 0 85 7 90 鉄

S131 9 棒状鉄製品 3 05 0 70 0 45 1 46 鉄

SK133 鉄滓 1 40 1 20 0 80 1 52 鉄

SK162 刀 子 4 50 1 10 0 50 381 鉄

SK168 用途不明 2 30 3 10 1 10 8 49 鉄

SK206 9にか 12 79 鉄
SK206 棒 状 鉄 製 品 6 50 3 50 1 10 21 82 鉄

棒 状 鉄 製 品 5 90 1 00 0 70 5 87 鉄

SK309 棒状鉄製品 3 90 1 30 0 40 2 22 鉄

第 9表 第 3次調査出土石製品観察表

土
点

出
地

図
号

挿
番 番 号 分 類

法量 (cm)※ ( )は推 定 値 又 は現 存値
石 材 色 調 考備

長 幅 厚 重量 (g)
1 磨石 か 58 46 85 15 隆石 (デ イサイ ト～流紋岩 暫 天自～暗灰 黄色 散在的 に磨面 らしき箇所 あ り
2 打裂 石斧 47 09 46 15 粘板岩 天色

3 不 明 13 67 06 ホルンフェルス 灰～灰 オ リー ブ色

打製石斧 09 39 10 階板岩 天色

S123 5 砥 石 108 74 疑灰岩 浅黄橙～にぶい橙～赤褐色
暮面一面、浅いやや太めの擦
罠あり

S131 6 打製石斧 132 13 ホルンフェルス 灰～灰 オ リーブ色
S134 7 磨 石 97 790 70 閃緑岩 戻白色 蕃面黒ずみ顔著
S134 8 磨 石 10 1 720 82 閃緑岩 灰黄～暗灰 色 磨面黒ずみ顕者

9 打製石斧 53 12 61 01 ホル ンフェルス 叉色

SK31 10 砥 石 57 990 00 花 闇閃緑岩 灰黄色 磨面は二面使用
SK81 11 敲石 4 1 245 00 閃緑岩 灰 オ リー ブ色 両端 に談 打痕 ら しき痕 跡 あ り
SK123 砥 石 110 52 1113 40 蒙山岩 灰 色 二面使用面 あ り
SK133 13 打製石斧 4 15 83 44 ホルンフェルス 吹オリーブ侮
SK146 打製石斧 6 1 160 60 ホル ンフェルス 灰黄～浅黄色
SK146 凹 石 160 145 2720 00 佗闇閃緑岩 灰黄色 護打痕 部 分 は黒ず み顕 著

打裂石斧 60 1 1 23 36 ホルンフェルス 天色

筐構外 17 砥 石 9 1 320 00 細粒花蘭岩 天白～灰 告争 審り面は四面使用
18 石鏃 04 0 77 黒曜石 黒透色

石 鏃 20 15 03 0 74 石英 (水 晶 ) 白透色
S123 剥 片 24 25 07 3 49 黒曜石 票透色
SK124 水晶塊 37 33 20 26 37 石英 (水 晶 ) 白湧 色
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第V章 総 括

第 1節 第 2次調査 (平成18年度)のまとめ

第 2次調査 (平成18年度)調査区においては、調査面積は 180だ と狭い範囲ながら、 9世紀前半代の竪穴建物跡が

2軒 と、中世および近世段階の集石を伴う土坑群が15基検出された。平安時代の竪穴建物群は、中世・近世段階の土

坑群によって掘 り込まれ、遺存状況は極めて悪い状況であった。

一方の竪穴建物跡を掘 り込んで構築された土坑群は、遺物の出土がみられないものや、掘 りかたが曖昧なものがみ

られるものの、明らかに集石を伴うものが多 く、その用途や時期が問題となる。所属時期については、18世紀前半か

ら20世紀中葉までの陶磁器類が出土 してお り、かなり時間的幅をもっている。ただしSK12に ついては、中世段階の

常滑製甕の大型破片が出土しており、当該段階に伴うものと考えられるが、上記のとお り、その大半は近世・近代以

降の所産と思われる。SKl～ 9は、規模の大小はあるものの、形態や主軸方向や検出状況、切 り合い関係で規則的

な配列が認められる。これらはほぼ同時期の所産とみて良かろう。

これら土坑群の大きな特徴としては、坑内に集石を伴うことで、拳大からlm大の礫を坑内に充填している。暗渠

的な施設だったのか、墓媛であったのか、人骨などそれらをうかがわせるような遺物がなく、その機能についてはに

わかに決しがたい。

形態的な特徴 としては、長軸が 3mを越える規模をもつ土坑と、2m内外の規模をもつ土坑に大別でき、隅円長方

形を呈するものが多いこと。また溝状遺構の掘 りかた内部にも、規模は小型ながら同様な構造をもつ土坑状の落ち込

みがみられることから、暗渠的な性格が強い。後述する第3次調査 (平成 20年度)で も一部に同様な構造を有する

土坑 も検出されているが、墓娠的性格の強い土坑 も検出されている。いずれにせよ、12世紀以降、こうした構造を

もつ土坑群が本遺跡地に展開している状況がうかがえる。

第 2節 第 3次調査 (平成20年度)の まとめと若千の考察

1 出土土器の様相

a.出土土器の年代観

第 3次調査 (平成20年度)調査区では、奈良・平安時代の土師器が主体的に出上 してお り、その他、須恵器、灰釉陶器、

緑釉陶器が客体的に出土 している。出土土器総重量約 107 1kgの うち、土師器の食膳具類の出土総重量は約 45 9kg、

煮炊具類の総重量は約 49 7kg。 須恵器の食膳具類の総重量は約 1 3kg、 煮炊・貯蔵具類の総重量は約 7 1kg、 灰釉陶器

の食膳具類総重量は約 1 3kg、 貯蔵具類の総重量は約 0 8kgと なっており、ここからも土師器が主体的に出土している

ことがわかる。

土師器には、8世紀から10世紀代における「甲斐型土器」に属する郭・葛台郭・皿・蓋・鉢 (食膳具系)。 奏・蝸・

羽釜・鉢 (煮炊具系)・ カマ ド形があり、甲斐型土器以後のいわゆる土師質土器では、郭・皿・小皿・脚高高台杯・皿、

柱状高台杯・皿、甕 。鍋・鉢・羽釜がある。また、須恵器には高台郭・壷 。凸帝付四耳壼・甕、灰釉陶器には坑・皿 。

壺、緑釉陶器には坑が認められる。

山梨県における奈良。平安時代土器の編年研究については、1983年 に坂本美夫・末木健氏らによって、いわゆる「甲

斐編年」が提示された (坂本 1983)。 その後、奈良市内の平城京二条四坊十一坪の井戸llLの発掘調査で、甲斐型土器

の杯が出土し (三好 1992)、 年代観の見直しの機運が高まり、1992年には甲斐型土器研究グループを中心として年代

観の変更柔が提示された (甲斐型 1992)。 さらに同年には、韮崎市に所在する奈良時代から平安時代にわたる大集落

跡である宮ノ前遺跡の報告書が刊行され、同報告書において櫛原功一氏が段階区分の見直 し柔と年代観が提示されて

いる (櫛原 1992)。 1999年 に刊行された『山梨県史』では、甲府盆地東部・西部、郡内 (桂川流域)の出土資料を段

階区分 し、若千年代観を従来と変えつつ、「県史編年」として提示している (山梨県 1999)。

また、甲斐型土器終焉以後の古代末期の土器編年研究も、1986年に坂本美夫氏が、1983年編年の古代末期部分を

再検討 し編年案を提示しており (坂本 1986)、 その後の資料増加と、甲斐型土器の再検討の流れをうけて、1994年に

森原明廣氏が新たに編年案を提示 している (森原 1994)。

以上、こうした先学諸氏による研究成果に拠 りながら、西田町遺跡出土土器の年代観を以下のように与えて区分し
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てみた。

I期

I期

Ⅱ期

Ⅲ期 :

V期 :

Ⅵ期

Ⅶ期

1411期

Ⅸ期

Ⅳ期

X期 :当該期の資料としてはSK134・ 135の資料をあてたい。柱状高台皿、杯、皿がある。当該期の資料数は少ない。

上記の土器の年代観を、各遺構にフイー ドバックさせて、可能な限り第 115図 に各期における遺構の変遷を示 して

おいた。しかし前述のとおり、各遺構 ともに各時代の遺物が入 り交 じっているためにその判断は難しく、示せたもの

はごくわずかである。なお、図中のS124に ついては土器年代観 とともに、後述する室伏徹氏の建築単位からみた建

物年代観も反映させ、それはスクリーントーンで示 しておいた。

b.出土土器の様相

本報告書に掲載した土器群の個別観察を通しての雑感ではあるが、長期の埋没による自然の摩滅や器面等の荒れは

あるものの、底部や高台の端部や、土器内面における摩耗・摩滅痕がほとんどみられない資料が多く存在 しているこ

とが判明した。考古学では、土師器や須恵器の郭や皿といった食器類は、当時の一般民衆が日常的に、かつ主体的に

使用された食器であるという認識が強くもたれているが、果たして本当に日常の食器として使用されたのかという疑

間が持たれた。食器としての使用痕跡が極めて希薄であるということから、使用されたとしてもそれは極めて単発的・

限定的な使われ方をされていたのではないかと推測できる。

それは食器としての使用痕跡が希薄にもかかわらず、スス状のヨゴレが顕著であったり、二次焼成を受けているな

ど、多 くの資料で認められることで、もちろん顕著な摩耗痕が認められる資料 も存在するが、これらは後述するリユー

スされた土器であることが多い。西田町遺跡の奈良・平安時代の土器資料に限らず、筆者が関わった当該期の他の遺

跡でも、同じような状況が認められているが、それは単に遺跡の性格の違いによるだけなのであろうか。

土師器や須恵器という古代の上器群は、本当に日常雑器の食器として使用されたものだったのか。未だ確証は持ち

得てないが、これら土器は無機質ゆえに地中に残った遺物であり、有機質である木製の食器が本来の日常的な食器で

あつたのではないか。土師器や須恵器は、主に祭祀や儀礼行為に使用される、特別な器であったのではないかと推測

している。今後のさらに各遺跡ごに土器観察を続けていくとともに、出土事例の少ない木製食器類にもっと注目すべ

きだと考えている。

その他の出土遺物について

墨書・刻書土器について (第 106～ 107、 第 H2～ 114図 )

7世紀末～ 8世紀初頭、Ⅱ期 :8世紀前半、Ⅲ期 :8世紀後半、Ⅳ期 :9世紀前半、V期 :9世紀後半、Ⅵ

期 :10世紀前半、Ⅶ期 :10世紀後半、Ⅷ期 :H世紀前半、Ⅸ期 :11世紀後半、X期 :12世紀代。

当該期の資料としてはS122を あてたい。土師器郭は盤状で体部・底部の内外面 ともに丁寧なミガキを施 し

ている。特に内面は格子状に細かいミガキを施している。

当該期の良好な資料のまとまりはみられない。

当該期の資料として S121・ 24・ 26・ 28、 SK7の 資料をあてたい。甲斐型郭の成立期で、日径が 12cm前後を測 り、

精選された緻密な胎土で、赤褐色・黄褐色の色調を呈 し、体部外面下半のヘラ削 り、体部外面の横位あるい

は波状のヘラミガキ、体部内面と底部内面の放射状暗文が特徴である。

当該期の資料 としては S117・ 18・ 32・ 33・ 34の 資料をあてたい。土師器必の法量の縮小化が進み、体部外

面のヘラミガキと底部内面の暗文が消滅している。土師器皿は口縁部から体部にかけての屈曲が明瞭であり、

体部下半から底部にかけては回転ヘラ削りを施し、内面には放射状等の暗文を施す。

当該期の資料としてはS130の資料をあてたい。体部内面の暗文は引き続きみられ、基本的にⅣ期と同じだが、

土師器郭の底径が前期に比べるとやや縮小 し、土師器皿の口縁部から体部にかかる屈曲が弱くなっている。

当該期の資料としては S11・ 5。 16・ 20・ 23、 SK31の資料をあてたい。土師器郭や皿の暗文が消滅 し、口縁

部が玉縁化してくる。煮炊具では羽釜が隆盛となってくる。カマ ド形土器

当該期の資料 としては S18・ 12・ 13・ 25'31の 資料をあてたい。甲斐型土器終焉直後の上器であり、H世
紀代にもかかるかもしれない。

当該期の資料として S19・ lo。 11・ 23を あてたい。甲斐型 とは異なる土師器杯、土師器小皿、脚高高台皿、

ナデ調整の羽釜などがみられる。

当該期の資料としては S16・ 14の資料をあてたい。柱状となる以前の底部が台状 となる皿などがみられる。

煮炊具はナデ調整で仕上げた甕・鍋などがみられる。

２

　
　
ａ
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ここでは、第 2次調査 (平成 18年度)お よび 20年度調査で出土している墨書・刻書土器についてまとめておきたい。

(出土点数〉

第2次調査 (平成 18年度)調査区では、墨書土器 4点、刻書土器 1点の総計 5点、第 3次調査 (平成 20年度)調

査区では出土文字資料として、墨書土器・刻書土器・ヘラ書土器が総点数 48点出土 している。48点の内訳は、墨書

土器が 18点、刻書土器が 29点 、ヘラ書土器が 1点で、うち 1点 は墨書と刻書が併記されている。本報告書に掲載 し

た第 3久調査 (平成 20年度)出土土器類の総点数は 1033点であり、単純にその中で占める割合をみれば、墨書土器

などの出土文字資料は、全体の3%程度にすぎず、極めて客体的な存在であることがわかる。

(土器の種類・器形〉

土器の種類は、圧倒的に土師器および土師質土器が多 く、器形は不・皿といった食膳具が圧倒的に多いが、 1点の

み灰釉陶器があり刻書である。

(記載部位と記載状況〉 (第 108図〉

記載部位は、墨書土器では底部外面が 18点、体部外面が 2点 と全体の 90%を 占めている。一方刻書土器は体部外

面が 2点、体部内面が 8点、底都外面が 13点、底部内面が 6点 となっており、記載部位はバラエテイーに富んでいる。

ちなみにヘラ書土器は体部外面に記されている。

体部外面および内面における記載方向であるが、刻書土器の場合、記載内容が記号状であることが多いため、正位・

倒位・横位の判別が難しい状況となっているが、墨書土器ではSK31 1が正位に、刻書土器ではS151が横位に記 し

ている。

(時期別出土割合)(第 111図〉

墨書土器の時期別出土割合は、8世紀後半代から9世紀代にかけて最も高く、刻書土器も8世紀後半以降10世紀

前半代まで高い出土割合を示す一方で、10世紀後半代および11世紀後半代にも若千数みられる。山梨県内の全体的

な傾向として、8世紀代は墨書土器が少なく、記号状の線刻を中心とする刻書土器が主体を占める傾向がみられ、9

世紀以降、墨書土器が急増し、刻書土器は客体的な存在となるという傾向が指摘されている (平野 1992)。 こうした

傾向に反して、西田町遺跡では、刻書土器が8世紀代から10世紀代にわたつて、墨書土器と肩をならべるように、

万通なく出土している。

こうした刻書土器が主体を占めるという状況は、山中章氏よると古代の都城でもみられるという (山 中 1989)。 山

中氏が分析された長岡京域の遺跡では、宮域の周辺官司や京域の諸司厨町等の現業官司や東西市から、線刻土器や記

号墨書土器が多く出土しており、その理由として、こうした場所には非識字層を多く含む小集団が集まることから、

集団を使役していた官司が、非識字層の個人用食器や小集団で用いる食器を区別するために記したものだとされてい

る。西田町遺跡の刻書土器が、食器管理のためだけに記載されたとは考え難いが、都城における線刻土器・記号墨書

土器の出土地が、工房に関わる場から多いという指摘については、古代の西田町遺跡の性格を考えるうえでも示唆的

である。

(記載内容およびその書風〉

墨書・刻書土器で記載された内容が判読できるものは少ない。第2次調査 (平成 18年度)出土資料で判読できる

内容として「大」・「太」、第3次調査 (平成 20年度)では「足力」。「中」,「□□ (原 力)」
。「乙力」。「上」・「弘力」・

「得力 (異体字)」
。「×」などがある。書風はいずれも筆使いに憤れたものであり、識字層による記載がおこなわれた

と推測できる。刻書については直線を基本とした記号状のものであり、識字層もしくは非識字層による記載なのかは

半J断が難しい。

(墨書・刻書土器の使用痕跡について〉

墨書・刻書土器の使用痕跡については、非文字資料関連土器と同様にさまざまなものがある。次項の二次転用され

た土器群の中にも刻書土器の一部が使用されていたりしている。主な使用痕としては①使用における摩耗、②ススや

ウルシ状付着物によるヨゴレ、③意図的でない破損に伴う割れや欠け、④転用や廃棄を目的とした意図的な割れや欠

け、⑤二次焼成をうけているものなどがあり、その中でも①・②・⑤といった使用痕跡が残されたものが比較的多い

ことが指摘できる。このことは、土器の中でも特別な土器であるという意識をもって選別されていたのを示している

であろうか。

使用段階において土器の摩耗度の高いものは、墨書や刻書も不鮮明のものが多い。さらに②のような付着物によつ

てもその鮮明度はかなり左右される。土器使用に伴う摩耗や付着物の痕跡と、墨書・刻書の鮮明度にはある程度の相
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関関係があると考えられ、それは墨書 ・刻書行為の時間的な前後関係や、文字資料土器の使用状況を示す ものである

と思われる。

b.二次転用された奈良・平安時代の土器群について (第 112図～ 114図〉

出土した土師器、須恵器、灰釉陶器、瓦などの資料を詳細に観察してみると、自然に割れたのではなく、故意に打

ち欠いて整形 したり、普段、飲食だけで使っているだけでは到底おこらないような摩耗 ,摩滅痕跡がみられるものな

ど、本来の土器用途以外でリユースされたと思われる土器資料を抽出した。

第 3次調査 (平成 20年度)調査区における当該資料の総点数は 31点 で、うち 1点は縄文時代前期の土製円板である。

種別としては須恵器、土師器、灰釉陶器、瓦があり、須恵器が 15点 と全体の6割以上を占めている。須恵器の中でもっ

とも多い器種は甕で9割近 くを占め、続いて壼、蓋となっている。次に多いのは灰釉陶器の4点で、婉と皿それぞれ

2点ずつとなっている。土師器は3点で高台杯と杯、皿である。

これら資料の転用目的の一つとして硯が挙げられ、「転用硯」として再利用されたことが推測できる。猪股喜彦氏

が指摘するように (猪股 1993)、 転用硯にされる土器やその器形、部位については、上記資料群は大きく逸脱するも

のではない。よって本遺跡群出土の転用された須恵器・灰釉陶器類についても、「転用硯」として使用された可能性

はある。しかし、転用硯とする一つの条件である、「墨痕」の有無については、これら資料群で明確に墨痕が残る資

料は極めて少なく、「硯」だけの転用には疑間が残る。転用硯と密接に関わる墨書土器との出土関係をみても、墨書

土器が消滅する時期以降も当該資料は存在 している。

ではその他では何が考えられるだろうか。各資料において顕著に認められる使用痕跡は、榛った痕跡が多いことで

あり、墨を擦る以外の「擦る」という行為を考えなくてはならない。一般生活における調理工程に関わるものなのか、

もしくは何 らかの手工業製品の製作工程に関わるものなのかは、具体的な内容まで踏み込むことができる考古学的出

土事例が現状ではないため、今後の資料の増加を待って、再度考察してみたい。

3.竪穴建物跡について

a.竪穴の時期と出土遺物のあり方について

上記の年代観にあわせて、検出された竪穴建物跡の時期について整理 してみたい。遺構 どうしの重複が著 しいため

に、他時期の遺物が混入し、さらに時期決定ができるような出土状況を示すものが少ないために時期不明のものが多
い。重複による新旧関係もみながらできる限り提示 しておきたい。

I期 :S122、 24Ⅱ 期 :な し、Ⅲ期 :S121?。 24、 Ⅳ期 i S117・ 18・ 26?。 28?・ 30・ 32?。 33?・ 34、 V期 :

S130、 Ⅵ期 i S11・ 5'15。 20、 Ⅶ期 :S17?・ 8・ 12・ 13・ 16・ 25、 Ⅷ期 :S19・ 10・ 11・ 23、 Ⅸ期 I S16・ 14、 X期 :

該当なし。

竪穴建物跡の時期にかかわらず、竪穴建物跡からの出土遺物が全般的に少ない傾向にあることが指摘できる。これ

は建物廃絶に際 して、移動先を意識 した清掃行為をおこなった可能性が考えられる。建物自体の廃絶とともにカマ ド

の人為的な破壊行為がおこなわれた痕跡が認められることや、建物廃絶に伴う儀礼行為 (S117な ど)がおこなわた

ことが出土遺物のあり方からもうかがえる。

b.竪穴の規格性と竪穴内諸施設について

8世紀代および9世紀代の竪穴建物跡は、建物が構築される方向性や規格性において統一性が認められ、中型から

大型規模の竪穴建物が主体的にみられる。一方、10世紀以降の竪穴建物跡は方向性については統一性が乏しく、小型・

中型規模の建物が目立つ。カマ ドを有さない竪穴建物跡や竪穴部形態が長方形を呈するものなどがあり、建物規格の

統一性が欠如する反面、建物用途の多様性がうかがえる。その中でS124は 、一辺が 7mを 測る8世紀後半代の大型

竪穴建物跡であり、建物構造の大きな特徴 として、主柱が礎石立であったことが注目される。この竪穴建物の構築に

際して特筆される点は、寺院や官衡などの大型建物を建築する際におこなわれる掘 り込み地業がおこなわれていると

いう点であり、版築構造の一部が確認されている。さらに礎石据え付け掘 りかた下部からは、礎板石を伴う掘立柱柱

穴掘 り形が検出されたことから、それ以前に先行するほぼ同一規模を有する主柱穴が掘立柱式の竪穴建物跡が存在 し

たことも判明した。こうした構造をもつ竪穴建物跡は、山梨県内でははじめての検出事例である。今後は、その建物

構造の詳細な分析はもちろんのこと、建物の性格、構築 した集団および使用者の性格や社会的背景についても追究し

ていく必要がある。なお、本遺構については、後述の室伏徹氏による建築単位分析からの視点でも詳述したい。

竪穴建物跡の覆土は、時期にかかわらず、黄褐色土ブロックを多量に含み、水平堆積を示 しているものが多い。こ
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第114図 西田町遺跡H20年度調査出土二次転用土器 (3)

のことは、人為的に一括埋め戻 しされた可能性が高い。また竪穴内諸施設については、棚状施設 (S113・ 30)や壁体

ピット (S134)、 間仕切り施設 (S134)を備えるものもみられる。

c.カ マ ドの構築方法について

カマ ドの構築方法について、 8世紀代および 9世紀代の竪穴建物跡 (S117・ 24・ 30・ 34な ど)と 、10世紀以降の

竪穴建物跡 (S11・ 5'8な ど)と では、袖部の構築素材が異なっていること。前者は粘土や黄褐色・黒褐色砂質土の

混合土を主体として袖部が構築されているのに対 して、後者は袖部の芯材として河原石が多用されており、石組み構

造となっている。

d.建築単位からみた礎石竪穴建物 (S124)に ついて く第 H6図〉

方形に近い竪穴建物から建築単位を求めることは難 しいが、柱穴間距離と柱穴と壁間距離の比率から建築単位を求

められる場合がある。S124の 上部竪穴建物は、礎石間距離と礎石と壁の間隔の比率が 312の 関係にあり、礎石間

距離から建築単位 (325尺 :0,985m)が求められ、竪穴の一辺は7単位となり、東辺のあるカマ ドの中心は、礎石

の軸線から1建築単位内側にずらした位置に設定したことが分かる。

S124下層建物は、礎板石を有する掘立柱穴の東西間隔と南北間隔比率が 6:5の 関係にあり、この比率関係から

求められる建築単位は (1,50尺 :0455m)で あるが、上部礎石建築との関係からこの建築単位は大きくずれており、

この 2倍の (300尺 :0909m)力 ΥU用 されていたのではないかと考えられる。この建築単位では、竪穴の東西は7

建築単位、南北は65建築単位となり、内部の4本柱穴は東西が 3単位、南北が 2.5建築単位をとり、建築単位の使

用例としてはあまり例の無いものであるが、柱穴と壁との間隔は2建築単位であり建築単位をある程度意識 した設計

であったと考えられる。なお、南辺の壁際両隅および、建築単位の升日の交点に小型の礎石状の石があり、あるいは

壁際礎石を備えた建物であつた可能性 も考えられる。

下部竪穴建物から上部竪穴建物への改築は建築単位の利用からみると、下部竪穴建物は不慣れであるが、東西方向

に限つてみると建築単位による設計施工法に従つていると思われ、これに対 し上部竪穴建物は、下部建築の構造的問

題点を修正し、建築単位による設計施工法を厳格に適用した事例といえる。しかも、礎石下部や床面構築に版築法を

用い、礎石構造とするなど、この上部竪穴建物を設計施工 した技術者は、平城宮・京などで用いられる設計施工法や

礎石建築を構築できる建築技術を熟知 していた人物であつたと考えられる。ところが、高度な礎石建築の技法を用い

ても、竪穴建物である以上、壁や屋根により建物の全体が覆われ、外観からはこの建物が礎石を用いていることを窺

い知ることはできないはずであり、礎石建築とした意図は、建物規模は別として、外観的にこの建物の特異性を他の

保 存 -48
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竪穴建物群の中で際立たせるようなものではなかったであろう。

想定されるのは礎石を用いることにより、柱穴を用いる建築より、より長期に居住使用できる建築を造ろうとした

のではないだろうか。さらにこの建物の性格を考えるうえで重要な点は、この建物は下部竪穴建物から全 く位置を変

えていないことであり、このことは集落内において、この建物を構築する位置が決められていた可能性が考えられる。

また、上部竪穴建物の建築単位 (3.25尺 :0.985m)は 、平城宮・京の初期造営尺度と同じであり、地方建築で最 も

多く用いられる建築単位であり、 8世紀の第 1四半期の時期が想定され、下部竪穴建物はその直前 7世紀末から8世

紀初頭ごろと推定される。上部竪穴建物から検出された8世紀後半の遺物は、この竪穴の廃絶段階の遺物とすると、

この竪穴建物は7世紀末から8世紀の後半、甲斐国では山梨郡の評段階の遺構や、白鳳寺院とされる寺本廃寺や、国

分僧尼寺、各郡行、国府など寺院や官衛が活発に整備された時期に当たり、この間、優れた建築技術を有する技術者

たちが、この建物に居住 したか、もしくは作業スペースとして使用されたと推測できる。あるいは異なる技術者であつ

ても、専用の施設として利用され続けた可能性が考えられ、この特異な竪穴建物が長期に存在 し続けたとすると、こ

れを維持 しつづけた西田町遺跡の古代集落自体の性格の分析が興味深いものになると考えられる。

(本項 目文責 :室伏 徹)

4.土坑・ピット (SK)に ついて

検出された土坑・ピットの多くは、竪穴建物跡の埋土を掘 り込んで構築されたものが多 く、10世紀代から11～ 12

世紀段階のものが多くみられる。特に竪穴建物跡のカマ ド周辺に集中的にみられる傾向があり、竪穴埋没後、時間差

なくカマ ド周辺部に土坑が掘られることで、出土遺物にはほとんど時期差がないことや、覆土の色調が竪穴覆土と判

別しづらいという特徴があげられる。覆土は竪穴建物跡と同じように、一括埋め戻 しの状況を示 し、そのほとんどが

人為的な堆積といって良い。覆土には黄褐色土ブロックを多 く含み、色調的には竪穴覆土とほとんど見分けがつかな

いのが特徴である。

a.形態とその特徴について

形態は長方形、円形、楕円形、隅円方形等を呈するものがあり、さらに出土遺物の状況から以下のように分類できる。

I類 :遺構覆土上層に河原石などの大型礫や土師質土器皿などを据え置 くもの。

SK31・ 32・ 48・ 65・ 72・ 80・ 106・ 123・ 130・ 132・ 136・ 151・ 163・ 168・ 176・ 185'197・ 239'277・ 285等

Ⅱ類 :遺構覆土内に礫を充填させるもの。

SK7・ 8'36・ 45・ 46・ 66・ 133・ 134・ 158・ 174・ 182・ 281・ 292・ 312・ 313・ 314・ 319・ 334等

Ⅲ類 :覆土堆積状態が柱穴状を呈するもの。

SK63・ 71'72・ 113・ 137・ 154・ 176・ 183・ 191・ 337・ 341等

Ⅳ類 :焼土・炭化物範囲を伴うもの。

SK31・ 124・ 149・ 168・ 169・ 185・ 292・ 296・ 330等

I類やⅡ類の場合でも、Ⅳ類のように覆土内に焼土粒や炭化材・炭

化物粒を伴うものもあり、しかも礫が被熟しているものも認められる

ことから、Ⅳ類と同じような性格であった可能性も考えられる。Ⅲ類

は、掘立柱建物の柱穴掘りかた、もしくはトーテムポール状の柱が立

てられていたことが推測できる。

SK133・ 134・ 174の ように、礫や土器などの遺物などを取りあげ除去

した後、土坑を完掘してみると、土坑掘りかた壁面に沿つて底面まで

達する柱穴状の小ピットが2～ 3個程度伴うものがみられる (SK133・

134・ 142・ 174。 184な ど)。 こうした土坑については、土坑上部に何

らかの上屋が存在したか、あるいは墓標のような木柱が立てられてい

たことが想定できよう。

このように土坑については、土坑墓や祭祀遺構、柱穴といつた用途・

性格が想定できるものの、判然としない部分が多い。また、第 117図

にはそれぞれの類型を特徴付ける「場」が見いだせるのではないかと

類型別の分布を示したものの、調査範囲が狭いためその傾向を見いだ
第118図 参候祭 (さ んどろまつり)風景

(東三河 2005文献より)
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すことはできなかった。

b.火処を有する土坑について

10世紀前半代の土坑を中心に、焼土や災化材を伴 う土坑 (SK124・ 149・ 168・ 169,185。 292,296・ 330な ど)、

石組みカマ ド状の火処を有する小竪穴状土坑 (SK31な ど)がみられ、「火」を多用する祭祀行為がおこなわれてい

た状況がうかがわれる。特にSK31は、径約 lm前後を測る楕円形を呈するもので、土坑内にカマ ド遺構を構築して

いるものである。覆土内には多量の焼土や炭化物を混入 しており、本遺構で煮炊行為をおこなったことは確実である。

それを取 り囲むように、土師器の杯・皿・鉢といった土器群が 9個ほど正置された状態で出土 しているが、これら

の上器群は、カマ ドが構築されている床面上約 10cm以 上のレベルから集中的に出土しており、カマ ド廃棄後に、あ

る程度埋め戻 した後に置かれた土器群だと考えられる。おそらくこの段階で土器に何らかの神僕を盛 り祭祀ををおこ

なった後、埋め戻されたと推測できる。

現代でも民俗事例として、愛知県の東三河地方では、参候祭 (さ んどろまつり)と 呼ばれる祭で (第 118図 )、 神

社の一画にカマ ドを築き湯釜を置き、神々を迎え御湯を献ずるという祭 りが各地で伝承されている。現在では芸能と

融合 し、神楽を舞う伝統芸能の一つとなっているが、湯釜の湯を神々に献 じ、またその湯を人々にふりかけて械れや

悪霊を祓い、無病息災や五穀豊穣を願う祭 りとなっており (東三河 2005)、 こうした祭祀行為が本遺構でおこなわれ

た可能性 も想定できる。

第 3節 まとめ

西田町遺跡における、8世紀代から12世紀代にわたる古代の集落跡の中心地は、今回調査を実施 した平成 18年度

第2次調査区および平成 20年度第 3次調査区一帯であり、特に第 3次調査区を中心として、祭祀遺構をはじめ、さ

まざまな性格をもつ遺構群が彩 しく重複 しながら存在 していることが半J明 した。一宮バイパスを挟んだショッピング

施設イツモア建設地における平成 7度および8年度の第 1次調査区では、12世紀後半を中心とした中世の館跡が検

出され、8世紀代から10世紀代にかけての竪穴建物跡をはじめとする古代の遺構群は、散在的なあり方を示 していた。

当該調査地は、微高地の縁辺部で旧河道に近接 しており、古代においては、河原的な様相を示 していたと推測できる

が、当該地は、前述した「御幸道」とよばれる陸上交通路と、旧河道を利用 した水上交通路の結節点とも言える交通

の要衝の場にあたり、中世段階においては有力豪族層が館を構え、そこを拠点とした物流交易を盛んにおこなってい

たことが、出土遺物の様相から指摘できる。

一方、今回の調査区は微高地の中でも中央部分にあたり、比較的安定かつ高燥な土地条件を備えた場所であり、こ

こを8世紀から12世紀代にかけて中心的な居住エリアとして占地していたと考えられる。しかしながら11世紀以降

を境に、居住痕跡は希薄になるとともに、変わって土坑群が広 く展開する状況が認められる。土坑の多 くは墓壊的な

性格を有すると思われるものが多 く存在することから、当該地が居住地から葬送地へと変化する土地利用状況の変化

がうかがえる。おそらく中世段階以降、墓域や耕地として主に利用されていたと推測できる。

こうした土地利用の変化は、周辺環境の変化がその要因の一つとして考えられる。環境の変化とは、前述した金川

の転流による環境変化である。10世紀代まで安定的な土地条件のもと、集落地として推移 してきたが、金川が転流

するほどの大水害が当該集落地まで及んだ可能性が高い。古代や中世における葬送地は、河原周辺に設けられること

が多いことから、こうした状況も考えられよう。

そしてもう一つ想定できることは、政治的要因であり、国分僧尼寺の盛衰と甲斐国府の造営・移転等の問題があげ

られる。これら寺院や官衛に近在する本遺跡の集落の人々は、その造営や維持、経営に深 く関与させられていたと考

えられることから、これら施設の盛衰と集落のそれとは密接に連関していたものと考えられる。しかしながら、本遺

跡の性格の変化は、自然的要因と政治的要因がそれぞれ個別的に引き起 したものではなく、これら要因が複合的に

絡み合っておこった結果、さまざまな土地利用の変化が繰 り返されたものと考えるべきであろう。第 2次調査 (平成

18年度)では、近世段階の暗渠的な遺構が多数検出されているが、これらからは安定 した耕作地を得るための大規

模な土地改変がおこなわれた状況がうかがえる。

いずれにしろ、西田町遺跡は、8世紀段階では、他の集落遺跡では類を見ない極めて特殊な竪穴建物が存在するこ

とや、検出された遺構数から、一般的かつ衛星的な集落ではなく、郷域レベルでの中核的な集落の一つであったと考

えられること。さらに推定される遺跡の規模や存続期間、その内容などからも、中世段階までつながる当該地域の中

-186-



核的な大規模集落として、存続 していたと考えられる。

第 3次調査 (平成20年度)での発掘調査面積は 990∬で、実際調査 をおこなえたのは約 444�。第 2次調査 (平成

18年 度)の調査面積 180∬ をあわせて も約 1,100だあまり。開発対象面積が約 35,000だ からすれば、わずか数パーセ

ントに過 ぎない。前述 したとお り、開発対象地全域に遺構群が さらに広がっていることは明白であり、そこでは各時

代を通 じてさまざまな人々の多様な生活の営みが繰 り返されてきたことは容易に推測できる。今回の発掘調査成果は、

西田町遺跡の実態を知る得るごくわずかな成果に過 ぎない。歴史資料の破壊は、歴史事実の運滅にもつながる。今後

も関係諸機関がこうした開発行為に対 して迅速に対応 し、適切なる文化財保護措置がとられることを切に願 うととも

に、これまでの発掘成果をもとに、様々な視点から分析・検討を加えてい くべ き重要な遺跡であることは言 うまで も

ない。

最後に、今回の発掘調査の実施にあたつて多大なるご理解 とご協力 を賜った株式会社 くろがねや、(株)カ ワイ、(株 )

フジタ、発掘調査か ら整理段階にわた りご指導、ご助言をいただた笛吹市教育委員会、そして実際に現地での極寒 '

酷暑の中、発掘調査に携わっていただいた発掘スタッフならびに資料整理に従事 していただた整理スタッフの皆 さん

の献身的なご協力に姑 し、心から感謝申し上げたい。

言主

1)建築単位とは、奈良・平安時代の官衛施設と関わるような集落遺跡から見出された建築尺度で、都城、地方官衡、寺院、現存建築等

の多様な建築から見出すことができる。建物の柱間間隔は、建築単位の分割法と倍尺運用法によって決定されていたと考えられ、建

築単位の倍尺運用基準は奈良 平安時代では建築の政治的格式序列として機能していたと想定されている。これまでの室伏氏の分析

から、奈良・平安時代にあつては、年代とともに増加する傾向にあり、遺構の同時性、異時性の判断とおおよその年代決定もおこな

える可能性が高い。建築単位は細分性を有し、分割法による柱間間隔の決定等にも利用されていたとともに、建築単位は立面構造も

含め、建物の比率設計の基礎単位として、また建物の骨格構造を構成する必要部材の積算の基礎単位としても機能していた可能性が

あることを導き出されている。こうしたことから、出土遺物以外から建築年代を想定する方法として、建築単位からの建物分析を室

伏氏にお願いした。改めて感謝申し上げたい。
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付編 1 西田町遺跡第 3次調査 (平成 20年度)から出土した炭化種実

佐々木由香・バ ンダリ スダルシャン (棚パ レオ・ラボ)

1.は じめに

山梨県笛吹市一官町に位置する西田町遺跡は、甲州盆地東南部、笛吹川の支流である日川・金川と御坂山地に囲

まれた緩やかな北西向きの斜面上に立地する、奈良 。平安時代の集落跡を主体 とする遺跡である。遺跡の標高は約

340mで ある。ここでは竪穴建物跡や土坑から回収された 12試料の戊化種実の同定を行い、当時利用された種実を

検討 した。

2.試料と方法

試料は竪穴建物跡である第 3次調査で検出された S19。 lo,H・ 13・ 15。 22・ 17・ 30の 8棟のカマ ド覆土などと、

土坑である SK31・ 125。 133の 3基の覆土などから回収 された炭化物である。試料は 1試料あたり1点から複数の

炭化物を含み、水洗選別済みであった。基本的に各遺構 1試料であるが、S110の み 2試料が回収されていた。遺構

の時期は、出土土器からS122が奈良時代、S19。 11・ 13,15。 17・ 30と SK31が平安時代 (8～ 10世紀代)、 S110と

SK133が平安時代末、SK125が平安時代かと考えられている。また SK31は祭祀的な用途が推定されている石組みカ

マ ド状の火処を有する小竪穴状の土坑、SK133は 柱穴状の小ピットが土坑の掘 りかたの壁面に沿って底面に達する

土坑、SK125は 焼土や炭化材を伴う土坑である。

堆積物の採取から水洗、抽出までの作業は⑪山梨文化財研究所によって行われた。炭化種実の抽出。同定・計数は、

肉眼および実体顕微鏡下で行った。計数の方法は、完形または一部が破損 していても1個体とみなせるものは完形と

して数え、1個体に満たないものは破片とした。試料および残澄は笛吹市教育委員会に保管されている。

3.結 果

同定の結果得られた戊化種実は、木本植物のオニグルミ炭化核とモモ炭化核、コウゾ属炭化核の3分類群と、草本

植物のヤナギタデ炭化果実と、サナエタデーオオイヌタデ災化果実、タデ属炭化呆実、スベリヒユ属炭化種子、アカ

ザ属炭化種子、ハギ属炭化種子、ササゲ属アズキ亜属アズキ型 (以下アズキ型)炭化種子、マメ科炭化種子、カタバ

ミ属炭化種子、アカネ属戊化種子、シソ属炭化果実、シソ科炭化果実、ナス属炭化種子、ゴマ戊化種子、メナモミ属

炭化呆実、オナモミ属炭化果実、ツユクサ炭化種子、ヒエ炭化種子、イネ炭化籾殻・種子、キビ炭化種子、エノコロ

グサ炭化有ふ果 。種子、アワ炭化種子、オオムギ炭化種子、コムギ炭化種子、イネ科炭化種子、ホタルイ属炭化呆実

の26分類群の計29分類群が同定された。また、残存が悪いためにオオムギかコムギか不明であった一群をオオムギー

コムギ炭化種子とした。この他に科以下の同定ができなかった不明 A戊化果実と不明 B炭化種実と、同定の識別点

を欠 くため同定できなかった同定不能炭化種実が見いだされた。種実以外には炭化 した不明芽と、虫えい、子嚢菌が

得られた。

以下に、時期別に遺構ごとの炭化種実出土傾向を記載する (同定不能炭化種実、虫えい、子嚢菌は除く)。

[奈良時代]

S122(カ マ ド掘 りかた覆土):オ ニグルミ核 と、スベリヒユ属種子、イネ種子、オオムギ種子がわずかに得られた。

[平安時代]

S19(カ マ ド覆土)iオ ニグルミ核 と、アカネ属種子、シソ科果実、イネ種子、オオムギ種子、コムギ種子、オオム

ギーコムギ種子がわずかに得られた。

S111(カ マ ド前面炭化物層):イ ネ種子とアワ種子、オオムギ種子が少量、オニグルミ核 とコウゾ属核、サナエタ

デーオオイヌタデ果実、アカザ属種子、アズキ型種子、マメ科種子、メナモミ属果実、オナモミ属果実、ヒエ種子、

イネ籾設、コムギ種子、オオムギーコムギ種子、イネ科呆実、ホタルイ属果実がわずかに得られた。オニグルミの破

片数は多いが、復元個体数は 1個体未満であった。

S113(カ マ ド前面焼土層):オ ニグルミ核 と、スベリヒユ属種子、アカザ属種子、アズキ型種子、アカネ属種子、

シソ科呆実、オナモミ属果実、イネ果実・種子、キビ種子、アワ種子、オオムギ種子、オオムギーコムギ種子、ホタ

ルイ属果実がわずかに得られた。
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表1 西田町遺跡(2008く ろがねや地点)の炭化種実同定結果 (括弧は破片を示す)

サンブル Oヽ   1     2     3     4
検出遺II  Sp       Ы 10      Slll    Sl13   Ы15    Ы22   SK31   SK125   SK138   創17    SEO

検出位置カマド覆土潔匿嬉型彊カマド覆土み昴〕鶏♂
力
馬笙彊Fカマド覆±15幾狙

リ
ミ鶏 王 媚 土坑

層
上下 ヵマド 覆土

ヤナギタデ        炭イヒ果冥

サナ王タデーオオイスタデ  炭化果実

炭化果実

炭化種子

アカザ属         炭化種子
ハギ属          炭化種子

ササゲ属アズキ亜属アズキ型 炭化種子
マメ科
カタパミ属

アカネ属
シツ属
シツ科
ナス属

メサモミ属
オナモミ属
ツユクサ

イネ

キビ

タデ属
スベリヒユ属

炭化種子

炭化種子

炭化種子

炭化果実

炭化果実

炭化種子

炭イヒ種子

炭化果実

炭化果実

炭化種子

炭化種子

炭化果実

炭化種子

炭化種子

エノコログサ        炭化果実

炭化種子

アワ
オオムギ
ヨムギ
オオムギーヨムギ      炭化種子

炭化核

炭化種子

炭化種子

炭化種子
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S115(カ マ ド覆土):オ ニグルミ核 とアカネ属種子、ゴマ種子、ヒエ種子、イネ種子、キビ種子、アワ種子、オオ

ムギ種子、オオムギーコムギ種子がわずかに得られた。

S117(カ マ ド):モモ核がわずかに得 られた。

S130(覆土):不明 A果実がわずかに得 られた。

SK31(土坑内カマ ド遺構覆土):オ ニグルミ核 と、タデ属果実、アカザ属種子、アカネ属種子、イネ籾殻 。種子、

アワ種子、オオムギ種子、オオムギーコムギ種子がわずかに得られた。

[平安時代末]

S110(カ マ ド前面床直覆土層・カマ ド覆土):オ オムギ種子が少量と、オニグルミ核、スベリヒユ属種子、アカザ

属種子、ハギ属種子、アズキ型種子、カタバミ属種子、アカネ属種子、シソ科果実、ゴマ種子、オナモミ属果実、ヒ

エ種子、イネ種子、キビ種子、コムギ種子、オオムギーコムギ種子がわずかに得られた。オニグルミの破片数は多い

が、復元個体数は 1個体未満であった。

SK133(土坑覆土下層):イ ネ種子が少量 と、モモ核、タデ属呆実、アカザ属種子、アズキ型種子、シソ属果実、

オナモミ属呆実、ツユクサ種子、キビ種子、オオムギ種子、コムギ種子、オオムギ ーコムギ種子、不明 B種実がわ

ずかに得られた。モモの破片数は多いが、復元個体数は 1個体未満であつた。

[平安時代か]

SK125(3層 ):ヒ エ種子とイネ種子、エノコログサ種子がやや多 く、アワ種子とホタルイ属呆実が少量、オニグルミ核、

ヤナギタデ果実、タデ属果実、アカザ属種子、アズキ型種子、アカネ属種子、ナス属種子、メナモミ属果実、ツユク

サ種子、イネ籾殻、キビ種子、エノコログサ有ふ果、オオムギ種子、コムギ種子、オオムギーコムギ種子がわずかに

得られた。

以下産出した代表的な分類群の種実の記載と図版を掲載 し、同定の根拠とする。

(1)オ ニグルミ カglα容脇α刀76・カクrたα Maxim var d'9う誠肋ヵ,(Maxim)MakinO 炭化核 クルミ科

完形はなく、すべて破片である。完形ならば側面観は広卵形。表面に縦方向の縫合線があり、浅い溝 と凹凸が不規

則に入る。壁は緻密で硬 く、部分的に空隙がある。断面は角が尖るものが多い。最大破片で残存長 7 5mm、 残存幅 5 0mm。

(2)モ モ И岬ざattPθ rs'Cα L 炭化核 バラ科

上面観は両凸レンズ形、側面観は楕円形で先が尖る。下端に大きな着点がある。表面に不規則な深い緩がある。ま

- 189-



た片側側面には縫合線に沿って深い溝が入る。長さ23 0mm、 幅 19 3mm、 厚さ 13 1mm。

(3)タ デ属 Pοゥpηク脇spp.炭化果実 タデ科

上面観は円形、側面観は倒卵形。下端にはやや突出した楕円形の大 きな着点がある。表面は平滑で光沢がある。長

さ 1 2mm、  中邑1 0mm程度。

(4)サ サゲ属アズキ亜属アズキ型 ン留ヵ,伽ν肋′ねvar"酔肋′ね,pe 炭化種子 マメ科

上面観は方形に近い円形、側面観は方形に近い楕円形。膳および種瘤は失われている。子葉に初生葉は遺存 してい

ないが、中央下端にむかって伸びた痕跡 (溝)がある。長さ 4 5mm、 幅 3 0mm程度。現生種と大きさを比較すると (小

畑,2008)、 野生種と栽培種双方の大きさを含むため、複数種含む可能性 もある。

(5)マ メ科 Fabaceae sp 炭化種子

著 しく変型 しているが、本来の上面観はやや扁平、側面観は楕円形か。種瘤は発泡 している。側面中央に全長の

1/3程度の長楕円形で両端がやや尖る勝がある。隣の内部に厚膜 (Epihilum)が 残存 しているように見えるため、ダ

イズ属以外のグループと思われるが (小畑ほか,2007)、 状態が悪いため科以下の同定ができなかった。長さ 2 4mm、

中冨1.8mm、 ナ享さ 1 2mm。

(6)シ ツ属 Pθrテ肋 sp 炭化果実 シツ科

いびつな球形。端部に着点がある。表面には浅い多角形の網目模様がある。長さ2.Omm、 幅 1 8mm。 エゴマの可能性

もあるが、シソとエゴマの両方の可能性を残す大きさで、1点のみの産出のためシソ属の同定に留めた。

(7)シ ソ科 Lamiaceae sp 炭化果実

上面観は楕円形、側面観は倒卵形。下端にやや突出する着点がある。表面は平滑。長さ 1 3mm、 幅 1 0mm程度。

(8)ゴマ レ磁脇物 οrセ肱力 L.炭化種子

上面観はやや扁平で、側面観は倒卵形。表面は光沢があり、微細な網 目紋がある。長さ2 3mm、 幅 1.5mm程度。

(9)ヒ エ 兌力ヵοθ力ん,θ′第
=評

〃,(L)Beauv var,カク脇?ηttε?,(Roxb.)W Wright 炭化種子 イネ科

側面観が卵形ないし楕円形、断面は片凸レンズ形であるが、厚みは薄 くやや扁平である。胚は幅が広 くうちわ型で、

胚の長さは全長の 2/3程度と長い。長さ 1.6mm、 幅 1 2mm程度。

(10)イ ネ 0りα∫αど,ッρL 炭化籾殻・炭化種子 イネ科

籾殻はすべて破片であるが、完形ならば上面観・側面観が楕円形で、表面には規則的に配列する独特の顆粒状突起

がある。小穂軸が突出する。基部の個数で計数した。残存長 2 2mm、 残存幅 0 8mm程度。種子の上面観は両凸レンズ形、

側面観は楕円形。一端に胚が脱落した凹みがあり、両面に縦方向の 2本の浅い溝がある。長さ4.5mm、 幅 2,7mm程 度。

(11)キ ビ P,ガ cクИ脇れに9ク脇L.炭化種子 イネ科

側面観は卵形で、先端が窄まってやや尖 り気味となる。断面は片凸レンズ形で厚みがある。胚の長さは全長の 1/2

程度と短い。胚は幅が広いうちわ型。長さ2 4mm、 幅 1.5mm程度。

(12)エ ノコログサ 膨妨ヵッ″
"ね

(L)P Beauv.炭 化有ふ果・炭化種子 イネ科

果実の上面観は楕円形、側面観は長楕円形で先端がやや突出する。アワよりも細長 く、乳頭突起が畝状を呈する。

長さ 1 5mm、 幅 0 9mm程 度。種子の上面観は楕円形、側面観は長楕円形。腹面下端中央の窪んだ位置に細長い楕円形の

胚がある。胚の長さは全長の 1/3程度。長さ 1.2mm、 幅 0 7mm程度。

(刊 3)アヮ 膨ヵ′ヵJr9′た,P Beauv 炭化種子 イネ科

上面観は楕円形、側面観は円形に近い。腹面下端中央の窪んだ位置に細長い楕円形の胚がある。胚の長さは全長の

2/3飛呈痕乳 よ≧さ 1 4mm、  呵目1 2mm飛呈握蓋。

(14)オ オムギ Fr身施ク脇ックヶgtt L.炭 化種子 イネ科

側面観は紡錘形、断面は円形。腹面中央部には上下に走る 1本の溝がある。背面の下端中央部には三角形の胚があ

り、中央の断面形状は円形となる (Jacomet,2006)。 長さ 5 5mm、 幅 2.Omm、 厚さ 2 6mm。

(15)コ ムギ (パ ンコムギ)r/・,施″脇,奮か閉 L 炭化種子 イネ科

上面観・側面観共に精円形。腹面中央部には上下に走る 1本の溝がある。背面の下端中央部には扇形の胚がある。

オオムギに比べて長さが短 く、幅に射 して厚みがあるため、全体的に九っこい傾向がある。断面形状は腹面側が窪み、

背面側が円形となる (」 acomet,2006)。 またコムギの場合、側面観で最 も背の高い部分 (幅の広い部分)が基部付

近に来る。コムギ属にはパンコムギやマカロニコムギなど複数種あるが、一般的に日本産コムギと呼称 しているもの

はパンコムギである。ここでは一般的な呼称で記載した。長さ47mm、 幅 3 6mm、 厚さ 3 0mm。 破片や変形などにより

- 190-



オオムギとコムギを明確に識別できなかった一群をオオムギーコムギとした。

(16)イ ネ科 Gramineae sp 炭化種子

上面観は楕円形、側面観は長楕円形。表面は円滑か。胚は全長の 1/2以上。上部は欠損 している。属以下の同定は

できなかった。長さ■3mm、 幅 0 8mm。

(17)不明A Unknown A 炭化果実

中心に硬い核を持つ果実で、球形。表面は平滑で級があり、柔らかい。核は両凸レンズ形で壁が厚 く硬い。内部の

子葉は失われている。バラ科か。残存長 16 5mm、 残存幅 15 1mm、 残存厚 8 2mm。

(18)不明 B Unknown B 炭化種実

破片だが、上面観は楕円形、側面観は倒卵形か。表面は平滑で、ほぼ中央の孔が着点か。反対側には側面近 くに縦

方向の溝がある。ブドウ科か。長さ 3.5mm、 残存幅 2 6mm。

4考 察

奈良時代から平安時代末の竪穴建物弥と土坑から出土した炭化種実を同定 した結果、栽培植物を含む多 くの種実が

得られた。

奈良時代の竪穴建物跡からは、栽培植物では水田作物のイネと畑作作物のオオムギが得られた。野生植物では食用

可能なオニグルミがあつた。草本植物のスベリヒユ属は種によっては若芽を食用にするが、種子自体は利用 しない。

産出数が少ないことから、竪穴建物跡周辺に生育 していたものが偶発的に炭化 したと考えられる。

平安時代の竪穴建物跡からは、栽培植物では水田作物のイネ、畑作作物のゴマと、ヒエ、キビ、アワ、オオムギ
.

コムギ、果樹のモモが得 られた。検討を行った 6棟の竪穴建物跡のうち、4棟からイネとオオムギ、3棟からアワ沖i

産出し、その他の栽培植物は 1～ 2棟から産出した。S117の みから産出したモモは食用 となるほかに、モモ自体が

呪術的意味を持つが、出上位置が竪穴建物跡のカマ ドであることを考慮すると、食用後に食用としない核の部分が意

図的に燃やされたか、あるいは燃えてしまって炭化し、堆積 した可能性が高い。また、S111のみに栽培種 (ア ズキ)

と野生種 (ヤ ブツルアズキなど)を含むアズキ型が得られた。野生植物では食用可能なオニグルミとコウブ属があった。

その他、草本植物であるスベリヒユ属と、サナエタデーオオイヌタデ、アカザ属、マメ科、アカネ属、シソ科、メナ

モミ属、オナモミ属、イネ科、ホタルイ属については産出数がわずかであ り、何らかの要因で周辺に生育 していたも

のが偶発的に炭化 したと考えられる。ほとんどが道ばたや荒れ地などに生育する雑草であるが、ホタルイ属は抽水絶

物であるため、周囲に池や水たまりがあったことが想定される。竪穴建物跡別にみると、S19と S115か ら得られた

種実のほとんどは栽培植物か食用可能な植物で、その他の種実はほとんど産出していないのに紺 し、S111と S113は

多種類の種実が含まれていた。これは、前者はカマ ド覆土、後者はカマ ド前面炭化物層または焼土層という分析対象

位置の違いを反映 している可能性がある。S130か らは同定可能な種実は得 られなかったが、 1点の不明果実が得 ら

れた。梅干し状に周辺の果肉と中に核が残存 しており、形状から判断して、何らかの食用となる果実が炭化 した可能

性がある。

祭祀的な用途が推定されているSK31か らは栽培植物のイネ、アワ、オオど、ギが得られた。また食用可能なオニグ

ルミ、草本植物のタデ属とアガサ属、アカネ属が得 られた。種実組成は S19や S115の カマ ド覆土から得 られた種実

と類似し、差異はみられなかった。

平安時代末の竪穴建物跡と土坑からは、栽培植物では水田作物のイネ、畑作作物のゴマと、ヒエ、キビ、オオムギ、

コムギ、果樹のモモが得られた。また、栽培種 と野生種を含むアズキ型があった。野生植物では食用可能なオニグル

ミとシソ属があつた。その他の草本1直物であるタデ属と、スベリヒユ属、アカザ属、ハギ属、カタバミ属、アカネ属、

シソ科、オナモミ属、ツユクサについては産出数がわずかであることから、何らかの要因で周辺に生育していたもの

が偶発的に炭化したことが考えられる。建物跡と土坑内から得られた種実の組成は類似 していた。

平安時代とされた土坑であるSK125か らは、栽培植物では水田作物のイネ、畑作作物のヒエと、キビ、アワ、オ

オムギ、コムギ、栽培種と野生種を含むアズキ型が得られた。また食用可能なオニグルミ、草本植物のヤナギタデと、

タデ属、アカザ属、アカネ属、ナス属、メナモミ属、ツユクサ、エノコログサが得られた。種実の組成は竪穴建物跡

内と類似 していた。

食用可能な種実が炭化 した要因としては、貯蔵・加工 。調理時の炭化、食用部分を取 り出した後の残澄焼却、残澄

が堆積 した場所での火の使用による炭化、祭祀など非日常的な要因による炭化などが考えられる。
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西田町遺跡は奈良時代から平安時代にかけての中核的な集落であった可育と性が高いと考えられている。遺跡周辺で

は複数の裁培植物を栽培・管理し、食用可能なオニグルミなどの森林資源を―利用する多角的な種実不U用が推定される。
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スケール 1,2:5mm,3-14:lmm

図版 1 西田町遺跡から出上 した炭化種実 (1)

1オ ニグルミ炭化核 (S111カ マ ド前面炭化物層、No4)、 2モモ炭化核 (S117カ マ ド、No ll)、 3.タ デ属炭化果実 (SK133土

坑覆上下層、No10)、 4.ア カザ属炭化種子 (S111カ マド前面炭化物層、No4)、 5ササゲ属アズキ亜属アズキ型炭化種子 (S111

カマ ド前面炭化物層、No4)、 6ア カネ属炭化種子 (S115、 カマ ド覆土、No6)、 7シ ソ属炭化果実 (SK133土坑覆土下層、

No 10)、 8ン ソ科炭化果実 (S19カ マ ド覆上、Nol)、 9ゴマ炭化種子 (S115カ マド覆土、No6)、 10ヒ エ戊化種子 (S110カ マ

ド覆土、No3)、 11イ ネ炭化果実 (S111カ マ ド前面炭化物層、No4)、 12イ ネ炭化種子 (S110カ マ ド覆上、No3)、 13キ ビ炭

化種子 (SK125、 3層、No9)、 14エ ノコログサ炭化果実 (SK125、 3層、No9)
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スケール 15-19,21:lmm,20:5mm

図版 2 西田町遺跡から出土 した炭化種実 (2)

15エ ノコログサ炭化種子 (SK125、 3層、No9)、 16ア ワ炭化種子 (SIHカ マ ド前面炭化物層、No4)、 17オ オムギ炭化種子 (S111

カマ ド前面炭化物層、No4)、 18コ ムギ炭化種子 (S111カ マド前面炭化物層、No_4)、 19イ ネ科炭化種子 (S111カ マ ド前面炭

化物層、No4)、 20不明A炭化果実 (S130覆土、No 12)、 21不明B炭化種実 (SK133土 坑覆上下層、No 10)
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図版 1

1.平成 18年度調査区全景 (上が北 )

2,平成 18年度調査区近景 (北西から) 3.平成 18年度調査区近景 (西から)

4.S11完掘状況 (上が南東) 5,S11カ マ ド確認状況



図版 2

6 S12完 掘状況 (西から) 7.S12内 遺物出土状況

8 S12カ マ ド内遺物
出土状況

9 SKl～ 9、 1号

配石検出状況

(西から)

10 SKl集石】犬況
(耳とん`ら)

11, SKl完 tFx】犬況 (】 ヒから)

12 SKl・ 3集石状況



図版 3

13.SK3完掘状況

(北から)

14.SK2完掘状況
(】とから)

15.SK2遺物出土状況

17.SK6集 石状況断面

16.SK4(右 )。 5(中 )。 7(左)完掘状況 (北から)

18,SK6完掘状況 (東から)

19.SK7(左 )・ 8(中 )。 9(右)完掘状況 (北から) SK10集石状況その 1(北西から)



図版 4

21 SK10集石状況その 2 22 SK10内 遺物出土状況 1

23 SK10内 遺物出土状況 2 24 SK10集石メ犬況断面

25 SK10完 掘メ犬況 (西から) 26 SK12 ゆ缶)。 13石程言忍】犬

"L(西
から)

27 SK12内 遺物出土状況 28 SK14石雀言忍労犬況



図版 5

30 SK14:記 亨己】犬

"L(】

ヒから)

29 SK14集 石】犬況断面

(東 から)

32 SK16完 掘】犬況 (西 から)

31 SK15集 石メ犬況断面 (東 から)

34 1号 ピッ ト完掘状況 (北 から)

33 1号 配石完掘状況 (北 から)

36 3号 ピッ ト完掘状況 (西 から)

35 2号ピッ ト完掘状況
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S12-4(墨 書 )

37 SDl完掘】犬況 (東 から)

40 SDl内集石断面
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41 SDl内集石完掘状況 (東 から)

S12-8
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/9ゝ ら) 39 SDl内集石確認状況 (東 から)

S11-1 S11-2 S12-2
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S12-1(墨 書 )

平成18年度発掘調査 出土遺物 (1)
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1 平成20年度調査区全景空中写真 (上が西)

2 平成20年度調査区景観写真 (西から)
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3,平成20年度調査区景観写真 (東から)

4.平成20年度調査区完掘部空中写真 (上が北)



図版 11

5 平成20年度調査区調査前状況 1 6.平成 20年度調査区調査前状況 2

7 重機による確認面精査作業風景 1 8 重機による確認面精査作業風景 2

9.完掘部南側完掘状況 1(東 から) 10.完掘部南側完掘状況 2(西 から)

11,S11完掘状況
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13 S11ビ ッ ト2お よびSK6完掘および遺物出土状況 14.S12完掘状況

15 S13・ 21・ 22掘 りかた完掘状況 16.S121内 カマ ド掘 りかた完掘状況および遺物出土状況

17 S122カ マ ド掘 りかた完掘および遺物出土状況 1 18 S122カマ ド内遺物出土状況 2

19.S13カ マ ドおよびSK98完掘状況 20 S14完掘状況



21.S15遺物出土状況
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22 S15カ マ ド内遺物出土状況

23.S15カ マ ド周辺出土緑釉陶器 24 S15カ マ ド脇出土刀子

25 S16完 掘および遺物出土状況 26.S16カ マ ド内遺物出土状況

27 S17東 西セクションおよび遺物出土状況 28.S17カ マ ド検出状況
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29.S18完 掘状況 30 S18遺物出土状況

31.S18カ マ ド完掘状況 32 S18カ マ ド内遺物出土状況

33. S19・ 10。 11テ]掘】犬況 34 S19カ マ ド完掘状況

35 S110カ マ ド完掘状況 36 S111カ マ ド完掘状況
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37 S112完 掘および遺物出土状況 38 S113完 掘】犬況
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39 S113カ マ ド完掘状況 40 S113カ マ ド確認状況

41 S113カ マ ド両袖奥土師器郵出土状況 42 S113カ マ ド両袖奥出上lTk l

43 S113カ マ ド両袖奥出上郭 2 44 S114遺 物出土状況
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45 S115完掘】犬,兄 46 S115カ マ ド内遺物出土状況

越 :奮渉輯 1襲

1驚|
48 SI 16カ マ ド完掘状況

49 S117完掘および遺物出土状況

47 S115カ マド完掘】犬況

50 S117南壁際遺物出土状況 1

52 S117南壁際遺物出土状況 351 S117南壁際遺物出土状況 2



53 S117カ マ ド完掘状況
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54 S117・ 28・ 30・ 34掘 りかた検出状況

55 S118遺物出土状況 56 S123完掘状況 (SK310・ 311含 む〉

57 S123カ マ ド完掘状況

S124完掘】犬況
空中写真 60 S124カ マ ド完掘状況
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61 S124カ マ ド内出土土師器 (SK210)検 出状況

Ii轟難t

64 S124礎石 (SK210)下 部先行掘立桂検出状況

66 S124先 行掘立柱 (K298)検 出状況

63 S124礎 石 (SK266)検 出状況

(SK266)下 部先行掘立柱検出状況

67 S124先 行掘立柱 (K298)内礎板石 68 S124先 行掘立柱 (K302)検 出状況
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70 S125遺物・礫出土状況69 S125。 27完掘メ犬況

72 S125カ マ ド完掘状況71S125遺物・礫出土状況近景

73 S126・ 28完掘】犬況 74 S129完掘】犬況

75 S130完掘男犬況 (SK299,300・ 301含む〉 76 SISO遺物出土状況
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77 S130遺物出土状況近景 78 S130棚】犬施言隻ホ父出】犬況

79 S120完掘】犬況 80 S120南 東コーナー部遺物出土状況

S120カ マ ド完掘状況 82 S131 ・34等完掘】犬況

83 S131・ 34等遺物出土状況 84 S131カ マ ド完掘状況 (SK339含む)



S132、  SK296・ 295'304・ 305:記〕己】犬況
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86 S133、 SK296・ 304・ 305'307・ 308:藉 J己】犬
'兄

87 S134、 SK312・ 313・ 315:君 tyPH】犬,兄 88 S134遺物出土状況

89 S134遺物出土状況近景 1 90 S134遺物出土状況近景 2

91 S134カ マ ド完掘状況および SK312完掘状況 (手前) 92 S134間仕切 り施設検出状況 1
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93.S134間仕切 り施設検出状況 2 94 S134壁体押さえピッ ト検出状況 1

SK3完掘状況

95。 S134壁体押さえビッ ト検出状況 2 96.SKl完掘状況

97. SK2テ功FHり6兄

99. SK4・ 7～ 17・ 33～36完掘満 兄
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102.SK6須 恵器出土状況101.SK6完掘状況

104. SK31 ・32・ 37・ 47・ 48・ 51 ・55・ 59・ 65・ 95～
97完掘状況および遺物出土状況

103 SK10等完掘】犬況

105.SK31遺 物出土状況 106.SK31遺物出土状況近景 1

107 SK31遺物出土状況近景 2 108.SK31遺物出土状況近景 3
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109 SK31礫 除去後完掘状況 1 110 SK31カ マ ド遺構遺物出土および完掘状況

11l  SK34完掘】犬況 112 SK36完掘】犬況

113 SK66完掘】犬況 114 SK66出 土遺物

115 SK84・ 85・ 86完掘メ犬況 116 SK124内 検出硬化面および焼土範囲確認状況



117 SK125遺 物出土状況および炭化物範囲確認状況
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118 SK133・ 134・ 174完掘メ犬況

119 SK133完 tFH】犬況

1 21 SK133ピ ッ ト桂根壁面
痕跡状況

120 SK133遺物出土状況

|| ■汗||

122 SK134完掘】犬況

124 SK174出土炭化材

SK174完掘】犬況
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SK168確言忍】犬況

127 SK231 'SK242完掘】犬況

126 SK103-114・ 130-132・ 135-140。 148^マ 157・

封62-164・ 178-180・ 191・ 192・ 342完掘】犬況

123 SK240遺 物出土状況

129 SK281 ・288・ 292・ 309・ 314・ 319・ 334礫
および遺物出土状況

130 SK281 ・288・ 292・ 309・ 319'334完桐】犬況

131 SK293(右 )・ 303遺物出土状況 132 SK303遺 物出土状況



133 SK313(S134内 )遺物出土状況
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134 SK313出
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遅量4物

鰺導
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135 SK330。 331・ 337338・ 340・ 341完」Ξ
および遺物出土状況

SK330遺物
出土状況

138 SDl完 掘】犬況
(中央部分)

139 SDlセ クション

140 完tFH吉[遺構確言忍舛犬況
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141 調査風景 1 142 調査風景 2

143 ポールによる写真測量実施風景 144 保存地区遺構確認状況

145 保存地区遺構確認状況および遺物出土状況 146 保存地区埋め戻 し前養生状況 1(南東から)

147 保存地区埋め戻 し前養生状況 2(南西から) 148 保存地区埋め戻 し作業風景
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主 な 遺 物
縄文式上器 /土師器 /製塩土器 /須恵器 /灰釉陶器 /緑釉陶器 /中世陶器 /土師質土器 /近 ・現代陶磁
器 /砥石 /粘土塊 /鉄製刀子 /鉄津

特 記 事 項
礎石をもつ大型竪穴建物跡、カマ ドを有する祭祀土坑、製塩土器、二次転用上器群

平成20年度調査地5453∬ を盛土保存
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